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第一章★★★ルウ家の青空食堂







１




「いやあ、何だか感かん慨がい深ぶかいねえ」

　その場の光景を見回しながら、俺おれはそう言った。

　時は藍あいの月の二十七日、ダバッグへの小旅行から帰き還かんして四日後のことである。

　ここに至るまでの道のりを考えると、実に感慨深くなってしまう。

　俺のかたわらに立つ森辺の女衆たちにしても、それは同様であっただろう。




　ことの起こりは、三日前――ダバッグから帰ってきた、その翌日のことであった。

　その日は宿場町での商売も休業であったので、ちょっとひさびさにミケルを森辺の集落に招き、乾かん酪らく作りの方法を学ぶことになった。そしてそののちに、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウの開発した新メニューを味見することになったのだった。

「まだまだ細かい部分を見直す必要はあるかもしれませんが、さしあたってはこれで完成ということにしたいと思います」

　レイナ＝ルウたちが、真しん剣けんな面おも持もちで木皿を差し出してくる。その中に満たされていたのは、なんとギバの臓物を使った汁しる物もの料理であった。

「ルウの集落では毎日五、六頭のギバが、眷けん族ぞくの集落を合わせれば十頭以上のギバが狩かられています。血ち抜ぬきをうまく行えるのがその半数ていどであったとしても、毎日膨ぼう大だいな量の臓物が手に入るので、いささかその扱あつかいをもてあましている面があったのです」

「そして、この味付けならば町の人間に忌き避ひされることもないだろうと思うのですが、いかがなものでしょう？　ぜひアスタたちに味見をしていただいて、ご意見をうかがいたく思います」

　俺にも色々と言いたいことはあったが、まずはその料理の味見を優先することにした。

　タウ油を基調にした、ごくシンプルな汁物のようである。ただ、ほのかに香かおるミャームーの香りが実に芳かぐわしい。

「臓物の料理ですので、下した茹ゆでにはリーロの葉を使っています。味付けはタウ油とミャームーと、そして砂糖とチットの実ですね」

「臓物は、腸ちよう詰づめ肉で使う小腸以外のすべてを使っており、野菜は、アリアとティノとネェノンと、そしてペペの葉です」

「ペペの葉か。なるほどね」

　ペペの葉というのは、ニラに似た青菜である。レイナ＝ルウたちは、これを香こう草そうではなく野菜とみなして使っているらしい。

　スープの味は、申し分なかった。タウ油と砂糖の甘あま辛からい味付けに、ミャームーとチットの実が刺し激げき的てきなアクセントになっている。臓物の臭くさみなどはまったく感じられない。独特の風味を持つペペの葉も、その点では大きく貢こう献けんしているのだろう。

　具材のほうも、あらゆる臓物が入っているので実に楽しい噛かみ応ごたえである。もっちりとした大腸や胃い袋ぶくろばかりでなく、通常の肉に近い食感を持つハツやハラミなども織り交ぜられているので、物足りなさはまったくないように思う。

　目新しい食材は、ほとんど使われていない。だけどその分、レイナ＝ルウたちの力量がはっきりと感じられる、素す晴ばらしい出で来き栄ばえであった。

「うん、美お味いしいよ。以前、トゥール＝ディンに食べさせてもらった、タラパ仕立てのモツ鍋なべにも負けない美味しさだね」

　俺が言うと、トゥール＝ディンがぎくりとした様子で振ふり返かえる。

「わ、わたしの場合はタラパとチットの実の強い味で臓物の臭みをごまかしているので、こちらの料理のほうが数段素晴らしいと思います」

「うん、トゥール＝ディンのモツ鍋は豪ごう快かいな味で、こちらのモツ鍋はもう少し繊せん細さいな味かな。でも、優まさり劣おとりはないように思うよ？」

　トゥール＝ディンはますます居たたまれないような顔になってしまったが、レイナ＝ルウがそれを優やさしく取りなした。

「臓物の扱いにもっとも手て馴なれているトゥール＝ディンの料理と遜そん色しよくがないならば、それは光栄な話です。そして、料理に関しては言葉を飾かざらずに、正直な感想を述べ合うべきでしょう」

「…………」

「そういえばわたしたちは、トゥール＝ディンの料理というものを口にしたことがありませんでした。今度は是ぜ非ひ、トゥール＝ディンの作った臓物料理も食べさせてくださいね？」

「はい」と、トゥール＝ディンは真っ赤になってうつむいてしまう。さらにマイムが「是非、わたしもお願いします！」と発言したので、トゥール＝ディンはいっそう消え入りそうになってしまった。

「それにしても、この料理は本当に美味しいです！　ギバの臓物というのは、とても興味深い食材ですね！」

「ああ。これはカロンの臓物にも劣らない食材だな。……それより何より、味付けがすぐれているのだろうが」

　ミケルが仏ぶつ頂ちよう面づらで言うと、レイナ＝ルウはまたいくぶん表情を引ひき締しめて、そちらを振り返った。

「あの、わたしたちは今日、ミケルのおかげで、乳清という新たな食材を手にすることができました。この料理に、乳清を使うべきでしょうか？」

　乳清とは、乾酪作りの過程で固形物から分ぶん離りする水分、いわゆるホエーというやつである。ミケルは角張った下した顎あごを撫なでさすりながら、「乳清か」とつぶやいた。

「使って悪いことはないだろう。乳清などというものは、それほどはっきりとした味のある食材ではないからな。……ただし、使ったところで大きな変化などはなかろうから、無理に使う必要もあるまい」

「そうですか。乾酪は毎日作るわけではないので、乳清を使わずに済むなら、ありがたく思います」

「ふん。これだけ見事な料理を作りながら、まだ手を加えようなどとは、貪どん欲よくなことだ」

「そうですよ！」と、マイムが笑え顔がおで割り込んだ。

「この料理は、本当に美味です！　もっとおなかがいっぱいになるまで食べたくなってしまいます！」

「ありがとうございます」と、レイナ＝ルウは微笑ほほえんだ。

「ミケルやマイムにそこまで言っていただけたら、心強いです。そして、心から光栄に思います」

　そのように言ってから、レイナ＝ルウは嬉うれしそうにシーラ＝ルウと目を見み交かわした。

　そんな二人の横顔を見つめながら、「でもさ」と俺も声をあげることにする。

「これは、屋台で扱う新しい料理のお披ひ露ろ目めって話だったよね？　レイナ＝ルウたちは、屋台で汁物を扱うつもりなのかい？」

「はい。宿場町にも、ごくわずかにですが汁物を扱っている屋台があったようですので」

「うん。だけどあれは、設備を整えるのが大変そうじゃないか？　卓たくや椅い子すや、それに木皿や木き匙さじなんかも準備しなくちゃならないわけだしさ」

「ええ。ですが、ルウ家は屋台の商売でつかいきれないほどの銅貨を手にすることができましたので、それは何とかなると思います。ドンダ父さんも了りよう承しようしてくれましたし」

「え？　もうドンダ＝ルウにも了解を取っているのかい？」

「はい」と、レイナ＝ルウは力強くうなずく。

「以前にアスタが仰おつしやいましたよね。町の人間にも家族にふるまうのと同じような気持ちで料理をふるまうことができれば、いっそう料理を作ることが楽しくなり、結果として、さらなる上達の道が開けるかもしれないと。……だからわたしはシーラ＝ルウと話し合い、汁物料理を取とり扱いたいと思うようになったのです」

「ああ……つまり、お客さんたちが美味しそうに自分たちの料理を食べる姿を、もっと間近で見ていたいってことなのかな？　だから、座席の必要な汁物料理を売りに出そうと考えたわけだね？」

「はい、その通りです」

　俺は、すっかり感服してしまった。

　そして、森辺の民たみたるレイナ＝ルウがそのような発想に至ったことを、心の底から嬉しく思った。

「わかったよ。そういうことなら、何としてでもその考えを実現させてみせよう。座席の設営なんかに関しては、ミラノ＝マスとかに相談すれば何とかなると思うよ」

「ありがとうございます」と、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウは誇らしそうに微笑んだ。




　そういった顛てん末まつがあって、俺たちは三日がかりでこの青空食堂を設営してみせたのだった。

　まずは、座席の確保である。木の卓や椅子、それに屋根を張るための骨組みなんかは、お馴な染じみの組立屋で準備することができた。すでにトトスの荷車を調達するために何度もお世話になっている、宿場町の組立屋だ。

「ほう、今度は卓に椅子ときたか」

　厳いかつい風ふう貌ぼうをした組立屋の主人は、『ギバ・バーガー』をかじりながら笑顔で請うけ負おってくれた。買い物以外でもひと月に一度は荷車のメンテナンスで顔をあわせており、その際には出で不ぶ精しようの主人のために屋台の料理を持参するのが通例になっていたのだ。

「家の中ではなく、外で使う卓と椅子だな？　それなら安く仕上げて、一年ばかりで買かい換かえたほうが得だろうな。数は、どれほどだ？」

「そうですね。四人掛けの卓を五つ、椅子もそれに見合うだけを注文したいのですが、いかがでしょう？」

「それぐらいなら、今日と明日で何とかなる。二日後の朝までには仕上げてやるよ」

「え？　そんなに早く仕上がるものなのですか？　あと、屋根を張るための骨組みも注文したいのですが」

「問題ねえさ。四ヶか月げつかそこらで四台も荷車を買ってくれた、お得意様の注文なんだからな」

　俺はつい先日、スドラやフォウといった小さな氏族の買い出し用に新しい荷車を買っていたし、その前には、ルウ家が商売用と買い出し用に荷車を欲ほつしたときも、窓口になってこの組立屋から購こう入にゆうしているのである。

　ご主人は残りの『ギバ・バーガー』を口の中に放ほうり込み、それを咀そ嚼しやくしてから、さらにこのように言ってくれた。

「それよりも、そんな大量の木皿や木匙を準備するほうが骨だろう。そんなちまちましたものはうちの店じゃ扱っていないが、おんなじ材木屋から材木を買い付けている細工屋には大勢の知り合いがいる。よかったら、そいつらを紹しよう介かいしてやろうか？」

「あ、それはとてもありがたいです」

　ということで、食器類も卓や椅子と同時進行で準備することができた。さらに、革かわの細工屋でカロン革の屋根も注文したら、とりあえずの準備は完かん了りようである。

　お次は、それを設営するためのスペースだ。

　これは普ふ通つうに、相応の場所代を払はらうだけで事は済んだ。

「場所代や道具が余計にかかる分、汁物屋を開こうって人間は少ないんだがな。ま、お前さんたちぐらい売り上げを出している店なら、心配はないだろう」

　ミラノ＝マスは、そのように言ってくれた。

　通常の屋台の場所代は十日につき白銅貨一枚で済むが、座席まで準備するとなると、最低でも屋台三台分のスペースが必要になるのだ。もともとルウ家は二台の屋台で商売をしていたので、今後は五台分の場所代を払うことになるわけである。

　ちなみに、これまでは二台の屋台でそれぞれ『ギバ・バーガー』と『ミャームー焼き』を売っていたが、今後はそちらを一日置きとして、新メニューたる『ギバのモツ鍋』を毎日売りに出す予定であるという話であった。

「で、その日の商売が終わった後、座席はどうするんだ？　うちで預かってもかまわないが、それにはまた倉庫代が必要になるし、いちいち片付けるのも手間だろう？」

「そうですね。他の屋台では、どのようにするのが通例なのでしょう？」

「たいていは、その場に置き去りだ。屋外用の粗そ末まつな卓や椅子を盗ぬすむような物好きはそうそういないし、夜の間は昼よりも大勢の衛兵どもが宿場町を見回っているから、まあ心配はいらないだろう。……ただし、その場合は店を休む日にも場所代をいただくことになるがな」

　とはいえ、屋台三台分の場所代も日割りにすれば、赤銅貨三枚である。それで片付けの手間がなくなるなら、安いものであった。

　かくして、藍の月の二十七日の朝方には、青空食堂の設営が完了したのだった。

　革かわ張ばりの屋根を張っているので正確には青空の名に値あたいしないのかもしれないが、ジェノスには時おりスコールのような雨が降るので、こればかりはしかたがない。何にせよ、屋外食堂の完成である。

　屋台三つ分のスペースの、後方の雑木林にぶつかるすれすれまでを利用して、五つの卓と二十の椅子が並べられている。卓は丸太の土台に木の板を張りつけたもの、椅子などは丸太というか切り株そのものだ。ただ、衣服などがひっかからないよう、断面だけは丁てい寧ねいに磨みがかれている。

　そのスペースをカバーできるサイズの屋根が広々と張られており、骨組みも、木造りのしっかりしたものである。高さは二・五メートルほどであろうか。屋根に雨水がたまらないように、真ん中のあたりが少し高い造りになっている。

　さらに必要であったのは、食器を洗うための設備だ。二十の座席に対して三十セットの食器を用意しているが、もちろん使用された食器は次に備えて洗せん浄じようしなければならない。汁物料理は『ギバ・バーガー』などと同じく、八十食分も準備しているのである。

　なおかつ、フワノやポイタンのない汁物料理のみでは不満の声が出るかもしれない、ということで、大きな木皿にたっぷりと一いつ杯ぱいなら赤銅貨三枚、半分の分量なら赤銅貨一枚と割り銭ぜに一枚、あとは安価の『ギバまん』や『ギバのポイタン巻き』などもあわせてお召めし上あがりくださいませ、という方針を取っているので、なおのこと木皿を使い回す頻ひん度どは高くなる。

　ということで、食器を洗浄するために木の樽たるを購入し、そこには井い戸どで汲くんだ水を準備しておくことになった。

　もちろん井戸が存在するということは噂うわさで聞いていたが、実際に俺たちが活用させていただくのは初めてのことだ。水汲み場は衛兵たちに守られており、誰だれでも無料で使うことが許されている。これだけ豊かな水源が確保できたからこそ、ジェノスはここまで栄えることができたのだろう。

　何にせよ、樽や壺つぼを荷車に積んだ町の人々にまじって水を汲むのは、なかなか新しん鮮せんな体験であった。

「これで、準備は万ばん端たんですね」

　俺がそのように呼びかけると、本日の当番であったシーラ＝ルウは「はい」と穏おだやかに微笑み返してきた。それから胸むなもとに手をやって、しみじみとした様子でまぶたを閉ざす。

「なんとなく――自分の家を手に入れたような喜びがこみ上げてきてしまいます。おかしいですね。屋根を張って、椅子や卓などという馴染みのない道具を並べただけのことなのに」

「おかしいことはないですよ。ただの屋台じゃなく、食堂を開いたような感覚ですもんね。俺も何だか感慨深いです」

　ファの屋台が二台、ルウの屋台が二台、その横に青空食堂のスペースまでもが追加されて、実に壮そう観かんである。俺もシーラ＝ルウに負けないぐらい弾はずんだ気持ちで、屋台の準備に取り組むことができた。

　ちなみにルウ家の本日の当番は、シーラ＝ルウ、ララ＝ルウ、ツヴァイである。中天になれば、普ふ段だん通りアマ・ミン＝ルティムもやってくる予定であるが、それ以上の増員はない。その代わりに、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》に卸おろす料理も他の宿屋への料理と一いつ緒しよに朝方に仕上げて、中天以降も全員がこの場に居残れるように手はずを整えていた。

　汁物料理を売り出すとなると、皿洗いの要員も必要となってしまうのだ。が、いざとなったらファの家のほうからもヘルプを出すことは可能であるので、まずは現状の人数で挑いどんでみようという話に落ち着いたのだった。

「まったくサ、場所代が余計にかかる分、こっちの取り分は低くなっちゃうんだヨ？　どうしてわざわざ自分たちの損になるようなことをしなくちゃならないのかネ」

　一人、ツヴァイのみは不ふ機き嫌げんそうな面持ちで商売の準備を進めている。ララ＝ルウが怒おこった顔でそちらを振り向むいたので、俺はそれよりも早く「大だい丈じよう夫ぶだよ」と言ってみせた。

「物もの珍めずらしさがまされば、これまで以上のお客さんを確保することもできるんじゃないかな。最近はお客さんの数も頭打ちだったから、これでいっそう評判を呼び込むことができれば、場所代ぐらいはすぐにまかなえるようになるさ」

「フン！　他人事だと思って、気楽なもんだネ！」

「他人事ではないよ。稼かせぎに関してはそれぞれの家の問題だけど、ギバ肉の美味しさを知らしめるっていう同じ目的のために、俺たちは活動してるんだからね。……それに、場所代なんて日割りにすれば赤銅貨三枚なんだよ？　別にどうっていう額じゃないさ」

「でも、こんな余計な道具をそろえるのには、何十枚もの銅貨をつかっちゃってるじゃないかサ？」

「それだって、長い目で見ればすぐに回収できるよ。シーラ＝ルウたちの作った汁物料理は、抜ばつ群ぐんの美味しさなんだからね。……こういうのを、先行投資っていうんだよ」

「せんこうとうし」と、ツヴァイは三白眼を細める。

「意味はわからないけど、なんだか銅貨の匂においのする言葉だネ」

「そうだよ。まあきっと、シーラ＝ルウたちの決断はルウ家にさらなる富をもたらすだろうから、心配いらないって」

　俺にしてみれば、レイナ＝ルウやシーラ＝ルウに一歩先を行かれてしまったなあというぐらいの心境だった。

　これぐらい生活にゆとりがあるならば、屋外食堂の設備を整えるのに難しいことはない。そして、汁物料理を日中の屋台でも売ることができるようになれば、ギバ肉のさらなる美味しさを広めることができる。これはきっと、今後の商売の行く末を左右するぐらいの大きな変革であるはずだった。

（これで屋外食堂も無事に成功をおさめられるようなら、うんと献こん立だての幅はばを広げられる。これまでは、手づかみで食べられるメニューっていう大きな制限があったんだからな）

　これなら普通の焼物や煮に物ものはおろか、カレーやパスタをも屋台で売ることができるようになる。どうしてそれぐらいのことを思いつくことができなかったのだ、と悔くやしく思うと同時に、その発想が他ほかならぬ森辺の同どう胞ほうたちから生まれてきたということが、俺にはとてつもなく嬉しくて、心強かった。こんなに心ここ地ち好よい敗北感なら願ったり、というぐらいの心境である。

（だからまずは、ルウ家のこの商売が成功を収められるように、全力でサポートしなくちゃな）

　新メニューの『ギバのモツ鍋』はララ＝ルウ、『ギバ・バーガー』はツヴァイ、青空食堂の管理および皿洗いはシーラ＝ルウという割わり振りで、まずは挑むようだ。さしあたっては、『ギバのモツ鍋』よりも『ギバ・バーガー』のほうが作製の手間がかかるであろうから、俺たちとしてはツヴァイのサポートを一番に考えるべきであろう。

「ツヴァイ、手が足りないときは、いつでも遠えん慮りよなく声をかけてね？」
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「フン！　こいつはルウの家の商売なんだからネ。ファの家の力を借りる筋合いはないヨ」

「そんな水くさいことを言わないでさ。追加分のタラパソースやパテを温めなおすときなんかは、人手が必要だろう？」

「それぐらい、アタシ一人でどうにかできないとでも思ってんの？」

「いやでも、ほら、小用で席を外したいときなんかもあるだろうし――」

　鉄てつ鍋なべの中身を攪かく拌はんしながら、ツヴァイはぎろりとにらみつけてくる。

　すると、俺の隣となりで『ギバまん』をふかしていたヤミル＝レイが、「ちょっと」と口を寄せてきた。

「あなたの物言いはツヴァイの神経を逆なでするだけよ、アスタ。ツヴァイに助力が必要だと感じたときは、『貸しだぞ』とでも告げてから、強ごう引いんに手を貸してしまえば、それでいいの」

「ああ、なるほど。すみません、俺はいまだにツヴァイの扱い方かたをわかっていないのですね」

「それは別にかまわないんじゃない？　ツヴァイはあなたに文句をつけるのが楽しいみたいだし、変に遠慮をされることを一番嫌いやがるだろうしね」

　取りすました顔で、ヤミル＝レイはそのように言った。

　俺が返答に窮きゆうしたところで、あらぬ方向から「おい」と言葉をかけられる。さきほどから屋台の前をうろうろしていたお客さんの一人である。

「まだ料理の準備はできないのか？　あれはタウ油を使った汁物料理なんだろう？　焦じらさないで、とっとと食べさせてくれよ」

　それは褐かつ色しよくの髭ひげをたくわえた、南の民のお客さんであった。突とつ如じよとして開設されたルウ家の青空食堂に好こう奇き心しんをかきたてられて、本日は普段以上のお客さんたちがその場に集まってきていたのである。

　俺が視線を巡めぐらせると、タマネギみたいなツヴァイの頭ごしに、ララ＝ルウがガッツポーズのようなサインを送ってきた。

「汁物料理のほうは、準備が整ったみたいです。味見もできるそうなので、よろしかったらどうぞ」

「そうなのか？　おい、あっちはもう商売を始めるらしいぞ！」

　お客さんたちの大半が、わっと『ギバのモツ鍋』の屋台に押おし寄よせる。

　そうして本日も、俺たちの商売は賑にぎやかに開始されたのだった。




２




『ギバのモツ鍋』の屋台は、盛せい況きようであった。

　やはり物珍しさというのは大事なのだろう。二十の席では行列ができてしまうぐらい、その場には大勢のお客さんたちが詰つめかけてきてしまったのである。

　それでいて、こちらの屋台の客足が極きよく端たんに落ちることはなかった。お客さんの大半は、やはり汁物とあわせて既き存そんの軽食をも所しよ望もうしてくれたのだ。

　ただし、赤銅貨三枚という一番の高額商品である『ギバ・バーガー』の屋台のみは若じやつ干かん客足が鈍にぶったようであるが、それでも根強い人気を持つ商品でもあるので、売れ残りを心配するほどの停てい滞たいぶりではない。

「えい、もういいから、料理を売ってくれ！　席がないなら、立ったまま食う！」

　と、しまいには立ち食いを始めるお客さんまで出現してしまった。

　複数の料理を購入したお客さんなどは、卓の片かた隅すみだけを拝借して、立ったまま食べている。そうして立ち食いのお客さんがキャパいっぱいになっても、なかなか行列が短くなることはなかった。

　ゆとりをもって準備したはずの木皿と木匙は常に三十組すべてが使用されることになり、皿洗いの係は皿を洗うよりもまず空いた皿をすみやかに回収できるよう、ひたすら客席を見回るほうがメインの仕事になってしまっている。なかなかのめまぐるしさである。

　そんな騒さわぎの中、ひょっこり現れたのは《西風亭》のユーミであった。

「うわー、何なの、これ？　せっかく店を抜ぬけ出だしてこれたってのに、満席じゃん」

「やあ、いらっしゃい。やっぱりお目当ては、『ギバのモツ鍋』かな？」

「そりゃもちろん！　新しい料理を売りに出すんなら、味を確かく認にんしないわけにはいかないっしょ！　……だけど、順番待ちかあ。まさか、売り切れになっちゃったりしないよね？」

「さすがに今なら、まだ大丈夫だよ。ついさっき、一つ目の鍋が空になったばかりみたいだしね」

　何せ八十人前であるので、巨きよ大だいな鉄鍋に三杯ばい分、たっぷり準備してきているのである。しかし、中天を前にして鍋一つ分が空になってしまったのだから、閉店を待たずして売り切れになることも必定であるようだった。

「あっ！　ユーミおねえちゃんだ！」

　と、そこに元気な女の子の声が響ひびきわたる。ドーラの親おや父じさんを引き連れた、ターラである。

「よ、ターラじゃん。親父さんも、おひさしぶり」

「ああ、ユーミ。ちょっとひさしぶりだね。元気そうで何よりだ」

　ユーミとターラはなかなかの仲良しさんであるので、ついには親父さんまでその輪に取りこまれたらしい。

「親父さんたちも来てくださったんですね。ありがとうございます」

「当たり前じゃないか。新しい料理は持ち帰ることができないって話だったから、仲間連中とおたがいの店を留守番し合うように取り決めたんだよ。この前、うちのかまどで作ってくれた汁物なんかは、本当に絶品だったからなあ」

「ほんと、ギバは汁物でも美味しいよね！　しかも今日の料理は、ギバの臓物を使ってるんでしょ？　あたしはけっこう、キミュスの臓物料理なんかも好きなんだよねー」

　と、ユーミも笑顔で相づちを打つ。何だかユーミまで親父さんの家族のように見えてしまい、実に微笑ましかった。

「しかしこいつは、すごい人出だね。売り切れちまわない内に、並んでおこう。……あ、アスタ、俺とターラに、ぎばまんを一つずつ頼たのむよ」

「あ、こっちもぎばまんを一つねー？」

　ということで、ユーミらは和気あいあいと『ギバまん』をぱくつきながら、行列に並ぶことになった。

　本当に盛況である。こっそり盗み見みたところ、東と南の民は同じ卓につかないよう自主的に右と左に分かれており、おかしな騒ぎが起こる気配もない。ただ楽しそうなざわめきが伝わってくるばかりだ。

　それに、『ギバのモツ鍋』ではジャガルの民が忌避するシムの食材チットの実が使われているわけであるが、そんなことは知ってか知らずか、むしろ東より南の民のほうが人数でまさっているようにすら感じられる。やっぱりタウ油というやつは、特にジャガルのお客さんを引き寄せるものであるらしい。

「どうしたのです？　そんなにあちらが心配なのですか？」

　ローテーションで一緒の屋台になったトゥール＝ディンが不思議そうに問うてきたので、俺はそちらに「いや」と返してみせた。

「心配というか、楽しそうだなって思ってさ。皿を下げたり、それを洗ったり、俺も故郷ではそういう仕事をやっていたからね」

「…………」

「うん？　どうかしたかな？」

「いえ……ただ、アスタが故郷の話をしてくれるのはとても珍めずらしいので、少し驚おどろいてしまいました」

　言いながら、トゥール＝ディンははにかむように微笑んだ。見る人間を優しい心ここ地ちにさせてくれる、とても魅み力りよく的てきな笑顔である。

　そのとき、「お待たせしました」という明るい声を横合いからかけられた。ようやく中天になったので、ユン＝スドラとアマ・ミン＝ルティムがやってきてくれたのだ。

「今日はすごい人出ですね。ツヴァイ、お疲つかれ様さまでした」

「フン。こっちはいつもより客が少ないぐらいだけどネ」

「シーラ＝ルウに様子を聞いてきます。ずっと一人で大変だったろうけど、もう少し待っていてくださいね」

　アマ・ミン＝ルティムは青空食堂のほうに消えていき、ユン＝スドラはにこにこ笑いながら俺の顔を見上げてくる。

「わたしはどちらの屋台につきましょう？　ご指示をお願いします、アスタ」

「うん、それじゃあユン＝スドラは、『ポイタン巻き』のほうをお願いするよ。ヤミル＝レイには『ギバまん』のほうに来てもらって、トゥール＝ディンと交代ね。俺はちょっと向こうの様子を見てくるから」

　俺はユン＝スドラに対して、これまで通り接するように心がけていた。

　誰もが彼かの女じよは俺に好意を抱いているはずだと申し述べてくるが、具体的に本人からアプローチされたわけではないし、もともと彼女とは節度のある距きよ離りを保っている。変に冷たく接するのも何か間ま違ちがっている気がするし、今のところはこれより最善の手は思いつかなかった。

（恋れん愛あい感情を持ってくれているかもしれない女衆に、自分が同じ気持ちを持てない場合、森辺の男衆としてはどのようにふるまうのが相応なのか、誰かに聞いてみるべきなのかなあ）

　そうも思うが、こと色いろ恋こい沙ざ汰たに関しては誰に尋たずねるのが適切なのか、俺には今ひとつ判断しかねたのだった。

　二十代の半ばまで独り身をつらぬいていたガズラン＝ルティムは森辺で特とく殊しゆな存在であるように思えるし、ルド＝ルウなどは色気よりも食い気のほうがまさっている印象である。純じゆん朴ぼくそうなシン＝ルウをこのような案件で頼たよるのははばかられる感じがしたし、誰よりも直情的なラウ＝レイにも期待はかけられそうにない。

（いや、そもそも家長のライエルファム＝スドラには『長い目で見てほしい』って言われてるんだから、それをできない理由を説明するにはアイ＝ファへの気持ちを話さなきゃならなくなるんだもんな。そんな気き恥はずかしいこと、これ以上はできそうにないや）

　思わずこぼれそうになる溜ため息いきを呑のみくだしつつ、俺は革張りの屋根の下にまで移動した。

　二十名分の座席しかない空間に、三十名ばかりのお客さんたちが寄り集まって、木皿の汁しるをすすっている。ララ＝ルウは『ギバ・バーガー』の屋台に移動し、『ギバのモツ鍋』の屋台はアマ・ミン＝ルティム、そして皿洗いの役目はシーラ＝ルウが継けい続ぞくしていた。

「お疲れ様です。どんな感じですか？」

「はい。鉄鍋の二杯目も、残りはあと半分ほどになってしまいました。このままですと、あと一刻ほどで料理は売り切れてしまうでしょうね。大部分のお客は半人前しか注文していないのに、ずいぶんな売れ行きです」

　洗った木皿を布でぬぐいつつ、シーラ＝ルウが微笑み返してくる。その木皿もすみやかにアマ・ミン＝ルティムへと手て渡わたされて、待ちかねていたお客さんへとモツ鍋の汁が注がれた。

「えーと、一日の営業時間が、およそ三時間半って考えると……営業時間の三分の二ていどで売り切れる計算になりますね。そうすると、明日からは一・五倍の量を準備しても売り切ることはできるかもしれません」

「どうでしょう？　今日は物珍しさだけで売れているのかもしれませんが」

「今日のお客さんが満足そうな様子をしていれば、明日以降も注文してくれるでしょう。そこのあたりは、いかがですか？」

「それは……ほとんどの者が満足そうな顔をしているように、わたしには感じられます」

　そのように言って、シーラ＝ルウはいっそう明るく微笑んだ。めっきり表情の明るくなってきたシーラ＝ルウであるが、そんな彼女にしてみても珍しいぐらいの朗ほがらかな微笑み方である。

「わたしたちルウ家の人間は、トゥール＝ディンから学ぶまでギバの臓物を食べる習わしがありませんでしたが、どうやら町の人間は臓物料理にまったく抵てい抗こうがないようですね」

「ああ、西でも南でも東でも、それぞれキミュスやカロンやギャマなどの臓物が食べられているようですね。あまり保存がきかないので、宿場町で売られている様子はありませんけれど」

「普通の肉を欲する声もなくはないようですが、おおむねは満足してもらえているようです。早くこの光景を、レイナ＝ルウにも見てもらいたく思います」

　中には果実酒を持参している者までいるので、なんだかちょっとした宴うたげのような騒ぎになってしまっている。しかし、「とっとと席を空けろよ！」と並んでいるお客さんなどが不満の声を響かせると、「やめろよ。衛兵なんかを呼ばれたら、料理を食えなくなっちまうぞ？」と別のお客さんが掣せい肘ちゆうしてくれる。さしあたっては、お客さんたちの良識によって平へい穏おんが保たれているようだ。

　とある卓では、仕事仲間らしい壮そう年ねんの南の民たちが笑い声を響かせていた。別の卓では、若い男女が身を寄せ合って、楽しそうに料理をすすっている。ドーラの親父さんたちのような親子連れも、珍しくはないようだ。東の民は、相変わらず寡か黙もくに食事を進めている。

　きっとこれこそが、レイナ＝ルウの見たかった光景なのだろう。

　本当に、明日の到とう来らいが待ち遠しいところだ。

　そんなことを考えていると、「おい」と不機嫌そうな声で呼びかけられた。噂をすれば何とやら、革の鎧よろいを着込んだ衛兵が近づいてきたのだ。賑やかにしていたお客さんたちが、いくぶん鼻白んだ様子で静かになる。

「ずいぶんな騒ぎだな。この屋台の主人は誰だ？」

「はい。本日は、わたしが取り仕切っています」

　シーラ＝ルウが、穏やかな表情で進み出た。衛兵は、シーラ＝ルウのほっそりした姿をじろじろと眺ながめ回まわす。

「ならば、お前に通達させてもらう。この店の商あきないにはいささか問題が見受けられるので、明日以降は見直してもらおう」

「問題ですか？　それはどのような？」

「この、屋根を張られた区域がお前たちの借り受けた場所であろう？　あそこの座席からはみだした者たちなどは、明らかにその区域を越こえている。明日以降も同じ商売をするつもりならば、もうひと区画の分、場所代を払うべきであろう」

　言われた方向に、俺とシーラ＝ルウは視線を転じる。

　確かに、青空食堂の向こう側は空き地であったので気にしていなかったが、立ち食いをしているお客さんの何名かは明らかに屋根の下からはみ出してしまっていた。

「なるほど。本来であれば、あそこは別の店が屋台を出す区域ということですね。そのように大事なことを見落としてしまっていたことを、非常に申し訳なく思います」

　そのように言って、シーラ＝ルウは深々と頭を垂れた。

　それから、若い衛兵の不機嫌そうな顔を静かに見上げる。

「しかし、すでに領域を侵おかしてしまっている以上、今日から場所代を追加で払うべきなのではないでしょうか？　わたしたちは、ジェノスの法に従います」

「今日のところは、まあかまわんだろう。しかし、どのみち席はまったく足りていないようではないか？　どうせなら、隣の区域の分まで席を用意してしまえばいい。そうすれば、席を空けろとわめく人間も減るだろうしな」

　態度はいくぶん横おう柄へいであるが、なかなか親切な衛兵なのだなと俺は感心することになった。

　で、そんなことを考えていたら、今度はその視線が俺のほうに差し向けられてきた。

「……お前のほうも息災にやっているようだな、ファの家のアスタよ。まったく、こんな北の端はしまで賑やかになってしまって、巡じゆん回かいする俺たちは手間が増えるばかりだ」

「え？　あなたは――」

　と、言いかけたところで、唐とう突とつに俺は思い出した。

　この衛兵は、俺たちがまだサイクレウスともめていた頃ころ、森辺の狩かり人うどの扮ふん装そうをした野盗や、町で刀を抜いてしまったジーダについてを問とい質ただすためにやってきた、あの衛兵たちの一人であったのだ。

　衛兵の顔などいちいち覚えてはいられないのだが、この御ご仁じんは小隊長たる小男に代わって長々と口上を述べていた人物であったので、かろうじて記き憶おくに残されていた。

「――どうも、おひさしぶりです。その節はお世話になりました」

「ふん。俺は宿場町の巡回が役目なのだから、毎日のようにお前たちの姿を見ているぞ？　お前たちにしてみれば、衛兵などどれも見分けはつかないのだろうがな」

「いやまあ、そのように兜かぶとをかぶっておられると、なかなか見分けが難しいもので……でも、あなたのことは覚えておりますよ。ドーラの親父さんの店の前で、お話をさせていただいた御お方かたですよね？」

「ふん」と、若い衛兵は下した唇くちびるを突つき出した。

　この人物は、おそらく護民兵団の公正さを信じていたのだ。それが、俺おれたちと言葉を交かわした数日後には兵団長たるシルエルの大罪が暴あばかれて、のちには副団長と二名の大隊長までもが裁かれることになった。当時のジェノスを脅おびやかしていたのは、まぎれもなく彼かれの上官たちだったのである。

　いったい彼の胸には、どのような思いが去来することになったのか。もちろん俺がそのようなことを問うことはなかったし、彼のほうが心情を打ち明けてくることもなかった。

「……お前たちが店を広げたおかげで、露ろ店てんの区域にもゆとりがなくなってきてしまったな」

　と、若き衛兵は青空食堂の向こう側へと視線を転じる。俺たちは宿場町の最さい北ほく端たんに店をかまえているので、その向こうには何もない。あと四、五軒の屋台が店を出せるぐらいのスペースが残されており、その向こう側は鬱うつ蒼そうとした雑木林だ。

「おそらく近日中に、あちらの林は伐ばつ採さいされることになるだろう。町のごろつきどもが日ひ銭ぜにを稼ぐために大挙してやってくるかもしれんが、もめごとなどを起こすのではないぞ？」

「了解しました。気をつけます」

　そのように答えてから、俺はささやかなる疑念を口にした。

「でも、いきなりそのように屋台が増えるものなのですか？　俺はもうこれで五ヶ月ぐらいは店を出させてもらっていますが、あまり変動を感じたことはありません」

「それは増えるだろう。来月は紫むらさきの月なのだからな」

　俺は、きょとんとしてしまった。

　衛兵は、いぶかしそうに俺を振り返る。

「紫の月には、太陽神の復活祭が執とり行おこなわれる。祭であれば、人も屋台も増えるのが当然であろうが？　ましてやジェノスはこの近辺でもっとも豊かな町であるのだから、あちこちから祭を楽しもうという人間が大勢集まってくるものなのだ」

「へえ、ジェノスにもそういうお祭が存在するのですね」

　俺は、大いに好奇心をそそられてしまった。しかし、衛兵のほうはますます不機嫌そうな面持ちになってしまっている。

「俺たちにしてみれば、余計な仕事が増すばかりだ。どうせ家族と過ごす時間などは作れず、町であやしげな余よ所そ者ものを追い回す仕事に従事することになるのだからな。……おい、祭の場でも騒ぎなど起こすのではないぞ？」

「はい、了解いたしました」

　若い衛兵はもう一度「ふん」と鼻を鳴らしてから、その場を立ち去っていった。

　それと入いれ替かわりで、何枚かの木皿を抱かかえたララ＝ルウがとことこと近づいてくる。

「あれ？　ララ＝ルウは『ギバ・バーガー』のほうに移ったんじゃなかったっけ？」

「シーラ＝ルウが動けなそうだったから、空になった皿を集めてきたんだよ。さ、とっとと洗っちゃおう」

　気づけば、アマ・ミン＝ルティムが陣じん取どった屋台の前には、さらなる行列ができてしまっていた。

　これは確かに、座席や木皿を追加で準備する必要があるのかもしれない。俺たちは、三人がかりで木皿と木匙を洗浄することになった。

「ねえ、ぎばばーがーのほうはあんまり忙いそがしくないからさ、何かの用事で呼ばれるまでは、あたしもこっちにいたほうがいいんじゃない？　一人が席を見回って、一人が洗い物に専念したほうが、効率いいと思うんだけど」

「そうですね。洗い物をする人間が、必要なときだけあちらを手伝うことにしましょうか。……あ、ツヴァイにはずっとぎばばーがーのほうを任せてしまっているので、交代してきたほうがいいでしょうね」

「いや、今日一日はあたしとシーラ＝ルウがこの仕事を受け持って、要領をつかんだほうがいいんじゃないかな？　で、それを明日の当番のレイナ姉やリミに伝えるの。まずはルウ家の全員がきっちり仕事を覚えないとさ、いちおうルティムの親筋なんだし」

「わかりました。では、ツヴァイとアマ・ミン＝ルティムのほうで交代をしてもらいましょう」

　やはり通常の屋台とは勝手が違ちがうので、さまざまな試し行こう錯さく誤ごが必要なようだ。

　しかし今のところは、俺が口を差しはさむスキもない。能動的なララ＝ルウと常に冷静なシーラ＝ルウは、なかなかの名コンビであるように感じられた。

「あ、アスタ、こちらにおられたのですね」

　と、一歩引いたところでシーラ＝ルウらの奮ふん闘とうぶりを拝見していた俺に、また何者かが呼びかけてくる。

　今度は声だけでその正体も判然とした。マイムがミケルとともに来訪してくれたのだ。

「やあ、マイム。それにミケルも、ご来店ありがとうございます」

「えへへ。すでに味見はさせていただきましたけど、もっとたくさん食べたかったので来ちゃいました」

　マイムもミケルも『ギバのモツ鍋なべ』ばかりでなく、もう一種の料理を手にしていた。マイムは『ギバのポイタン巻き』で、ミケルは特別料理の『ギバ・カツサンド』である。

「席はいっぱいなのですね。あの、こちらに荷物を置かせていただいてもよろしいですか？」

「おう！　隣のこいつは手て癖くせが悪いから、大事な食事を食われちまわないように気をつけな！」

　陽気なジャガルのお客さんの了承を得て、二人は卓の隅すみに布の手ぬぐいを敷しき、そこにそれぞれの料理を置いた。しかるのちに、湯気をたてているモツ鍋をすする。

「うーん、やっぱり美お味いしいです！　チットの実とタウ油って、こんなに合うものなのですね！」

「ふん。城下町なら、珍しい取り合わせでもないのだがな」

　今日は炭焼き小屋の仕事を抜け出してきたのだろう。衣服を黒い煤すすで汚よごしたミケルは、仏ぶつ頂ちよう面づらでモツを噛かんでいる。ダバッグ旅行の直前に勃ぼつ発ぱつした父子の冷戦は無事に終わりを迎むかえたので、マイムはすっかりご機き嫌げんの様子である。自分の仕事に戻もどる前に、俺はその件についてちょっと触ふれてみることにした。

「そういえば、マイムが屋台を出すときは、バルシャが護衛役を受け持ってくれるんだよね？　日取りなんかは、そろそろ決まったのかな？」

　ダバッグからの帰り道は、行き道とは別の取り合わせで荷車に乗り込むことにした。それで同席した両名は大いに意気投合し、その果てにそんな約束を交わし合うことになったわけである。

「狩かりの仕事は朝方だけだし、薪まき割わりなんかは空いた時間で片付けられるからね。きちんと日当をもらえるなら、むしろありがたいぐらいだよ」

　バルシャは笑いながら、そのように言っていた。

　バルシャであれば腕うでっぷしは確かであるし、信しん頼らいの置ける人ひと柄がらであるということも太たい鼓こ判ばんを押すことができる。かつては《赤あか髭ひげ党とう》の一員であったことや、サイクレウスとの因いん縁ねん、そしてサイクレウスを打だ倒とうするためにバルシャが受け持った役割などを聞かされると、ミケルも不承不承ながらその事実を認めざるを得なかったのだった。

「ああ、その件について、バルシャに言こと伝づてをお願いしたかったのです。申し訳ないのですが、屋台の仕事に関してはもう少しだけ時間をいただきたいのだとお伝えできませんか？」

「え？　何か他に問題でも出てきてしまったのかい？」

「いえ。せっかくなので、カロン乳を食材として使いたくなってしまったのです。どのように使うかはまだ漠ばく然ぜんとしているのですけれど」

　そう言って、マイムはにっこり微笑ほほえんだ。

「でも、うかうかしていると年が明けてしまいますものね。遅おそくとも、復活祭には間に合わせたいと思います」

「復活祭か。ちょうどついさっきその名前を耳にしたんだけど、それはどういうお祭なのかな？」

「え？　太陽神の復活祭ですよ？　……ああそうか、アスタは渡と来らいの民なのでしたね。復活祭というのは、一年の終わりと始まりを祝う祭のことです。大事なのは、紫の月の最後の一日と、銀の月の最初の一日ですが、紫の月の半ばぐらいからはもう祭が始まって、この宿場町などもとても賑やかになるのですよ」

「ああ、そういうお祭だったのか。知らなかったよ、ありがとう」

　今日はもう藍あいの月の二十七日なのだから、紫の月も目前である。これは心の躍おどる話が聞けたものだ。

「それじゃあ、遅くとも来月の半ばまでには、料理を完成させる意気込みなんだね？　わかった、バルシャにはそう伝えておくよ」

「はい、お願いいたします」

　笑え顔がおのマイムと仏頂面のミケル、それに皿洗いにいそしんでいるシーラ＝ルウに別れを告げて、俺は自分の仕事に戻ることにした。

　一人で『ギバまん』の仕事を受け持ってくれていたヤミル＝レイが、お客さんに商品を渡わたしながら、ちらりと俺のほうを見てくる。

「すみません、お待たせしました。補ほ充じゆうなんかは大丈夫ですか？」

「ええ、トゥール＝ディンが手伝ってくれたわ。何だか今日は、普段より売れ行きがいいようね」

「そうですか。あちらのモツ鍋が人目を集めてくれたので、こちらにも余よ禄ろくが回ってきたのでしょうね」

　これが今日限りの勢いで終わらなければ、きっと集客率は格段にアップすることだろう。これは完全に、レイナ＝ルウたちのお手て柄がらである。

「あちらは何だか慌あわただしそうね。手伝う羽目にならなくて幸いだわ」

「そうですか？　ただ屋台に留とどまって商品を売るよりは、動きがあってやりがいがあるかもしれませんよ？」

「……ララ＝ルウやリミ＝ルウなんかはそういう仕事を喜ぶかもしれないけれど、わたしはそういう人間じゃないよ」

　へえ、と俺は胸中で感心した。

　とたんに、ヤミル＝レイから冷たい視線を突きつけられる。

「何よ？　ルウ家の三姉と末妹、とでも呼ぶべきだった？　名前を覚えた後でそのような呼び方をするのは不自然でしょう？」

「お、俺は何も言っていないじゃないですか？」

「そういうことを言いたそうな顔をしていたじゃない」

　すっかり穏やかになったヤミル＝レイでも、やはりその洞どう察さつ力りよくやら何やらは健在であるようだった。

「ところで」と、ヤミル＝レイは同じ目つきのまま言葉を重ねる。

「あなたはあのユン＝スドラをどうするつもりなのかしら、アスタ？」

「ど、どうするとは？　俺は別にどうするつもりもありませんが」

「そう。やはり嫁よめに迎えるつもりはないのね」

　そこにお客さんが来訪してしまったので、俺は人数分の銅貨を受け取った。蒸むし籠かごから出した『ギバまん』をそれらのお客さんに手渡してから、ヤミル＝レイはあらためて俺のほうを見る。

「だったら、わたしがあの娘を焚たきつけてあげましょうか？　そうしたら、あなたもいちいち思おもい悩なやまなくて済むようになるでしょう？」

「た、焚きつけるとは？　どういう意味です？」

「だから、向こうに嫁よめ入いりを願わせるのよ。それを断れば、後のことを決めるのはスドラの者たちでしょう？　嫁入りを断られてなお仕事を手伝わせるのか、あるいは別の女衆を準備するのか。何にせよ、あなたが思い悩む必要はなくなるわ」

　このあまりにも唐突な申し出に、俺はしばらく言葉が出なかった。しかしまあ、ヤミル＝レイほどの切れ者であれば、これぐらいの裏事情を見み抜ぬくことは可能なのか、と納なつ得とくする他ない。

「お気き遣づかいはありがたく思います。でも、いったいどうやってユン＝スドラを焚きつけようというつもりなのですか？」

「そんなの簡単よ。わたしがアスタに嫁入りを願おうかと考えている、とあの娘に吹ふき込むの。そうしたら、あの娘も大おお慌あわてであなたに嫁入りを願うしかなくなるじゃない？」

「……虚きよ言げんは罪ですよ、ヤミル＝レイ」

「だったらわたしも、あの娘の後で嫁入りを願うわよ。間違ってもわたしなんかを嫁にはしないと、あなたが今の内に約束してくれるならね」

　そう言って、ヤミル＝レイは不敵に唇くちびるを吊つり上げた。

「そうすれば、すべてが丸く収まるでしょう？　あなたは心置きなく仕事に集中できるじゃない」

「仕事には集中しているつもりです。それに、そんな風に謀ぼう略りやくを巡らせて、人の気持ちや行動に干かん渉しようするのは、やっぱりよくないことだと思います」

「ああそう。かないもしない恋れん慕ぼの情なんて、育ちきる前に枯からしてあげたほうが親切だと思うけれどね」

「……それは森辺の民たみとして、一いつ般ぱん的てきな考え方なのでしょうか？」

「知らないわよ。わたしは森辺の習わしから外れた場所で生まれ育った人間なのだからね」

　俺は、何度目かの溜息をつくことになった。

　するとそこに、新たなる客人たちが近づいてきた。

　さきほどの衛兵が登場したときよりも、周囲の人々がいっそう鼻白んだようなどよめきをあげる。北の方角からしずしずと近づいてきたのは、ダレイム伯はく爵しやく家けの紋もん章しようを掲かかげた箱型のトトス車であったのだ。そこから姿を現したのは、二名の武官を引き連れたポルアースとアリシュナであった。

「やあやあ、今日はずいぶん盛況なようだね！　あの座席は、アスタ殿たちが準備したのかな？」

「はい。正確には、ルウ家の人々が準備したものですが」

「うんうん、ギバは汁しる物ものでも美味だからねえ。僕ぼくもまた近い内に味わわせていただきたいものだ」

　本日も、ポルアースは元気いっぱいで屈くつ託たくがなかった。そんなポルアースのかたわらから、本日は旅用でなく瀟しよう洒しやな絹のマントを纏まとったアリシュナが、すっと左手を差し出してくる。

「アスタ。以前の料理、代金です」

「これはご丁てい寧ねいにありがとうございます。では、こちらも約束のものをお返ししますね」

　俺は腰こしの布袋から、紫むらさき色いろの綺き麗れいな石を取り出してみせた。旅の安全をつかさどるという、ラピスタなる石である。

「おかげさまで、無事に旅を終えることができました。重ねがさね、ありがとうございます」

「アスタ、得るもの、多かったようですね」

　それを指先でつまんだアリシュナは、半はん透とう明めいの小石を陽光で透すかし見た。

「善良なる人々との出会い。友人たちとの交流。愛する人間への深まる想おもい――」
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「ちょ、ちょっと、アリシュナ？」

「――それに、小さな困難と、それを排はいする大きな力。ラピスタ、告げています。アスタの無事と旅の成功、祝福します」

「……はい、ありがとうございます」

　俺は冷ひや汗あせをかきながら、かたわらのヤミル＝レイを盗ぬすみ見た。ヤミル＝レイは、素知らぬ顔でお客さんたちに商品を渡している。

「あの、本日も商品をお求めでしょうか？　汁物料理は、あちらの屋台なのですが」

「いやいや、今日はひさびさに時間が取れたからさ。このまま例の、香こう草そうをふんだんに使った料理というやつを食べにいくつもりなのだよ」

　香草をふんだんに使った料理とは、もちろん『ギバ・カレー』のことである。そういえば、ダバッグに出立する前、俺は《玄げん翁おう亭てい》でこのお二人と出会い、そんな話題に打ち興じたのだった。

「最近は、僕もちょっとばっかりトルスト殿の仕事を手伝うようになってしまったので、いっそう時間を作ることが難しくなってしまってねえ」

「なるほど。ジェノスに流通する食材に関して、ポルアースも本格的に助言をしていこうというお話なのですね？　それはきっと、トルストもお喜びでしょう」

「うん。いつのまにやら宿場町における食材に関しては、この僕がもっとも事情をわきまえる立場になりおおせてしまったからねえ。何の役職にもついていないのに、おかしなものだよ」

　そのように言いながら、ポルアースの丸っこい顔は実に楽しげであった。

「その前に、《タントの恵めぐみ亭》にいるヤンとも少し打ち合わせがあるからさ。《玄翁亭》に出向くのは二の刻あたりになると思う。もしよかったら、アスタ殿も顔を出してもらえないかなあ？　例のダバッグについても、ちょっと伝えておきたいことがあるしさ」

「わかりました。それでは商売を終えた後、そちらに向かいます」

「ありがとう！　では、またのちほどね！」

　ポルアースは意い気き揚よう々ようと、アリシュナはそれに付き従う精せい霊れいか何かのようにふわふわとした足取りで、車の中に戻っていく。それでようやく、ほのかに帯電していたかのような周囲の空気も緩かん和わされた。

（いまだにポルアースみたいに気安く宿場町にやってくる貴族は、他に見たことがないもんな。リーハイムなんかは、十人近い武官で周囲を固めていたぐらいだし。……俺みたいな平民の料理を目当てに貴族が足を運んでくるなんて、やっぱり常識から外れたことなんだ）

　だからこそ、ダバッグのディゴラやメイロスは状じよう況きようを見誤り、墓ぼ穴けつを掘ほることになったのだろう。俺たちが帰き還かんした翌日には、ザッシュマから報告を受けたメルフリードがさっそくダバッグへと使者を飛ばしたそうなので、俺としても彼らがどういう末路を迎えたのかは知っておきたかった。

　ともあれ――本日の商売も中ちゆう盤ばん戦せんに差しかかり、いよいよ売れ行きは好調な様子であった。
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　下りの二の刻、俺たちの商売は無事に終わりを告げた。

　正確には、閉店の一時間前には『ギバのモツ鍋』が売り切れてしまい、それに便乗して売れ行きののびた『ギバまん』と『ギバのポイタン巻き』、および特別料理の『ギバ・カツサンド』も三十分遅おくれで完売し、最後の『ギバ・バーガー』を売り切るために定刻まで居残ることになった、というのが実情であった。

「やはりぎばばーがーだけが赤銅貨三枚もするので、売れ行きが悪くなってしまうのですね。これを機会に、ぎばばーがーも大きさを小さくして売りに出すべきなのでしょうか？」

「どうでしょうね。『ミャームー焼き』はまだしも、『ギバ・バーガー』のほうは大きさを変えるとパテの食べごたえが全然違ってきてしまうので、せっかくの人気が落ちてしまうということも考えられます。それに、定刻できっちり完売することはできているわけですから、『ギバ・バーガー』の売れ行きが落ちたというよりは、他の料理の売れ行きが向上した、と解かい釈しやくするべきでしょう」

「そうですね……レイナ＝ルウとも、少し話し合ってみます。アスタのほうの売れ行きとも関わってくる話なのでしょうし」

「はい。明日は他の料理をすべて多めに準備してみて、それで『ミャームー焼き』の売れ行きが落ちてしまうのかどうか、それを確認するのが先決だと思います」

　そんな打ち合わせをしている間に、撤てつ収しゆうの作業も片付いた。屋台は荷車に連結し、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》への帰路を辿たどる。

　青空食堂は、ミラノ＝マスの指示通りにスペースを縄なわで囲い、《キミュスの尻尾亭》の札を掛かけてきた。これで、そのスペースに踏ふみ入ったり卓たくや椅い子すに触れたりすることは、ジェノスの法で罪とされるらしい。

「それではアスタ、またのちほど」

「はい、そちらもお気をつけて」

　屋台を返へん却きやくした後、ファの家の組は《玄翁亭》に、ルウの家の組は組立屋に向かうことになった。俺はポルアースと言葉を交わすため、シーラ＝ルウらは新たな卓と椅子の発注を頼むため、別行動と相成ったわけである。

　ちなみに食堂のスペースは、ゆとりをもって屋台二つ分を一気に拡張するつもりであるという。で、拡張されるスペースには二つの卓を増やし、さらに、四人掛けの卓一つに六名分の椅子を準備するつもりであるらしい。現在準備されている卓が五つなので、卓の合計は七つ。それらのすべてに六つの椅子を準備するとして、四十二の座席が完成されるわけである。

　当然のこと、木皿や木き匙さじもそれに応じた数を準備することになる。これならば、屋台の前に行列ができることはほぼなくなるし、回転率もぐっと上がるだろう。食器類もゆとりをもって準備しておけば、洗ったそばから次の料理に、という慌ただしさからも解放される。

　さらに革かわ張ばりの屋根も拡張しなければならないことを考えるとなかなかの出費になってしまうが、まだドンダ＝ルウから許されている額の許容範はん囲い内ないであるとのことで、シーラ＝ルウはそのように英断することになったのだった。

　俺としては、帰り道にも「せんこうとうし……」とつぶやいているツヴァイが印象的であった。一気に倍以上の座席を増やすことになるわけであるが、これがフル回転で活用できるほどの客がやってきたら、いったいどれほどの富を生み出すことになるのかと、ツヴァイも頭の中でそろばんを弾き出したのだろう。

　俺にしてみても、期待が高まるばかりで不安などはなかった。本日の盛況は初日ゆえであったとしても、座席さえあればさまざまな料理を提供することができる。汁物料理はレイナ＝ルウの得意なジャンルであるし、いざとなったら俺がカレーやパスタで参戦してもいい。それを考えれば、まったく分の悪い勝負ではないように思えた。

　ともあれ、すべては明日からのことだ。

　俺は大いに浮うき立たった気持ちで、《玄翁亭》に向かうことができた。

「あの、アスタ」

　と、ふいに横合いから声をかけられて、俺はびっくりまなこで振ふり返かえる。荷台に乗っていたはずのユン＝スドラが、いつの間にやら俺の隣となりを歩いていたのだ。

「ど、どうしたんだい？　荷台を降りるなら、ひと声かけておくれよ」

「申し訳ありません。わざわざトトスの足を止めさせるのも気が引けてしまったもので」

　ぺこりと頭を下げながら、ユン＝スドラの顔は笑っている。

　灰はい褐かつ色しよくの長い髪かみをサイドテールにした、可愛かわいらしい女の子である。年ねん齢れいはまだ十五歳さいで、どちらかといえば小こ柄がらなほうであるが、女性らしい魅み力りよくにおいてはレイナ＝ルウにも負けるものではない。

「あの、一つおうかがいしたいことがあったのです。それをお尋ねしてもよろしいですか？」

「うん、何かな？」

「さきほどの東の民の女衆に、アスタは何を手渡していたのでしょう？」

　俺は内心で、ギクリとしてしまう。もしや、アリシュナの言葉までもが耳に入ってしまっていたのでは――とも思ったが、ユン＝スドラは屈託なく笑っていた。

（いや、聞かれていたなら、それまでのことか。他の女衆に誤解が及およばないようにふるまうだけだ）

　そのように思いなおして、俺は毅き然ぜんと言葉を返してみせた。

「あれはね、旅のお守りを返していたんだよ。ダバッグに旅立つ前、あのアリシュナという女性が俺に預けてくれていたんだ。そういえばあれは中天になる前の出来事だったから、ユン＝スドラは俺がお守りを受け取る姿を見ていなかったんだね」

「旅のお守りですか。……アスタはあの女衆と、そこまで懇こん意いにしていたのですか？」

「懇意ってほどではないけど、以前に宿屋で俺の料理を食べてくれた相手なんだよ。あのポルアースという貴族がもたらしてくれたご縁だね」

「そうですか……」

　ユン＝スドラは、何かを考え込む様子で目を伏ふせた。

　それから、あらためて俺の顔を見つめ返してくる。

「アスタは本当に、どのような相手とも縁を結ぶことができるのですね。森辺の家人でありながら、どの国の人間ともわけへだてなく――それどころか、貴族とさえもあのように親しく口をきくことができるのですから、本当にすごいと思います」

「そりゃあまあ、もともとこの大陸の生まれでない俺には、生まれや身分で人をより分ける理由もないからね」

　とはいえ、貴族に対しては小さからぬ偏へん見けんを抱いていた俺であるが、ポルアースのおかげでそのあたりの感情もだいぶん緩和されてきたように思う。

「理由がないというだけで、すべての人間にそれが果たせるとは思えません。それにアスタは、相手が族長筋であってもスドラのように小さな氏族の人間であっても、同じように扱あつかってくれますし――」

「それを言ったら、ライエルファム＝スドラだって族長を相手にしっかりと筋を通せる立派なお人さ」

　俺はそのように答えたが、ユン＝スドラの表情に変化は生じなかった。

　なんとなく、その眼まな差ざしも熱っぽさを増してきた気がしてしまう。

「……とにかく俺は、そんなご大層な人間じゃないんだよ」

「はい。アスタはしつこく賞賛されることを好まない気き性しようなのですよね。ですから、これ以上は言いません。……でも、どうしてもわたしの感じたことをお伝えしておきたかったのです」

　ユン＝スドラも、やっぱり根っこは森辺の民らしく純朴な娘さんなのだろう。言葉の内容そのものには、べつだん何の問題もないように思える。ただ、その眼差しに込められた熱情だけが、俺を複雑な心境にさせるのだ。

「ああ、宿屋が見えてきた。あれが《玄翁亭》だよ」

　前方に見えてきた建物を指し示しながら、俺はそのように述べてみせた。宿の脇わきには、巨きよ大だいなトトス車も停留している。その番をしている武官に頭を下げてから、俺も荷車を停止させた。

「さて、それじゃあ俺は、ちょっと話をしてくるけど――」

「あの、わたしも同行させていただいてかまわないでしょうか？」

　すかさずユン＝スドラは、そのように発言してきた。

「わたしもジェノスの貴族というのがどういうものなのか、もっと深く知りたいと思うのです。……スドラの人間がそのように考えるのは、おこがましいことでしょうか？」

「いや、そんなことはないと思うけど……」

　ギルルの手た綱づなを手近な柱に結びつけつつ、俺は視線をさまよわせた。

　すると、荷台から顔を出していたヤミル＝レイと目が合った。

「町の人間たちもずいぶん友好的になってきたとはいえ、アスタを一人で行動させるべきではないでしょうね。誰だれか一人はこの荷車に残るべきだとも思うけれど」

　そう言って、ヤミル＝レイはかたわらのトゥール＝ディンを振り返った。

「トゥール＝ディン、あなたも興味があるのじゃない？　あの貴族は料理の感想ばかりじゃなく、ダバッグについても何やら語ることがあるらしいわよ？」

「そうなのですか？　でしたらわたしも、同行を願いたいところですが……」

「そうか。それじゃあ、トゥール＝ディンも一いつ緒しよに行こう。ヤミル＝レイ、申し訳ありませんが、荷車の番をお願いします」

「自分から言い出したことなのだから、あなたに詫わびを入れられる筋合いはないわ」

　というわけで、俺はトゥール＝ディンとユン＝スドラとともに《玄翁亭》の扉とびらをくぐることになった。ちょうど食堂のほうから歩いてきていた主人のネイルが、うやうやしくも見える仕草で一礼してくる。

「アスタ、ようこそいらっしゃいました。ポルアース様はすでにお待ちです」

「ああ、どうも。いつもお世話をかけてしまって申し訳ありません」

「とんでもありません。アスタから受けた恩おん恵けいを考えれば、なにほどのことがありましょう」

　いつでも無表情のネイルは、静かな声でそう言ってくれた。

　あたりには、すでにカレーの香かおりが濃のう密みつに漂ただよっている。

「それに、伯爵家の人間が宿場町の、しかもこのような裏通りの店を訪おとずれるなどというのは、まったくありえない話だと思います。そんな貴族がわざわざ足を運んでまで食べたがる料理とはどれほどのものなのかと、いささかそのような評判まで呼んでしまっているように思います」

「そうですか。少しでもネイルの益になっているのなら、ほっとします」

　そんな言葉を交わしつつ、ネイルの案内で食堂に向かう。

　そうして入り口をくぐるなり、「おお、アスタ殿！」というポルアースの声に出で迎むかえられた。

「先に到とう着ちやくしてしまったので、すでに料理はいただいてしまったよ！　これは、素す晴ばらしい出で来き栄ばえだね！」

「そうですか。お気きに召めしたのなら幸いです」

「とても辛からいが、とても美味だった！　これほどまでに香草を使っている料理というのは、宿場町より城下町でのほうが確かな評判を呼ぶことができるのじゃないかな！　もちろん東の民であれば、僕たち以上にこの料理の素晴らしさを正しく語ることができるのだろうけれどもね！」

　ポルアースは、城下町での晩ばん餐さん会かいの折と同じぐらい昂こう揚ようしているように見受けられた。

　では、その東の民たるアリシュナはどうだったのだろう、と視線を転じてみると――フードを外してその細ほそ面おもてをあらわにしていた占星師の少女は、普ふ段だん通りの静かな表情で音もなく立ち上がった。そして、たくさんの指輪に彩いろどられた指先で、俺の指先をそっとつかんでくる。

「アスタ。私、東の民ですが、シムの地、踏んだこと、ありません。私の一族、故郷を追放され、私、セルヴァを放ほう浪ろう中、生まれたためです」

「は、はい。それは以前にもおうかがいしていますが」

「ですが、私の家族、可能な限り、シムの香草、求めました。私の生命、シムの香草、育はぐくんでくれました。だから、わかります。……アスタの料理、素晴らしかったです」

　言葉だけを聞くと熱情的であるが、その面には何の表情も浮かんではおらず、黒い瞳ひとみも夜の湖みたいに静まりかえったままである。ただ、俺の指先をつかんだアリシュナの指先からは、確かな熱が伝わってきていた。

「ジェノス侯こう、さまざまな料理、与あたえてくれました。素晴らしい料理、たくさん知ること、できました。ですが、今日食べた料理、私、何より美味、思います。失った家族、この料理、口にしてほしかった、強く思います」

「そこまで言っていただけるとは光栄です。本当にありがとうございます」

　アリシュナは、しばらく無言で俺の瞳を見つめ続けた。それから、何事もなかったかのように俺の手から指先を離はなしていく。

「気持ち、乱してしまいました。とても恥はずかしい、思います」

「い、いえ、東の御方がどんなに取り乱しても、自分たちにはそのように見えませんので、どうぞご安心を」

　アリシュナは一礼し、ふわりと座席に腰を下ろす。

　俺は頭をかきながらこっそりユン＝スドラのほうをうかがってみたが、彼かの女じよはにこにこと笑っているばかりで、べつだんアリシュナの行動を気にしている様子もなかった。みだりに異性と触れるべからず、というのは、あくまで森辺の民にのみ適用される習わしであるのだ。

「いやあ、しかしこいつは本当に素晴らしい料理だったよ！　口の中はひりひりしてたまらないのに、どうしても手を止めることができないんだ！　このキミュスの足肉などもなかなかのものだったけど、やっぱりこのかれーという料理が絶品だったね！」

　見ると、卓の上には何枚もの皿が並べられており、その内の一枚にキミュスの足の骨が載のせられていた。下りの二の刻――つまりは午後の二時過ぎというもっとも中ちゆう途と半はん端ぱな時間に、しっかりとセット料理を堪たん能のうしてしまったらしい。

「あの、そこまでのお言葉をいただいた後でこのようなことを言うのは気が引けるのですが、それは俺でなくこちらのネイルが作りあげた料理なのですよね」

「え？　だけど僕たちは、アスタ殿の料理を注文したはずだよ？　かれーの肉はギバの肉であったはずだしね！」

「はい。ですが、俺はそのカレーの素もとを売っているだけなのです。それをどのような料理に仕上げるかは、ネイルの腕にかかっているのですよ」

「いえ。わたしはアスタに教えられた通りの手順で仕上げているだけです。なおかつ、タウ油や砂糖やラマムの実などは使っていないので、きっとアスタの作るものよりは味も劣おとってしまっていることでしょう」

　そのように述べるネイルに「そんなことはありませんよ」と俺は答えてみせる。

「俺も試食をさせていただきましたが、違いはあっても優まさり劣りはないと思います。むしろ、東の民のお客さんにはネイルの味付けのほうが好みに合うのではないでしょうかね」

　俺がタウ油や砂糖やラマムの実などを使用したのは、可能な限り故郷の味に近づけようとした、その結果に過ぎない。そういった食材を使用せず、なおかつチットの実を加えて辛さを強めたネイルの『ギバ・カレー』は、よりエスニックなインドカレーに近い味わいに仕上がっているだけで、決して俺の味付けに劣っているとは思えなかった。

「ですが、かれーの決め手となる香草の配分は、アスタにしか成し得ない技わざです。ですからこれは、わたしではなくアスタの料理なのだと思います」

「そんなことはないですよ。あ、それと、『ギバ・カレー』以外の料理は、完全にネイルの手によるものですからね？　俺が《玄翁亭》に売っているのは、ギバ肉を使った料理だけなのですから」

「うん、わかった。君たちは二人まとめて優すぐれた料理人なのだね。まったくもって、おそれいったよ」

　そう言って、ポルアースは笑い声をあげた。

「しかし、アスタ殿の腕うで前まえはわきまえていたけれど、そちらのご主人までもがそこまで優れた料理人だなどとは思ってもみなかった。このキミュスを使った肉料理や香草の汁物料理なんかは、ご主人の作なのかい？」

「はい。それらはわたしがお作りしました。シムの国で学んだ料理となります」

「なんと！　ご主人は、シムに出向いたことがあると？」

「はい。若い頃に、数年ばかり暮らしていたことがあります」

「そうかそうか。それなら納得だ！　これほどまでに香草を使いこなせるなら、城下町でシム料理の店を出すことだって可能だと思うよ？」

「とんでもないことです。しかし、そこまでのお言葉をいただけるのは身にあまる光栄です」

　ネイルはうやうやしく一礼する。

　その姿を見返しながら、ポルアースは「うーむ」とうなった。

「いや、実際のところ、シムはジャガルより遠いからねえ。それに、シムの民は放浪好きだからとてもたくさんの人間がジェノスにも訪れるけれど、その代わりにあまり長く留まる者はいない。だから、シムの文化に精通した西の民というのは、非常に貴重な存在なのさ。ことシム料理に限って言えば、ご主人のお手並みは城下町の料理人にも劣るものではないと思う」

「……わたしはシムを第二の故郷と思っています。シムの人々の喜ぶ姿を見ることが、わたしにとっては何よりの喜びであるのです」

「ならば今日は、またとない喜びを得られただろうね。アリシュナ殿が、これほどまでに満足していたのだからさ」

　そう言って、ポルアースは杯に残っていた茶を飲み干した。

「とにかくね、どれも素晴らしい料理だったよ！　特にこのぎばかれーという料理をヴァルカス殿なんかが口にしたら、いったいどのような感想が飛び出すのか。非常に興味深いところだね」

「そうですね。機会があれば、ヴァルカスにも食べていただきたいものです」

　しかしそれは俺の個人的な欲求であり、優先すべきは宿場町における普ふ及きゆうであった。この《玄翁亭》はもちろん、他の三つの宿屋においても『ギバ・カレー』はそれなりの評判を呼んでいるようなのだが、実際にお客さんが口にしている姿は見たことがないので、いまひとつ俺としては手て応ごたえが感じられないのである。

「さて。アスタ殿もひまな身体ではないのだろうから、もう一つの本題に取りかかろうか」

　と、ポルアースは丸っこい身体をゆすって居住まいを正した。

「例の、ダバッグについての一件なのだけれどね。ディゴラにメイロスという人物たちは、やはりジェノスにカロンを買かい叩たたかれているのだと偽いつわりの言葉を弄ろうして、いくばくかの銅貨を着服していたらしい。実際、サイクレウスはカロン肉の流通を牛ぎゆう耳じるために余分な銅貨をその者たちに支し払はらっていたようだから、その分の稼かせぎは少なくなっていたわけだけどね。それでも自分たちの取り分が減ってしまわないよう、他の牧場主たちに支払うべき銅貨をかすめ取っていた、というのが実情のようだ」

　ザッシュマの推測は、おおむね的中していたわけである。

「両名ともに商会長と外務官という身分は剥はく奪だつされ、これまでに着服していた銅貨もごっそり没ぼつ収しゆうされることになった。あとは、領主および牧場主たちを欺あざむいていた罪として、相応の罰ばつも与えられるようだけどね。そのへんのことはこれから審しん問もんが始まるところなので、まだよくわからない」

「そうですか。不正が正されるのなら何よりです」

「うん。それでね、あちらは商会長が別の人物にすげ替えられるわけだから、これを機会に我々もカロンの買い付けに関して色々と見直していこうかと考えているのだよ」

「と、言いますと？」

「色々な案はあるけれど、まず僕が推おし進すすめていきたいのは、肉の流通に関してだ」

　悪戯いたずらを考える子供のような笑顔で、ポルアースはそう言った。

「現在、カロンの胴どう体たいの肉は城下町でしか取り引きされていないだろう？　これはそもそも、貧しき民に胴体の肉などは不要、ということでサイクレウスによって取り決められていた約束事であったんだ。カロンの胴体の肉を城下町の外で売ることは、罪とされてしまっていたのだよ」

「そうなのですか。それは知りませんでした」

「うん。実際、足肉の倍もする胴体の肉を欲ほつする人間なんて城下町の外にはほとんど存在しなかったから、べつだん問題にもされていなかったのだろうね。……だけど最近は、シムやジャガルの貴重な食材も、望みさえすれば誰でも購こう入にゆうすることができるようになってきた。だったら、カロンの胴体の肉だってそうするべきだろうと思うのさ。買おうとする人間がいないならそれでかまわないけれど、買うことが罪とされてしまうなんて、そんな馬ば鹿かげた話はないからねえ」

「そうですよね。自分もダバッグに出向いたことで、少なからず違い和わ感かんを覚えてしまっていたんです。世間的にはダバッグよりもジェノスのほうが豊かだとされているのに、貴族ならぬ民の食事に関しては、ダバッグのほうが数段恵まれているように感じられましたので」

「ああ、ダバッグではどんな宿屋でも好きなだけカロンの肉が食べられるのだろうねえ。足肉しか扱えないジェノスの宿場町では太た刀ち打うちできないのが当たり前だよ」

　いよいよ楽しげに笑いながら、ポルアースは身を乗り出してくる。

「とにかく、今後は誰でもカロンの好きな部位を扱えるように取り計らっていこうと思う。ダレイムやトゥランの民たちも、サイクレウスが失しつ脚きやくしたことによってじわじわと暮らし向きはよくなってきているはずだから、ちょっと贅ぜい沢たくをして胴体の肉を買ってみようと考える人間も増えてくるはずだ」

「はい、それは素晴らしいお話ですね」

「それにつけ加えて、現在は太陽神の復活祭が間近に迫せまっている。これに便乗すれば、いっそう胴体の肉を城下町の外に普及させることもかないやすくなると思うのだよね」

「復活祭に便乗、ですか？」

「うん。復活祭の時期には大勢の人間がジェノスに流れ込んでくることになる。商あきないをしている人間にとっては、一年で一番の稼ぎ時であるわけだよ。宿屋でも屋台でも上等な食材を使って上等な料理を売りに出せば、いっそう多くの客をつかまえることができる――という風潮に持っていきたいところなのだよね。祭だったら人々も気が大きくなって、普段以上の銅貨をつかってくれるだろうからさ」

　本当にこの御ご仁じんは、貴族よりも商人に生まれるべきだったのではないかと思わされることがある。しかしそれは、俺おれにとって寿ことほぐべきことであるはずだった。

「だからさっそく、《タントの恵み亭》でも胴体の肉を使った料理を売りに出そうと考えているのだけれど――アスタ殿やご主人などにも、また協力をお願いすることは可能かな？」

「カロンの胴体の肉ですか」

　ネイルは無表情のまま首を傾かしげる。

「わたしの店ではカロンよりもキミュスを多く扱っているのですが、カロンの胴体とはそれほどまでに美味なものなのでしょうか？」

「美味は美味ですよ。少なくとも、ギバの肉に劣るものではありません。現状では、ギバよりも値の張る食材なわけですしね」

　俺が答えると、ネイルは考え深げに目を伏せる。

「そういえば、いずれギバの肉もカロンの胴体の肉と同じぐらいの値になってしまうかもしれないというお話でありましたね。それを思えば、今の内からカロンの肉にも手をつけておくべきなのでしょうか……」

「そうですね。ネイルだったら、カロンの胴体の肉を使ってまた新しいシム風の料理を作りあげることも可能なのではないでしょうか。俺でよかったら、その扱い方かたを教示いたしますよ」

　俺が言うと、ネイルの瞳にいぶかしげな光が宿った。

「アスタはすっかり乗り気なようですね。しかし、カロンの肉が売りに出されれば、そのぶんギバの肉の売れ行きが落ちてしまうのではないでしょうか？」

「いえ。ギバとカロンに優り劣りはないと思うので、そこまで深刻に心配はしていません。むしろ、『高価な食材でも買う価値はある』という風潮を根付かせるほうが、こちらとしてもありがたい話だと思えますね」

　どのみち、ジェノスの貴族たちがそうと決めたら、俺などにそれを制止する力はないのだ。ならば、その状況から最善の道を模も索さくするのが、正しい闘たたかい方なのだろうと思う。

「ギバにもカロンにもキミュスにも、それぞれ違ちがった美お味いしさがあるのですから、それを正しく知ってもらうということが、一番大事なのではないでしょうかね。カロンの美味しさが知しれ渡っても、それに負けないギバの美味しさを知らしめていく。どうせなら、俺はそういう方向に努力していきたいと思います」

「そうですか」と、ネイルの瞳に優やさしげな光が灯ともった。

「アスタへの不義理にならないのならば、わたしもカロンの肉を扱うことに異存はありません」

「恩に着るよ、アスタ殿にご主人――ネイル殿といったかな？　ジェノスが本当の意味で豊かな町になれるかどうかは、きっと君たち領民の肩かたにかかっているのだろうね」

　そう言って、ポルアースはあくまで無む邪じや気きに笑い続けたのだった。
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　さて――

　ルウ家の青空食堂がオープンし、ポルアースからはカロン肉の流通についてまた相談事を持ちかけられ、その日は俺たちにとってたいそう刺し激げき的てきかつ慌ただしい一日になったわけであるが、ルウの集落に帰りついてみると、そこにはさらなる波乱が待ち受けていたのだった。

　しかもこちらで待ち受けていたのは、ひたすら負の方向に振り切きった波乱である。

「あれ？　いったいどうしたんだろう？」

　集落の敷しき地ち内ないに荷車を乗り入れるなり、俺はその波乱の予兆を察知することができた。普段であれば薪まき割わりやピコ干しや草編みなどに勤いそしんでいる時間帯であるはずなのに、集落の人々はのきなみ本家の前に集結してしまっていたのだ。ざわざわと不ふ穏おんな空気が渦うずを巻いており、そして、その人ひと垣がきの向こうからは、にょっきりとトトスの長い首がのびている。

「もしかしたら、ドム家の人間がレム＝ドムに関して、不服を申し立てに来てしまったのでしょうか？」

　荷台から身を乗り出したトゥール＝ディンが、心配そうに声をあげた。

　レム＝ドムはここ最近、朝方にバルシャやジーダとともに森に入って、気配の殺し方や弓の扱いなどを習っているのだ。ギバではなく野鳥を狩かっているのだから、ぎりぎり森辺の習わしには背そむいていないのかもしれないが、狩かり人うどとしての手ほどきをしていることに変わりはないので、ディック＝ドムあたりが知れば怒いかりを覚えても不思議はない。

「いや、北の集落のトトスはもっと黒ずんだ色をしているはずだよ。あの黄色みの強いトトスは、きっとサウティ家のものだ」

　そのように答えながら、俺は人垣の外側で荷車を停止させた。

　まだ日は高いので、そこに集まっているのは女衆や幼子ばかりである。俺たちの到着に気づいた人々は、どよめきながら左右に分かれていき――そしてその向こうからは、思いも寄らぬ姿が垣かい間ま見みえた。

「ダリ＝サウティ！　そのお姿は、どうしたんですか!?」

「ああ、アスタか。そちらは息災そうで何よりだ」

　ウェルハイドの歓かん迎げい会かい以来に見る、ダリ＝サウティである。

　しかし、森辺の若き族長たるダリ＝サウティは、見るも無残な姿に成り果ててしまっていた。

　頭にはぐるぐると灰色の包帯を巻いており、そこには赤く血がにじんでしまっている。さらに、かつてのアイ＝ファのように、左ひだり腕うでを三さん角かく巾きんで吊っている。そして一番変わり果てていたのは、その顔だ。温おん厚こうで風格に満ちみちていたその四角い顔は、別人のようにげっそりと頬ほおがこけ、無ぶ精しよう髭ひげを生やし、そしてその目には彼かれらしくもなく怒りと無念の炎ほのおを燃えさからせていたのだった。

「ちょうどよかった。アスタにも伝えたいことがあったのだ。……しかし、ファの家長アイ＝ファも、いまだ森でギバを追っている頃ころ合あいなのだろうな」

「え、ええ、それはそうだと思いますが、それよりダリ＝サウティはいったい――？」

「詳くわしい話は、儂わしからさせていただこうかな」

　と、ダリ＝サウティの巨きよ体たいの陰かげから、しわがれた声があがった。そこから姿を現したのは、雪のように白い髪に髭を生やした痩やせぎすの老人である。

「あなたは――モガ＝サウティですね？」

「おお、儂のような老いぼれの名前を覚えてくれておったのか。嬉うれしく思うぞ、ファの家のアスタよ」

　この森辺においては年老いた人間自体が珍めずらしいのだから、俺も見み間ま違ちがえることはなかった。それは懐なつかしき家長会議において一度だけ対面したことのある、サウティ家の長老モガ＝サウティであった。こちらは以前に見た通りの、柔にゆう和わで穏おだやかそうな笑えみを浮かべている。

「我々は、ルウの家に助力を求めにやってきたのだ。……数十年ぶりに、森の主ぬしが現れてしまったのでな」

「も、森の主？」

「うむ。途と方ほうもない大きさを持つギバのことだ。話を聞くに、儂が若い頃ころに見た主よりもさらに巨大なギバであるらしい。……その森の主に、サウティの狩人たちは手ひどく痛めつけられてしまったのだ」

「俺を含ふくめて、七名もの狩人がひどい手傷を負うことになった。その内の二名はいまだに生死の境をさまよっているし、一命を取りとめたところで、今後は狩人として生きていくこともかなわないだろう」

　振り絞しぼるような声で、ダリ＝サウティが言葉を添そえた。

「サウティの家長として、これほど無念なことはない。しかも主めは、いまだに力を失わずに集落の周りをうろつき回っている。このままでは、サウティも滅ほろびを待つばかりだ」

「ゆえに、サウティはルウに力を求めに来た。……それに、ファの家にもな」

　モガ＝サウティは、ひどく静かな目つきで俺を見つめ返してくる。

「どうか力を貸してほしい。儂たちにはお主らの力が必要なのだ、ファの家のアスタよ」
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　その森の主という巨大ギバがサウティの集落のそばに出現したのは、五日ほど前のことであったらしい。

　最初は狩人の一人が遠目に見かけただけで、それは何かの見間違いということで片付けられてしまった。それぐらい、常識外れの巨体であったということだ。

　しかしその翌日に、今度は複数の狩人がその巨大ギバと相対することになった。その際に、三名もの狩人が深い手傷を負うことになってしまった。

　正確な大きさなどは計測のしようもないが、とにかく体高は人間と同じぐらいもあり、横よこ幅はばや体長もそれに見合うぐらいのサイズであったという。まさしくカロンをも超こえる巨体のギバだ。しかもそれだけの巨体でありながら、普ふ通つうのギバと変わらぬぐらい身軽に動くことができ、凶きよう暴ぼうさもひとしおであったらしい。

　その翌日は入念に罠わなを張り、サウティを親筋とする血族の狩人が全員がかりでそのギバを退治する計画を立てた。だが、彼らの仕し掛かけた罠はことごとく破られて、さらに四名もの狩人が深手を負うことになってしまったのだ。

「俺の刀は、確かに主めの首をえぐった。しかし刀はへし折られて、主めの突とつ進しんをくらった俺はこのざまだ」

　ダリ＝サウティは、無念に満ちた声でそのように述じゆつ懐かいした。三角巾で吊つられたその左腕は、前ぜん腕わん部の骨を折られてしまったらしい。

「どれほどの刀を叩き込んでも、どれほどの矢をあびせかけようとも、あの主めはまるで弱る様子も見せないのだ。森の主などという名前すら、生易しいように思えてしまう。あいつは――まさしく災さい厄やく神だ」

「森辺には数十年に一度、そういう主が現れるのだ。それまでは森の奥おく深ふかくに隠かくれ潜ひそんでいるのか、それとも最初からあのように大きく生まれついているのか……とにかく、並のギバの数倍の巨大さであり、凶暴さであるのだ」

「このままでは数日を待たずして、集落の周囲の恵みは食くい荒あらされてしまうだろう。それで東の森の奥おくに帰るのならよいが、北の方角に移動すれば、今度はサウティよりも小さな氏族があの怪かい物ぶつを相手取ることになるし、西や南の方角に移動すれば――森を出て、ジェノスの田畑を荒らすことになる」

「我々の力の及ばない主めを相手に、町の人間ではなすすべもなかろう。下手をすれば、その脅きよう威いは田畑だけでなく町の民たみにも及ぶやもしれん」

「あの怪物めは、森辺の内で討うち倒たおさねばならんのだ」

　それでダリ＝サウティは、すべての恥はじと無念を呑のみ込んで、血族ならぬルウ家に助力を願い出におもむいてきたのだという。

　サウティと五つの眷けん族ぞくで、狩人の総勢は二十三名。その内の七名が深手を負い、残りの者たちも半数は傷ついている。もはやサウティに森の主を討つ力は残されていない。どうかサウティを、ひいてはすべての森辺の民とジェノスの領土を救うために、ルウ家の力を貸してほしい――それが、ダリ＝サウティの願いであった。
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「……なるほど、ひと通りの話は理解できたように思う」

　それらの話を聞き終えたのち、アイ＝ファは静かな声でそのように応じた。

　日にち没ぼつの後、晩ばん餐さんの刻限である。ファの家にはモガ＝サウティが招かれて、ともに食事を進めている。ダリ＝サウティはもう一人のお付きの狩人とともに、ルウの集落でドンダ＝ルウと膝ひざを突つき合あわせているはずだ。

「それで、ルウの家に助力を願うのはわかるが、ファの家にまでそれを求めるというのは、いったいいかなる話なのであろうか？」

「ファの家長アイ＝ファは、ギバ寄せの実の扱いに長たけているのだと聞きき及んでいる。その力を、我々に貸してほしいのだ」

　モガ＝サウティは、アイ＝ファに劣らず静かな声でそう応じた。

「ギバ寄せの実を扱うには非常な危険がともなうので、その技は時を経るとともに失われていってしまった。もはやその技を使いこなせる狩人は、この森辺でも数えるほどしか存在せぬだろう。……しかしその技と、サウティに伝わるギバ除よけの実の技を合わせれば、より強い力でギバを追い込むことが可能になるはずだ」

「ああ……なるほど、そういうことか」

「さらにファの家長は、ルウ家の収しゆう穫かく祭さいで八名の勇者にまで選ばれるほどの狩人であるとも聞き及んでいる。その力を、森辺とジェノスの安息のために使ってほしいのだ」

「……それは狩人として生きる身として、またとない光栄な願い出だと思える」

　そのように答えながら、しかしアイ＝ファの青い瞳には鋭するどく探さぐるような光が宿っていた。

「しかし、私だけでなくアスタをもサウティの集落に迎むかえたいというのは、いったいどういう話であるのだ？　森の主を討ち倒すのに、かまど番の力など不要であろう？」

「それには、三つの理由がある。一つは、傷ついた狩人たちに癒いやしの食事を与えてほしいゆえ。もう一つは、絶望の淵ふちにあるサウティの民たちに生きる活力を与えてほしいゆえ。そして最後は、森の主を相手取る狩人たちにも強き力を与えてほしいゆえだ。森の主めを討ち倒すには、長きの時間がかかるであろうからな」

　そこまで言って、モガ＝サウティはふっと穏やかに微笑ほほえんだ。

「お主たちは、『美味なる食事は森辺の民に強き力をもたらす』と申し述べていたのであろう？　今こそ我々には強き力が必要なのだよ、ファの家のアイ＝ファにアスタよ」

「…………」

「ドンダ＝ルウは狩人ばかりでなく、かまど番の力をも貸してくれると約束してくれた。宿場町で商売をしている女衆たちが、そのままサウティの集落に留とどまってくれることになったのだ。昼間は宿場町で仕事を果たし、その後はサウティの家で晩餐をこしらえてくれよう、と……そこにアスタの力を加えてもらうことは、かなわぬ願いであろうかな？」

「それはまあ……私とて、家人をひとり家に残してサウティの集落に出向く気持ちにはなれぬが……しかし、危険なことはないのであろうな？」

「むろんだ。いかに森の主とはいえ、集落の内にまでは踏み入ってこない。こちらもいちおう念を押おして、ギバ除けの実で集落を守っておるしな」

　そう言って、モガ＝サウティは手にしていた木皿を置いた。

「我わがサウティにおいても血ち抜ぬきやかまどの仕事を習い、美味なる食事を作りあげられるようにはなってきたものの、アスタの料理はそれとも比ひ較かくにならぬほどの力を持っている。それらの食事を口にすれば、サウティの女衆や幼子たちにも笑え顔がおを取とり戻もどすことができるかもしれん。……家長にして族長たるダリ＝サウティはそのように述べていた。そしてその言葉がまぎれもなく真実であったということを、儂も今この身で知ることができた。願わくは、アイ＝ファだけでなくアスタの力をも我々に貸してほしい」

　アイ＝ファがちらりと視線を飛ばしてきたので、俺は大きくうなずいてみせた。

　アイ＝ファはしばし瞑めい目もくしてから、「了りよう承しようした」とつぶやいた。

「森辺とジェノスの安息のためと願われれば、是ぜ非ひもない。私とアスタもサウティを襲おそった災厄を退けるために尽じん力りよくすることを、ここに約束しよう」

「ありがたい。この恩は決して忘れぬぞ、ファの家のアイ＝ファにアスタよ」

　モガ＝サウティは、床ゆかに両方の拳こぶしをついて深々と頭を下げた。

　それを見つめていたアイ＝ファがぴくりと眉まゆを寄せ、玄げん関かんのほうに視線を向ける。それと同時に、戸板が外から叩かれた。

「夜分に申し訳ない。族長ダリ＝サウティおよびドンダ＝ルウから遣つかわされてきた、サウティの者だ。ファの家長と長老モガ＝サウティに伝えたき言葉がある」

　腰こしを上げようとする俺を押しとどめ、アイ＝ファがみずからその人物を迎えに行く。アイ＝ファに刀を預けた若い狩人が入室してきて、モガ＝サウティのかたわらに腰を下ろした。

「ルウ家の狩人たちは明日の中天までにサウティの集落へと出向き、力を貸してくれることに相成った。もしもファの家長も同行してもらえるものならば、『上りの六の刻』までにルウの集落までおもむいてほしい、とのことだ」

「了承した。……ちなみに、ルウ家からは何名の狩人が出向くことになったのだ？」

「ルウとルティムとレイから、総勢で十名だ。力の足りぬ狩人を同行させても意味はないし、また、小さな眷族から有力な狩人を駆かり出だせば、その家が危地に陥おちいりかねないので、その人数となった。狩人の名を知りたいのならば、それも伝えよう」

「では、いちおううかがっておこうか」

「了承した。……ルウ家からはドンダ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ルド＝ルウ、ミダ、客分のバルシャ、ジーダ。ルティム家からはガズラン＝ルティム、ダン＝ルティム、ラー＝ルティム。レイ家からはラウ＝レイ。以上の十名だ」

　ルウの血族で勇者の座を勝ち取った狩人の、六名までもが名を連ねている。実に錚そう々そうたる顔ぶれであった。

　が、少しばかり気にかかるメンバーもまざっている。アイ＝ファも同じことを感じたのだろう、いくぶんけげんそうに眉をひそめていた。

「確かに誰もが力のある狩人だ。しかし、客分のバルシャやジーダまで含まれているのは意外であったな。それに、ラー＝ルティムというのは、ルティムの長老ではなかったか？」

「バルシャとジーダは、卓たく越えつした弓の技を持つということで同行を願われたらしい。ラー＝ルティムはダン＝ルティムとともに、ギバの臭においを嗅かぎわける役を担になうそうだ。ダン＝ルティムとて、いまだ森を駆ける力は戻っていないとの話であったしな」

　なるほど、と俺も心中で納なつ得とくする。それで、八名の勇者の内ジザ＝ルウだけが選出されていないのは、やはり有事の際は家長か跡あと取とりのどちらかが家に残るべしという習わしを重んじてのことなのだろう。で、ダン＝ルティムはすでに家長を下りているので、ガズラン＝ルティムとともに家を離れることも可能になったということだ。

　それにしても、ルウの血族でもっとも強い力を持つというルウ、ルティム、レイの三氏族の本家の家長が勢ぞろいしているのは驚おどろきであった。これは間ま違ちがいなく、ルウの血族でもよりすぐりのメンバーなのだろう。

　ドンダ＝ルウも、最強の布ふ陣じんで森の主と相対する気構えであるのだ。そのように考えたら、狩人ならぬ俺まで背筋がぞくぞくとしてしまった。

「……わたしもそれに同行させてもらうことは可能なのかしら？」

　と、どこからともなく女衆の声が響ひびきわたり、アイ＝ファを除く全員が視線を巡めぐらせることになった。

　窓の格こう子しの向こう側に、黒みがかった瞳が瞬いている。刀を預けてしまっていたサウティの狩人は素す手でのまま立ち上がりかけたが、アイ＝ファが「待たれよ」とそれを制止した。

「あれはドム家を追い出された不ふ肖しようの女衆、レム＝ドムだ。……レム＝ドムよ、そのように窓の外から話を盗ぬすみ聞くのは、森辺の習わしに背く行こう為いであろうが？」

「あら、家長のあなたは最初から気づいていたんだろうから、『盗み聞く』という言葉は当てはまらないんじゃない？　いつ家の中に呼び寄せてもらえるのかと、わたしはずっと待ちかねていたのだけれどね」

「お前を呼び寄せる理由がない。晩餐はすでに受け取っているのであろうが？　とっとと自分のねぐらに戻るがいい」

「その前に、さきほどの問いに答えてほしいものね。わたしもサウティの集落に同行させてもらうことは可能なのかしら？」

　暗くて表情は見えないが、レム＝ドムの声はずいぶんと真ま面じ目めくさった響きを帯びているように感じられた。アイ＝ファはそちらを横目でねめつけながら、感情のない声で応じる。

「バルシャもジーダもサウティの集落にあっては、お前などにかかずらっている時間は取れぬであろう。大人しく、二人の帰りを待っているがいい」

「わたしだって、このような際にまであの二人に手間をかけさせるつもりはないわ。狩人の修練とは関係なく、わたしはサウティの集落に向かいたいのよ」

「何な故ぜだ？」

　アイ＝ファは鋭く問い、レム＝ドムは囁ささやくような声で答えた。

「サウティの集落には、深手を負った狩人たちが大勢いるのでしょう？　それを癒す手伝いがしたいの。……そうして、狩人としての仕事がどれほど危険で誇ほこり高たかいものであるか、それをもう一度この身に叩き込みたいのよ」

　アイ＝ファは無言で、窓の外の双そう眸ぼうを見つめ続けた。

　それを受け止めながら、レム＝ドムは「ふふ」と小さく笑い声をもらす。

「それに、アスタの仕事を手伝わないと、わたしには晩餐を得る手段がなくなってしまうからね。あなたたちがダバッグに向かったときは、スドラやフォウの仕事を手伝って、少しばかりの糧かてを得ることができたけれど、今度は何日の留守になるかもわからないのでしょう？　アスタの仕事を手伝うためにも、同行を願いたいところだわ」

「……それを決める権限は、我々にはない」

　アイ＝ファは静かにモガ＝サウティを振ふり返かえった。

　真っ白な顎あご髭ひげをしごきながら、サウティの長老は穏やかに微笑んでいる。

「お主のことはルウ家の者たちからも聞いておるよ、ドム家のレム＝ドム。……ドム家やザザ家の手前、お主に力を貸すことははばかられるが、傷ついた男衆らの助けになってくれるというのならば是非もない。族長ダリ＝サウティには、儂から話を通しておこう」

「ありがとう。感謝するわ、サウティの長老モガ＝サウティ」

　そうしてレム＝ドムの同行も決定されたようだった。

　モガ＝サウティは、「さて」と居住まいを正す。

「残るは、ディンとスドラの女衆らだな。アスタとともにサウティの集落で預かることは可能であるかどうか、これから家長らに話を通しに行こうかと思う。……重ねがさね、恩に着るぞ、ファの家のアイ＝ファにアスタよ」




　すべての客人が退出し、俺はアイ＝ファと二人きりで夜を迎えることになった。

　金きん褐かつ色しよくの髪かみをほどきながら、アイ＝ファは「アスタよ」と呼びかけてくる。

「ああ、わかってる。サウティの集落でも危険な真ま似ねはしないよ。……でもこの際は、心配されるべきはお前のほうだと思うぞ、アイ＝ファ？」

「私はいつも通り、自分の仕事を果たすだけだ。ギバの図ずう体たいがでかくなっても、何ら変わるところはない」

「でも、サウティの狩人たちが二十人がかりでも討ち倒せなかった巨きよ大だいギバなんだぞ？　そんなの、まさしくモンスターじゃないか」

「もんすたー？」

「ああ、怪物、化け物ってことさ」

「どんなに大きくて凶暴でも、ギバはギバだ。怪物ではなく、森の子に過ぎん。……同じ森の子たる我々とどちらが生き残るか、すべてを定めるのは森そのものだ」

　今さら狩人たるアイ＝ファに、あらためて思うところなどはないのだろう。決死の覚かく悟ごなど、毎日固めた上で森に入っている。それが森辺の狩人であるのだ。

「それでも一言だけ言わせてくれ、アイ＝ファ」

　壁かべにもたれたアイ＝ファのもとに、俺は少しだけ膝を進める。

「俺はお前が無事に戻ることを信じて、待っているからな？」

「……その言葉が、私に何よりの力を与えるだろう」

　アイ＝ファは目を細め、とてもやわらかい表情で微笑んだ。

「お前のもとに、私は戻る。昨日や今日と同じように、美う味まい食事を作って待っていてくれ。それだけが、私の望みだ」




２




　翌日は、前日以上に慌あわただしい限りであった。

　まず、何日家を空けるかも不明であったので、食料庫の食材をのきなみ移動させなくてはならなかったのだ。

　とはいえ、ほぼ毎日のように町まで下りている身であるから、余分な野菜などはあまり置いていないし、香こう草そうや調味料などはそれほどかさばるものではない。厄やつ介かいであったのは、ギバ肉だ。

　ギバ肉は、腐ふ敗はいを防ぐためにピコの葉に漬つけてある。それで半月ばかりは保存がきくとしても、一日に一回は水分を吸ったピコの葉を攪かく拌はんしなければならないため、放置したままにはしておけないのだった。

　とりあえずは中ちゆう継けい地点であるルウ家の食料庫に移動させてもらうとしても、百キロ単位の分量であるから、その作業もひと苦労である。ファの家にある革かわ袋ぶくろや木箱や布の包みなどを総動員させてピコの葉ごと梱こん包ぽうし、荷台に積み込む。これだけでもなかなかの手間であった。

　なおかつ宿屋の料理の作製はルウ家が当番の日であったが、屋台で売る料理に関してはこの時間に仕上げなければならない。しかも本日は『ギバまん』も『ポイタン巻き』も通常以上の分量を準備しなければならなかったので、休んでいる時間などは片時もなかった。

　その作業を手伝ってくれるのは、トゥール＝ディンやレム＝ドムを筆頭とする近在の女衆たちだ。明日からは、この仕事を果たすために、サウティの女衆らに助力を頼たのまなくてはならなくなる。モガ＝サウティからその件については了承を得ているとはいえ、まだ見ぬサウティの女衆らがどれぐらいの手て際ぎわで料理を作ることができるのか、それだけが俺にとっては心配の種であった。

　そんな風に俺たちが立ち働いている間、アイ＝ファは森に入っていた。家を空けるので、薪まき拾いはする必要がない。その代わりに、アイ＝ファは森の深部にまで踏ふみ入って、大量のギバ寄せの実を確保せねばならなかったのだった。

　それらの作業を何とかかんとか完かん了りようさせたら、あとは着き替がえや日用品や調理器具なども荷台に積み込んで、普ふ段だんよりは早めにファの家を出立する。トゥール＝ディンばかりでなくアイ＝ファとレム＝ドムも同乗し、ルウの集落まで送り届ける手はずになっていた。

　で、余分な荷物とギバの肉を預かってもらったら、レイナ＝ルウらと合流して、ようやく宿場町に出立だ。本日は、これから青空食堂を拡張するための設営を行わなければならないのである。

　レイナ＝ルウらは四軒けんの宿屋に料理や生せい鮮せん肉にくを届け、俺たちは組立屋と細工屋に注文しておいた品を受け取りに向かう。二台の卓たくと、二十二脚きやくもの丸太の椅い子す、屋根の骨組み、屋根用の革、それに二十組の木皿と木き匙さじだ。

　椅子の量が半はん端ぱではなかったのでさすがに一日では無理なのではないかと危あやぶまれていたが、組立屋の主人は意地で仕上げてくれていた。また、それだけで荷車はいっぱいになってしまったので、すべての物品を運ぶのには二往復せねばならなかった。

　しかるのちに《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で屋台を借り受け、あらためて所定のスペースに向かう。

　縄なわを張られた青空食堂は、昨日と変わらぬ姿で俺たちを待っていてくれた。

　しかし本日は感かん慨がいにふけっているいとまもなく、設営に取りかかる。新たに借り受けたスペースに座席を並べ、屋根を張り、料理の準備を進めていく。その作業があらかた終わりを迎える頃には、もう昨日以上のお客さんたちが店の前に集まり始めてしまっていた。

　時刻はまもなく、上りの六の刻。アイ＝ファやドンダ＝ルウらがサウティ家に向かう頃合いで、俺たちは商売を開始することになった。

『ギバのモツ鍋なべ』は昨日の一・五倍の量、百二十食分を準備している。その他の料理はさしあたって二十食分を追加することにして、『ギバまん』は百二十食分、『ポイタン巻き』は百四十食分と相成った。ただし、ちょっぴり高額であるルウ家の『ミャームー焼き』は八十食分、こちらの特別献こん立だて『ギバ・カツサンド』は三十食分のままだ。

『ミャームー焼き』と『ギバ・カツサンド』以外の料理は他の商品とあわせて購入されることが多いので、これでどれだけお客さんの総数が増えるのか、正確に推し量はかることは難しい。特に『ギバのモツ鍋』などは半人前の量を注文されるほうが多いぐらいであるのだから、なおさらだ。

　しかし、売り上げの推移を計測するのは難しくない。もしも本日の料理をすべて売り切ることができたら、総売上はファの家が赤銅貨四百八十枚から五百五十枚に、ルウの家は四百八十枚から六百枚に跳はね上あがることになる。

　となると、両家の売上の合計額は、これまでが九百六十枚で、本日が千百五十枚という計算になるので――どんぶり勘かん定じようで単価が赤銅貨三枚と考えると、三百二十名のお客さんが三百八十三名に増えることになる。

　集客率でいうと、およそ二十パーセント増しだ。わずか二日目でこの伸のび率りつと考えるなら、それは飛ひ躍やく的てきな向上と言えるだろう。かえすがえすも、青空食堂のもたらした効果は絶大であったわけである。

「確かにこれならば、すべての料理を売り切ることも可能かもしれませんね。こんなに大勢のお客たちが詰つめかけてくる姿を見るのは初めてです」

『ポイタン巻き』のための肉を焼きながら、トゥール＝ディンがそのように語りかけてきた。朝方はサウティ家のことが気になって暗い面おも持もちをしていた彼かの女じよも、働いている内に元気を取り戻せた様子である。ディン家もスドラ家も家人を貸し出すことに同意したので、本日からは宿場町で働くかまど番の全員がサウティの集落で寝ね泊とまりすることになるのだ。

「ルウ家のほうも問題ないようだしね。下手をしたら、モツ鍋は百二十人前でも足りないぐらいなんじゃないのかなあ」

　しかし営業そのものについては、何の問題もなさそうな様子であった。

　四十二席に及およぶ座席に対して、食器は五十組を用意してある。食器の回収と洗せん浄じようにはゆとりがあるし、屋台の前には常時二、三名ていどのお客さんが順番待ちをしているばかりである。

　また、昨日はぎゅうぎゅうに座席を詰め込んでいたが、本日は屋台五つ分のスペースに七つの卓をゆったりと配置している。四人掛けの卓に六脚の椅子をあてがっても、見た目的には昨日よりも広々と見えるぐらいだ。本日が初めての参戦となるレイナ＝ルウとリミ＝ルウも、実にてきぱきと仕事をこなしているように見受けられた。

「おい、何だよ？　同じ銅貨を払はらっているのに、ずいぶん量に差があるんじゃねえか？」

　ただ一度だけ、不満げな響きを帯びたお客さんの声が聞こえてきた。

　驚いて視線を巡らせると、人相の悪い西の民の男性が二名、『ギバのモツ鍋』の屋台の前に立っている。ジェノスの宿場町ではお馴な染じみの無ぶ頼らい漢かんたちだ。

　屋台をはさんでそれと相対しているのは、リミ＝ルウである。身長をかせぐために丸太の台に乗っているリミ＝ルウは、金属製のレードルを手ににっこりと微笑んだ。

「そんなことないよ。木皿の形が違うから、量が少なく見えるだけ！　どっちもおんなじ量だから、心配しないで大だい丈じよう夫ぶだよー」

「本当かよ？　どう見たって、俺のほうが少ねえだろ」

「大丈夫だってばー。あのね、木皿はあちこちの店に注文したから、みんな形が違っちゃってるの。でも、一人前だったらこの『れーどる』で二杯、半人前だったら一いつ杯ぱいって決められてるから、絶対に量が変わっちゃったりはしないんだよ？」

　言いながら、リミ＝ルウはそのレードルを男たちのほうに差し出してみせた。

「これってね、料理を作るときにも分量をきちんと量れるように、わざわざレイナ姉が銅貨を出して買ってきたんだよ！　木でできた『れーどる』だと濡ぬれたり乾かわいたりで少しずつ形が変わってきちゃうから、正確な分量が量れないんだって！」

「お、おう、そうなのか？」

「うん！　だから、絶対に大丈夫！　そんなに心配なんだったら、別のお皿にいれなおしてあげようか？」

「いや、大丈夫だよ。まったく恥はずかしい野や郎ろうだな」

　と、黙だまって成り行きを見守っていた連れの男が、相棒のごつい肩かたを叩く。

「文句があるなら、俺の皿と取り替かえてやらあ。こんな小さな娘に迷めい惑わくをかけんなよ」

「うるせえよ」と男は顔をしかめたが、その後は頭をかきながら「悪かったな」とリミ＝ルウに謝あやまっていた。

「ううん。買ってくれてありがとー。また来てね？」

　最後までにこにこと笑っているリミ＝ルウに見送られて、男たちは屋根の下に引っ込んでいく。俺と一いつ緒しよに身を乗り出していたトゥール＝ディンは、「すごいですね」と感じ入ったようにつぶやいた。
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「わたしなどは気が小さいので、あのように文句を言われたら、うまく説明できないかもしれません」

「そうかなあ？　でもまあトゥール＝ディンは、森辺の女衆としてはずいぶん繊せん細さいな性格みたいだもんね」

　ダバッグの《ラマムのしずく亭》において、アイ＝ファに叩たたきのめされた野盗どもを前に、マイムと一緒に肩を震ふるわせていたトゥール＝ディンの姿を思い出しながら、俺はそのように答えてみせた。トゥール＝ディンは俺の顔を見返しつつ、少しだけ悲しそうな目つきをする。

「実はわたしはアスタの仕事を手伝うようになるまで、ほとんど宿場町に下りたことがなかったのです。……スンの集落では、その必要がなかったもので……」

「ああ」と、俺も思わず返事に困ってしまう。

　本家の連中は果実酒やら何やらを購入していたが、分家の人々はそんな贅沢も許されず、ときたま獲とれるギバの肉と森の恵めぐみだけで腹を満たしていたのだろう。それならば、町に下りる理由もほとんどなくなってしまうのだ。

　そんなことを考えていたら、隣となりの屋台からヤミル＝レイが手をのばして、トゥール＝ディンの頭を小こ突づいてきた。

「トゥール＝ディン、あなたがそのようなことで申し訳なさそうな顔をしていたら、わたしまでそれにならわなくてはならなくなるじゃない？」

「あ、す、すみません！」

「すみませんじゃなくて、許された罪についていつまでも気に病やむのはおやめなさい、と言っているのよ」

　叱しかりつけるように言ってから、ヤミル＝レイは新たに来店してきたお客さんのほうに向きなおった。しょんぼりと肩を落とすトゥール＝ディンに、俺は笑いかけてみせる。

「ヤミル＝レイの言う通りだよ。森辺の民として正しく生きるのがトゥール＝ディンたちの進むべき道だろう？　これだけ毎日一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってるんだから、過去のことを気に病む必要はないさ」

「……はい」とトゥール＝ディンはうなずいてから、また新たな肉を鉄板に落とした。

　そんなこんなで時は過ぎ、ユン＝スドラとアマ・ミン＝ルティムが連れ立って姿を現す。俺はローテーションを完成させてから、またちょっとだけ時間をいただいて、青空食堂のほうに足を向けてみた。

「レイナ＝ルウ、そちらはどんな様子かな？」

「ああ、アスタ。はい、思っていた以上に順調のようですね。きっと座席や木皿が十分にそろっている分、昨日のシーラ＝ルウたちよりも苦労は少ないのだろうと思います」

　そのように答えるレイナ＝ルウは、至し極ごく満足げな微び笑しようをたたえていた。昨日の倍以上も座席をそろえているので、昨日以上に食堂は賑にぎやかだ。それでもおかしな騒さわぎに発展しそうな気配はない。

「それにやっぱり、心が満たされていくのを感じます。同どう胞ほうならぬ町の人間でも、これほど楽しげにわたしたちの料理を食べてくれるなら、もっともっと喜んでもらえるように力を尽つくすべきではないか、と――自然とそのように考えることができてしまいますね」

「そっか。それなら本当に、この店を出した甲か斐いがあったね」

「はい」と、レイナ＝ルウはにっこり微笑む。

　その青い瞳ひとみが、ふっとけげんそうな光を帯びた。

　それと同時に人の気配を感じた俺が後方を振り返ると、木皿を手にした革マントの若者がふてくされたような面持ちでそこに立ちつくしていた。

　無法者の目を警けい戒かいして、旅人風の格好をした、城下町の若き料理人ロイだ。

「……こいつはアスタじゃなく、お前たち森辺の女衆だけでこしらえた料理だそうだな」

　挨あい拶さつをさせるいとまも与あたえず、開口一番でロイはそのように言いたてた。

「お前たちがどれほどの腕うで前まえであるのかを確かめさせてもらうぜ」

　レイナ＝ルウは無言のまま、うやうやしくも見える態度で座席のほうを指し示す。そうしてロイがそちらに足を向けるのを見やりつつ、レイナ＝ルウはこっそり俺に耳打ちしてきた。

「アスタ、あの料理人は何という名前であったでしょう？　また失念してしまいました」

「ええ？　あれはロイだよ。もう三回ぐらい紹しよう介かいしている気がするけど……」

「そうでしたね。お手間をかけさせてしまい、申し訳ありません」

　罪深いなあと心中でつぶやきつつ、俺おれもロイの様子を見守った。

　他の料理は購こう入にゆうせず、一人前の量を注文したらしいロイは、木皿にたっぷりと注がれた『ギバのモツ鍋』の汁しるをすする。

　マントのフードをかぶっているので、この位置からは表情を確かく認にんすることは難しかった。ロイは無言で木匙を動かし、ゆっくりと食事を進めている。

（俺が見守っててもしかたがないか）

　ロイの評価は、後からレイナ＝ルウにでも聞けばいい。そう思いなおして、俺は自分の屋台に戻ろうとした。しかし、それより早くロイがこちらを振り返ってきた。

「おい……本当にお前は、この料理を作るのに関かかわっていないのか？」

　それは俺に向けられた問いであったので、「はい」とうなずき返してみせる。

　ロイは唇くちびるを噛かみ、まだ八割がたは残っている木皿の中身をにらみつける。

「それで、お前らはミケルに手ほどきを受けているわけでもないってんだな……？」

「そうですね。手ほどきを受けたのは、燻くん製せい肉と乾かん酪らくの作り方だけです」

　木匙をつかんだロイの手が、わなわなと震えていた。

　レイナ＝ルウは、小首を傾かしげながらその姿を見つめている。

「あなたはこの前から、何に心をとらわれているのでしょう？　それはわたしと同胞のシーラ＝ルウが二人で作りあげた料理ですが、そもそもタウ油や砂糖などの正しい使い方を教えてくれたのはアスタです。そのアスタも、自分の父親に手ほどきを受けてこれほどの技わざを身につけたのだという話なのですから、人間は、一人の力で何かを為なすことなどはなかなかできないということなのだろうと思います」

「……そんなことは、俺にだってわかってるんだよ」

「だったらどうして、あなたはミケルに教えを乞こわないのですか？　ミケルはもはや料理人ではなく、そしてあなたは城下町の料理人である、ということで、自尊心が邪じや魔まをしてしまうのでしょうか？」

「そんなんじゃねえ。俺はただ――」

　と、ロイはそこで口をつぐんでしまう。

　レイナ＝ルウは、彼女らしくもなく胸の前で腕うでを組み、そうして溜ため息いきまじりに言った。

「わたしには、あなたという人間がわかりません。何かを思おもい悩なやんでいるのなら、それを解決するためにもっと力を尽くすべきではないでしょうか？」

　それでもロイは何も答えず、残っていた料理をものすごい勢いでかきこみ始めた。

　まだ湯気をたてている汁しる物ものなのに熱くはないのだろうかと俺は心配になってしまったが、ものの十数秒でモツ鍋を完食してしまい、ロイは席から立ち上がる。

「あのマイムという娘は、紫むらさきの月の間に屋台を出すつもりでいるそうですよ」

　レイナ＝ルウの最後の呼びかけにも答えず、ロイは立ち去っていった。

　レイナ＝ルウはもう一度溜息をつき、空いた木皿を樽たるの水で洗い始める。

「何だかあのうじうじした姿を見ていると、余計な言葉を吐はかずにはいられない気持ちになってしまうのです」

　俺が声をあげる前に、レイナ＝ルウはそのように申し述べてきた。

「わたしはこんなに意地の悪い人間であったのですね。少し自分が嫌きらいになってしまいそうです」

「いやあ、意地の悪さは関係ないんじゃないのかな」

　そのように答えつつ、それじゃあ何に起因する心境なのかは、俺にもわからない。やはり、料理に関して思い悩んでいるロイに、自分の姿を重ねてしまっている、ということなのだろうか。

　一刻も早くロイがスランプ状態から脱だつすることを祈いのりつつ、俺は自分の仕事に戻ることにした。




　それ以外には大きな波乱もなく、俺たちはその日の商売を終えることになった。

　というか、波乱というならこの盛せい況きようっぷりこそが大波乱というべきなのだろう。けっきょくその日も『ギバのモツ鍋』は定刻よりもやや早めに売り切れてしまい、その他の料理についても、『ミャームー焼き』を含めて定時できっちり完売することがかなったのだった。

「ですが、これこそ物もの珍めずらしさが手伝った上での結果なのでしょう。不満の声があがるほど早く売り切れているわけではありませんし、とりあえずは明日からもしばらくは同じ量を準備したいと思います」

　レイナ＝ルウは、そのように述べていた。

　俺も異存はなかったが、それに続いて発言する者があった。誰だれあろう、それはツヴァイである。

「だけどサ、献立に関しては今の内から考えておくべきじゃないのかネ？　まだしばらくは大丈夫だとしても、別の汁物料理を売りに出す準備を進めておくべきだと思うヨ？」

「別の汁物料理？」

「ああ、そうサ。この汁物は百二十人前を準備してるけど、お客のほとんどが半人前の量を注文してるじゃないか？　ってことは、二百人以上の人間が、この料理を食べてるってことになるんだヨ」

　いつになく真しん剣けんな眼まな差ざしで、ツヴァイはそのように言葉を重ねた。

「それだけの人数が毎日毎日おんなじ料理を食べていたら、他の料理よりも早く飽あきられちまうんじゃないのかネ？　物珍しさがなくなっちまったら、余計にネ」

　それはそうかもしれないな、と俺は感心することになった。

『ギバのモツ鍋』はどちらかというとサイドメニューのような扱あつかいをされている。で、他の料理は組み合わせを変へん更こうすることができても、モツ鍋だけは毎日同じものを食べる状態になってしまうのだ。

「そうだね。思えば、俺たちが宿屋に卸おろしている料理だって、一日置きに違ちがう献立を出しているから飽きられずに済んでいるのかもしれない。南や東のお客さんなんかは数日や数週間単位で顔ぶれが変わることが多いから、なおさらにね」

　まだ今ひとつピンときていなそうなレイナ＝ルウたちに向かって、俺が補足で説明をしてみせた。

「でも、屋台ではジェノスに住んでいる西の民のお客さんも大勢来てくれているからさ。一ヶか月げつも二ヶ月も同じ料理ばかりを食べる気持ちにはなれないだろう。それを考えたら、『ギバ・バーガー』や『ミャームー焼き』よりは早く飽きられるおそれがあるかもしれない」

「では、ツヴァイの言う通り、汁物料理も一日置きに違う献立を準備するべきなのでしょうか？」

「うん。『ギバのモツ鍋』に負けない料理だったら、お客さんから不満の声があがることもないだろうしさ。少なくとも、こちらの損になるやり方ではないと思うよ」

　昨日は青空食堂の開設に不満げであったツヴァイであるのに、わずか一日で新たな儲もうけの筋道を見み出いだしたらしい。なんとも心強い限りであった。

「そうですね……このままですと、いずれは臓物を準備することも難しくなりかねないですし、今度は普通の肉を使った汁物料理を考えてみてもいいかもしれません」

　そんな有意義なディスカッションを繰くり広ひろげながら、俺たちは片付けの作業を終えて、森辺の集落に帰き還かんした。

　すると今度は、サウティの集落に向かうための準備である。

　道行きは、毎日ルウの集落を経由することが決定されていた。

　理由は多々あるが、まず第一に、サウティの人々も日々の買い出しではそのルートを採用していたためである。サウティの集落から宿場町に向かうには、このルートが最短であったのだ。

　ちなみにサウティの集落から直接宿場町に向かうには、いったん南側から森辺の外に出て、大回りで石の街かい道どうを伝って北上するしかない。それだと徒歩で四時間、トトスの荷車でも八十分はかかってしまう。

　が、森辺の内部を北上し、ルウ家の付近にある道から森の外に出れば、徒歩で二時間四十分、荷車なら五十分強で宿場町に到とう着ちやくできるのだ。

　まだトトスや荷車を手にしていなかった時代、サウティ家はほとんど宿場町にまで足をのばすことはなく、森辺の外の南側にある農村から必要な物資を購入していたらしい。その後、トトスを手に入れたことによって、宿場町への最短ルートを模も索さくすることになり、現在のルートが無事に見出されたのだという話であった。

　ということで、いささかならず前置きが長くなってしまったが、俺たちはそうして宿場町からルウ家に戻り、そこで必要な荷物を積み込み、ついでにルウ家の女衆らは人員も交代して、それからいざサウティの集落を目指したのだった。

　ルウ家の明日の当番はシーラ＝ルウとヴィナ＝ルウであるので、その両名がレイナ＝ルウおよびリミ＝ルウと交代し、荷車に乗り込む。下ごしらえのメイン作業はルウの集落に居残る部隊が受け持つことになっていたので、仕事の重さに優まさり劣おとりはない。

　また、この騒そう動どうに決着がつくまでは、宿屋の仕事は毎日ルウ家に任せることが決まっていた。フォウ家やラン家などの助けもないまま、ファの家がその仕事を受け持つのは、少なからず無理があったためである。

　そうしてルウの集落から四十分ばかりも荷車を走らせて、俺たちはサウティの集落に到着した。道は一本なので迷う恐おそれもない。そして、サウティの集落は南の端はしにあるので見み間ま違ちがう恐れもない。森辺の道をひたすら南下して、その果てに現れるのが、サウティの集落なのだ。

「よくぞ参ったな、森辺の同胞らよ。……サウティの家にようこそ」

　出で迎むかえてくれたのは、長老のモガ＝サウティであった。

　俺は荷車の御ぎよ者しや台だいから降り、そちらに一礼してみせる。

「しばらくお世話になります。狩人たちは、予定通り森に向かいましたか？」

「うむ。入念に打ち合わせをして、今は罠わなを仕し掛かけに出向いている。その途と中ちゆうで襲われることがなければ、明日から本格的に森の主と相対することになろう」

　サウティの集落は、妙みように静まりかえっているように感じられた。

　広さのほうは、なかなかのものである。ルウやスンの集落と遜そん色しよくのない規模なのではないだろうか。

「ここはサウティのみならず、古きよりの眷族たるヴェラ家とともに築いた集落であるのだ。サウティの家人が十九名、ヴェラの家人が十四名、合計で三十三名の同胞たちが住まっている」

「そうですか。たしか、サウティはすべての眷族を合わせると六十名ていどの人数であるのですよね」

「うむ。この数ヶ月で四名の子が五歳さいの年を迎えたので、今は六十八名となったはずだ」

　そういえば、森辺においては五歳未満の幼子は人数としてカウントされない習わしであったのだ。

「その中で、狩人たる男衆は二十三名であったのが、このたびの騒ぎで二名が狩人としての力を失ってしまった。このままでは、サウティも力を失っていくばかりであろう」

「今後は二十一名で、六十八名分のギバを狩かっていかなくてはならないわけですね」

　それはルウ家などに比べると、ずいぶん狩人の比率が少ないように感じられた。女衆か、あるいは子供や老人が多いということなのだろう。

「サウティとヴェラに限っていえば、女衆は十四名だ。その内の半数ほどを使って晩餐をこしらえてもらいたいのだが、いかがであろうかな？」

「問題ありません。まずは商売用の下ごしらえをしてから、晩餐の準備を始めたいと思います」

「では、サウティのかまどに案内しよう」

　モガ＝サウティの先導でサウティの本家に向かいつつ、俺は頭の中で計算をした。サウティとヴェラの総勢が三十三名。手助けに出向いてきている狩人たちが十一名。俺たちかまど番が八名。合計で、五十二名分の晩餐をこしらえればいいわけだ。

　俺たち八名だけでも苦になる量ではないし、サウティの女衆らに手ほどきをしながら作業を進めることも難しくないだろう。そこまで考えてから、俺はルウルウの手た綱づなを引いているシーラ＝ルウのほうを振り返った。

「そういえば、最近のミダはどれぐらいの食事量なのですか？　以前に十人前から五人前に分量を絞しぼったという話を聞いた気がするのですが」

「はい、今でも五人前は口にしていると思います。何せあれだけの大きさですから」

　ならば四人前を追加して、五十六人前。ルウの一族の旺おう盛せいな食欲を考えれば、六十人前は準備するべきか。

　さらに俺は、モガ＝サウティに改めて問う。

「あの、五歳に満たない幼子で、普ふ通つうの食事が必要な子は何人おりますか？　あと、普通の食事を食べることが困難な負傷者というのは、サウティとヴェラで何人いるのでしょう？」

「乳ち飲のみ子ごでない幼子は四名、汁物しかすすれない負傷者は三名であるな」

　ということは、幼子には半人前ぐらいを用意するとして二名分プラス、負傷者には別の料理を準備するとして三名分マイナスか。

　ざっくりと六十人前で、決定だ。

（サウティのみんなを元気づけられるような料理――それに、狩人たちに力を与えられるような料理、か）

　かといって、そこまで特別な料理を意識する必要はないだろう。ファの家やルウの家は城下町から流れてきた食材をも使用しているので、それだけでも森辺では特別仕立ての料理になってしまうのである。負傷者たちの容態はあとで確認させてもらうとして、それ以外では普段通りに、丹たん精せいを込めて調理するだけだ。

（宴でもないのに余よ所その家で料理をこしらえるなんて、ルウやルティム以外では初めてのことだな）

　とうてい祝福できないような経緯で訪おとずれてしまったこの状じよう況きようであるが、なかなか縁を深めることのできなかったサウティ家の力になれるのなら、そこだけは前向きに受け取りたかった。

　かくして、数日間に及ぶサウティの集落における生活が、いよいよ開始されたのである。
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　商売用の下ごしらえは、至極すみやかに完了させることができた。

　ルウ家のほうではその作業の大半を居残り組に託たくしていたし、俺のほうではもともと肉を切り分けるぐらいしか仕事はないので、そんなに時間を要するものではない。ルウの集落での積み込み作業とここまでの道のりで一時間以上は余分に時間を食ってしまったはずであるが、ふだん勉強会に当てている時間で相そう殺さいすることができた。日にち没ぼつまでは、残り三時間ていどであろう。

　そうしていよいよ晩ばん餐さんの調理に取りかかる段となると、モガ＝サウティが招しよう集しゆうした女衆の中から、若じやく年ねんながらも風格のある人物が進み出てきて、頭を垂れてきた。

「サウティのために力を割さいていただき、心より感謝しております。わたしはこの集落で女衆を束ねている、ダリ＝サウティの妻でミル・フェイ＝サウティと申します」

「ファの家のアスタです。本日よりしばらくかまどをお預かりいたします」

　年ねん齢れいは、ダリ＝サウティと同じく二十代の半ばぐらいであろうか。そんなに長くもない褐かつ色しよくの髪をきゅっとひっつめた、なかなか気の強そうな女衆であった。

　そんな彼女の背後には、サウティとヴェラの女衆が合計で六名ほど控ひかえている。そちらは老ろう若にやく入り乱れているが、共通しているのは表情の暗さであった。さしもの気き丈じような森辺の女衆も、これほどの奇き禍かに見み舞まわれては力を失ってしまうのだ。こんなに元気のない森辺の民たみを目にするのは、家長会議以来のことであった。

　そんな中、ミル・フェイ＝サウティだけが毅き然ぜんと顔をもたげている。

「わたしたちは、何を為すべきでしょう？　できることならば、まずは傷ついた男衆らに食事を届けたく思うのですが」

「そうですね。やはり、固い食べ物は咽の喉どを通りにくい感じなのでしょうか？」

「はい。特に手傷の重い二名などは、肉や焼いたポイタンを噛む力もありませんので、煮に汁じるをわずかに口にしているだけの状態です。……そして、深い傷を負った眷けん族ぞくの狩人たちも、今はヴェラの家に集められておりますので、その全員分の料理を用意したいと考えています」

「はい、深い傷を負った狩人は七名でしたよね？　了りよう解かいいたしました。それではまず、ギバの肉を煮込みましょう。……シーラ＝ルウ、さっき伝えた手順でお願いします」

「はい、承知しました」

　シーラ＝ルウの手ほどきでギバの肉が切り分けられ、煮立った鍋に投じられていく。その仕事に従事しながら、ミル・フェイ＝サウティは「あの」と呼びかけてきた。

「これが、傷ついた男衆らへの食事なのですか？　どのようにやわらかく煮込んでも、ギバの肉はなかなか咽喉を通らないと思うのですが」

「はい。これは出だ汁しをとっているだけで、煮込んだ肉は自分たちの食べる分に移すつもりです。少しでも食べやすく、なおかつ滋じ養ようのある料理を作るつもりですので、ご安心ください」

「そうですか。差し出口をはさんでしまい、申し訳ありませんでした」

　そうして肉を煮込んでいる間に、アリアとチャッチとネェノンを刻んでいく。切り方は、一センチ目安の角切りだ。そいつをどぼどぼと鍋の中に落とし込んでいると、またミル・フェイ＝サウティが「あの」と声をかけてきた。

「それらの野菜は、アスタらが持参したものなのですか？　この家に、チャッチやネェノンは置いていなかったはずなのですが」

「はい、これは今日の帰りがけに買ってきたものです」

「……ならば、その銅貨をお支し払はらいせねばなりませんね」

「いえ、これは俺の仕事に必要なものですので、お気き遣づかいは不要です」

　ミル・フェイ＝サウティは、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

　そちらに向かって、俺は笑いかけてみせる。

「モガ＝サウティは、サウティの民を癒いやし、元気づける食事を作ってほしいと願い、俺はそれを了りよう承しようしました。その後で、サウティにはルウほどさまざまな野菜を買う豊かさはない、と聞いたのです」

「ええ、その通りです」

「ならば、モガ＝サウティとの約定を果たすために、俺自身が食材を準備するのも当然のことではないですか？　サウティの食料庫にある食材だけでは自分の仕事を果たせそうにないので、これは致いたし方かたのないことなのです」

　ミル・フェイ＝サウティは、まぶたを半分ほど下ろして俺の顔を冷ややかに見つめてくる。

「何やら詭き弁べんめいて聞こえますね。けっきょくは、サウティの貧しさを憐あわれんでいるだけなのではないでしょうか？」

「そんなつもりはありませんが、俺は俺の仕事を果たさせていただきたく思います」

　森辺において三番目の大きさを持つ勢力であるのだから、もちろんサウティだってそこまで貧しいわけではない。が、それはあくまでもっと小さき氏族に比べてのことだ。ルウ家や、それに匹ひつ敵てきする北の集落に比べれば、サウティはずいぶんとつつましやかな生活に身を置いているはずなのである。

　なおかつ、最近ではスドラやフォウといった氏族もファの家を経由してギバ肉を売っているため、なかなかの豊かさを手にすることができている。そうでなければ、タウ油や砂糖やさまざまな野菜を買うことなど、とうていかなわないのだ。

　で、最近ではちょっと遠方のガズやラッツなどからも定期的に肉を仕入れるように心がけている。そういった、ファの家の商売に賛同を示した小さき氏族のほうが、中立の立場を取っているサウティよりも多くの富を得ることになった、というのが現在の森辺の状況であるのだった。

　聞くところによると、サウティの食料庫にはアリアやポイタンを除くと二、三種類の野菜しか置いていないらしい。それだけではモガ＝サウティの望む食事を作ることは難しかったし、また、多くの狩人が傷ついてしまったためにこれからしばらくはいっそう清貧の生活を送らなければならないサウティ家に、食材を買うための銅貨を要求する心持ちにはなれなかった。

　もちろん、ひとつまみの塩でも美お味いしい料理を作ることはできる。しかし、サウティのみんながそこまで打ちひしがれているというのなら、ちょっとぐらいは豪ごう華かな料理で励はげましてあげたい、と思うのが人情であった。

「何にせよ、これはダリ＝サウティおよびモガ＝サウティとの間で交かわされた約定です。ご意見があったら、そちらのほうにお伝えいただきたく思います」

「……わかりました」と、ミル・フェイ＝サウティは唇を引き結んだ。温おん厚こうで柔にゆう和わなダリ＝サウティに対して、この奥おく方がたはずいぶん気き性しようがきつそうな印象である。

「では、肉が煮えるまでにはまだ時間がかかりますので、その間に他の料理を進めましょうか。ポイタンはすでに煮に詰つめてあるのですよね？」

「はい。この集落では三日ごとにまとめて煮詰めるようにしています。……今日だけでずいぶん多くの量を使うことになるので、明日にはまた煮詰めておくことになるでしょうが」

「それじゃあポイタンに関しては、明日からもそちらにおまかせいたします。仕事から帰った後でポイタンを煮詰めるのは、なかなかの手間ですので」

　その後はしばらく、普通の汁物料理と付け合わせの副菜を仕上げる仕事が続いた。

　汁物は、タウ油を使ったシンプルな『ギバ・スープ』だ。それがあらかた完成する頃ころには、怪け我が人にんのための鍋のほうでも、しっかりとしたギバの出汁がとれた。十分に煮込まれたギバの肉だけをスープのほうに移うつし替え、「さて」と俺は最後の仕上げに取りかかる。

「これにはカロンの脱だつ脂し乳にゆうとフワノの粉、隠かくし味あじで少々のタウ油と砂糖、それにギバの挽ひき肉にくを炒いためたものを加えます」

「だっしにゅう？」

「脂し肪ぼう分ぶんを抜ぬいた乳のことです。乳にはたくさんの栄養が含ふくまれているはずなのですよ」

「そうでしょうね。乳とは子を育はぐくむためのものなのですから、それは当然のことです」

　かまどの火を弱めて脱脂乳を投入しつつ、俺はふっとミル・フェイ＝サウティのほうを振ふり返かえる。

「そういえば、サウティの本家にはもう跡あと継つぎがお産まれになっているのでしょうか？」

「はい。いまだ十歳の幼き身ですが」

「えっ！　もう十歳になられるのですか？」

「はい。わたしは十五でダリの嫁よめとなり、十六で子を産みました。下の子供は、七歳と四歳です」

　ということは、ミル・フェイ＝サウティはいまだ二十六歳ということか。それで三児の母とは、さすが森辺の女衆である。貫かん禄ろくたっぷりなのも納なつ得とくだ。

「よし、これで完成です。よかったら味見をお願いいたします」

　そんな感慨もよそに、料理は完成した。フワノの粉でとろみをつけた、カロン乳のスープである。

　野菜はアリアとネェノンとチャッチの三種で、噛む必要がないぐらいやわらかく煮込んでいる。ギバの肉で出汁をとり、その上で香こうばしく焼き上げた挽き肉を投入しているので、風味も豊かに仕上がっているはずだ。また、とろみをつけるのにポイタンではなくフワノを使用したのは、そのほうが口あたりがまろやかに感じられるためであった。

　肉と野菜と炭水化物、それにカロン乳も使っているので、滋養のほうも申し分ないと思う。少なくとも、食べなれないシムの香草を多用するよりは咽喉を通りやすいだろう。これでもまだ重たすぎるということならば、秘密兵器の海草と燻製魚を使ってさらに飲み口の優やさしいスープを即そつ興きようでこしらえてみせる所存である。

　木匙でわずかに味を見たミル・フェイ＝サウティは、「ああ」と切なげに吐と息いきをもらした。

「確かにこれは、美味ですね……それに、ギバの力も十分に感じられます」

「はい。サウティでも肉を挽く技術はルティムから習っているのですよね？　病人や怪我人には、汁物に挽き肉を使うと食べやすいと思います」

　ミル・フェイ＝サウティの反応にほっと胸を撫なでおろしながら、俺はそのように答えてみせる。

「そもそも俺の故郷では、弱った人間に肉を食べさせるのはつつしむべきだ、という風習がなくもないのですが、森辺の民にとってはギバを食することが身体にも気持ちにも一番力になりそうなので、このような献立にしてみました」

　それは、かつてジバ婆ばあさんのために料理を作った経験から得た考えであった。しかも狩人の男衆であるならば、いっそうギバの肉を求める気持ちは強いと思える。

　ミル・フェイ＝サウティはしばらく俺の顔を見つめてから、手の空いている女衆を呼び寄せて、鉄てつ鍋なべの料理を運ばせた。この料理は怪我人の食事に相応ふさわしいと、了承をもらうことができたようだ。

「そういえば、レム＝ドムはずっと負傷者のところに詰めているのでしょうか？」

「はい。ずいぶん恐ろしげな女衆であるように見えましたが、とても甲か斐い甲が斐いしく男衆らの面めん倒どうをみてくれています」

「そうですか。それは何よりです。それでは、いよいよこちらの主菜を――」

　俺の言葉は、外から響ひびきわたった女衆らの悲鳴によってさえぎられることになった。

　一いつ瞬しゆん立ちすくんでから、俺たちはかまど小屋の外へと足を向ける。

　鉄鍋を運んでいた女衆らが、そこに立ちすくんでいた。そしてその向こう側に、彼女らに驚おどろきの声をあげさせた者たちが立ちはだかっていた。俺が死ぬほどよく見知っている、狩人の精せい鋭えいたちである。

「アイ＝ファ、大丈夫か!?」

「何を騒いでいる。私は手傷など負っていない」

　狩人の火を双そう眸ぼうに燃やしたまま、アイ＝ファはそのように言い捨てた。しかし、レム＝ドムと初めて対面した日を思い出させる、無残な姿である。全身が土まみれで、綺き麗れいな髪かみの毛けもくしゃくしゃだ。

　その場にいる半数以上が、アイ＝ファと同じように全身を土で汚よごしていた。さらに、その内の二名は手傷まで負ってしまっていた。手傷を負っているのは、ダルム＝ルウとラウ＝レイだ。

「何だ？　俺とて、大した手傷ではない」

　いつも以上に物ぶつ騒そうな顔つきで、ダルム＝ルウはそう言った。ダルム＝ルウは左ひだり腕うでに灰色の布を巻いており、胴どう衣いの胸むなもとにまで血しぶきが飛んでいた。

「俺だって、大した手傷ではない！　大事を取って、このような姿をさらしているだけだ！」

　そのようにわめいているラウ＝レイは、ミダにお姫ひめ様さまだっこをされていた。彼かれは頭に布を巻かれており、金きん褐かつ色しよくの長い髪がぐっしょりと血に濡れそぼってしまっている。

「罠を仕掛けているところに、森の主めが突とつ進しんしてきたのだ！　あれは驚くべき巨きよ大だいさであったな！」

　杖つえをついたダン＝ルティムが、やはり爛らん々らんと両目を輝かがやかせながらそう言った。

「俺と父ラーがいち早くそれに気づくことができたので、十分に態勢を整えて迎むかえ撃うつことができたのだが、それでもこの有り様だ！　ダルム＝ルウとラウ＝レイが身体を張らなければ、また数名ばかりは取り返しのつかぬ手傷を負っていたことだろう！」

「サウティやヴェラの男衆らは、無事であったのでしょうか？」

　冷静さを欠いた声で言いながら、ミル・フェイ＝サウティが進み出る。それに「ああ」と答えたのはドンダ＝ルウであった。

　こちらはもう、全身から狩人の気き迫はくをみなぎらせている。女衆らが悲鳴をあげたのは、この森辺の狩人としても規格外の迫力を目まの当あたりにしたためなのかもしれなかった。

「少なくとも、こいつらより大きな手傷を負った者はいない。今ごろは全員、家に戻もどっているはずだ」

「そうですか……我らサウティに力を添そえていただき、感謝の言葉もありません」

　ミル・フェイ＝サウティは両手を組み合わせながら、深々と頭を垂れた。その横で、俺は額に浮うかんだ汗あせをぬぐう。

　土で汚れていないのは、ダン＝ルティムとラー＝ルティム、それにジーダとバルシャの四名のみである。索さく敵てき班のダン＝ルティムらと、弓兵部隊のジーダらは、直接森の主とは対たい峙じしていないのだろう。

　しかしそれ以外は、ドンダ＝ルウを筆頭に全員が土まみれの姿になってしまっている。目に見える手傷は負っていないとはいえ、きっとマントの下は打だ撲ぼくと擦さつ過か傷しようだらけなのだろう。

　これだけの精鋭たちが正面からぶつかっても、このような有り様に成り果ててしまうのだ。アイ＝ファは否定していたが、そんな巨大ギバはやはり怪かい物ぶつであるとしか思えなかった。







[image: ]







「アスタ、とっとと晩餐を食わせてくれ！　たらふく食って、失った血を取とり戻さなくてはならないのだ！」

　ミダに抱かかえられたラウ＝レイが、そのようにわめく。

「それで明日は、必ずあの主めを仕留めてやる！　絶対にこのままでは済まさんぞ、ちくしょうめ！」




◇




　そうして日輪が半分ほど隠れた頃には、ラウ＝レイの要望通り晩餐を準備することができた。

　俺たちが招かれたのは、サウティの本家だ。客分たる狩人とかまど番は合計で十九名にも及んだので、その半数ほどがこちらに割わり振られ、残りの半数はダリ＝サウティの弟の家に割り振られることになった。

　サウティ本家の人数は、六名。家長のダリ＝サウティに嫁のミル・フェイ＝サウティ、祖父の弟にして長老たるモガ＝サウティ、そして家長の子供たちが三名だ。

　客分は、狩人がドンダ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ルド＝ルウ、ミダ、アイ＝ファ、かまど番が俺、シーラ＝ルウ、ヴィナ＝ルウ、トゥール＝ディンという顔ぶれであった。

「ドンダ＝ルウらの働きには感謝している。その働きがなければ、サウティはまた多くの狩人を失ってしまっていたことだろう」

　食事の前に、上座のダリ＝サウティがそのように述べた。

　昨日ほど激情にはとらわれていないようだが、その代わりにいくぶん身体のほうがつらそうな様子である。頭に裂れつ傷しようを負い、左腕を骨折してしまった彼は、まだ痛み止めと熱冷ましの薬草に頼たよっている状態であるらしい。

「そして、ルウの狩人の勇ゆう猛もうさをあらためて思い知らされた。森の主めとまともにぶつかって、大した手傷を負うこともなく、それを退けたというのだからな」

「あー、あいつは本当にたまげたギバだよ。あちこち刀でえぐられながら、おかまいなしで俺たちをぶっ飛ばしてきやがったからなー。ミダの棍こん棒ぼうで頭をぶん殴なぐられても、けろっとしてたしよー」

　そのように言いながら、ルド＝ルウはそわそわと身体をゆすっている。

「で、色々と話したいことはあるんだけどさ、そいつは晩餐の後にしてもらえねーかな？　俺もみんなも、腹がぺこぺこなんだよ！」

「そうだな。すまなかった。それではアスタたちの心こころ尽づくしで、力を取り戻していただきたい」

　ダリ＝サウティが食前の文言を唱え、他の皆がそれを復唱する。

　それが済むと、ルド＝ルウは「さて！」と木皿を取り上げた。

「それじゃあ、いただくぜ？　いきなりぎばかつとは、アスタも気がきいてるじゃねーか！」

「うん。俺の故郷では、勝負事の際にはカツを食べるっていう習わしがあったんだよ」

「そいつはとびきり気のきいた習わしだな！」

　ということで、本日の主菜は『ギバ・カツ』であった。狩りの本番は明日からと聞いていたので、験げん担かつぎの意味も込めてこの献こん立だてをチョイスさせていただいたのである。

　汁物はタウ油仕立てのギバ・スープ、副菜は、ドレッシングをかけたティノとアリアとプラの千切りサラダ、ホウレンソウのごときナナールのおひたし、それに、ポテトサラダならぬチャッチサラダであった。

「だけどあなたは、先にこしらえた汁物をすでに食しているのですよね？　このように重たい食事を口にすることができるのですか？」

　ミル・フェイ＝サウティが毅然とした面おも持もちで伴はん侶りよに問うと、ダリ＝サウティは「もちろん」とひさびさに口もとをほころばせた。

「城下町でいささか風変わりなぎばかつを食べて以来、早く普通のぎばかつも食べてみたいものだとずっと念じていたのだ。これを食べずにいては、心労でいっそう傷の治りも遅おくれてしまおう」

「まあ」とミル・フェイ＝サウティは眉まゆ根ねを寄せたが、それ以上は何も言わなかった。

　他の狩人たちは、黙もく々もくと食事を進めている。

　同じように手と口を動かしながら、サウティの人々の様子をうかがっていると、初めて『ギバ・カツ』を口にした幼子たちは一様に目を丸くしてしまっていた。

　で、ひそひそと言葉を交わしながら、スープをすすったり、副菜をつついたりしている内に、その小さな顔に興奮と喜びの表情がわきあがっていく。モガ＝サウティは、そんな幼子たちの様子を目を細めて見守っていた。

「なんだこれ！　前に食べたチャッチのさらだと、全然味が違うぞ!?」

　と、またルド＝ルウが大きな声をあげたので、俺はそちらに視線を戻す。

「ああ、マヨネーズに使うママリアの酢すを、バナームのものに変えてみたんだよ。以前とは色合いも違うだろう？」

「ああ、前のはほんのり朱しゆ色いろだったもんな！　美う味まいよ、これ！」

　とことんチャッチが好みであるらしいルド＝ルウは、もりもりとチャッチサラダを頬ほお張ばっていた。そうして向かいに座すわっている幼子たちに、にっと笑いかける。

「お前らも食べてるか？　もたもたしてっと、俺が全部食べちまうぞ？」

「え？　う、うん」

「アスタたちの作る料理は美味いだろ？　お前たちもたらふく食って、ダリ＝サウティみたいな立派な狩人になるんだぞ？」

　幼子たちはもじもじしながら、それでもはにかむように微笑ほほえんでいる。狩人チームは寡か黙もくなメンバーが集まってしまっていたが、ルド＝ルウのおかげで何とかなごやかな空気が形成されつつあるようだった。

　そんなことを考えていたら、俺の左ひだり隣どなりにいたヴィナ＝ルウが「ねぇ……」と悩ましげな声をあげた。

「空腹だったのはわかるけどぉ、もうちょっと落ち着いて食べたほうがいいんじゃなぁい……？」

　どうやらそれは、正面のミダに向けられた言葉であるようだった。ぽいぽいと『ギバ・カツ』を口の中に放ほうり込んでいたミダは、それを呑のみくだしてから「うん……」と咽喉もとを震ふるわせる。

「でも……ひさしぶりにアスタの料理を食べられて、ミダは嬉うれしいんだよ……？」

「あらぁ、やっぱりルウ家の女衆が作る食事では、満足できていなかったのねぇ……それは悲しい話だわぁ……」

「……べつに、そういう意味じゃないんだよ……？」

「……それじゃあ、どういう意味なのかしらぁ……？」

　どちらもちょっと間延びした喋しやべり方なので、何とものんびりとしたやりとりである。

　そうしてくすくすと笑い声をたててから、ヴィナ＝ルウはふっと俺のほうを流し目で見てきた。

「なぁに……？　わたしの顔に、何かついてるかしらぁ……？」

「いえ。すっかりミダとも普通に会話ができるようになったんだなあと思っただけです」

　俺はミダの耳をはばかって、小声で答えてみせた。かつてヴィナ＝ルウは、ミダと相対するだけで目め眩まいをおこしていたぐらいであったのだ。

　むろん、ミダがルウ家の家人となってからは、顔をあわせる機会も増えて、そういう過か剰じよう反応を示すこともなくなっていた。が、さすがにこうまで親しげにしている姿は、見かける機会もなかったのだ。

　ヴィナ＝ルウは色っぽく肩かたをすくめると、俺おれの耳に熱い吐息まじりの囁ささやき声を吹ふき込んできた。

「そりゃあ何なんヶか月げつも一いつ緒しよに暮らしてたら、いいかげんに慣れてもくるわよぉ……それに、ミダだってずいぶんと余分な肉が落ちてきたんじゃなぁい……？」

「そうですね」と応じつつ、それでもまだまだ人間離ばなれした巨きよ体たいであるミダのほうを盗ぬすみ見みる。ヤミル＝レイやツヴァイと別の家に割り振られてしまって、食事が始まるまでは少ししょんぼりしているように見えていたのだが、今はすっかり幸福そうな面持ちである。

　狩人としては半人前であるミダも、今回はその怪かい力りきを見込まれて精鋭部隊に選出されたらしい。そのことについても、ミダは何だかとても嬉しそうであるように感じられた。

「ところで、ダリ＝サウティ、俺から一つ提案があるのですが」

　頃ころ合あいを見計らって、俺はそのように声をあげてみせた。

　少量の『ギバ・カツ』を取り分けて、それを大事そうにゆっくり食していたダリ＝サウティは「何かな」と穏おだやかな視線を向けてくる。

「これはちょっと森辺の習わしにそぐわない話かもしれないので、ドンダ＝ルウとも協議した上でお答え願いたいのですが――明日からは、他の眷族の方々にも料理を届けさせていただけませんか？」

「他の眷族？　それは、手傷を負っていない者たちのことか？」

「はい。かまど番と家の人間は同じ場所で晩餐を食するべき、という習わしが存在することは知っています。ですが、今日もこうやって俺たちがサウティとヴェラの人間全員分の晩餐をこしらえつつ、各おの々おのの家で食事を進めているのですから、それなら他の眷族の家に料理を届けても問題はないのかな、と思いまして」

「しかし、サウティにはヴェラの他に、ドーン、フェイ、ダダ、タムル、という四つの眷族があり、その数は三十五名にも及およぶのだぞ？　その全員分の晩餐をこしらえることなど可能なのか？」

「汁物料理に限ってしまえば、難しい量ではありません。肉やポイタンは各自の家で焼いてもらうことにして、滋養ゆたかな汁物料理だけでも届けられたらな、と考えたのですが、いかがでしょう？」

　ダリ＝サウティは、どこかが痛むような顔つきで眉をひそめた。

「しかし……そこまでの恩義を受けても、サウティにはそれを返す力も残されていない」

「何も返す必要はありません。ただ、もしもこの先に他の氏族が何か困難な状態に陥おちいったとき、同じように手を差しのべてもらえたら、とても嬉しく思います」

　ダリ＝サウティとドンダ＝ルウの姿を見比べながら、俺はそのように答えてみせた。

「ガズラン＝ルティムも以前に言っていたではないですか？　森辺の民は血の縁ばかりを重んじずに、すべての同どう胞ほうともっと慈いつくしみ合うべきだ、と。ドーンやフェイといった氏族の人たちもサウティやヴェラの人たちと同じように傷つき、苦しんでいるのなら、俺たちは少しでもその力になりたいと願っています。……そしてこれは俺ひとりの考えではなく、サウティの集落に集まった八名のかまど番全員の考えでもあります」

「わたしたちは、アスタからの提案に同意しただけだけどねぇ……」

　ヴィナ＝ルウが、また色っぽい仕草で肩をすくめる。

　それを横目で見やりながら、ドンダ＝ルウは「ふん」と鼻を鳴らした。

「かまど番は、食事を食べる人間の生命を預かるという覚かく悟ごを、家の人間は、かまど番に生命を預けるという覚悟を、それぞれ忘れてはならじ……同じ場所で同じものを食うというのは、その覚悟を示すために定められた習わしだ。その覚悟を軽かろんじることがなければ、どこで何を食おうが森の怒いかりに触ふれることはねえだろう」

　モガ＝サウティは、とても静かな表情でダリ＝サウティを振り返った。

　ダリ＝サウティは固くまぶたを閉ざし、床ゆかの上に右の拳こぶしをつく。

「我らサウティの一族に、ファやルウの真情を疑う気持ちはない。サウティの家長として、我らの生命を客分のかまど番たちに預けたいと思う」
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　そうしてサウティ家における晩餐はつつがなく終しゆう了りようされ、食器や鉄鍋などは余所から集まってきた女衆らの手によって片付けられた。

　三名の幼子たちはそれぞれの部屋に戻らされて、広間にはダリ＝サウティとモガ＝サウティ、それに客分たる狩人とかまど番だけが取り残される。

「それでは、今日の狩りについて、もう少し詳くわしく話を聞かせてもらいたいのだが。実際にあの主めと対峙して、皆はどのような思いを抱いたのだろうか？」

「あー、あいつは本当にすげーギバだよな。俺と親おや父じとダルム兄が三人がかりで仕留められなかったギバなんて初めてだよ！」

　ダリ＝サウティの問いかけに、ルド＝ルウが率そつ先せんして答えを返す。

「ジーダとバルシャの矢だってぶすぶす刺ささってたし、アイ＝ファやガズラン＝ルティムの刀だって首やら背中やらを叩たたき斬きってたし、どうしてあれでくたばらねーんだろ」

「あれは毛皮も脂あぶらも肉も分厚くて、なかなか矢や刀も急所にまで届かないのだろう。まるで固い地面にでも刀を突つきたてているような手て応ごたえであったしな」

　そのように答えたのは、晩餐の間ずっと静かにしていたアイ＝ファであった。その言葉を受けて、ドンダ＝ルウが「ルド」と呼びかける。

「明日からは、貴様もバルシャの組に入れ」

「え？　何でだよ！　弓なんて、二人もいりゃあ十分だろ？　ていうか、弓なんて刀以上に効いてなかったじゃん！」

「それは、狙ねらう場所が悪かったせいだ。明日からは、あいつの右目だけを狙え」

「右目？」

「ああ。あいつは左目を失っていた。右目を潰つぶせば、かなりの動きを封ふうじることができる」

「本当か？　俺たちと対峙したときには、両目ともそろっていたはずだが」

　ダリ＝サウティが発言すると、ドンダ＝ルウは「ああ」とうなずいた。

「まだ新しい傷で、しかもあれは刀傷だった。おそらく昨日までにサウティの狩人らがつけた傷なのだろう。あれは、サウティの手て柄がらだ」

「……そうだとしたら、俺たちも少しは報むくわれたな」

「だから、最初にその弱みをつく。目を奪うばえば、いっそうギバ寄せやギバ除よけの実を有効に使うことができるだろう」

「ちぇーっ！　どうせだったら、刀で仕留める側に回りたかったなー。ダン＝ルティムだって、明日は自分も刀をふるいたいって言ってたぜー？」

「馬ば鹿かを抜かすな。ひとりひとりが自分の仕事を果たさない限り、あいつを仕留めることはできねえ。ギバを嗅かぎわける鼻も、目を潰す弓矢も、この際には一本の刀より重要なんだよ」

　そう言って、ドンダ＝ルウはぐびりと果実酒をあおった。

「どのみち、貴様の細ほそ腕うででふるわれる刀なんぞでは、あいつの生命にまでは届かねえだろう。わかったら、黙だまって弓の準備をしておけ」

「何だよー。だったらアイ＝ファなんて、俺より細腕だぜ？　アイ＝ファにも弓をまかせるのか？」

「アイ＝ファは明日から、ギバ寄せの実を扱あつかうことになる。それじゃあ身を潜ひそめて矢を放つこともできねえだろうが？」

　その言葉に、アイ＝ファがきらりと青い瞳ひとみを光らせた。

「ドンダ＝ルウよ、その件に関して、一つ提案があるのだが」

「何だ、貴様もロクでもねえことを言いだしそうだな」

「ドンダ＝ルウにとっては、そうかもしれない。……所定の場所にギバ寄せの実の罠を張ったら、その後はこの身にもギバ寄せの香かおりを纏まとおうかと思うのだが、どうであろう？」

　俺は思わず、驚きの声をあげてしまいそうになった。

　ドンダ＝ルウは、静かに燃える目でアイ＝ファをねめつける。

「こんな大勢の狩人がいる場で、貴様は『贄にえ狩がり』をしようってのか……？」

「そうだ。ギバ寄せの実の香りを嗅いだギバは正気を失い、凶きよう暴ぼうさを増してしまうので、本来であればこのような際に『贄狩り』をするべきではない。ギバ寄せの実の香りは人間の匂においと混ざり合うことで、いっそうギバを興奮させてしまうものであるらしいからな」

「だったら、そのような真ま似ねは――」

「いや、最後まで聞いてくれ。晩餐の前に、ダン＝ルティムとラー＝ルティムが言っていたのだ。あの主めは、最初から怒りの臭においを発していたとな。そうであるからこそ、あの主めは大勢の人間を恐れることもなく、あのように自分から突進してくるのだろう。ギバ寄せの香りを嗅ぐ前から、あの主めは正気を失ってしまっているのだ。……ならば、『贄狩り』を行っても危険の度合いに変わりはないように思う」

「…………」

「そして、どれほど入念に罠を仕掛けても、けっきょくは今日のように正面からぶつかることになりかねない。そのときに、私がギバ寄せの香りを纏っていれば、あの主めの動きを読むことも容易たやすくなるであろう」

「だけどそれって、あいつが真まっ直すぐアイ＝ファばっかりを追い回すってことだろ？　さすがに危ないんじゃねーか？」

　ルド＝ルウが言うと、アイ＝ファは「いや」と首を横に振った。

「私は逃にげに徹てつすれば、そうそうギバにも追いつかれたりはしない。事前に目を奪うことができれば、なおさらにな。危険を感じたら、すぐに角の届かぬ木の上に逃げる」

「あいつだったら、どんな木でも押おし倒たおしちまいそうだけど」

「そのときは、別の木に飛び移る。確かに私はこの中でもっとも刀をふるう力が弱いのだろうから、そちらのほうが役に立てるように思うのだ」

　ドンダ＝ルウは、しばらく無言であった。

　他の狩人たちも、ドンダ＝ルウの決定を待つかのように口を閉ざす。

　しかし、しばらくの後にその静せい寂じやくを破ったのは、ドンダ＝ルウのもう一人の息むす子こであった。

「別にかまわないだろう。そうして自分の生命を軽んじるのが、こいつのやり方なのだ」

　ダルム＝ルウである。

　狼おおかみのごとき眼光を持つルウ家の次じ兄けいは、その鋭するどい眼まな差ざしでアイ＝ファを見み据すえていた。

「そしてルウの狩人は、決して生命を軽んじない。主めの牙きばがこいつの身体をえぐる前に、俺たちが仕留めればそれで済む話だ」

「うーん、ダルム兄が言っても、説得力はいまいちだよな。ダルム兄だって、重んじるのは他人の生命ばっかりじゃん？　いっつも他人を守るために、自分が手傷を負ってるしよー」

　茶ちや化かすようにルド＝ルウが言ったが、ダルム＝ルウはアイ＝ファから視線を外さなかった。それを静かに見返しながら、アイ＝ファが口を開く。

「私は生命を軽んじているつもりはない。自分にとって、最善の道を選んでいるつもりだ。……そして、ルウ家の狩人たちも力を尽つくしてくれるのならば、どのようなギバでも討うちもらすことはないだろうと信じている」

「……貴様は本当に、あの主に追われても逃げきる自信があるのだな？」

　底ごもる声で、ドンダ＝ルウが問うた。

「むろんだ」と、アイ＝ファは大きくうなずく。

「ならば、それも計略に練り込もう。それは、貴様にしか果たせぬ仕事だ」

　ドンダ＝ルウは、常よりも力のこもった声でそう言った。

「ダリ＝サウティよ。サウティには、ギバ除けの実を使ってギバを追い込む技わざがあるのだな？」

「ああ。いわば『贄狩り』と対をなす技だ。その身にギバ除けの香りを纏い、望みの場所にまでギバを追い立てる」

「ならば、サウティに残っている狩人たちは、全員がギバ除けの香りを纏い、ギバを狩かり場ばにまで追い立てろ。ダン＝ルティムとラー＝ルティムがその助けとなる」

　言いながら、ドンダ＝ルウはルド＝ルウのほうに視線を移した。

「追い立てられてきたギバどもは、まずは貴様たちが弓と矢で応じろ。主めを除くギバどもにはせっかくの罠わなを荒あらされないよう、できるだけその場で仕留める必要がある」

「ああ、主の他にもどっさりギバが追い立てられてくるんだろうなー。そいつはなかなか楽しい仕事かもしれねーや」

「それで討ちもらしたギバどもは、俺とダルム、それにガズラン＝ルティムとラウ＝レイで始末をつける。主めが現れるまで、貴様たちの仕事はないと思え」

　その言葉は、アイ＝ファとミダに向けられたものだった。

「主めが現れたら、俺たちは胴どう体たいでなく足を狙う。それで少しでも動きを鈍にぶらせることがかなえば、仕し掛かけた罠もいっそうの力を持つだろう。……しかし、その罠をも打ち破られたときは、貴様たちの出番となる」

「うむ」

「うん……」

「真正面からぶつかって吹き飛とばされなかったのは貴様だけだ、ミダ。明日は棍棒に鉄の杭くいを植えて、それで主めの頭を狙え。それならば、主めの頭ず蓋がいを叩き割ることもできるかもしれん」

「うん……ミダは頑がん張ばるんだよ……？」

「しかし、あの主めはどこまで傷つければ動きが止まるのかもわからん。足を折られても頭を割られても、変わらず暴れ続けるかもしれん。そのとき、初めて貴様の覚悟を懸かけることになる」

　ドンダ＝ルウの双眸が、アイ＝ファひとりに固定される。

「これだけの陣じんを張って、なおも主めが生き永らえたときは、貴様が主めを再び俺たちのもとに導くのだ。そのときこそ、俺たちの刀は主めの生命に届くだろう」

「うむ」と、アイ＝ファは沈ちん着ちやくきわまりない様子でうなずいた。

　それを見据えて、土ど瓶びんの果実酒をあおってから、ドンダ＝ルウは言った。

「そうして全員が十全に力をふるえば、必ずや森の主めを討ちとることはできる。誰だれの生命も損そこなわれることなく、俺たちは森の主を討つ。森辺の狩人の誇ほこりに懸けてな」
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「何か言いたそうな顔をしているな、アスタよ」

　四よ畳じよう半はんていどの小さな部屋で、いつものように壁かべにもたれたアイ＝ファがそのように呼びかけてくる。

　ヴェラの分家の一室である。一枚壁を隔へだてた向こう側では、バルシャとジーダが寝ね支じ度たくをしているはずであった。

　アイ＝ファの正面に腰こしをおろしながら、俺は「うん……」と力なくうなずいてみせる。

「何だ。言いたいことがあるのならば、それは隠さず口にせよ。それが、私たちの間に交わされた約定であろうが？」

「いや、何か言いたいというよりは、自分の立場のしんどさを噛かみしめているだけなんだけどな」

「よくわからんな。何をそのように気に病やんでいるのだ？」

「何を気に病むって、どんなに危険な状じよう況きようでもアイ＝ファを信じてただ待つしかないっていう、この現状をだよ」

　不思議そうに、アイ＝ファは小首を傾かしげる。本当に俺の心境など、さっぱり理解できていないような様子である。

「あの、『贄狩り』の件さ。アイ＝ファが自分から言い出したことなんだから、本当に自信があるんだろうなとは思う。お前が自分の生命を軽んじるような人間じゃないってことは、俺が一番よくわかっているつもりなんだからな」

「うむ」

「だから、むやみに心配をしてしまうのは、お前を信しん頼らいしていない証しよう拠こってことになってしまうんだろう？　でも、信頼していたって、心配なものは心配なんだよ」

「やっぱりよくわからんな。家人を心配するのは、当たり前のことだ」

　アイ＝ファは肩をすくめつつ、長い髪をほどきにかかった。

「信頼しながら、心配すればいい。それが家で狩人の帰りを待つ者の役割だ」

「ずいぶん簡単に言ってくれるなあ」

　俺は深々と溜ため息いきをつき、そんな俺を見つめながらアイ＝ファは微び笑しようした。

「それでもお前はそうして私を信頼し、心配してくれている。私は十分に満足だし幸福だぞ、アスタよ」

「ああそうかい。だったら『贄狩りなんてやめてくれ』という言葉を必死に呑み込んでいる甲か斐いもあるよ」

「うむ。そのような言葉は、とっとと胃の腑ふに落とし込んでしまうがいい」

　笑いを含んだ声で言い、アイ＝ファはこぼれ落ちる金褐色の髪を優ゆう雅がにかきあげた。

「今日もアスタの料理で強き力を得ることができた。次に相対したときには、必ずや森の主めを仕留めてみせよう。ドンダ＝ルウらの力があれば、何も恐おそれる理由はない」

「うん。よく考えたら、アイ＝ファがドンダ＝ルウたちと一緒に狩りをするなんてすごい話だよな」

「うむ。ルウ家の狩人がどれほどの力を有しているものか、今日は私もまざまざと感じ取ることができた」

　そのように言って、アイ＝ファは満足げな吐息をもらす。

「ガズラン＝ルティムもルド＝ルウも、ダルム＝ルウもラウ＝レイも、みな卓たく越えつした力を持つ狩人だ。その中でも、やはりドンダ＝ルウは――私の父にも劣おとらぬ狩人なのだろう。あのような傑けつ物ぶつを族長として仰あおぐことができる身を誇らしく思う」

「ふうん。その話を聞いていると、小さな氏族の出なのにそこまですごい力を持っていたアイ＝ファの父親のほうに感心してしまうけどな」

「当たり前だ。私の父ギルは、森辺で一番の狩人であったのだからな」

　そんな子供っぽいことを言うアイ＝ファが、俺には何だかとてつもなく愛いとおしかった。

　何にせよ、アイ＝ファの側には何の迷いも恐れもないらしい。危険な『贄狩り』を嫌きらっているはずのドンダ＝ルウでさえ、アイ＝ファの言葉を退けようとはしなかったのだ。それだけドンダ＝ルウもアイ＝ファの力量を信頼しており、なおかつ、そこまでの手を尽くさねば森の主を討ち取ることは難しい、と考えているのだろう。

　ならば俺も、アイ＝ファやドンダ＝ルウたちを心配しながら信頼する他なかった。俺にできるのは、美味しい晩ばん餐さんを準備して、アイ＝ファたちの苦労をねぎらうことだけなのだ。

「では、明日に備えて眠ねむることにするか」

「そうだな」と、俺はうなずき返そうとした。

　すると――窓の外から、時ならぬ喧けん騒そうの気配が伝わってきた。

　いや、喧騒といっては言いすぎであろうか。それは、押し潜めた声で言い争う男女の声であるようだった。一瞬おたがいの目を見み交かわしてから、俺とアイ＝ファはそっと窓のほうに忍しのび寄る。

　青白い月明かりの下、隣となりの家との間のスペースで、長身の男衆とほっそりした女衆が向かい合っていた。俺の視力では、そのシルエットぐらいしか確かく認にんすることはできない。しかしその声から察するに、それはダルム＝ルウとシーラ＝ルウであるようだった。

「だから、お前は何が言いたいのだ？　文句があるならば、はっきりとそれを口にするがいい」

　不ふ機き嫌げんそうな、ダルム＝ルウの声。

　それに応じるシーラ＝ルウの声は、切なげであり悲しげであった。

「文句などではありません。わたしはただ、ダルム＝ルウの無事を願っているだけです」

「そのようには聞こえなかった。俺などルウの集落に戻ってしまえと言わんばかりの言い草だったではないか？」

「そんなことは……ただ、他者ばかりでなく自分の身も大事にしてほしいと、そのように述べただけなのです」

「……俺が自分の身も守れぬ未熟者だと言いたいのか？」

「違ちがいます。でも、ダルム＝ルウはかつてシンを守るためにも手傷を負ってしまいましたし……」

「またその話か。いつまでそんな昔のことを蒸むし返すつもりなのだ」

　ダルム＝ルウの声が、いっそう苛いら立だちの響きを帯びる。が、シーラ＝ルウのほうに詰つめ寄よりかけたダルム＝ルウは、そこで思いなおしたように動きを止めた。

「シーラ＝ルウ、お前は本家の人間に文句をつけるような気き性しようではないはずだ。それぐらいのことは、俺にもわかる」

「……はい」

「しかしお前は、ときたま意味のわからないことを言って、俺を苛立たせる。その理由が、俺にはわからないのだ」

「…………」

「お前はきっと、気が小さいから言葉を飾かざってしまうのだろう。本家だの分家だの考える必要はないから、言いたいことがあるなら、もっとわかりやすい言葉で語れ」

　不機嫌そうな調子は相変わらずであったが、それは普ふ段だんのダルム＝ルウからはあまり感じられない響きをも含んでいるような気がした。何かをもどかしがっているような、あるいは困こん惑わくしているような――そんな響きである。

　そして次の瞬しゆん間かん、その声ははっきりと驚きよう愕がくの響きを帯びた。

「何だ、何を泣いているのだ、お前は？」

　俺の視力では、シーラ＝ルウの表情までは見て取れなかった。

　シーラ＝ルウは、ただ静かにダルム＝ルウの顔を見上げているばかりである。

「すみません。わたしはただ……少し、嬉しくなってしまっただけなのです」

「嬉しいだと？　何を嬉しがることがあると言うのだ？」

「いえ……ダルム＝ルウが、わたしなどの言葉を真しん剣けんに聞き、なんとかその意味を汲くみ取ろうと懸けん命めいになってくれているのが伝わってきて……すみません、わたしも上う手まく言葉で伝えることはかなわないようです」

「さっぱりわからん。いいからその涙なみだを止めろ」

「はい」とうなずきながら、シーラ＝ルウは涙をぬぐったようだった。

　ダルム＝ルウは、がりがりと頭をかきむしっている。

「とにかく俺は、自分の生命を軽んじているつもりはない。俺やラウ＝レイが手傷を負ったのは、たまたま森の主めとまともにぶつかる位置にいたからだ。ルドやガズラン＝ルティムが同じ位置にいたら、あいつらが手傷を負うことになっていただろう」

「はい。ダルム＝ルウの言葉を信じたいと思います。……そして、ダルム＝ルウが明日も無事に帰ってくることを心から祈いのっています」

「そんなのは、森辺の女衆として当たり前のことだ」

　ダルム＝ルウはふてくされたような声で言い、それから深々と溜息をついた。ダルム＝ルウが溜息をつく姿などを見るのは、たぶん初めてのことであったと思う。

「もう泣いてはいないな？　だったら、とっとと部屋に戻れ。いいかげん、ヴィナだって不ふ審しんに思っている頃合いだ」

「はい。ダルム＝ルウも明日に備えて、ゆっくりおやすみください」

　そうして二つの人ひと影かげは、俺たちの視界の外に歩み去っていった。

　窓の格こう子しから身を離はなしつつ、俺は再びアイ＝ファと目を見交わす。

「えーと……不本意ながらも、覗のぞき見の罪を犯おかしてしまったな？」

「べつだんこちらも気配を殺していたわけではないのだから、罪になどならん。気づかぬほうが悪いのだ」

　そのように言って、アイ＝ファは口をへの字にしてしまった。

「やはりあの次兄めは、心の修練が足りていない。シーラ＝ルウのような女衆に涙を流させるなど、決して許されぬことだ」

「ああ、アイ＝ファはシーラ＝ルウがお気に入りなんだっけ」

「うむ。私が男衆であれば、ああいうつつましやかな女衆を――」

　と、そこで口をぴたりと閉ざし、俺のほうをにらみつけてくる。

「何だよ？　俺は何も言ってないぞ？」

「……やかましい」と言い捨てて、アイ＝ファはその場にどかりと腰を下ろした。そしてその勢いのまま、ごろりと横になってしまう。

「もう眠る。お前も休め。そこの寝しん具ぐはお前が使うがいい」

「え？　いやいや、アイ＝ファのほうこそ今日は大変な目にあったんだから、寝具でぐっすり休んでくれよ」

　この部屋はこぢんまりとしていたが、それでもひと組分だけ寝具が準備されていたのだ。懐なつかしきルティム家を思い出させるシチュエーションであるが、さすがにこのたびは同どう衾きんすることもできないだろう。アイ＝ファが同じ心情であることにほっとしつつも、家長を差し置いて寝具を使用する気持ちにはなれなかった。

「私はどうということもない。お前のほうこそ、今日は普段以上に力を使ったのであろうが？」

「狩人の仕事に比べれば、どうってことはないさ。家長にお譲ゆずりいたしますよ」

「くどいな」と壁のほうを向いたまま、アイ＝ファは横目で俺をにらみつけてくる。

「家長の命が聞けぬのか？　寝具は、お前が使え」

「そっちこそ強ごう情じようだなあ。アイ＝ファだって、寝具はお気きに召めしていたはずじゃないか」

「……そうか」

「うん、そうだ」

「そうだな。私が間ま違ちがっていたのかもしれん」

　アイ＝ファはがばっと身を起こし、まだ立ったままであった俺と再び相対した。

　で、おもむろに俺の胸ぐらをひっつかむや、ずかずかと部屋を横断して、寝具の上に座り込む。胸ぐらをつかまれた俺も、自然にその場に座らされることになった。

「ア、アイ＝ファ？」

「ルティムの家にて、私とお前は同じ寝具で休むことになった。これまで通りにふるまうべきなら、この夜もそれにならうべきなのだろう」

「いやいやいや！　無理にそんなことをするべきではないだろう！」

「何が無理だ？　私とお前の間に結ばれた絆きずなに変わりはない。ならば、おたがいを遠ざけるほうが間違っているのだ」

　そのように申し述べて、アイ＝ファは寝具に身を横たえた。

　そのなめらかな背中のラインを見つめつつ、俺は動どう悸きが止まらない。

　俺の背後は壁なので、この窮きゆう地ちから脱だつするにはアイ＝ファの身体をまたぐ他ないのだが――そんなことは、きっとこの意固地な家長が許してくれないだろう。

「アスタよ」

「はい！」

「とっとと眠れ。私たちには、休息が必要なのだ」

「はい……」

　俺は観念して、そろそろと身を横たえる。

　壁かべ際ぎわに身を寄せれば、ぎりぎりアイ＝ファに触れずに済む距きよ離りだ。

　直立の姿勢で横たわり、じっと天てん井じようの梁はりを見つめる。

　ほんのわずかな距離を置いて、アイ＝ファの体温がうっすらと伝わってくる。そのほのかな温ぬくもりが、死ぬほど俺を落ち着かない心ここ地ちにさせた。

「……駄だ目めだな」

「え？」

　アイ＝ファがぐりんと、こちらに向き直る気配があった。

　真上を向いたまま、俺は横目でそちらをうかがう。

　金きん褐かつ色しよくの髪かみを頬ほおにからませたアイ＝ファが、子供のように唇くちびるを噛みながら俺を見つめていた。

「背中を向けているほうが落ち着かない。マダラマの大だい蛇じやとでも一緒に寝ねているかのようだ」

「俺はマダラマ扱いか」

「そうでないことを確認するために、こうしてお前の姿を目に収める必要があるのだろう」

「……目を開けたままだと、眠れないぞ？」

「気持ちが落ち着いたら、眠る。お前は気にせず、先に眠れ」

「そんなじっくりと見つめられたまま、眠れるか！　……なあ、やっぱりおたがいが安らかに眠れるように最善を尽くしたほうがよくないか？　俺もアイ＝ファも、大事な仕事を控ひかえた身なんだしさ」

　眼球が疲つかれてきたので、俺は思い切って首ごとアイ＝ファのほうを向いた。

　二十センチばかりの距離を置いて、アイ＝ファの秀しゆう麗れいな顔がいっそうくっきりと俺の網もう膜まくに映り込む。

「いや……やっぱりこれが、正しい姿であったのだ」

　と、アイ＝ファはふいに口もとをほころばせた。

　心なし、肩などにこもっていた力も抜ぬけた様子である。

「お前の存在を身近に感じるのは、幸福なことだ。その心情には、欠かけ片らほどの変わりもない」

「……うん」

「いささか胸むな苦ぐるしい圧あつ迫ぱく感を覚えるが、この胸苦しさを含ふくめて、お前の存在を大事に思う」

　胸苦しさ、か。

　アイ＝ファの心臓も、俺と同じようにどくどくと鼓こ動どうを速めてしまっているのだろうか。

　そんなことを想像したら、胸苦しいどころか息が詰まりそうなほどであるのだが――俺は、思おもい悩なやむのをやめた。

　うかつに触れることはできない。だけど、できるだけ身近なところにいたい。俺たちは、はたから見たらとうてい意味のわからない、複雑で危あやうい場所に自分たちの気持ちを落とし込んでしまったのだ。

　可能な限り全身から力を抜いて、俺はアイ＝ファに笑いかけてみせた。

「それじゃあ、心安らかに眠れるように努力してみよう。どちらが先に眠れるか競争だな」

「何を言っているのだ、お前は」

　くすりと小さく笑ってから、アイ＝ファは半分だけまぶたを閉ざす。

　俺は身体ごとアイ＝ファに向き直り、同じようにまぶたの力を抜く。

　まだしばらくは眠れそうになかったが、俺たちは確かに普段以上の幸福感を共有していた。
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　そうしてサウティ家で迎むかえた初めての夜は、無事に明けた。

　日の出とともに起き床しようしたら、晩餐で使用した食器や調理器具の片付けに、薪まきやピコの葉の採取、そして商売の下ごしらえである。

　ルウ家の班は、ここで先行してルウの集落に向かうことになった。戦力を分散させたままでは商売の下ごしらえにも支障が出てしまうし、どのみちルウの集落を経由して宿場町に向かうのだから、先に移動して悪いことはない。ということで、のちに俺たちと合流することを約束して、ここで別行動と相成ったのだった。

　いっぽうファの家は、この時間帯が正念場である。ルウ家には宿屋の料理をおまかせしてしまうので、こちらの仕事でまで手を借りるわけにはいかない。俺、トゥール＝ディン、ヤミル＝レイ、ユン＝スドラ、レム＝ドムの五名、そしてサウティおよびヴェラの女衆に手を借りながら、百四十食分の『ポイタン巻き』、百二十食分の『ギバまん』、三十食分の『ギバ・カツサンド』をこの場で仕上げなければならないのだ。

　昨日の内に済ませておいたのは、肉の切り分けと、あとは『ポイタン巻き』のためのタレの作製のみであった。ポイタンは数日分を煮に詰つめてはあるものの、残りの作業はこの二時間ばかりで完かん了りようさせねばならない。

「それじゃあ昨日の打ち合わせ通り、トゥール＝ディンとユン＝スドラは『ギバまん』を、レム＝ドムはポイタンの焼き作業をお願いするよ。俺は『ギバ・カツサンド』を担当するので、ヤミル＝レイはその補助をお願いします」

　トゥール＝ディンとレム＝ドムは毎日この作業を手伝ってくれているので、それぞれサウティの女衆らを指南する小隊長に任命させていただくことにした。そして俺は初参加のヤミル＝レイのみを助手として、まずはカツの揚あげ作業を仕上げることにする。こちらは三十食分なので、どうという作業量でもなかった。

　それが済んだら、トゥール＝ディンらと合流して『ギバまん』の作製だ。サウティの女衆らに頼たのめるのは肉挽ひきと野菜の切り作業ぐらいであるので、それを使った餡あんの作製と、そしてフワノの生き地じの作製は、手て馴なれた俺たちでこなさなくてはならない。

　そちらの目め処どがあるていどついたらレム＝ドムから焼いたポイタンを受け取って、『ギバ・カツサンド』を完成させる。油を切ったカツにソースを塗ぬりつけて、刻んだティノと一緒にはさみこみ、形が崩くずれないよう木箱に詰めていく。『ポイタン巻き』は現地で焼きあげる料理なので、ポイタンが焼きあがったらそれで完成だ。袋ふくろに詰めた肉や土瓶に詰めたタレとともに、荷車へと収納する。

　最後は全員で、『ギバまん』の餡をフワノの生地で包み込む作業に従事した。これで時間は、ぎりぎりいっぱいである。完成した『ギバまん』を蒸し籠かごに詰め込みながら、ヤミル＝レイは溜息をついていた。

「これに、普段は宿屋の料理も一日置きに受け持っていたのよね？　まったく信じ難い話だわ」

　ヤミル＝レイとはいつもルウの集落で合流していたので、下ごしらえの仕事を手伝ってもらうのはこれが初めてであったのだ。くたびれきった顔をしているヤミル＝レイに、俺は明るく笑いかけてみせる。

「普段手伝ってくれているフォウやランやスドラの人たちはもう仕事の手順をわきまえているので、それほど大変なわけではありませんよ。レム＝ドムも、ご覧の通りの手て際ぎわですしね」

「きっとルウの集落でも、毎朝このような騒さわぎなのでしょうね。わたしは駆かり出だされなくて幸いだったわ」

　ともあれ、料理は完成した。束ね役のミル・フェイ＝サウティに礼を言い、俺たちは慌あわただしくルウの集落へと出立する。

　ルウの集落でも、とりたてて問題は起きていなかった。ただ、主力の狩かり人うどが不在のため、昨日はギバの収しゆう獲かくが半分に落ちてしまったとのことだ。これが続くと、臓物のストックは早々に尽きてしまうやもしれないという話であった。

「まあ、眷けん族ぞくの家に頼めば、臓物などいくらでも確保できるのでしょうが。何にせよ、ドンダ父さんたちが一日も早く無事に仕事を果たせるように祈るばかりです」

　別わかれ際ぎわに、レイナ＝ルウはそのように言っていた。

　そうして宿場町に到とう着ちやくしたら、今日も元気に商売だ。

　ありがたいことに、客足はまったく落ちていなかった。さすがに二日ばかりでは物もの珍めずらしさも減退しなかったらしい。むしろ評判が評判を呼び、いくぶん勢いが増してきたぐらいかもしれない。

　しかし本日は、アマ・ミン＝ルティムもユン＝スドラも最初から参戦していたので、十分なゆとりをもって対処することができた。これだけ屋台が盛せい況きようであるのなら、やはりこれぐらいの人数が適正なのかもしれない。サウティ家に逗とう留りゆうする任務が終わっても、この人数で取り組めるように一考するべきかもしれなかった。

　そんな中、ひさかたぶりに屋台を訪おとずれてくれたのは、《南の大樹亭》の主人であるナウディスである。

「ううむ。確かにこれは美味ですな。ギバの臓物というものは肉にも劣らぬ味わいであるようです」

《南の大樹亭》においてもこの青空食堂については大いに語られていたようなので、どれほどのものなのかと確認しにおもむいてくれたのだろう。ちょっとだけ仕事を抜けさせていただいた俺は、忙いそがしそうに働いているシーラ＝ルウやヴィナ＝ルウの代わりに「ありがとうございます」と礼を言ってみせた。

「しかしこれは、ルウ家の料理なのですな？　アスタは屋台で汁しる物ものを売りに出すつもりはないのでしょうかな？」

「いえ、ゆくゆくは出してみたいと思っています。汁物というよりは、普ふ通つうの皿に盛った料理をですね」

　それならば、ルウ家とバッティングすることもないだろう。さらに、こちらも一人前か半人前かを選べる料理にすれば、汁物と一いつ緒しよに注文してもらうこともできる。そうすれば、いっそう献こん立だての組み合わせにも幅はばができるはずだ。

「ふむ。ならば、わたしから一つ願いたいことがあるのですが」

「はい？　何でしょう？」

「できることならば、ぎばかれーを屋台でも売ってほしいのです」

　それは、意外な申し出であった。俺としても目の前でカレーの売れ具合を確認したい心境ではあったが、ただでさえ四つの宿屋で売られている料理であるので、あまり乱発しては飽あきられてしまうかな、という懸け念ねんがあったのだ。

「わたしの宿においても、ぎばかれーはそれなりの売れ行きを見せております。ですがやはり、南の民たみのお客さまには、これをシム料理と思って忌き避ひする方々が少なくないのです」

「はい。となると、注文しているのは西の民のお客さんばかりなのでしょうか？」

「半数は西の民、残りの半数が東の民、南の民はほんの数人、というぐらいでありましょうかな」

「あ、そうか。《南の大樹亭》にはギバ料理を目当てに、東の民も多少は訪れるという話でしたね。……でも、これだけギバ料理を扱う宿屋が増えても、まだその数は減っていないのですか？」

「はいはい。口はばったいことを申すようですが、ギバ料理を扱っている宿屋の中では、わたしの店が一番の大口でありますからな。とりわけ《玄げん翁おう亭てい》は小さな宿でありますため、そこに入りきれなかった東の民というのはなかなかの数にのぼるようなのです」

《玄翁亭》も、そこまで繁はん盛じようしているのか。俺おれとしては、とてもありがたい話であった。

「わたしとて、ジャガルの血をひいてはおりますが、セルヴァに魂たましいを捧ささげた西の民であります。東の生まれのお客さまであろうと忌避する気持ちはありません。……ですがやっぱり、わたしの宿は南のお客さまの憩いこいの場であってほしいのです。《南の大樹亭》で準備する料理は、ジャガルのお客さまにこそ、一番に喜んでいただきたいのです」

「ええ、その心情はわかります」

「ですが、ぎばかれーは他のギバ料理に比べて、売れ行きがのびません。これはジャガルのお客さまの大半が、ぎばかれーをシム料理と思ってしまっているからです。……しかしこれはシムの香こう草そうをふんだんに使っているものの、シム料理ではなくアスタの故郷の料理であるはずですな？」

「はい。シム生まれのお客さんにも、とても物珍しがられているはずです」

「その事実を、もっともっと宿場町の人々に知らしめてほしいのです。ぎばかれーはシムの料理ではなく、森辺の民にして渡と来らいの民たるアスタの料理である、ということを」

『ギバのモツ鍋なべ』をすすりながら、ナウディスは熱っぽくそのように述べた。

「この料理には、ジャガルから仕入れたタウ油と砂糖が使われております。しかし、これもまたジャガル料理ではなく、森辺の民の料理です。森辺の民は、ジャガルの食材もシムの食材もわけへだてなく使っている。それを知らしめることができれば、ぎばかれーはシム料理でなく森辺の料理なのだと知らしめることもできると思うのです」

「なるほど。言わんとしていることは理解できたように思います」

　俺は笑え顔がおで、ナウディスにうなずき返してみせた。

「それでは他の宿屋のご主人たちにもご意見をいただいて、それで方針を定めたいと思います。……ただ、ルウ家のほうもまだこの食堂を開いたばかりですので、それが落ち着くまでは差しひかえておこうかな、と思っているのですよね」

「何も、明日ただちに店を広げる必要はないでしょうな。しかし、まもなく太陽神の復活祭が訪れます。商あきないに生きる者として、この好機を逃のがすことはできないはずですぞ？」

　と、ナウディスはしかつめらしくそのように言った。

「ぎばかれーに関してはわたし個人の要望でありますので、アスタのご判断におまかせいたします。ですが、たとえぎばかれーでなくとも、アスタは店を広げるべきだと思われます。ギバの美お味いしさをこの世に広めたいと念じておられるのなら、これ以上の好機はないはずですからな」

「はあ。復活祭の折には、そこまで大勢の人がジェノスを訪れるのでしょうか？」

「はいはい。少なく見積もっても、宿や屋台を利用するお客さまは倍以上にも増えるはずですな。わたしの店でも人を雇やとって、その時期だけは屋台を出しているほどですぞ」

「倍以上、ですか」

　それはなかなか、とてつもない話であった。森辺の民の屋台は、現時点でも三、四百人ものお客さんを毎日迎えているのである。

　それに、拡張したばかりの青空食堂であるが、倍以上のお客さんに詰めかけられたら、またキャパオーバーを起こす羽目になってしまう。ということは、その期間だけでも座席をさらに拡張しなければならない、ということだ。ならば確かに、ファの家もそれに合わせて新しい献立を準備するべきなのかもしれなかった。

「わかりました。貴重な情報をありがとうございます。ナウディスの言葉を心に留めて、最善の道を探したいと思います」

「いえいえ、アスタとはもう数すうヶか月げつに及およぶ間あいだ柄がらなのですからな。これからも、アスタの成功はわたしの成功につながり、わたしの成功はアスタの成功につながる、そんな関係を続けさせていただきたく思います」

　ナウディスというのは、信頼の置ける商売仲間と呼ぶのが一番しっくりくる存在であるのかもしれない。情がからんでいないわけではないが、ミラノ＝マスやネイルやユーミなどと比べると、情ではなくおたがいの仕事に対する尊敬と信頼の念から結ばれた間柄であるように感じられるのだ。

　もちろん俺は、それを不満に思っているわけではなかった。歴戦の商売人であるナウディスとそのような関係を結ぶことができて、むしろ誇らしく思っているのだ。

　そんな感じでナウディスは去っていき、それ以降はごく平へい穏おんに、かつ慌ただしくその日の商売は幕を閉じることになった。




◇




　そして商売が終われば、サウティの集落に帰き還かんだ。

　ルウ家の女衆は、シーラ＝ルウとヴィナ＝ルウから、レイナ＝ルウとララ＝ルウに交代された。まずは今日も、サウティの血族に届ける料理の準備だ。

「レイナ＝ルウ。申し訳ないけど、汁物の下ごしらえをお願いできるかな？　分量は、トゥール＝ディンが把は握あくしているからさ」

「承知いたしました。アスタはどこに行かれるのですか？」

「俺は外のかまどを拝借して、商売用のカレーの素もとを作製しなければならないんだ」

　現在、カレーの素は四つの宿屋に卸おろされている。まだその注文数は合計で百食ていどであったものの、毎日のこととなれば、なかなかの分量にのぼるのである。

　香こう辛しん料りようを挽いて炒いる作業は、日常的に近在の女衆の手を借りて膨ぼう大だいな量を片付けている。本日なさねばならないのは、それをカレーの素に仕上げる作業であった。

　ヤミル＝レイを調理助手に任命し、まずはアリアを刻んでいく。それを香辛料とともに乳にゆう脂しで炒いためて、最後にフワノを添てん加かする。作業自体に難しいところはないが、数日分の量を仕上げるとなると、なかなかの手間なのである。

　で――そうして鉄てつ鍋なべでたっぷりのスパイスを炒めていると、あちらこちらから集まってくる者たちがあった。サウティとヴェラの女衆や幼子たちだ。

　これだけ盛大に香草の香かおりを撒まき散ちらしていたら、それは不審がられるのが当然であろう。心配は不要ですよと告げてあげたかったが、彼かの女じよたちは遠巻きに俺たちをうかがうばかりで、なかなか声の届く場所にまでは近づいてきてくれなかった。

「アスタよ、これはいったい何の騒ぎであるのかな？」

　しばらくしてからそんな風に声をかけてきてくれたのは、サウティの長老モガ＝サウティであった。フワノを投じたスパイスにざくざくと木べらを入れつつ、俺は「はい」と応じてみせる。

「これも商売用の下ごしらえです。はた迷めい惑わくな香りを撒き散らしてしまって申し訳ありません」

「いや、べつだん不快なわけではないが……しかし、強きよう烈れつな香りであることに間違いはなかろうな。これならば、ギバ除よけの実を使わずとも森の主を集落から遠ざけることもできよう」

　モガ＝サウティは微笑していたので、俺はほっと息をつくことができた。

「お嫌いやでなければ、こちらの料理もいずれ晩餐でお出ししましょうか？　ルティム家のお祝いでもお披ひ露ろ目めしたのですが、そのときはなかなか好評だったのですよ」

「うむ、興味深い。もしかしたら、これはシムの香草なのだろうかな？」

「ええ。城下町から買いつけたものです」

「なるほど……なんとなく、儂わしの肉体がこの香りを欲ほつしているように感ぜられるのだよ」

　そのように言って、モガ＝サウティは少し遠い目つきをした。

「昔せき日じつに、サウティでもトトスとともに暮らすようになったとき、儂は思ったのだ。このトトスというものは妙みように親しみが感じられるし、男衆は皆、苦もなく乗りこなすことができる。それはもしかしたら、儂らの中に眠るシムの血がそうさせるのではないか、とな」

「ああ、森辺の民にはシムとジャガルの血が流れているのかもしれない、というお話ですね？　確かにトトスというものは、シムの民がとりわけ巧たくみに扱あつかえるそうですね」

「うむ。森辺には、いくばくかのシムの言葉や習わしも残っておるようだしな。ジャガルの黒き森を故郷としながら、そのようにシムの習わしが伝えられているということは、やはりシムの血が入っているという証左なのやもしれん」

　モガ＝サウティは、ますます透すき通とおった笑えみを浮うかべる。それはどことなく、ジバ婆ばあさんを思い出させる笑い方であった。

「儂は七十の齢よわいを数えるが、黒き森の時代は知らぬ。儂が生まれる十年ほど前に、黒き森は燃えてしまったからな。……儂らの祖は黒き森でシムとジャガルの血が合わさって生まれ、その子たる儂らはセルヴァの領土でギバを狩っている。思えば、不思議な巡めぐり合あわせであることだ」

「言ってみれば、それはシムとジャガルとセルヴァを繋つなぐ存在たりえる、ということなのではないでしょうかね。仲間外れのマヒュドラには申し訳ないですが、俺はそんな風にも感じたりします」

　昼間のナウディスとの会話を思い出しつつ、俺はそのように答えてみせた。そんな俺を見返しながら、モガ＝サウティはまた微笑ほほえむ。

「ほんの数ヶ月前までは、儂らはどの王国の民とも繋がってはおらなんだ。どこの民とも、おたがいを忌避する悪あく縁えんしか結ぶことができなかったのだ。それを正しい形に結びなおしてくれたのはお主たちなのだよ、アスタ」

「はい。俺だけじゃなく、ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムやアイ＝ファたちのおかげですね」

「ならば、それらの者たちをまず結び合わせたのがお主なのだろうな、アスタよ」

　モガ＝サウティは遠巻きにこちらをうかがっていた幼子たちを招き寄せ、その小さな頭に皺しわ深い手を置いた。

「そして今、お主はその輪にサウティをも取り入れてくれた。心より、感謝しているぞ」

「それも、ダリ＝サウティが血の縁を持たないルウやファの家を頼たよってくれたからですよ」

　完成したカレーの素を特製の大皿に移うつし替かえながら、俺はモガ＝サウティに笑顔を返す。

「サウティの友になることができたら、俺はとても嬉うれしく思います。……この後はまた晩餐の準備に取りかかるので、楽しみにしていてね？」

　後半の言葉は、幼子たちに向けたものだった。

　幼子たちは、笑顔で「うん！」とうなずいてくれた。




　狩人たちが森から帰還したのは、それから二時間ばかりが経過した頃ころ合あいであった。太陽はずいぶんと西側に傾かたむきかけていたが、それでも日にち没ぼつにはまだ一時間近くも残されていただろう。

　狩人たちは、驚おどろきと歓かん呼この声に迎えられることになった。森の主を仕留めたわけではない。その代わりに、尋じん常じようでない数のギバを携たずさえて凱がい旋せんしてきたのである。

「こやつらを狩かるのに力を尽つくしてしまったので、主めに出くわさぬ内に帰ってきた。毛皮の始末もつけねばならんしな」

　自分の体重よりもずいぶん重そうなギバを抱かかえたアイ＝ファが、そのように述べたてる。十一名の狩人で、合計六頭のギバを運うん搬ぱんしてきたのだ。他の者たちは、二人がかりで棒にくくった巨きよ大だいなギバを抱えている。

　しかし話を聞いてみると、これは血ち抜ぬきに成功したギバと、毛皮が無事なギバであり、それ以外のギバは角と牙きばをもいで打ち捨ててきたらしい。

「それに、サウティの分家や他の眷族の取り分もあるのだからな。全部で何頭のギバを仕留めたのか、途と中ちゆうで馬ば鹿からしくなって数えるのをやめてしまった」

「俺は数えていたぞ！　持ち帰ったギバは全部で十八頭、打ち捨ててきたギバは十三頭だ！」

　そのように大声をあげたのは、我らがダン＝ルティムであった。まだ足首の負傷が癒いえきっていないダン＝ルティムは、当然のこと手ぶらである。

「えい、俺はどうしてこのような時期に手傷を負ってしまっているのだ！　俺も皆と一緒に、刀をふるいたかったぞ！」

「それではまさか、あなたがただけで三十一頭ものギバを狩ったと仰おつしやるのですか？」

　一緒に狩人らを出で迎むかえたミル・フェイ＝サウティが、愕がく然ぜんとした様子でつぶやく。それを見下ろしながら、ドンダ＝ルウが不機嫌そうに答えた。

「俺たちは、サウティの狩人らが追い立ててきたギバを仕留めたに過ぎん。サウティの狩人らが十六名、俺たちが十一名、全部で二十七名もいたのだから、何も驚くには値あたいせんだろう」

「ですが、刀をふるった狩人は十名足らずであるのでしょう……？」

「それでも、全員の力があっての成果だ。だからこそ、角も牙も毛皮も肉も、皆で均等に分けることにしたのだ」

　ドンダ＝ルウは、いくぶんうるさげに言い捨てる。

「それに、こんなやり口では生命がいくつあっても足りんだろう。数日の内に森の主めが姿を現さなければ、我らの力も尽きてしまう。まったく喜んでいられるような状況ではない」

　傍はた目めには全員活力がみなぎっているように見受けられるが、それでも相応の負担を強しいられたのだろう。どんなに効率のよい狩り方であったとしても、やはり二十七名で三十一頭というのは尋常ならぬ捕ほ獲かく量りようであるのだ。

　なおかつ、幾いく重えもの罠わなを張はり巡らされた狩り場の奥おくに待機していたアイ＝ファとミダのもとにも、けっきょく別方向からギバの群れが押おし寄せてきてしまい、刀をふるうことになったらしい。『贄狩り』の効果で我を忘れたギバは危険であるが、追うのは苦手で迎え撃うつのが得意なミダは、危なげなく何頭ものギバを狩ることができたのだそうだ。

「こんなにたくさんのギバを狩ったのは、初めてなんだよ……？」

　と、ミダは嬉しそうに下した顎あごの肉を震ふるわせていた。自分の選せん択たくした『贄狩り』という行こう為いが不幸な結果を招かずに済み、アイ＝ファもほっとしている様子である。アイ＝ファとミダが力を合わせてギバの群れを撃げき退たいしている姿を想像すると、何とはなしに俺も胸が熱くなってしまった。

　と――そんなことを考えていると、俺のかたわらをすりぬけてアイ＝ファのもとに駆け寄る者があった。

「アイ＝ファ、大だい丈じよう夫ぶなのですか!?　こんなにたくさんの血が流れているではないですか！」

　その言葉の内容に、俺はギクリと振ふり返かえる。アイ＝ファに取りすがっていたのは、ユン＝スドラであった。アイ＝ファはけげんそうに眉まゆをひそめ、小こ柄がらな少女の青ざめた顔を見下ろす。

「大事ない。これは私のでなく、ギバの血だ」

「ああ、そうだったのですか。申し訳ありません。思わず取り乱してしまいました」

　自分の胸むなもとに手をやって、ユン＝スドラは大きく息をつく。その姿を見返しながら、アイ＝ファはますます眉み間けんに深い皺を寄せた。

「どうしてお前がそのように取り乱しているのだ、ユン＝スドラよ？　昨日ルウ家の者たちが手傷を負ったときには、そこまで心を乱してはいなかったはずだ」

「ええ？　それはもちろんルウ家は族長筋であり、すべての狩人は森辺の同どう胞ほうでありますが、ファはスドラの友なのですから、どうしても心を乱されてしまいます」

　感じやすい頬を赤らめつつ、ユン＝スドラはそのように答えた。

「アイ＝ファがその身に傷を負ってしまったら、わたしはスドラの家人が傷つくのと同じぐらい胸が痛んでしまいます。アイ＝ファが明日からも無事に仕事を果たせるよう、わたしも祈っています」

「…………そうか。お前は気性の優やさしい人間なのだな、ユン＝スドラよ」

　低い声で、アイ＝ファはそう言った。

「とんでもないことです」とユン＝スドラは恥はずかしそうに微び笑しようする。

　それを横目に、ドンダ＝ルウは「ギバどもを片付けるぞ」と宣言した。
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　その日の晩餐は、主菜はシンプルにステーキとハンバーグ、汁物はタラパ仕立てのギバ・スープ、副菜は四種の野菜と茸きのこの炒めもの、およびダイコンのごときシィマのサラダであった。

　主菜と汁物に関しては、すでにその調理方法をルティムから習っていたサウティの女衆たちのさらなるスキルアップをはかるため、野菜料理に関しては、物珍しさと滋じ養ようを意識してのチョイスであった。

　野菜炒めで使用した野菜は、アリアを除けばズッキーニのごときチャン、ルッコラのごときロヒョイ、パプリカのごときマ・プラ、という城下町から仕入れたもので、茸も贅ぜい沢たくにシイタケモドキとキクラゲモドキを使用している。味付けは、タウ油と砂糖とチャッチ粉と、それに各種の香草で仕上げたエスニック料理風のあんかけだ。

　ダイコンのごときシィマのサラダは、梅干のごとき干しキキをもとに作製したドレッシングで和あえられており、さっぱり仕立てである。

　そしてサウティとヴェラを除く四つの眷族には、人数分のギバ・スープが届けられることになった。味付けはタラパとミャームーを基調にしたシンプルなものであるが、そちらにはアリアにチャッチにティノにネェノンという馴な染じみの深い野菜から、野菜炒めと同じく三種の物珍しい野菜を少量ずつ使用している。これで少しでも、みんなに力を与あたえることができれば幸いであった。

「どれも美味だな。以前に城下町で食した料理よりも美味であるように思えるぞ、アスタよ」

　そのようにのたまうダリ＝サウティも、ようやく完全に熱が下がったとのことで、本日からは通常食に移行することになった。

　その他の負傷者たちも、特に重傷の二名はいまだ挽き肉の汁物しかすすれなかったが、それ以外の四名は通常食と半々で食べられるぐらいには回復していた。

「サウティとヴェラの人間に限っていえば、あなたがたの料理が大いに慰なぐさめになっているようです、ファの家のアスタ」

　晩ばん餐さんの後、片付けの合間にミル・フェイ＝サウティはそのように耳打ちしてきてくれた。

「フェイやドーンの者たちも、きっと同じ気持ちでいることでしょう。狩人ばかりでなくかまど番まで呼びつけることにどれほどの意味があるのかと、わたしは疑問に思っていた部分もあったのですが、どうやらそれは恥ずべき心こころ得え違ちがいであったようです」

　相変わらずその表情は厳しく引ひき締しめられていたが、ミル・フェイ＝サウティの言葉は俺の気持ちを大いに安らがせてくれた。

　そうしてその日は改めて話し合う議題もなかったので、早々にそれぞれの家に引き上げることになったのだが――アイ＝ファやバルシャたちとヴェラの分家の敷しき居いをまたごうとしたところで、背後から呼びかけられることになった。

「アスタ、少しだけお時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

　ユン＝スドラである。

　俺は思わず返答に窮きゆうしてしまい、アイ＝ファのほうを振り返る。アイ＝ファは半眼になりながら「あまり遅おそくなるなよ」と言い捨てて、さっさと戸板の向こうに姿を消してしまった。

「どうしたんだい？　何か仕事の話かな？」

　そうであってくれと念じながら、月明かりの下でユン＝スドラと向かい合う。

「いえ、そういうわけではありません。ただ、アスタに御礼を述べておきたかったのです」

「御礼？」

「はい。アスタと行動をともにしているおかげで、わたしは実にさまざまなものを見聞きすることができました。また、自分のような者でも同胞たちに力を与えることができるのだと知ることもできました。ずっとスドラの家にこもっているばかりでは、きっとこのような思いを手にすることもできなかったでしょう」

　両手の指を組み合わせながら、ユン＝スドラは熱っぽい眼まな差ざしで俺を見つめてくる。

「力を失っていたサウティの者たちが、自分たちのこしらえた食事を幸福そうに口にして、じょじょに力を取とり戻もどしていく。こんなに自分を誇ほこらしく思えたことは、これまでにありません」

「うん、それは俺も嬉しく思っているよ」

「本当にありがとうございます。わたしにとって、アスタは希望そのものです。これからも、この身が朽くちるまでアスタにお仕えしたく思います」

「いや、ユン＝スドラ――」

　俺は言いかけたが、ユン＝スドラに「いえ」とさえぎられた。

「そういう意味ではありません。あくまで一人のかまど番として、という意味です。わたしなどがアスタの伴はん侶りよになることを願うのは、不相応なことなのでしょうから」

　ついにユン＝スドラの口から、「伴侶」の二文字が飛び出した。

　背中に汗あせを感じつつ、俺はユン＝スドラの笑顔を見つめ返す。

「でも、わたしは十五になったばかりです。十六か十七になるまでは、婚こん儀ぎをあげろとせっつかれることもないでしょう。ですから、それまではアスタの伴侶として相応ふさわしい力をつけられるように、自分を磨みがき続けたいと思います」

「ユン＝スドラ」と、今度こそ俺は声をあげようとした。

　しかしそれも、「いいえ」とさえぎられてしまう。

「わかっています。今のアスタの心の中に、わたしの居場所などないということは。それでもアスタが他の女衆を嫁よめに迎えるまで、わたしはかすかな希望にすがって生きていきたいのです」

「ユン＝スドラ……きみは、ライエルファム＝スドラと――」

「いいえ。家長とは何も話していません。話さなくとも、アスタの心はわかります。わたしほど、アスタの心を追っている人間はいないのでしょうから。……たった一人を除いては、ですが」

　そのように言って、ユン＝スドラはにこりと微笑んだ。

「あんなに素す敵てきな女衆が相手では、わたしに勝ち目などはないのでしょう。それでも、アスタを想おもう気持ちを止めることはできそうにないのです」

「ユン＝スドラ……」と、俺は馬鹿のように繰くり返した。

「だけど、それ以外の女衆には絶対に負けません。それだけの力を身につけてみせます。ですから、わたしがこの先もおそばにあることを、どうか許してやってください。……わたしは、アスタを愛しているのです」

　笑顔のまま、ユン＝スドラは俺から遠ざかる。

「もしもアスタが意中の相手と結ばれるときは、心の底から最大限の祝福を送ります。その後でひと晩大泣きしてから、わたしはスドラのために伴侶を探します。それでもファとスドラは、永久に変わらず友であり続けるでしょう」

　闇やみの向こうに、ユン＝スドラの姿は消え去った。

　俺は青白い月を見上げ、胸の中に渦うず巻まく感情をすみずみまで噛かみしめてから、ヴェラ家の戸板を叩たたいた。

　燭しよく台だいをかざしたヴェラの女衆に、昨日と同じ部屋に導かれると、アイ＝ファはすでに寝しん具ぐの上で、こちらに背を向けて横たわっていた。

　今日はアイ＝ファが壁際だ。俺は無言のまま、そのかたわらに身を横たえる。ひさびさに『贄狩り』を行ったため、アイ＝ファの身体は蠱こ惑わく的てきなまでに甘あまい香りに包まれていた。

「戻ったのか、アスタ」

　やはりアイ＝ファは、眠ねむってなどいなかった。

　天井の梁を見上げながら、俺は「ああ」と応じてみせる。

「私に何か言っておくことはあるか、アスタよ？」

「そうだな。一言だけ告げておくべきだろうと思う」

「うむ。言うてみよ」

「ユン＝スドラは、何もかもわきまえていたよ。その上で、俺の気持ちを尊重したいと言ってくれた」

「……そうか」と壁かべを向いたまま、アイ＝ファはつぶやく。

「あの女衆は、ずいぶん立派な性根をしているな」
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「うん、そうだな」

「あのような女衆を伴侶とする者は、またとなき幸福を手にすることができるであろう」

「うん、そうだと思うよ」

　アイ＝ファの香りと体温をすぐそばに感じながら、俺はまぶたをそっと閉ざした。

「ユン＝スドラが伴侶を得るときは、俺も最大限の祝福を送りたいと思う」

　アイ＝ファはやはり、「そうか」としか言わなかった。

　そうしてサウティの集落における二度目の夜は、とても静かに過ぎ去っていった。




３




　翌日も、森の主が姿を現すことはなかった。

　前日に大量のギバを狩り尽くしたせいか、森はとても静かであったという。それでも狩人らは、合計で二十頭近いギバを狩ったそうだ。

「これだけギバが少なくなれば、森の主めも喜び勇んで舞まい戻ってくることだろう。この近辺には、まだまだ豊かな恵めぐみが残されているのだからな」

　ドンダ＝ルウは、そのように語っていた。

　本日も狩人たちは若じやつ干かん早めに帰還してきており、かまど番のほうも、サウティの女衆らが手馴れてきたこともあって、かなりのゆとりをもって晩餐の準備を仕上げることができた。

　すべての仕事を終えて日没を待つ、そんな休息のひとときに、俺はようやくガズラン＝ルティムと言葉を交かわすことができた。せっかくひさびさに顔をあわせることができたのに、俺たちはなかなか旧交を温める機会を得られなかったのだ。

「どうしました？　何やら思い悩んでいるような面おも持もちですね、アスタ？」

　昨晩のユン＝スドラとの一件で得た感情が、顔に出てしまっていたのかもしれない。俺は「いえ」と首を振ってみせる。

「いいんです。俺はきっと、もっと思い悩むべきなんです」

「……何か私で力になれることがあれば、いつでも声をかけてください」

　とても温かい微笑をたたえながら、ガズラン＝ルティムはそのように言ってくれた。

　俺たちがたたずんでいるのは、集落の真ん中にある広場の片かた隅すみであった。世界には薄うす紫むらさき色いろのヴェールがかかり、どこかで野鳥が鳴いている。晩餐を始めるまで、あと半刻ほどの時間があるだろう。

「ガズラン＝ルティムこそ、お身体のほうは大丈夫ですか？　手傷を負ったりはしていなくても、ここ数日は普ふ段だん以上の力を振り絞しぼっているのでしょう？」

「はい。ですが私も狩人ですので、ジェノスの貴族たちを相手取るよりはよほど心も満たされます。いずれまた、そちらでも頭を悩ませることになるのでしょうから」

「それは、またサイクレウスのように陰いん謀ぼうを仕し掛かけてくる貴族が登場するだろう、という意味ですか？」

「いえ。貴族や町の人間と関かかわるという、それ自体が森辺の民には試練になるでしょう。八十年もの間、我々はおたがいの存在を忌避していたのですから、それは避さけ難い道なのだと思います」

　言いながら、ガズラン＝ルティムはまた微笑む。

「ですが、試練とは苦しいばかりのものではありません。この森の主の討とう伐ばつにしても同じことです。言ってみれば、人間にとっては生きるという行為そのものが試練であり、幸福や充じゆう足そくというものもその試練の内にあるのではないかと私は考えています」

　ルティムの家長を拝命したことによって、ガズラン＝ルティムにはいっそうの風格と落ち着きが宿ったように感じられた。以前から、どっしりと大地に根を張った大樹のような人ひと柄がらであったが、いまや森や山そのものを思わせる風格だ。

「ルウ家の商売も、たいそうな評判を呼んでいるそうですね。それはきっと、森辺の民と町の人々とを今まで以上に強い力で結び合わせてくれるでしょう。これもすべては、アスタの力あってのことです」

「そんなことはないですよ。俺みたいな存在を受け入れてくれた森辺の民なのですから、きっと町の人々や貴族ともうまくやっていけるはずです」

　するとそこに、二つの人ひと影かげが近づいてきた。狩人にしてはほっそりとした、ルド＝ルウとラウ＝レイのコンビである。

「何だ、神しん妙みような顔をして何を語らっているのだ？　面おも白しろい話なら、俺もまぜろ」

　初日に手傷を負ってしまったラウ＝レイであるが、翌日にはもう力を取り戻していた。ただしその金きん褐かつ色しよくの頭には、灰色の包帯が巻かれている。彼かれの負った裂れつ傷しようは、十針も縫ぬう深手であったのだ。

「ラウ＝レイにとって面白いと思える話かどうかは、わからないね。森辺の行く末について語らっていたんだけど、どうかな？」

「森辺の行く末？　俺たち狩人はギバを狩り、お前たちかまど番は美う味まい食事をこしらえる。それ以外のことは、どうでもよかろうが？」

「うん、ラウ＝レイはそれで正しいと思うよ」

「何だ！　同い年のくせに、偉えらそうな口をきくやつだな！」

　ラウ＝レイが怒おこってヘッドロックを仕掛けてくる。そんな光景を眺ながめながら、ルド＝ルウは「なあなあ」と声をあげてきた。

「今日の当番は、リミとシーラ＝ルウだったよな？　あのちびはどこに行っちまったんだ？」

「リミ＝ルウなら、かまどのほうでアイ＝ファと喋しやべってたよ。あの二人も、普段はなかなか会話をする機会がないからね」

「そっか。ま、おんなじ集落に住んでなけりゃあ、そうそう顔をあわせることはねーもんな」

　頭の後ろで腕うでを組みながら、ルド＝ルウはそう言った。

「ジバ婆も、アスタやアイ＝ファに会いたがってたぜ？　アスタなんかは毎日ルウの集落に寄ってたんだから、顔ぐらい見せてやれよ」

「ああ、俺だけ抜ぬけがけしたら、アイ＝ファに悪いかと思ってさ」

「何も悪いことはねーだろ。ていうか、アイ＝ファだってもっとルウの集落に顔を出せばいいんだよ。ジバ婆やちびリミが会いたがってるんだからさ」

　何だか森の主を討伐するという大仕事のさなかとも思えぬ、なごやかな雰ふん囲い気きであった。ようやく俺の首を解放してくれたラウ＝レイが、「ふん！」と鼻を鳴らす。

「そういえば、家人でもない人間とこのように毎日顔を突つき合わせるのは珍めずらしいことだ。何だか毎日が宴のようで、俺はなかなか面白いと思っていた」

「あー、いつも以上に豪ごう勢せいな晩餐も食えるしな。俺も、ちっとばかりは楽しいなーと思ってたよ」

「うむ。ルウやルティムやサウティの人間と一緒に狩りをするのも初めてなので、それも楽しいぞ！」

　そのようなことを言いながら、ラウ＝レイが俺に向きなおる。

「それに、アイ＝ファもな！　あいつは本当に、大した狩人だ！　ギバ寄せの実なんぞを使っているから俺たち以上に危険な仕事を果たしているはずなのに、手傷の一つも負わないとはどういうことだ！」

「そりゃあそれぐらいの腕うで前まえがなかったら、たった一人で毎日ギバを狩ることなんてできねーだろ。あいつはすげー狩人だよ」

「うむ！　収しゆう穫かく祭さいでは、絶対に力比べで負かしてやるぞ！　……アスタよ、次の収穫祭にも、お前たちは顔を出すのだろうな？」

「え？　いやあ、今のところは何も言われてないから、未定だけど」

「そんなことが許されるか！　勝ち逃にげは許さんぞ！」

　むきになるラウ＝レイが可お笑かしくて、俺はついつい笑ってしまった。

「だったら、ドンダ＝ルウに進言しておいておくれよ。力比べを観戦するのは心臓に悪いけど、ルウの祭には参加したいからさ」

「進言しよう！　ドンダ＝ルウは、どこに行った!?」

「ドンダ＝ルウは、父ダンやダリ＝サウティと何やら語らっていたようです。話は晩餐の後でもいいのではないでしょうか？」

「そうか。忘れずに伝えておかねばな。……うん？　あいつは一人で何をやっているのだ？」

　と、ラウ＝レイが夕ゆう闇やみの向こうを透かし見る。俺も振り返ってみると、広場の真ん中をツヴァイが一人でとぼとぼと歩いていた。

「ああ」とうなずいてガズラン＝ルティムがそちらに足を向けたので、俺たちもぞろぞろ追従する。

「ツヴァイ、大丈夫ですか？」

　ツヴァイは振り返り、きつい目つきでガズラン＝ルティムをにらみつけた。

「大丈夫って、何がサ？　アンタなんかに心配されるいわれはないヨ」

「お前、家長に対してその言葉はないだろう」

　たちまちラウ＝レイが眉を逆立てたので、ガズラン＝ルティムは「いいのです」とそれを押し止とどめた。

「この仕事も、明日か明後日にはきっと終わるでしょう。それまであなたも頑がん張ばってください、ツヴァイ」

「……どうしてそんなことが言いきれるのサ？　森の主とかいう大ギバがいつ現れるかなんて、誰だれにもわからないことでショ？」

「どうしてと問われると、ギバの習性についてこまかい説明をしなければならなくなりますが、とにかく近日中に森の主は現れると思います。……そしてそのときこそ、私たちは死力を尽くして森の主を討うち倒たおすでしょう」

「……フン」と言ったきり、ツヴァイはうつむいてしまった。その表情は普段通りの仏ぶつ頂ちよう面づらであるが、どことなくしょんぼりしているように見えなくもない。

「ツヴァイは、家に残したオウラが心配なのですよ」

　俺の視線を受けて、ガズラン＝ルティムがそのように説明してくれた。

「ツヴァイとオウラはルティムの本家で預かっていますが、今はオウラ以外の全員が家を離はなれています。だから、オウラも分家に身を寄せることになっているのですね」

「ああ、なるほど」

　ガズラン＝ルティムとダン＝ルティムとラー＝ルティムは狩人として、ツヴァイとアマ・ミン＝ルティムはかまど番として、このサウティの集落に留まっている。そして末妹のモルン＝ルティムはいまだに北の集落であるから、確かにオウラを除く全員がルティム本家を離れてしまっていることになるのだ。

「オウラはきちんとルティムの家人として認められているのだろう？　だったら、何の心配もないではないか」

　しかしラウ＝レイは、容よう赦しやなくそのように言いたてる。

「それに、オウラとお前はもはや親子の縁を切られているのだぞ？　それでそのようにオウラばかりを気にかけているから、お前はいつまでもルティムの氏を与えられずにいるのではないのか？」

「うるさいネ！　家人として迎むかえたその日に氏を与えるようなヤツに、うだうだ言われたくないヨ！」

「ヤミルは、強い女衆だからな。きっと情の深さも持ち合わせていて、かつての家族らにも強い思いを寄せているのだろうが、そんな素振りはちいとも見せずに毅き然ぜんとふるまっている。お前もヤミルを見習って、強くあれ」

　ツヴァイは、むっつりと黙だまりこんでしまった。

　そんなツヴァイに、ガズラン＝ルティムがゆったりと微笑みかける。

「ツヴァイ。私たちは、オウラに対する情を捨てろと言っているわけではありません。そのオウラに対するのと同じぐらい強い気持ちで、ルティムを家族と思ってほしいのです。そのときこそ、私は家長としてあなたにルティムの氏を与えるでしょう」

「…………」

「あなたはまだ若いから、そのように思うことは難しいかもしれません。でも、いつかその日がやってくると私は信じています。そして私もまた、モルンやアマ・ミンと同じように、あなたやオウラを慈いつくしみたいと願っています」

　ツヴァイはもう一度「……フン」と鼻を鳴らして、立ち去ってしまった。その小さな背中を見送りながら、ラウ＝レイは首をひねっている。

「あれはスン本家の中でも、とりわけ強ごう情じようであるようだな。言葉で諭さとすより、尻しりでも引っぱたいたほうが早いのではないか？」

「どうでしょう。私は私のやり方で、家人を導きたいと思います」

「ああ、ルティムの家長は、お前だからな！　好きにやるがいいさ」

　そんな言葉を交わしていると、シーラ＝ルウとアマ・ミン＝ルティムが連れ立ってサウティ本家のほうから歩み寄ってきた。

「アスタ、そろそろ汁しる物ものを温めなおす頃合いだと思うのですが、いかがでしょう？」

「ああ、そうですね。それじゃあみんな、また後で」

　三名の頼たのもしい狩人たちに別れを告げ、俺おれたちはかまどの間に足を向ける。

「お二人は、ずっとかまどの間に居残っていたのですか？」

「はい。わたしはミル・フェイ＝サウティと言葉を交わしていました。シーラ＝ルウは、本家の家の中にいたようですね？」

「あ、いえ、わたしは家の横で立ち話をしていました」

　そのように答えながら、シーラ＝ルウは恥ずかしそうに目を伏ふせてしまう。誰と立ち話をしていたのだ？　――などという野や暮ぼな質問を、俺とアマ・ミン＝ルティムが発することはなかった。みんなも思い思いに、このひとときを過ごしていたようだ。

　かまどの間に向かう道中では、モガ＝サウティとラー＝ルティムが静かに語らっている姿を見ることができた。ヤミル＝レイは、ミダと語らっていたようだった。アイ＝ファはリミ＝ルウと、トゥール＝ディンはレム＝ドムと、ユン＝スドラはサウティの女衆らと、それぞれ親交を深めていた様子だ。

　確かに生きるということは、試練の連続なのかもしれない。だけどその合間に、こうやって親しい人々と慈しみ合うことができれば、どんな試練にだって立ち向かえるだろう。特に森辺の民たみには、そういった力が備えられている。

　深く傷ついたサウティの一族も、いずれは元の力を取り戻すことができるに違ちがいない。そのように信ずることができるのは、とても幸福なことだった。

　そして、そんな森辺の民が自分を同胞と認めてくれたことを、俺はあらためて誇らしく思うことができた。




◇




　その日の晩餐は、スペアリブの照り焼きとクリームシチュー、ベーコンとナナールの乳脂ソテー、シーザーサラダを目指した生野菜のサラダ、そしてタラパソースのパスタをお披露目することにした。

「わー、にゅるにゅるー！」と、サウティ本家の幼子たちは異形の料理スパゲティ・パスタにすっかりはしゃいでしまっている。そんな彼らにパスタの正しい食べ方を教えていたのは、初めてこの集落にやってきたリミ＝ルウだ。ルウの集落にはあまり年の近い血族がいないので、リミ＝ルウもとても楽しそうだった。

「このぱすたという料理は、本当に不思議だな。これがポイタンでできあがっているとは、いまだに信じられん」

　すでに城下町でその料理を口にしていたダリ＝サウティは、感心しきった様子でそのように言っていた。包帯姿は相変わらずの痛々しさであったが、やつれていた顔には肉が戻り、髭ひげも綺き麗れいに剃そっている。その大きな身体にも、以前と遜そん色しよくのない活力が蘇よみがえったようであった。

「正確には、ポイタンとフワノを混ぜ合わせておりますけどね。ついでにキミュスの卵も使っておりますし」

「そういえば、あのバナームとかいう町の貴族から黒いフワノってやつをいただいたんだよな？　あれは料理に使わないのかよ？」

　意外に事情通なルド＝ルウが、そのように発言する。きっとレイナ＝ルウあたりから話を聞いているのだろう。

「うん、あれもポイタンと混ぜ合わせることで面白い料理が作れそうなんだけどね。まあ、ウェルハイドもしばらくはジェノスに留とどまるみたいだし、じっくり取り組ませていただくよ」

「……俺たちが世話をかけたばかりに、アスタの仕事をさまたげてしまっているのだな」

　と、ダリ＝サウティが申し訳なさそうな顔をしたので、俺は「いいえ」と言ってみせた。

「貴族の期待に応こたえることも大事なのでしょうが、同胞の危地に力を添そえることに比べれば、何ほどのものでもありません。しっかりと優先順位をつけて、ひとつひとつの仕事をこなしていきたいと思います」

「そーそー、貴族や町の人間よりも、まず俺たちに美味いものを食わせてくれなきゃなー」

　日を増すごとに、サウティの食しよく卓たくは和なごやかになっていっているようだった。

　その中で、ドンダ＝ルウの表情だけが重い。もともと穏やかとは言い難い人柄であるが、その瞳ひとみには普段以上の激しい炎ほのおが渦巻いているように感じられてしまう。ルド＝ルウやリミ＝ルウがいなかったら、幼子たちは怯おびえてしまっていたかもしれない。

　何となくその様子が気がかりであったので、俺は晩餐の後、アイ＝ファとともにドンダ＝ルウのもとを訪おとずれることにした。

「何だ、陣じん中ちゆう見み舞まいでも気取ってやがるのか？」

　ドンダ＝ルウにあてがわれたのはサウティ本家の一室であり、相方はダルム＝ルウである。風ふう貌ぼうは異なるが雰囲気の似通った親子を前に、俺は「はい」とうなずいてみせる。

「何だかずいぶん、気を張っているご様子であったので……みんなを率いる立場のドンダ＝ルウは、きっととてつもない重圧を背負っておられるのでしょうね」

「薄うす気き味み悪わるいことを言いやがるな。貴様なんぞに心配されるほど、俺は落ちぶれちゃいねえぞ？」

「心配はしていません。ドンダ＝ルウがギバに屈くつする姿は想像がつきませんので」

　これぐらいの軽口は許されるかなと、俺はそのように応じてみせる。

　本当は、心配だ。きっと今の森辺には、ドンダ＝ルウのような族長こそが必要なのである。決して深い傷は負わずに、無事な姿で戻ってきてほしいと願っている。

「ドンダ＝ルウの力を信じています。どうかその強い力でみんなを導いて、この試練に打ち勝ってください」

「言われるまでもねえ。そんな口はばったい言葉は、心の中で念じていれば十分だ」

「それはわかっているつもりなのですが、口に出さないと落ち着かない性しよう分ぶんなので、申し訳ありません」

「ふん」と、ドンダ＝ルウは果実酒をあおる。

「この仕事も、あと一日か二日で決着がつくだろう。そうでなきゃ、森の主めは縄なわ張ばりを余よ所そに移したってことになる。明日にでもジェノスの田畑が踏ふみにじられないよう、せいぜい森に祈いのっておけ」

「はい、承知しました」

「決着は、目の前だ。貴様もしくじるんじゃねえぞ、アイ＝ファよ」

「むろんだ。この身にかえても、己おのれの仕事は果たしてみせよう」

　その言葉に、ドンダ＝ルウは「ハッ」と咽の喉どを鳴らした。

「もう一つ足りねえな。狩人は、少しでも長く生き永らえて、一頭でも多くのギバを狩り続けるのが仕事だ。そんな若さで森に朽ちちまったら、貴様はこの先永久にぶざまな女狩人として語かたり継つがれていくことになるだろうぜ」

　ぴくりと、アイ＝ファの口もとが震える。きっと、可愛かわいらしく唇くちびるをとがらせてしまうのを全力で自制したのだろう。

「この身にかえても、などという言葉は二十年早い。貴様はその生命を損そこなうことなく、狩人の誇りに懸かけて、仕事をまっとうしろ。若い貴様には、生き永らえることも仕事の一つであると知れ」

「……了りよう承しようした」と、アイ＝ファは強い声で答える。ダルム＝ルウは、そんな問答を無言で聞いていた。

　ドンダ＝ルウはもう一口果実酒をあおってから、月の浮かぶ窓の外へと視線を飛ばし、にやりとふてぶてしく笑う。

「森の主めの肉は、どんな味がするんだろうな」

　そうしてサウティの集落における三度目の夜も、静かに終わった。
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　のちに聞いた話である。

　俺たちがサウティの集落に招かれて四日目、藍あいの月の最終日たる三十一日、その日は中天から妙みように森の中がざわめいていたという。

　誰もが、変事の予感を嗅かぎ取っていた。

　しかし、狩かり人うどたちのやるべきことに変わりはなかった。

　サウティとその眷けん族ぞくたる狩人たちは、昨日や一昨日と同じようにギバ除よけの香かおりを纏まとい、森の中に散った。その数は十六名。深手を負った七名を除く、フルメンバーである。

　その内の半数とて、何らかの手傷は負っている。しかし、血の縁も持たないルウの狩人たちだけに、一族の運命を託たくすことはできなかった。

　十六名が四名ずつに分かれて、打ち合わせの通りに森を進んでいく。この二日間でおびただしい数のギバを狩っていたので、森にギバの気配は薄うすかった。

　そうであるにも拘かかわらず、妙に森はざわめいている。

　まるで、森そのものが胎たい動どうしているかのようだ。

　胸中に広がる不安と戦せん慄りつをねじ伏せながら、狩人たちは森を進んだ。その末に、「それ」を発見したのはヴェラの若き家長であった。森の主ぬしとの闘たたかいで元の家長が狩人としての力を失っていたために、弱じやつ冠かん十八歳さいの彼が家長を継ぐことになったのだ。

　彼が発見したのは、巨きよ大だいな穴だった。太い樹木の根もとが掘ほり起おこされて、怪かい物ぶつの黒き口のごとき巨大な穴が穿うがたれていたのである。

　中天の少し前に短い雨があったはずであるのに、こんもりと積み上げられた土は乾かわいている。なおかつそこには、ギバの好むギーゴのごとき植物の根が粉々に砕くだかれて混ざっていた。

　近い時間に、ギバがこの場所を掘り起こしたのだ。しかもそれは、通常のギバではありえないような大きさの穴であった。

　若き家長の合図を受けて、狩人の一人が草笛を短く鳴らす。

　遠くから、それに応じる音色が聞こえた。

　いっそう神経を研とぎすましながら、彼らは森を突き進すすんだ。

　しばらく行くと、五名の狩人たちが北の方角から近づいてきた。いや、その内の一人はすでに狩人の仕事から身を引いた、ルティムの長老ラー＝ルティムであった。

「北の方角に、ギバの気配はない。お主らが痕こん跡せきを見つけたのなら、主めは東か南に抜けたのであろう」

　一同は再び二手に分かれて、東と南に進路を取った。ラー＝ルティムは、東に向かうヴェラの家長と同行することになった。ギバ除けの実の香りに鼻を潰つぶされないよう、ラー＝ルティムは風上を進んでいる。

「このあたりにも、主めの臭においは残っていないな。東に向かいつつ、少しずつ南に下るべきであろう」

「ラー＝ルティムは、そこまで正確に主めの臭いを嗅ぎ取ることができるのか？」

「普段であれば、そこまで正確にはわからぬ。しかし、昨日までに近在のギバを一いつ掃そうしたためか、このあたりにはほとんどギバの臭いが残されていないのだ」

　老ろう齢れいでもまったく衰おとろえることのない眼光を周囲に差し向けつつ、ラー＝ルティムはそのように応じた。

「なおかつ、森の主めは常に怒いかり狂くるったギバの臭いを撒まき散ちらしているからな。他のギバと取り違える恐おそれもない」

「そうか。ならばその調子で――」

　ヴェラの家長がそのように言いかけたとき、ラー＝ルティムは無言で口もとに手をやった。

　一気に緊きん張ちようが走はしり抜け、狩人たちは気配を探さぐる。

　ラー＝ルティムは、まっすぐ東の方向に指先をのばした。得たりと、狩人の一人がするすると木に登っていく。

　しばらくの後、遥はるかな高みから、ピイイイイィィィッ――と草笛を吹ふき鳴ならす音色が響ひびき渡わたった。

　森の主を、発見したのだ。

　残された狩人たちは、腰こしに吊つるしていた金物を打ち合わせつつ、森を東の方向に駆かけた。折れた刀や宿場町でもらい受けた屑くず鉄てつでこしらえた鳴り物である。

　そうして鳴り物を鳴らしながら、力の限り、咆ほう哮こうをあげる。金属の鳴り物も、野太い人間の咆哮も、ギバが嫌いやがる音色である。さらにギバ除けの香りまで纏った彼らは、こうして森の主を追い立てるのが仕事であった。

　草笛の合図を聞いたのだろう、南の側からも同じ音色が近づいてくる。

「狩かり場ばは、このまま東の方向だ！　生命にかえても、南には逃がすな！」

　叫さけびながら、ヴェラの家長は森を駆ける。追いつけるものなら、森の主に斬きりかかってやろう、というぐらいの気持ちであった。

　しかし、どこまで進んでも、その禍まが々まがしい姿は見えてこない。ギバは狩人よりも俊しゆん敏びんに森を駆けることができるのである。

「主は、やや北側に向かってしまっている！　このままでは、狩り場からそれるぞ！」

　後ろのほうから、ラー＝ルティムの声が聞こえてくる。さしものラー＝ルティムも、若き狩人たちと同じ力で森を駆けることはできないのだ。

　ラー＝ルティムの声に応じて、狩人の一人がピッピッと何回かに分けて草笛を吹いた。北に逃がすな、という合図である。

　その頃ころには、ヴェラの家長たちにも森の主の痕跡を見み出いだすことができていた。あちこちの細い木がなぎ倒されて、覚えのない獣けもの道みちが切り開かれていたのだ。

　いっそうの力を得て、狩人たちは疾しつ駆くする。

　気づけば、北や南からも同どう胞ほうたちの咆哮が迫せまっていた。

　十六名の全員が、森の主を追い立てているのだ。その囲い込みが突とつ破ぱされていなければ、そろそろ森の主も彼らが作りあげた第一の狩り場に到とう達たつしている頃ころ合あいであるはずだった。
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「森の主が、近づいてきているぞ！」

　そのようにわめいたのは、高い木の上に陣じん取どっていたダン＝ルティムであった。

　茂しげみの陰かげに潜ひそんでその声を聞いていたのは、ルド＝ルウとバルシャとジーダの弓兵部隊である。

「この臭いは、主めに間ま違ちがいない！　方角は、西だ！」

「西か。それなら、こっちの道だな」

　三名の狩人は茂みから這はい出だして、慌あわただしく移動する。この辺りの森にはギバ寄せとギバ除けの実を使い、森の主が特定の場所を通るように罠わなを張っているのだ。

　北と南と西の三方で、ひと筋ずつ道を残している。森の主がギバ寄せの香りを好み、ギバ除けの香りを嫌きらうなら、必ずそれらの道のどれかを辿たどってくるはずであった。

　三名は、その内の西側の道を南側から望む茂みに潜もぐり込む。この位置なら、森の主の右目を狙ねらえるはずだ。もちろん凄すさまじい勢いで迫ってくるギバの右目を正確に狙えるはずもないので、右の側面からひたすら頭部に向けて矢を放つ算段であった。

「さあ、いつでも来やがれってんだ」

　つぶやきながら、ルド＝ルウは弓に矢をつがえた。弓矢は、ルド＝ルウがもっとも得意とする武器である。本人としては刀や鉈なたをふるうのを好んでいたが、父ドンダ＝ルウが言う通り、ルド＝ルウは身体が小さいため、狩人としては非力の部類である。それゆえに、十三歳の頃からずっと弓の腕を磨いてきたのだ。

　父や兄たちのように、斬撃でギバの首をへし折れるような力は持たない。しかし、小刀で咽の喉どをかき切る素す早ばやさは持っているし、弓の腕なら誰にも負けない。それがルド＝ルウの自負であった。

（……ただ、こいつとはいずれ決着をつけなきゃな）

　そのように思いながら、ジーダの姿を盗ぬすみ見みる。このマサラの山の狩人は、ルド＝ルウにも匹ひつ敵てきするほどの弓の腕を持っていたのである。たわむれに的当ての勝負などをしてみても、毎回決着をつけることがかなわないのだ。

（次の収穫祭では、絶対にこいつも力比べに参加させてやる。年下で、しかも俺よりちっこいやつに負けるわけにはいかねーからな）

　そんな思いを最後に、ルド＝ルウは意識を集中した。

　身体からは力を抜き、無人の空間に矢をかまえる。

　しばらくすると、西の方向から狩人たちの雄お叫たけびが聞こえてきた。ギバを追い立てる狩人の咆哮だ。草笛の音色も、はっきりと聞こえてくる。

「来るぞ！」

　ダン＝ルティムが、大声でわめいた。

　いくばくもなく、猛もう烈れつな気配が西側から伝わってくる。

　息を止め、ルド＝ルウは弓を引ひき絞った。

　視界の端はしに、黒くて巨大な影かげが映る。

　あとは心の導くままに、やじりの方向を修正し、矢を放った。

　刀を獲え物ものに突きたてるのと同じ感覚が、全身を駆け巡めぐっていく。

（当たった）

　しかし黒くて巨大な影は、その速度をゆるめることなく、ルド＝ルウたちの眼前を走り抜けていった。

　ルド＝ルウが弓を肩かたにかけて茂みを飛び出すと、少し離れた場所からジーダとバルシャも姿を現した。

「一発ずつしか放てなかったが、全員の矢が主の顔面をとらえたようだ。しかし、目玉を潰せたかどうかはわからんな」

　主の消えていった方角を見ながら、ジーダがつぶやいた。

　そこにダン＝ルティムが、ひらりと舞い降おりてくる。ルティムの元・家長は右足一本で見事に着地して、その手の杖つえを振ふり上あげた。

「さあ、刀を鞘さやに収めておくのもここまでであろう！　あとは主めを追おい詰つめて仕留めるばかりだ！」

　三名の狩人は、得たりと森の主を追う。

　それをひょこひょこと追いながら、「ずるいぞ、俺を置いていくな！」とダン＝ルティムは不満の声をほとばしらせた。
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　森の主が、ついに現れた。

　第一の狩り場で待ち受けていた四名の狩人たちは、刀を抜いて獣道に立ちはだかる。ドンダ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ガズラン＝ルティム、ラウ＝レイの四名である。

「いいか！　狙うのは、足だ！」

　打ち合わせ通り、ルウ家の二名が右側に、残りの二名が左側に身を寄せる。

　切り開かれた森の中を、森の主が突とつ進しんしてきた。

　途と方ほうもない巨大さである。地面に足をついた状態で、その頭はドンダ＝ルウの肩に届くぐらいの高みにある。胴どう体たいの幅はばは、人間が両手を広げたぐらいもあるだろう。角や牙きばなどは、人間の腕よりも太いぐらいかもしれない。ルウ家に飾かざられている毛皮のギバよりも、スン家に飾られている頭骨のギバよりも、それは巨大なギバであった。

　ということは――森辺の民がこの八十年で相対してきた中で、もっとも巨大なギバであるということだ。

「来るぞ！」

　一声叫ぶや、ドンダ＝ルウは渾こん身しんの力で刀を振り払はらった。

　低い体勢で、刀を真横にふるう格好である。

　鈍にぶい音色が響きわたり、ドンダ＝ルウの身体は吹き飛とばされた。

　同じ音色が三回響き、すべての狩人が同じように撥はね飛ばされた。

　ある者は樹木に背中を叩きつけられ、ある者は草むらに投げ出され、苦く悶もんの声を呑のみ込みながら体勢を立て直す。

　森の主は、消えていた。

　ただ、点々と血の跡あとが東の方向に残されている。

「くそっ！　信じ難い化け物だな！」

　ラウ＝レイが、折れた刀を地面に叩きつける。

　ドンダ＝ルウの刀も、真ん中からへし折られてしまっていた。

「ふん」と鼻息を噴ふきながら、ドンダ＝ルウは新たな刀を鞘から引き抜く。全力で駆ける主の足を狙えば、その勢いで刀を折られることも想定済みであった。

「二本の刀は残ったか。誰も手傷は負っていないか？」

「刀を折られなかった代わりに、手の平の皮を持っていかれた」

　爛らん々らんと両目を燃やしながら、ダルム＝ルウが父親に右手をかざす。その言葉通り、彼の右手は手の平と指の皮がべろりと剥むけてしまっていた。

「明日からは、しばらく刀を握にぎれそうにない。もちろん今日は、主めを仕留めるまで刀を離すつもりはないがな」

「薬草を塗ぬって、布でも巻いておけ。少しはマシになるだろうよ」

　言いながら、ドンダ＝ルウは東の方角に目を据すえる。

「俺の刀は、右の前足を折り砕いたと思う。貴様らは、どうだ？」

「折り砕くには至っていない。しかし、右の後ろ足に亀き裂れつぐらいは入れられたはずだ」

「くそっ！　たぶん俺の刀は、蹄ひづめを傷つけただけだと思う！」

「私の刀は左の腿ももの筋を断たち切きって、骨をわずかに傷つけたていどだと思います」

「十分な成果だ。あとはこの場で待ち受ける」

　すると、新しい刀を抜きながらラウ＝レイが不満げな声をあげた。

「なあ、ただ待つのではなく、俺たちも次の狩り場に向かったほうがいいのではないか？　そうすれば、アイ＝ファやミダと挟はさみ撃うちにできるではないか？」

「あの場には幾いく重えにも罠を張ったため、これだけの人間が自由に動ける足場がない。そうでなければ、俺だって無む駄だ口ぐちを叩たたかずに主めを追っている」

　双そう眸ぼうから青い炎を噴きあげながら、ドンダ＝ルウはそのように答えた。

「だから俺たちは、ただ待てばいい。主めを仕留めたという報告か、あるいは主めを引き連れたアイ＝ファの到とう着ちやくをな」
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「来たな」と、アイ＝ファは木の上でつぶやいた。

　森の主が突進してくる姿が、遠目にうかがえる。

　森の主は、激しく傷ついていた。顔面には三本の矢が突きたてられており、ものすごい勢いで森を走りつつ、その足もとはおぼつかない。何本かの足を折られているのだろう。

　それにその背には折れた矢が何本も刺ささっているし、毛皮のあちこちには赤黒く血が固まっている。主はこの数日で、普ふ通つうのギバでは何度生命を落としても足りないぐらいの傷を負っているのだ。

　しかし、その巨大な身体から発散される生命力には、陰りの気配すら感じられなかった。まるで森そのものが凝こり固かたまり、ギバの形を作っているかのようだ。

「油断するなよ、ミダ。あの勢いでは、やはりすべての罠が打ち破られてしまうかもしれん」

「うん……ミダは頑張るんだよ……？」

　ミダは、アイ＝ファの足もとにいた。

　もしも森の主がすべての罠を打ち破ったのなら、アイ＝ファの纏ったギバ寄せの香りにひかれて、ミダのもとに突撃してくるはずだ。それでミダの棍こん棒ぼうで決着をつけることがかなわなければ、アイ＝ファが地に降り、ドンダ＝ルウたちのもとまで森の主を導いていくことになる。

　他のギバに罠を荒あらされない内に主を迎えることができたのは僥ぎよう倖こうであったが――アイ＝ファは、この凄まじい力を持つ存在が罠などで息絶える姿を想像することはできなかった。

　この森の主を仕留めることができるのは、狩人の刀だけだ。そのような確信めいた思いが、アイ＝ファの胸には宿っていた。

「うふう……」と、ミダが吐と息いきをもらす。

　狩り場に、森の主が現れたのだ。

　左右を樹木にはさまれた獣道を、森の主は変わらぬ勢いで突進してくる。

　その前足が、バキリと地面を踏み抜いた。土や枯かれ草くさをかぶせておいた板が、主の重みで割れ砕けたのだ。

　さらにその下には、罠を作動させるための縄なわが張られている。罠は正常に作動して、グリギの杭くいを植えられた巨大な板が、右の方向から主に襲おそいかかった。

　板の裏には巨大な岩がくくりつけられているため、グリギの杭は狩人の斬撃にも劣おとらぬ勢いで主の胴体に突き刺さる。

　しかし、主の突進は止まらない。

　同じ罠が、今度は逆の側から主を襲ったが、結果は変わらなかった。

　いっときは主の巨きよ体たいに突き刺さった杭の罠も、しばらく走る内にその勢いで地面に落ちてしまう。

　次の罠は、捕ほ縛ばくの網あみであった。

　主が該がい当とうの場所に至った時点で、アイ＝ファが手もとの蔓つる草くさを断ち切る。それで蔓草に支えられていた岩がん塊かいが下に落ち、荒あら縄なわの網が主の巨体をからめ取る仕組みである。

　だが、サウティの女衆らが編んだ荒縄はあっけなくぶちぶちと引きちぎられ、主を持ち上げることもかなわなかった。

　それを見届けたのち、アイ＝ファは次の蔓草を切る。

　今度は、岩落としの仕し掛かけだ。荒縄の網でひとまとめにされた岩塊が、ものすごい勢いで落下してくる。

　岩塊は、まともに主の背中を打った。質量でいえば、主の巨体にも負けない岩塊である。並のギバであれば、その一いち撃げきで五体が弾はじけ飛んでいただろう。

　めしゃりと肉の潰れる音色が、アイ＝ファのほうにまで聞こえてきた。

　しかし、岩塊はそのまま地面に落ち、主めの動きは止まらなかった。

（やはり駄だ目めか）

　役目を終えた小刀を、アイ＝ファは腰に戻もどす。

　主とミダとの間には、もういくばくかの距きよ離りしか残されていない。ミダは、棍棒の柄を握りなおす。

　残るは、最後の罠である。

　主の前足が、それを踏み抜いた。

　主の巨体が、ずぶりと地面に沈しずみ込む。陥かん穽せい、落とし穴の罠である。森辺の民にとっては一番ありふれた仕掛けだ。ギバは自分の頭よりも高い場所に飛ぶことができないので、その身体のつくりを利用しての罠であった。

　念を入れて深く掘られた穴に、主が前のめりの体勢で沈み込んでいく。

　だが、次の瞬しゆん間かん、主は跳ちよう躍やくした。

　まだ固い大地に残されていた後ろ足で、おもいきり前方に跳躍してきたのだ。

　穴の幅は、主の体長の倍ほどもあっただろう。

　しかし、主が落ちることはなかった。

　土と草と石だけがばらばらと穴の中に崩くずれ落おちていき、主は大地に着地する。その跳躍の勢いを残したまま、主はミダに襲いかかった。

　ミダは恐きよう怖ふの表情も見せず、棍棒を真上から振り下おろした。

　ごしゃっと鈍い音色が響き、ついに主の突進が止まる。

　頭部を打うち砕かれながら、主は地面に鼻はな面づらを突っ込んだ。

　地じ震ぶるいのような衝しよう撃げきが、木の上のアイ＝ファにまで伝わってきた。

「やっつけたのかな……？」

　棍棒を握りしめたまま、ミダがつぶやく。

　棍棒に植えられた鉄の杭は、深々と主の顔面に突つき刺さっていた。

　とどめに咽喉をかき切るべきか、とアイ＝ファが腰を浮うかせかけたとき――突とつ如じよとして、主が身を起こした。杭で顔面をつらぬかれながら、棍棒を握りしめたミダもろとも、首を大きく跳ねあげたのだ。

　その勢いで杭は抜ぬけ、主の背中に落ちたミダは、そのまま「うああああ……」とか細い声をあげながら、落とし穴の下に転がり落ちていった。

（本当に、なんという生命力だ）

　内心でつぶやきながら、アイ＝ファは木の上から跳躍した。高々ともたげられた主の鼻面を踏み、それを蹴けって、落とし穴の罠を飛び越こえる。

　後はもう、後ろも見ずに森を駆けた。

　たちまち主が背後に迫ってくるのを、気配で感じる。

　どうやらあちらは、ろくな助走もなしに落とし穴を飛び越えてしまったらしい。ミダのためには、それも幸いであった。

（ドンダ＝ルウの言っていた通りだ。目を潰され、足を折られ、頭を割られても、主の動きは止まらない）

　ずっと木の上から様子をうかがっていたので、アイ＝ファは正確に主の状態を見て取ることができていた。右の前足はおかしな方向に曲がっていたし、後ろ足も、その両方が何らかの手傷を負っていた。その顔に刺さった矢の一本は確実に右目を奪うばっていたし、そして、ミダの一撃は顔面の骨を粉ふん砕さいしていた。

　それでも森の主は、こうしてアイ＝ファの後を追ってきていた。

　全力で森を駆けながら、アイ＝ファは素早く後方をうかがい見る。

　さすがに手傷を負っているので、数日前よりも動きは鈍っている。これなら茂みの中に身を投じなくても、追いつかれることはないだろう。

　が、追いつかれる恐れがない代わりに、アイ＝ファがどれだけ全力で駆けても、主めはぴったりと追いすがってきていた。

　その顔面は、血まみれだ。

　形が崩れて、いくぶん右側に歪ゆがんでいるように見える。

　双眸は、血を噴きこぼれさせる赤い穴である。

　しかし、二本の角と二本の牙は、なんの痛手も受けずに禍々しくそそりたっていた。

　視界がきかず、なおかつ足が不自由であるために、左右の樹木にぶつかりながら、それをなぎ倒す勢いで森を駆けている。

　もしもアイ＝ファが木の根に足でも取られたら、その頑強な足でぺしゃんこに潰されるか、あるいは背中に牙を突きたてられることになるだろう。

　それでもアイ＝ファは臆おくすることなく、森を駆けた。

　すると、眼前に何よりも頼もしい狩人たちの姿が見えてきた。

　三名の狩人が横に引き、一人だけが獣道の真ん中に立ちはだかっている。

　ドンダ＝ルウである。

　刀を握りしめたドンダ＝ルウは、その双眸を青く燃やしながら、地面に片方の膝ひざをついた。

　アイ＝ファは残っていた力を振り絞しぼり、ドンダ＝ルウのもとを目指す。アイ＝ファが一いつ瞬しゆんでも早く辿りつけば、それだけドンダ＝ルウの負う危険は軽くなるのだ。

　アイ＝ファは、ドンダ＝ルウのもとに跳とんだ。

　狩人の衣ころもに包まれたその右みぎ肩かたを、右足で踏む。

　すかさずドンダ＝ルウが身を起こし、その反動を利用して、アイ＝ファは左側の樹木の枝に跳びついた。

　ドンダ＝ルウは、逆側の草むらに身を投じている。その身体をぎりぎりかすめながら、森の主は獣道を走り抜けた。

　が、ゆるく湾わん曲きよくした獣道を曲がりきれず、大樹に頭から衝しよう突とつする。左右に引いたガズラン＝ルティムらが、通りすぎざまに再び主の足に斬りかかっていたのだ。

　高い木の上でその幹にしがみつきながら、アイ＝ファはぜいぜいと荒あらい息をついた。大した道のりでもなかったのに、肺が破れてしまいそうなほどであった。

　ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムらが、刀を握りなおしつつ身を起こす。そのとき、「おらあっ！」という威い勢せいのいい声があがった。

　新たに出現した狩人が、のそりと起きあがろうとした主の首に真横から大た刀ちを突きたてる。弓の仕事を終えた、ルド＝ルウであった。

　道の向こうから駆けつけてきたルド＝ルウは、その勢いのまま斬りかかったのだろう。大刀は、その刀身の半分ぐらいが主の首に埋うずまっていた。

　仕留めたか、とドンダ＝ルウらもそちらに殺到する。

　が、彼かれらが取り囲むより早く、突如として主が咆哮をあげた。

　ギバは、めったに声をあげない。しかしそれは、ギバ自身が恐れるはずの、地鳴りのごとき野太い咆哮であった。

　びりびりと空気が震ふるえて、森に潜んでいた鳥たちがいっせいに飛び立っていく。ムントやギーズなどがいたなら、やはり同じように逃にげまどっていたことだろう。それはまるで、地の底から蘇った災さい厄やく神が、目覚めの咆哮をあげたかのような恐ろしさであった。

「うわあっ！」と叫んだルド＝ルウが、茂みの向こうに跳ね飛ばされてしまう。

　その首に刀を埋め込まれたまま、さらに主は咆哮をあげた。

　咆哮をあげながら、ぐるりとこちらのほうに向きなおる。

　ギバ寄せの実の香り――アイ＝ファの存在を、求めているのだ。赤い穴と化したその双眸ににらみすえられたような気がして、さしものアイ＝ファの背筋にも戦慄が走り抜けた。

「怪物め！」と、ダルム＝ルウが斬りかかる。横合いから、右の後ろ足を狙っての斬撃であった。

　しかし主は首を巡らせ、巨大な角でダルム＝ルウの刀を弾き返かえす。それだけで鋼の刀は真っ二つに折れて、ダルム＝ルウは肩から地面に落ちることになった。

　同時にガズラン＝ルティムも斬りかかっていたが、それは俊敏に跳びすさることで回かい避ひしてしまう。そして、たたらを踏んだガズラン＝ルティムが体勢を整えるより早く、横合いから牙を繰くり出す。

　ガズラン＝ルティムはかろうじて身をひねり致ち命めい的てきな一撃だけはまぬがれたが、牙の側面で胸を叩かれ、小石のように宙を舞まうことになった。

「呆あきれたね！　どうして両目を潰されているのに、そんな真ま似ねができるんだい!?」

　アイ＝ファには見えない位置から、バルシャが叫んでいた。

　同時に、主の巨体に新たな矢がぶすぶすと突きたてられる。

　しかし主は痛つう痒ようを覚えた様子もなく、一番手近にいたラウ＝レイへと襲いかかった。

「くそっ！」

　ラウ＝レイは身を沈め、地面を転がることでその突とつ撃げきから逃のがれた。なおかつ、地面を転がりながら引き抜いた小刀を、主の首に突きたてる。

　むろん、それでも主が地に沈むことはなかった。

　ダルム＝ルウとガズラン＝ルティムは、刀を杖にのろのろと立ち上がる。そちらに向かって、ドンダ＝ルウが「近づくな！」と怒ど号ごうをあびせた。

「こやつも最後の力を振り絞ろうとしている！　うかつに近づくと、身体をえぐられるぞ！」

　主の四し肢しは、そのすべてがおかしな方向を向いていた。

　ルド＝ルウの刀の刺さった首からは、どくどくと血が流れている。

　それでも主は、力を失っていなかった。

　ひょっとしたら、もうその生命は尽つきかけていたのかもしれないが――ドンダ＝ルウの言う通り、残された力のすべてを、ここで爆ばく発はつさせようとしているのかもしれなかった。

「次に動きが止まったとき、渾身の力で刀をふるえ！　それで決着をつける！」

「動きが止まったときって、こいつが止まることなどありうるのか!?」

　惑わく乱らんしきったラウ＝レイの声が響く。

　ドンダ＝ルウは、両手で刀をかまえながら立ち位置を変えた。

「動きは、俺おれが止める！」

　ドンダ＝ルウは、主とアイ＝ファのしがみついている木を繋つなぐ直線の真ん中に立ちはだかっていた。主がなおもアイ＝ファの存在を追っていることに、ドンダ＝ルウも気づいていたのだ。

　アイ＝ファは呼吸を整えながら、自身も木の上で刀を抜いた。一つの策略が、まるで天てん啓けいのように脳のう裏りに閃ひらめいたのだ。

　ぎゅおおおおぉぉぉっ…………と、凄まじい咆哮もろとも、森の主が大地を蹴る。

　主は真まっ直すぐアイ＝ファのほうに、つまりはドンダ＝ルウのほうに突進した。

「くらえっ！」

　ドンダ＝ルウが低い体勢で、大刀を真横になぎはらう。

　血がしぶき、二本の前足が宙に舞った。

　しかし、主の突進は止まらなかった。

　牙の一本が、ドンダ＝ルウの右肩をえぐる。

　その瞬間、アイ＝ファは木から飛び降りていた。

　ドンダ＝ルウの背中と主の鼻面が、眼前に迫る。

　肩をえぐられたドンダ＝ルウの右みぎ腕うでと胴体の隙すき間まを狙って、アイ＝ファは刀を真っ直ぐ突き出した。

　刀がずぶりと、主の咽喉もとにめりこむ。

　しかしもちろん、そのていどの攻こう撃げきで主の突進は止まらない。

　主とアイ＝ファとドンダ＝ルウは、もつれあいながら大樹に激げき突とつすることになった。

　アイ＝ファの体内から、めきっと嫌な音色が聞こえてくる。

　おそらく、あばらをへし折られたのだろう。

　しかしアイ＝ファは、刀を離はなさなかった。

　刀の尻しりが大樹の幹にぶちあたり、その刀身が根もとまで主の首に埋まるまで、アイ＝ファは刀を離さなかった。

「……なんて無む茶ちやをしやがるんだ、貴様は」

　主と大樹にはさまれた格好で、アイ＝ファは頭上から降ってくるドンダ＝ルウの声を聞く。

　主めの突進の力を利用すれば、こうして深手を負わせることもできるはずだし、ドンダ＝ルウが少しでも主の力を削そいでくれれば、自分が生命を落とすこともなかろうと思い至ったのだ――そのように答えたかったが、声が出なかった。

「おい、二人とも生きているだろうな!?　今そいつをどかしてやるぞ！」

　主の巨体の向こうから、ラウ＝レイの声が聞こえてくる。

　いや、まだだ――と、アイ＝ファは答えようとした。

　その瞬間、主が後ろ足で立ち上がった。

　信じ難い力で翻ほん弄ろうされ、アイ＝ファは空中に投げ出された。目の端を、同じように放ほうり出されたドンダ＝ルウの姿が通りすぎていった。

　刀の柄から手が離れ、森と空と大地がくるくるとアイ＝ファの周りを回転していく。

　いったいどれだけの高みに放り出されたのか、永久とも思える時間、アイ＝ファは空中を浮ふ遊ゆうした。

　頭から落ちたら、死はまぬがれないだろう。

　だからアイ＝ファは半ば無意識の内に頭を抱かかえ込み、背中を丸めていた。

　絶対に、生きて帰るのだ。

　ほとんど失いかけた意識の中で、アイ＝ファはその思いだけに取りすがっていた。

　そして――

　アイ＝ファの身体は、とても温かくて力強い何者かの両りよう腕うでに、ふわりと抱だき止とめられることになった。

「ううむ。せっかく駆けつけたというのに、仕事は終わってしまったか！」

　ダン＝ルティムである。
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　アイ＝ファがぼんやり見上げると、青い空を背景にダン＝ルティムが笑っていた。

「まあ、全員が生き永らえたのなら、よしとするか！　サウティの集落に帰るとしよう！」

　やはり返事もできぬまま、アイ＝ファは視線を巡らせる。

　両方の前足を失い、首を大刀でつらぬかれた森の主は、最後の力をも使い果たして、森の中にその巨体を横たえていた。
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　というわけで――

　俺たちが宿場町での商売を終えてサウティの集落に帰りつくと、そこにはすでに森の主の巨体が横たえられていたのだった。

　狩人たちは、森に入って早々に森の主と遭そう遇ぐうしてしまい、それから一刻足らずで決着をつけることになったらしい。

　負傷者は、多数。特にアイ＝ファとドンダ＝ルウが深手を負ってしまったとのことで、俺は喜びよりもまず深い心痛を得ることになった。

　アイ＝ファは、肋ろつ骨こつを折っていた。俺が集落に戻った頃には、胸の下を包帯でぐるぐる巻きにされた上で、眠ねむりに落ちていた。痛み止めのロムの葉を処方されたのだ。

「しかし、かつて同じようにギバの突進をくらったディム＝ルティムなどと比べれば、よほど軽い手傷であるようだ。ひと月もすれば、狩人としての力を取とり戻すことができるだろう」

　ダン＝ルティムは、そのように笑っていた。

　いっぽうのドンダ＝ルウは、主の牙で右肩をえぐられてしまったらしい。幸いなことに骨や筋に重大な損傷はなく、こちらはふた月ほどで回復するだろうという話であった。

　そんな話でひとしきり心をかき乱されてから、俺たちは改めて森の主と向かい合うことになった。

　確かに途方もなく巨大なギバである。

　ダバッグで見たどのカロンよりも巨大であったと思う。

　目算で、体高は一・七メートル、体長は二メートル半、身体の厚みは大人ふたりが両腕をのばしても囲えるかわからないぐらい。角と牙などは、俺の腕うでと変わらないぐらいの太さと長さである。広場の真ん中に横たえられたその姿は、まごうことなき小山そのものであった。

　そしてこの主のほうも、全身が傷だらけだ。水みず瓶がめの水で洗ったらしいが、血の臭いも濃こく漂ただよっている。両目を失い、顔の右半分を潰されており、前足は両方とも肘ひじの部分で断ち切られている。それ以外にも、おびただしい数の刀と矢の傷を負っていた。

　そして特筆すべきは、咽喉もとに突きたてられた刀である。八十センチはあろうかという蛮刀の刀身が、まるまる主の首にうずまっていたのだ。

　体内に残っていた矢や杭はすべて引き抜かれていたが、この刀だけは肉が締しまってしまい、どうしても抜けなかったらしい。驚おどろくべきことに、これはアイ＝ファが撃ち込んだ刀であり、そしてこれが致ち命めい傷しようになったのだという話であった。

「その後も主めは、ひとしきり暴れていたのだがな、俺たちが刀を叩き込む前に、勝手に力ちから尽つきてしまったのだ」

　ラウ＝レイが、不満そうな顔でそのようにぼやいていた。

　そこに歩み寄ってきたのは、ダリ＝サウティである。

「アスタたちに、最後の仕事を頼たのみたい。この主めの肉を使って、なんとかこの夜の晩ばん餐さんを作ってはもらえないだろうか？」

「ええ？　この肉を使うのですか？　でも、これだけ傷を負ってしまったギバの肉は、相当に味が落ちてしまいますよ？」

「どんなに美味でなかろうとも、かまわない。ただ、サウティの眷族全員の口に入れられるようにしてほしい。俺たちは、失った力をこやつから取り戻さなくてはならないのだ」

　ダリ＝サウティは、静かだがとても強い眼まな差ざしでそのように言った。

　俺はもう一度森の主の姿を検分してから、「わかりました」とうなずいてみせる。

「それでも可能な限りは美お味いしく仕上げられるように努力してみます。手の空いている女衆にご協力を願えますか？」

「むろんだ。これから眷族をすべて呼び集めるので、何人使ってくれてもかまわない。……どうかよろしくお願いする」

　そうしてダリ＝サウティは周囲に控ひかえていた血族の狩人らに、「主の皮を剥はげ！」と命じた。




　言うまでもなく、それはとてつもない大仕事であった。

　何せサウティの一族は総勢で六十八名、客分の俺たちは十九名、この時点で八十七名分にもなってしまうのである。汁しる物もの料理に関しては毎日それだけの量を準備していたが、今回はそれ以上の労力が必要となるだろう。

　それに加えて、下ごしらえにも時間はかかってしまう。美味でなくともかまわない、と言われたところで、できうる限りの手は尽くしたい。まともに血ち抜ぬきをしていない肉を食するならば、まずは塩水で入念に洗い清める必要があった。

　集落からありったけの岩塩を集めてもらい、切り分けた肉を洗っていく。それでも完全に臭くさみを取ることはできないので、なるべく香かおりの強い献こん立だてを考案する。野菜もまったく足りていなかったが、宿場町まで買い出しに行く時間はないので、ルウの集落に備び蓄ちくしていた食材を運んできてもらうことにした。

　その際に、ルウの集落での仕事を終えたシーラ＝ルウ、ララ＝ルウ、リミ＝ルウの三名が一いつ緒しよに駆けつけてくれたのは僥倖であった。もともとサウティの集落に留とどまっていたレイナ＝ルウとヴィナ＝ルウと合わせて、ルウ家の精せい鋭えいが勢ぞろいである。

　それらのメンバーと力を合わせて、サウティの女衆らの指揮を執っていく。まるで鉄てつ火か場ばのような騒さわぎであり、時間はあっという間に過ぎ去っていった。

　そうして太陽は西の果てに落ち、血族の集結した広場にはかがり火が燃やされる。それからなおも半刻ばかりが過ぎたあたりで、ようやく俺たちは仕事を終えることができた。

「これは、祝勝の宴ではない。俺たちが失った力を取り戻すための、厳げん粛しゆくなる晩餐だ」

　あかあかと燃えるかがり火を背後に、ダリ＝サウティはそのように告げた。

「ルウ家を始めとするさまざまな氏族の温情で、俺たちは滅ほろびからまぬがれることができた。今後は彼らの温情に報むくうべく、俺たちはこれまで以上の力をつける必要があるだろう。強大なる森の主の力を、我わが身みに取り入れるのだ」

　ダリ＝サウティの足もとでは、ドンダ＝ルウが座している。ドンダ＝ルウもロムの葉で痛みをおさえているさなかであるはずなのに、その目は普ふ段だん通りに強く激しく燃えており、いっかな弱っている様子もなかった。

　いっぽう、アイ＝ファはまだヴェラの家で眠っていたので、一刻も早くそちらに駆けつけたいという思いを胸に、俺はダリ＝サウティの言葉を聞いていた。

「晩餐の前に、まずは力を添そえてくれた氏族にサウティから感謝の証を贈おくりたいと思う」

　ダリ＝サウティの言葉を受けて、ミル・フェイ＝サウティ率いる女衆らがしずしずとかがり火の前に進み出た。ルド＝ルウの手を借りて、ドンダ＝ルウが大たい儀ぎそうに立ち上がる。

「まずはルウ家に、森の主の右の角を」

　俺の腕ほどもある主の角が、ミル・フェイ＝サウティの手からダリ＝サウティの手に、そしてドンダ＝ルウの手へと受うけ渡される。

「そしてルティム家には、右の牙を」

　ガズラン＝ルティムが、うやうやしくそれを受け取った。ガズラン＝ルティムも胸を強打していたが、骨に異常はなかったので、数日も休めば力を取り戻せるだろう、という話であった。

「レイ家には、左の牙を」

　ラウ＝レイは、ずいぶん不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちであった。ラウ＝レイもまた、初日に受けた以上の傷は負わずに済んだらしい。ただ、誰だれも彼もがあちこちに打だ撲ぼくと擦さつ過か傷しようを負ってしまっている。

「ファ家には、左の角を」

　不在の家長に代わり、俺がそれを受け取った。

　あちこち欠けて傷だらけの、年古ふりたる巨きよ大だいギバの角だ。さすがにこれだけの大きさとなると、なかなかの重量感である。

「そして、かまど番にも礼をほどこしたい。ディン家には、右足の骨を」

　おずおずと進み出たトゥール＝ディンに、巨大な大だい腿たい骨こつが託たくされる。数時間前に、俺たち自身が肉を外した骨だ。

「スドラ家には、左足の骨を」

　ユン＝スドラは、今にも感かん涙るいしそうな面持ちでそれを受け取った。俺の隣となりに並びながら、それをぎゅっと胸にかき抱いだく。

「この角と牙と骨とともに、このたびの話を子や孫にまで伝えていただきたい。ルウとルティムとレイ、ファとディンとスドラは、サウティを滅びから救ったゆえに、これらのものを授かったのだと。……そして我々は、角と牙を外した傷だらけの頭骨とともに、このたびの話を語かたり継ついでいきたいと思う。この身に受けた恩義を、いつまでも忘れぬために」

　そうしてダリ＝サウティは、その四角い顔にいつも通りの微笑ほほえみをたたえた。

「では、晩餐を始めよう。宴ではないが、ぞんぶんに生の喜びを噛かみしめてほしい。……森の恵めぐみに感謝して、火の番をつとめたすべてのかまど番に礼をほどこし、今こ宵よいの生命を得る」

　宴ではないので、その場にいる全員が食前の文言を復唱した。果実酒の土ど瓶びんが掲かかげられることもなく、粛しゆく々しゆくと木皿が回されていく。

　そして、あちこちに焚たかれたかがり火では、次から次へと肉が焼かれていくことになった。さすがに三時間ばかりの調理時間では、焼肉の料理まで仕上げることはかなわなかったのである。

　タウ油と砂糖とミャームーと、そして臭におい消しの香こう草そうに漬つけ込まれたギバの肉――森の主の肉が、鉄てつ串ぐしに刺されて直接焼かれていく。

　その間に、俺たちは料理を配はい膳ぜんして回った。仕上げた料理は、三種類。『ギバ・カレー』と『タラパ仕立てのモツ鍋なべ』と『ペペ肉炒いため』である。どれも臭みをおさえる強い味付けであり、野菜もふんだんに使っている。舌が疲つかれたら、山ほど準備した焼きポイタンで休めてもらう他ない。

「わはははは！　さすがは森の主だな！　すさまじい噛み応ごたえだ！」

　あらかた料理を配り終えたところで、そんな笑い声が聞こえてきた。アイ＝ファのもとに向かおうとしていた俺は、少し迷った末にそちらへと足先を転じる。そのかがり火には、もちろんルティムの面々が集結していた。

「ダン＝ルティム、お味はいかがですか？」

「おお、アスタ！　呆れるばかりに硬かたい肉だが、味は申し分ない！　ほのかに香るギバの臭みも、まあ一興だな！」

「ええ、あの森の主は大きいばかりでなく妙みように肉の質が硬くて、切り分けるのにも苦労しました」

　しかし、森辺の民たみにとってはどうということもない硬さであろう。ダン＝ルティムは大笑いしながら、あばら肉をかじり取っていた。こんなに馬ば鹿かでかいスペアリブを調理したのは、俺にしても初めての体験だ。

「それであの、ダン＝ルティムにはもういっぺん御礼を述べておきたいのですが――」

「うん？　ああ、アイ＝ファのことか？　たまたまアイ＝ファが落ちてきたところに、俺が立っていただけのことだ！　そんな何度も礼を言われることではない！」

「いえ、その幸運がなかったらと思うと、ぞっとします。ダン＝ルティムは、ファの家の恩人です」

「恩ではない！　恩ではないぞ、アスタよ！　俺たちは全員が力を合わせて、森の主を討うち取ったのだ！　誰か一人でも欠けていたら、誰かの生命が失われていたかもしれん。俺たちは全員がおたがいの生命を守り合っていたのだから、誰かが誰かに対して特別な恩を感じる必要などないのだ！」

　そう言って、ダン＝ルティムはにんまり笑いかけてきた。

「そしてそれは、狩人ばかりの話ではない！　お前さんたちがこうして美う味まい食事をこしらえてくれていたからこそ、俺たちも力を尽くすことができたのだ！　そうであるゆえに、ダリ＝サウティもディンやスドラのかまど番にまで主の骨を捧ささげたのであろうよ！」

「……そうですね」と、俺も笑ってみせた。

「それでは、御礼の言葉を言うのはもう差しひかえておきます。みなさん、お疲れ様さまでした」

「うむ！　終わってみれば、楽しい日々であったな！」

　アイ＝ファとドンダ＝ルウが深い傷を負っていなければ、俺も心からそのように言えたかもしれない。そんなことを考えていたら、ガズラン＝ルティムが穏おだやかに微笑みかけてきた。

「アスタ、もうかまど番の仕事は果たせたのでしょう？　では、今度はファの家人としての仕事を果たすべきだと思います」

「……はい。ありがとうございます、ガズラン＝ルティム」

　俺はルティム家の面々に一礼して、各種の料理の確保にかかった。余れば、俺が食べればいい。とにかくアイ＝ファが目覚めたとき、どの料理でも口にできるように準備を整えておきたかった。

　お盆ぼん代わりの木の板をあらためてつかみ取り、木皿の料理を載のせていく。これらの木皿の大半は、青空食堂で使っている分の転用であった。

　三種の料理と、焼きポイタン、そして焼きあがった肉もいくつか分けてもらい、いざヴェラの家へと足を向ける。その途と中ちゆうで、ルウ家の面々がかがり火を囲んでいる姿を見た。ルド＝ルウはドンダ＝ルウに付つき添っているので、五名の女衆と、ダルム＝ルウだ。

「食事をするのに、女衆の力などいらん！　俺は幼子ではないのだぞ！」

　ダルム＝ルウが、そのように怒ど声せいをあげていた。アイ＝ファとドンダ＝ルウを除けば、ダルム＝ルウが一番の深手であっただろう。彼は右の手の平の皮がずるむけになり、左の肩かたを脱だつ臼きゆうしかけたらしい。

「そんなこと言って、大事な料理を地面にこぼしたのは誰よぉ……？」

「そーだよ！　一いつ生しよう懸けん命めい作ったんだから、無む駄だにしちゃだめ！」

　長ちよう姉しと末妹が元気に応じており、次姉と三姉はくすくす笑っている。そして、ダルム＝ルウの正面には木皿と木き匙さじをたずさえたシーラ＝ルウが膝を折っていた。

　ちょっと見物していきたいシチュエーションであったが、そんなしょうもない想念はねじ伏ふせて、ヴェラの家へと足を急がせる。すると、その道のりでユン＝スドラに出くわしてしまった。

　ユン＝スドラは巨大な大腿骨を抱えたまま、「ああ、アスタ」と笑いかけてきた。

「やあ、どうしたんだい？　料理を食べないの？」

「何だか胸が詰まってしまって……もう少し気持ちが落ち着いてからでないと、咽喉を通りそうにありません」

「そっか」と、俺はうなずいてみせる。

　すると、俺の手にした盆のほうに視線を落とし、ユン＝スドラはいっそう朗ほがらかに笑った。

「アイ＝ファのもとに向かうのですね？　どうぞ行ってあげてください。アイ＝ファが目覚めたとき、アスタがそばにいなかったら、さぞかし悲しい気持ちを抱くことになるでしょう」

「うん……」

　それでも俺が逡しゆん巡じゆんしていると、ユン＝スドラは可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「どうされたのですか？　アイ＝ファを粗そ雑ざつに扱あつかうようなアスタは、わたしの思うアスタではありません」

　俺は小さく息をつき、「うん」と一言告げてから足を踏ふみ出だした。

　しかし、目当ての家の前には、さらなる人物が待ち受けていた。さきほどまで忙いそがしそうに立ち働いていたはずの、ミル・フェイ＝サウティである。家の扉とびらに手をかけていたミル・フェイ＝サウティは、静かに俺を見返してきた。

「ミル・フェイ＝サウティ、どうしたのですか？」

「いえ。仕事のために全員がこの場を離れてしまったため、様子を見にきたのです。……アスタもアイ＝ファの様子を見に来たのですね？」

「はい、そうです」

　ここは俺たちにあてがわれていた分家ではなく、負傷者の集められたヴェラの本家であった。アイ＝ファはこの家で、ヴェラの女衆らに看護されていたのだ。

「深手を負った男衆らも、峠とうげは越えました。森の主も討ち倒たおせたのですから、サウティも今後は少しずつ力を取り戻していくことができるでしょう」

　そんな風に言いながら、ミル・フェイ＝サウティは広場のほうに視線を巡めぐらせた。

　人数的には、ルウの宴と遜そん色しよくはない。屈くつ強きようなる狩人と、たおやかな女衆と、その間に生まれた幼子たち、ほんの少数の老人たち――誰もが輪になってかがり火を囲み、主の肉を口に運んでいる。宴のように放ほう埒らつな熱気はなかったが、それでも人々は生の喜びを噛みしめつつ、森辺の民に相応ふさわしい生命力を森に示していた。

　重いお盆をたずさえながら、俺は「ええ」とミル・フェイ＝サウティに笑い返してみせる。

「サウティなら、きっと大だい丈じよう夫ぶです。これからも色々と大変でしょうけれど、どうか頑がん張ばってください」

「はい」とうなずきつつ、ミル・フェイ＝サウティはその場から動こうとしなかった。そして、俺のほうに真っ直ぐ視線を向けてくる。

「アスタ、このことは他言無用でお願いしたいのですが――」

「え？」

　驚く俺の目の前で、いきなりミル・フェイ＝サウティがひざまずいた。そのまま両腕を胸の前で交こう叉ささせ、俺のほうに深々と頭を垂れてくる。

「アスタたちの尽じん力りよくによって、サウティは救われました。もしもあなたがたの家に災厄が訪おとずれたときは、この身を捨ててでも力を尽くすことをここにお約束します」

「いや、ミル・フェイ＝サウティにそのようなことをされては――」

「はい。わたしも女衆の束ね役として、このような姿を家人に見せるわけにはいかなかったのです」

　言いながら、ミル・フェイ＝サウティは立ち上がる。その面は相変わらず厳しく引ひき締められていたが、その瞳ひとみにはうっすらと涙なみだがたたえられているようだった。

「だけどそれが、わたしの本心です。家長ダリも同じように思っているはずです。あなたがたの温情は、決してこの身が果てるまで忘れません」

「ありがとうございます。サウティの友になれたのなら、とても嬉うれしいです」

「いえ、あなたがたの友と名乗れるように、わたしたちはこれから尽力するべきなのでしょう」

　あくまでも厳粛に言いながら、ミル・フェイ＝サウティは戸板を引き開けた。

「さあ、ヴェラの女衆に代わって、アスタをこの家にお招きします。どうぞお好きにお入りください」

　俺は一礼して、薄うす暗ぐらい屋内に踏み込んだ。シューズを脱ぬぎ、まずは広間を横断して、右の側の通路に向かう。男衆らは左の側で、アイ＝ファだけが右の側で寝ねかされているはずだった。

　いちおう軽くノックをしてから、部屋を覗のぞき込む。

　数時間前と同じように、アイ＝ファは静かに眠っているようだった。

　寝しん具ぐの上で、仰あお向むけに寝かされている。狩人の衣は外されて、胸の下を包帯で拘こう束そくされている。普段は横向きで眠るアイ＝ファが仰向けになっているのが、とても痛々しく感じられてしまった。

「うむ……？」と、そのまぶたがかすかに震える。

「起こしちゃったか？」と、俺はその枕まくらもとに膝をついた。

　アイ＝ファのまぶたが半分だけ持ち上がり、青い瞳がぼんやりと俺を見返してきた。

　その唇くちびるが、「アスタ……」と俺の名前を囁ささやく。

「ああ、俺だよ。傷のほうは大丈夫か？」

「うむ……どうということはない……」

　アイ＝ファの右手が、ゆっくりと俺のほうにのびてくる。その指先が頬ほおに触ふれる寸前、アイ＝ファはぴたりと動きを停止させた。

「……お前に触れても、かまわぬだろうか……？」

「ああ。心の準備はできているよ」

　ぺたりと、アイ＝ファの右手が俺の頬を包み込んだ。

「約束通り、私は帰ってきたぞ……次はお前が、約束を果たす番だ……」

「うん、ちょっと奇き妙みような取り合わせになっちゃったけど、お口に合うかな」

　俺はアイ＝ファに手を貸して、その場に起き上がらせてやった。そうして背中にやわらかい布をあてがって、壁かべにもたれさせてやる。

　ロムの葉が効いているのか、アイ＝ファは痛がるそぶりも見せなかった。ただ、瞳の焦しよう点てんが少し合っていない。

「さあ、どれから食べるかな？　味の強い料理ばかりで恐きよう縮しゆくなんだけど」

「何でもかまわん。おそらく私は、死ぬほど腹が空いているのだ。傷を癒いやすために、お前の料理が必要だ……」

「無理に喋しやべらなくていいよ。皿は自分で持てるかな？」

「持てない」と、アイ＝ファは子供のような声で言った。

「せっかくの料理をこぼすのはしのびない……皿は、お前が持つがいい」

「はいはい、おおせのままに」

　まずは汁物かなと思い、俺は『タラパ仕立てのモツ鍋』をアイ＝ファの前に差し出してみせた。しかしアイ＝ファは、俺を見つめたまま木匙を取ろうとしない。

「えーと、もしかしたら、腕を上げるのもしんどいのかな？」

　アイ＝ファは答えず、ただ「あーん」と口を小さく開いた。アイ＝ファが左ひだり肘ひじを脱臼したときの再現だ。

　俺はとてつもなく情動をゆさぶられながら、アイ＝ファの口に木匙を運んだ。ギバのモツをくにゅくにゅ噛みながら、アイ＝ファは「辛からいな」とぼんやりつぶやく。

「ああ、チットの実もそれなりの量を使っているからな。でも、臭みはほとんど気にならないだろ？　これは森の主の臓物なんだぞ」

「うむ、美味い」と、アイ＝ファはこくりとうなずいた。

「臓物でなく、肉も食べたい」

「それじゃあ次は、『ペペ肉炒め』かな。こっちも味付けは濃いけど、辛いことはないはずだ」

　アイ＝ファは俺の顔を見つめたまま、ゆっくりと料理を食べ続けた。が、やがて疲れてしまったのか、どの皿も半分ぐらいが減ったあたりで、かくりと首を傾かたむけてしまう。

「眠いのか？　眠いんだったら、もうひと眠りするといい」

「眠くはない……」とつぶやきながら、アイ＝ファはずるずると崩れ落ちていく。その身に衝撃を与あたえてはならじと、俺は慌あわてて手を添えてやった。

　アイ＝ファのむきだしの肩に、手が触れる。アイ＝ファの身体は、普段よりも少しだけ熱を帯びているようだった。

「よし、横になろうな？　料理は後で温めなおしてやるからさ」

「眠くはないのだ……それに、横になるより、座すわっているほうが楽に思える……」

「そうなのか。それじゃあ、そのまま少し休めばいいよ」

　アイ＝ファの身体を支えながら、俺も壁にもたれて座ることにした。

　アイ＝ファの頭が、ころんと肩の上に乗ってくる。

「うむ……アスタだな……」

「ああ、俺だよ」

　アイ＝ファに触れた肩や耳から、その温ぬくもりが伝わってくる。やっぱり普段よりも熱は出ているようだが、首から上だけが火のように熱く、それ以外が氷のように冷えていた昔せき日じつに比べれば、むしろアイ＝ファの生命力が強く感じられるぐらいであった。

　そしてまた、アイ＝ファの身を案じる気持ちが先に立ち、気き恥はずかしさなどは微み塵じんも感じられない。ただひたすらに、アイ＝ファの存在が愛いとおしかった。

「アスタ……私は帰ってきたぞ……」

「うん。手傷は負ってしまったけど、ひと月ぐらい辛しん抱ぼうすれば、また元気になれるはずさ」

「……お前はそれを、喜んでいるのか……？」

「え？　どういう意味だ？」

「……私が狩人としての力を失うことを……お前は望んでいるのではないのか……？」

　俺は少しだけ首を傾げて、アイ＝ファの表情を覗き込もうとした。しかしここまで密着していると、それも難しい。長い前まえ髪がみに隠かくされて、俺にはアイ＝ファの口もとしかうかがうことはできなかった。

「そんなことは、絶対にないよ。だからこれからも、なるべく手傷を負わないように狩人の仕事に励はげんでくれ」

「……何な故ぜだ……？」

　囁くような、アイ＝ファの声。

　俺はアイ＝ファの金きん褐かつ色しよくの髪かみに、そっと頬を押おし当あてた。

「アイ＝ファにとって、狩人の仕事は生きがいなんだろう？　その力をなくしてしまうことを、俺が望むわけないじゃないか」

「…………」
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「もしも逆の立場でさ、俺が料理人としての力を失うことをアイ＝ファが願ったりしたら、俺は絶望のどん底に突つき落おとされちまうよ。……だから俺は、絶対にそんなことを願ったりしない」

　アイ＝ファは無言のまま、優やさしい力で俺の頬に頭を押しつけてきた。

　その指先が、とてもおずおずと俺の指先を求めてくる。

「私は本当に……これからもアスタのそばにいていいのだろうか……？」

「いいんだよ。いてくれなきゃ、俺が困る」

「しかし……私さえいなければ、アスタは……」

「アイ＝ファがいなければ、なんて、そんな絶望的なことを想像させないでくれ」

　いつになく弱々しいアイ＝ファの指先を、俺はぎゅっと握にぎり返してやった。

「アイ＝ファじゃないと駄だ目めなんだ。一生、俺のそばにいてくれ。誇ほこり高たかいファの家の家長として。……それだけが俺の望みだよ」

　アイ＝ファは唇を噛みながら、すべての重みを俺に預けてきた。

　俺はアイ＝ファの手を握ったまま、その重みをしっかりと受け止めた。

　そうしてサウティの集落における生活は、藍あいの月とともに終わりを迎むかえたのだった。







箸休め　～青空食堂のお客たち～







　青空食堂が設置されてから、二日目――その日もドーラは、娘むすめのターラとともにギバ料理を堪たん能のうしていた。

　昨日よりもたくさんの席が準備されたために、お客たちは無理なく座ることができている。しかし、客入りはむしろ増えているようであり、騒そう々ぞうしさのほうは昨日以上であった。

　そんな中、ターラは笑え顔がおでギバの汁物料理をすすっている。きっとドーラも同じような顔になってしまっていることだろう。ルウ家の人々が売りに出したこの新しい料理は、以前にドーラたちの家でふるまわれた汁物料理よりも、さらに美味であるように感じられたのだ。周囲の人々も、生まれや年ねん齢れいの区別なく、この料理の素す晴ばらしい味わいに満足しているように見受けられた。

「やあ、また会っちゃったね」と、横合いから声をかけられる。振ふり返ると、両手にギバ料理を抱えたユーミが笑顔で立っていた。それに気づいたターラも、いっそう嬉しそうな顔になる。

「わーい、ユーミおねえちゃんだ！　今日も一緒に食べようよ！」

「うん。そうしたいけど、そっちの卓たくは椅い子すが埋まっちゃってるからね」

「だったら、ターラのところに座りなよ！　ほら、半分あけてあげるから！」

　そうしてターラが丸太の椅子の上で身体をずらすと、ユーミは「うーん？」と悩なやましげな顔をした。

「でも、それじゃあせまくない？　二人で座るには窮きゆう屈くつでしょ」

「ターラは大丈夫だよー。……でも、ユーミおねえちゃんはおしりが大きいから、窮屈かなあ？」

「大きくないよ！　もう！」

　と、ユーミはいくぶん頬を赤くしながら、ターラの隣にどすんと腰こしを下ろした。この娘はまだ若いのに、ヴィナ＝ルウとも勝負できるぐらい豊満な身体つきをしているのだ。

「ほら、座れたでしょ？　おしりが大きいって、取り消しなよ！」

「なんでー？　女の人は、おしりが大きいほうがいいんでしょ？」

「そんなのは、男どもが勝手に言ってることでしょ？　あんたも宿場町で働いてるからって、そんな下世話なことは覚えなくていいの」

　卓に料理を置いたユーミは、怒おこった顔でターラの頬をつつき始める。ターラは悪びれた様子もなく、「あはは」と笑っていた。

「まったくお前さんがたは、仲のいいこったな。ユーミは弟か妹でもいるのかい？」

　ドーラがそのように呼びかけてみると、ユーミは小首を傾げながら「何で？」と言った。

「いや、幼い子供の扱いに手慣れているように見えたからさ。こう見えて、ターラはけっこう人見知りなんだよ」

「えー？　そうは思えないけどなあ。ターラなんて、最初からこんな感じだったし」

　そんな風に述べてから、ユーミはギバ料理にかじりついた。アスタが『ポイタン巻き』と名付けた、甘あま辛からい焼肉をポイタンで巻いた料理だ。

「だから、弟か妹でもいるのかなって思ったんだがね。違ちがったのかい？」

「うん。あたしは一人っ子だよ。ま、ターラぐらい小さな頃ころから近所の悪わる餓が鬼きを引き連れてたんで、それで子供の扱い方かたが身についたのかもね」

「なるほど」と、ドーラは納なつ得とくしておいた。

　どうやらユーミは、宿場町の貧ひん民みん窟くつの生まれであるようなのだ。ダレイムに家にかまえるドーラが宿場町で露ろ店てんの商売を始めた際も、貧民窟には決して近づくなと衛兵たちに注意をされている。ジェノスは豊かであるために、職にあぶれた無宿人や、もっと剣けん呑のんな無法者なども数多く住みついているという話であったのだった。

　確かにユーミも、善良な領民とは言い難い存在であるのだろう。装束などは胸あてと腰こし巻まきぐらいしか身につけていないし、派手な飾かざり物ものをじゃらじゃらと下げている。領地のほとんどが田畑であるダレイムにおいて、このような格好をした娘など一人として存在しないのだ。

　しかしドーラは、このユーミを警けい戒かいの目で見たりはしていなかった。ユーミが性悪女であったなら、ターラがこれほどすぐに懐なつくはずはないし――それに彼かの女じよは、アスタたち森辺の民とも懇こん意いにしているのだ。あの勇ゆう猛もうにして清せい廉れんなる森辺の民たちであれば、悪あしき人間に心を開くことはないように思われた。

「……どうしたの？　あたしの顔に、なんかついてる？」

　と、汁物料理に満足の吐と息いきをついてから、ユーミがけげんそうに問うてきた。ドーラは慌てて、「いやいや」と手を振ってみせる。

「ちょっとぼんやりしてただけだよ。……そういえば、ユーミの着ているそういう服は、シム風の装束ってやつなのかねえ？」

「んー、どうなんだろ？　あたし、シムの女なんて見たことないし、この織物だってセルヴァのもんでしょ。シムの織物って、けっこう値が張るからさ」

「そうなのかい？　森辺の民が纏まとっているのは、シムの織物って話じゃなかったかな？」

「あー、そうらしいね。なんかあの織物の渦うず巻まき模様って、葉っぱや花っぽくない？　それで、森辺の民の好みに合ったってことなんじゃないのかな」

　そんな風に言いながら、ユーミはまた汁物料理をすすり込んだ。

「ま、あたしが着てるのは宿場町の流は行やりもんだよ。頭の固い連中は、こういうのを嫌いやがるみたいだけどね」

「ふうん。色っぽくて、俺は好きだけどね。……いやいや、ユーミのことをおかしな目で見てるわけじゃないけどさ」

　ドーラがそのように述べたてると、ユーミは愉ゆ快かいそうに白い歯をこぼした。

「あったり前じゃん！　ターラのおっかさんに、とっちめられちゃうよ？　ていうか、ターラに下世話な話を吹ふき込んでるの、親おや父じさんなんじゃないの？」

「勘かん弁べんしてくれよ」とドーラが頭をかくと、ユーミはさも楽しそうに笑い声をあげた。そうしてひとしきり笑ってから、ユーミはほっそりとした下した顎あごに手をあてる。
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「……そういえばさ、森辺の女衆って、昔からああいう格好をしてたんだよね？　だったらもしかして、森辺の女衆がこういう格好を流行らせたんじゃない？」

「ええ？　そんなことはないだろう。俺おれが宿場町に出入りするようになったのはここ十年ぐらいだけど、その頃からユーミみたいな格好をした娘さんはいたと思うよ？」

「でも、森辺の民がモルガの森に移り住んだのは、何十年も前なんでしょ？　森辺の女衆がその頃からああいう格好をしてたんなら、ありえるんじゃないかなあ」

「ううん、どうだろうね。森辺の民はつい最近まで、町の人間に忌いみ嫌きらわれていたわけだから……その格好を真ま似ねされたりはしないように思うんだが……」

　いくぶん声を落としながら、ドーラはそのように答えてみせた。彼かれらのすぐそばではレイナ＝ルウが皿洗いの仕事に励んでいたし、ドーラ自身も森辺の民を忌み嫌っていた人間の一人であったので、どうしても心苦しくなってしまうのだ。

　しかしユーミは平気な顔をしたまま、「そうかなー」と首をひねっていた。

「でも、森辺の女衆って、みんな綺き麗れいじゃん？　森辺の民を毛け嫌ぎらいしてた連中だって、それは否定できないでしょ。だったら、あんな風に綺麗になりたいって思っても、そんなにおかしくないんじゃないかなー」

　そうして若い娘たちが、森辺の女衆に似た装束を纏い始めた――などということが、ありうるのだろうか。野菜の出で来き栄ばえにしか関心のなかったドーラには、とうてい想像のつかない話であった。

「……ユーミもアスタたちと知り合うまでは、森辺の民に気を許したりはしていなかったんだろう？」

　ドーラがそのように話題を転じてみると、ユーミはあっけらかんとした様子で「うん」とうなずいた。

「うちは親父が森辺の民を嫌ってたから、あたしもその影えい響きようを受けちゃってたね。何せ最初は、アスタの屋台に難なん癖くせをつけるために近づいたわけだしさ」

「へえ、そうだったのかい？」

「うん。ターラに聞いてなかった？　その途中で、スン家のあの馬鹿でっかいやつが料理を買いに来たりして……そのときに、ターラと顔をあわせることになったんだよね」

　ターラは元気に、「うん！」とうなずいた。

　その頭をぽんぽんと叩たたきながら、ユーミは陽気に口もとをほころばせる。

「まあ、あの頃はしかたなかったんじゃない？　実際、スン家の連中は宿場町で悪さをしてたわけだしさ。あたしの知り合いの宿屋のやつだって、屋台をぶっ壊こわされたって騒いでたし……あと、酔よっぱらった男衆に酒さか瓶びんを投げつけられた、なんてやつもいたっけなあ」

「なるほどねえ。俺なんて、そういう噂うわさを聞いていただけなのに、森辺の民を白い目で見ちまってたからなあ。本当に、情けない話だよ」

「そんなことないってば！　今ではそういう連中もきっちり裁かれて、誤解もなくなったんだから、何も気にする必要はないよ。……ね、レイナ＝ルウ？」

　樽たるの水で皿洗いをしていたレイナ＝ルウは面を上げて、「はい」と微笑んだ。

「さしたる理由もなく町の人間を嫌っていたのは、こちらも同じです。これからは、町の人々とも正しき縁を紡つむいでいきたく思います」

「そーそー！　うちの親父みたいな頑がん固こ者ものは、まだまだたくさんいるだろうからさ！　まずは、そういう連中の誤解を解いていかないと！」

　そのとき、小さな人ひと影かげがこっそりと忍しのび寄より、ターラの小さな身体を背後から抱だきすくめた。「きゃっ」と声をあげかけたターラは、その人影の正体に気づいて、ぱあっと表情を輝かがやかせる。

「わーい、リミ＝ルウ！　屋台のお仕事は終わったの？」

「うん、アマ・ミン＝ルティムと交代したの！」

　それはレイナ＝ルウの妹である、リミ＝ルウであった。ターラと同じ八歳さいの、実に愛くるしい見目をした少女だ。

　そんなリミ＝ルウが赤茶けた髪を揺ゆらしながら頬ずりをすると、ターラはいっそう幸福そうに目を細めた。二人はともに同年代の友人が少なかったためか、驚くほどのすみやかさで親愛の絆きずなを結んでいたのである。

「空いたお皿は片付けるねー！　ドーラは、もうおしまい？」

「ああ、すごく美味かったよ。こいつは毎日、食べに来なくちゃな」

　ドーラはリミ＝ルウに空の木皿を渡わたしてから、食べかけの『ギバまん』を手に立ち上がった。すると、買いたての料理を携たずさえた南の民が、すかさず腰を下ろしてくる。これだけ席が増えても、お客はひっきりなしに押し寄せてきているのだ。

　ターラもわずかに残されていた料理をかきこむと、ドーラにならって席を立った。ようやく椅子を占せん領りようすることができたユーミは「やれやれ」とばかりに足を組みつつ、レイナ＝ルウのほうに身体ごと向きなおる。ターラは洗い物を始めたリミ＝ルウのかたわらで膝ひざを抱かかえ込んでいた。今度は皿洗いにいそしむ二人を囲んで、談だん笑しようの場が形成された格好である。

「本当にすごい人出だね。まあ、これだけ美味い料理だったら、当然の話だけどさ」

　ドーラがそのように呼びかけると、レイナ＝ルウは笑顔で「ええ」とうなずいた。

「新しい料理を喜んでもらうことができて、心から嬉しく思っています。屋台の商売を、いっそう楽しいものだと思うことができるようになりました」

　レイナ＝ルウは礼れい儀ぎ正ただしいが、よそよそしさを感じさせることはない。少なくともドーラたちに対しては、まじりけのない好意を向けてくれている。この数すうヶか月げつで、それだけの絆を育はぐくむことができたのだ。

　思えばこのレイナ＝ルウだって、ドーラとはもう何年も前から顔をあわせているはずだった。宿場町ではアリアやポイタンを袋ふくろ詰づめで売っている野菜売りなど数えるぐらいしかいなかったので、たいていの森辺の民はドーラの露店で買い物を済ませていたはずなのである。

　しかしドーラは、森辺の民の区別などつけていなかった。用心して、なるべく顔を見ないように心がけていたので、誰ひとり記き憶おくに留めていなかったのだ。今日のはちょっと色っぽい娘だったな、とか、女のくせに狩かり人うどのなりをしたおかしなやつがいるな、とか、せいぜいそれぐらいの思いしか抱いていなかったのだった。

　それが今では、これだけ大勢の森辺の民と懇意にさせてもらっている。見知らぬ顔が露店を訪れたら、「あんたはどこの氏族の人だい？」と気安く声をかけるほどであるのだ。そうすると、相手も最初は驚おどろいたような素振りを見せるが、すぐに穏やかな面持ちで言葉を返してくれたものだった。

　アスタと出会ったのは、たしか緑の月の終わり頃であったから、そろそろ五ヶか月げつが経たとうとしている。もう五ヶ月というべきか、まだ五ヶ月というべきか――何にせよ、それだけの時間をかけて、これだけの絆を紡ぐことがかなったのである。

　最初にアスタと顔をあわせたときのことを思い出すと、今でも胃のあたりが重くなってしまう。アスタが売り物のアリアに文句をつけてきたので、ドーラは勇気を振り絞しぼって反論してみせたのだが、実際はアスタが正しかった。相手が森辺の民であったために、どうせ根も葉もない難癖だろうと決めつけて、ドーラは非を認めようとしなかったのだ。それでドーラは地面に突っ伏ぷし、生命乞ごいをすることになったのだった。

　そんなドーラの姿を見て、アスタとアイ＝ファはどのように思ったことだろう。

　それを思うと、本当に気が滅め入いってしまう。

　しかしアスタはドーラに愛あい想そを尽つかしたりもせず、また露店を訪れてくれた。それでヴィナ＝ルウやルド＝ルウとも顔をあわせることになり、彼らの人にん間げん臭くささを知り、そしてアスタが自分の作った野菜でとてつもなく上等な料理を仕上げたことに、強い喜びと誇らしさを覚え――それでようやく、ドーラは森辺の民たちと正面から向き合う気持ちになることがかなったのだった。

（もしもアスタと出会っていなかったら……俺は今でも、森辺の民を毛嫌いしていたんだろうか）

　今となっては、そのような事態を想像することさえ難しかった。

　何にせよ、ドーラはアスタと出会うことができたのだ。レイナ＝ルウやリミ＝ルウや、ひいては族長のドンダ＝ルウとも言葉を交かわすことがかなったのだ。その運命を、ドーラは心から祝福することができた。

「……どうしたのです、ドーラ？　何か思おもい悩んでいるようなご様子ですが……」

　と、屈かがんで皿洗いをしていたレイナ＝ルウが、気がかりそうな面持ちでドーラを見上げていた。

『ギバまん』の最後のひと口を呑のみ下してから、ドーラは「何でもないよ」と答えてみせた。

「ただ……みんな楽しそうで何よりだと思ってさ」

　青空食堂と銘めい打うたれた空間では、たくさんの人々が賑にぎやかに食事を進めている。南や東の民ばかりでなく、ドーラと同じジェノスの領民も、そこには大勢含ふくまれているのだ。これだって、五ヶ月前には想像もつかない光景であるはずだった。

　これからも、森辺の民はこうしてさまざまな人々と絆を深めていくのだろう。

　そのように考えると、ドーラは我が事のように嬉しく思えてならなかった。

「そんなこと言って、レイナ＝ルウの可愛さに見とれてたんじゃないのー？」

　と、ようやく料理を食べ終えたユーミが、席から立ち上がりながら、そのように囃はやし立たててきた。

「まったく、困ったもんだよねー。さっきなんて、あたしのこと色っぽいとか言ってたんだよー？　娘のターラが見てる前だってのにさ！」

「まあ」と目を見開いてから、レイナ＝ルウはくすくすと笑う。

「勘弁してくれよ」と言いながら、ドーラはまた頭をかくことになった。

（もうしばらくしたら、畑の仕事も一段落するからな。そうしたら……いよいよ森辺にお邪じや魔まできないもんか、アスタに相談してみるか）

　ドーラの足もとでは、ターラとリミ＝ルウが幸福そうに笑えみを交わし合っている。

　すべての宿場町の民と、すべての森辺の民が、こんな風に笑い合えるようになったら――そのときこそ、自分たちは本当の同どう胞ほうに成り得たのだと、胸を張ることができるのだろう。

　自分が生きている内に、そのような行く末を迎えることはできるのか。そのようなことはわからなかったが、ドーラは自分が正しいと信じた道を進むことに迷いはなかった。
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「あの貴族は、どうにも気にいらぬ……」

　夜――

　森辺の族長でありスン本家の家長でもあるザッツ＝スンは、底ごもる声でそのように言った。

　スンの本家の、ザッツ＝スンの寝しん所じよである。部屋の中には、ザッツ＝スンとテイ＝スンの姿しかない。その部屋にはザッツ＝スンの放つ猛もう烈れつな怒ど気きと苛いら立だちの念が満ちてしまっているようで、テイ＝スンはたいそう息苦しい心ここ地ちを味わわされることになった。

　ジェノスの北側にあるトゥラン領の屋や敷しきを訪れて、貴族から褒ほう賞しよう金きんを受け取った、その夜のことである。ザッツ＝スンは、憤いきどおっていた。ジェノス領主の代理人が老ろう齢れいで身体を壊したため、本日から新たな貴族が森辺の民との交こう渉しよう役やくを担になうことになったのだ。トゥラン伯はく爵しやく家けの当主であると名乗ったその者は、確かに今まで以上に虫の好かない、厄やつ介かいな相手であるように思えた。

「これまでの貴族どもとて、我々を蔑さげすんでいるということに変わりはなかったが……あの者は、まるで野の獣けものでも見るかのような目つきで我々を見ていた。自分たちこそが、ムントのごとき醜しゆう悪あくな人間であるにも拘かかわらず、な……」

「しょせん石の都の貴族どもなどは、魂たましいが穢けがれているのです。何もお気になさる必要はないでしょう」

　テイ＝スンには、そのようにしか答えることはできなかった。

　どうせ貴族どもなど、年に四回、褒賞金を受け取るときにしか顔をあわせることもないのだ。あのような連中は、放っておけばよいと思う。

「だが、腑ふ抜ぬけのズーロでは、あのような貴族どもと渡り合あうこともできまい。……ようやく生まれたズーロの長子も、女児であったしな」

「ズーロ＝スンは、まだ十八です。齢よわいを重ねれば、自おのずと族長としての力を身につけましょう」

「あの腑抜けが齢を重ねたところで、どうにかなるものか……？　我の生命とて、永遠ではないのだぞ……？」

　ザッツ＝スンの黒い瞳が、圧力を増してテイ＝スンを責めたててくる。

　ザッツ＝スンは、たしかテイ＝スンより六歳年長、いまだ三十七歳ていどであるはずだ。テイ＝スンよりも拳こぶしひとつ分ほど大きいその身体には、途と方ほうもない狩かり人うどとしての力がみなぎっている。あと五年でも十年でも、族長として君臨することは可能だろう。

　しかし確かにギバ狩りの仕事をつとめていれば、どのように力を持つ狩人でも、いつ森に朽くちるかはわからない。そうなったとき、ザッツ＝スンの唯ゆい一いつの子であるズーロ＝スンに、一族を導く力が備わっているかどうか――言葉とは裏腹に、テイ＝スンも不安をぬぐうことはできなかった。

「あれならば、次じ兄けいや末まつ弟ていのほうがまだしも強い力を持っていた……森は何故、ズーロではなくその弟たちの魂を召めしてしまったのであろうな……」

「それは、あまりな物言いです。ズーロ＝スンに力が足りなければ、我々血族がその力となり、支えてみせましょう」

「ふん……せめてズーロに、ミギィ＝スンの半分ほどの豪ごう胆たんさでも備わっていればな……」

「ミギィ＝スンの半分も豪胆であれば、それは立派な荒あらくれ者ものでございましょう」

　ザッツ＝スンの逆げき鱗りんに触れるのは恐おそろしかったが、テイ＝スンはそのように反はん駁ばくせずにはいられなかった。

「ここのところのミギィ＝スンの有り様は、目に余ります。この前の家長会議などでは、ルウの血族を相手に刀を抜ぬきかねない騒さわぎだったではありませんか。ルウ家はスン家にも劣おとらぬ力をつけつつあるのですから、むやみに挑ちよう発はつするような真似はつつしむべきです」

「……それはルウ家が、スン家から族長筋の座を簒さん奪だつしかねないという意味であるか……？」

　ザッツ＝スンの双そう眸ぼうが、黒い炎ほのおを噴ふきあげる。その怒いかりの波動を全身に感じながら、テイ＝スンは必死に「いえ」と首を振ってみせた。

「いかにルウ家といえども、そのような無法を働くはずはありません。……いっそのこと、スン家はルウ家と血の縁を結ぶべきなのではないでしょうか？」

「ほう……貴様はそこまでルウ家の力を恐れているのか、テイ＝スンよ……？」

　ゆらゆらと揺れる燭しよく台だいの火に照らされて、ザッツ＝スンはそれこそ獣のように笑った。

　岩いわ肌はだのようにごつごつとした、魁かい偉いな顔である。しかし、ザザやドムであれば、もっと厳いかつい容よう貌ぼうをした狩人など山ほどいるだろう。だが、そういった者たちともかけ離はなれた圧力と気き迫はくが、ザッツ＝スンには備わっている。

　ザッツ＝スンは、生まれながらの族長であるのだ。

　誰だれよりも強く猛たけ々だけしい、森辺の支配者なのだ。

　テイ＝スンは背筋に冷たい汗あせを感じながら、「いえ――」ともう一度首を振りかけた。奇き怪かいなわめき声が響ひびきわたってきたのは、そのときである。

「父上――父ザッツは、どこにおられるか？　父ザッツよ――！」

　それは、ズーロ＝スンの声であった。完全に惑わく乱らんしきっている。その声に驚いたのか、遠くの部屋で赤子のヤミル＝スンが泣きだす声まで聞こえてきた。

　ザッツ＝スンは苛立たしげに双眸を燃やしながら、動かない。さほど待つまでもなく、寝所の戸は外側から引き開けられた。

「おお、父ザッツ！　それに、テイ＝スンも……た、大変です！　ル、ルウ家の男衆どもが、スンの集落に乗り込んでまいりました！」

「ルウ家の男衆どもだと……？」

　ザッツ＝スンが、刀を引っつかむ。

「ルウ家がスン家に何の用だ……さては、刀をもって族長の座を簒奪する心づもりであるか……？」

「そ、それはわかりません！　しかし、ものすごい人数です！　さ、三十名はいるように思えます！」

　三十名――それは、相当数の眷けん族ぞくの狩人まで引き連れてきたということだ。このスンの集落には、二十名足らずの狩人しか存在しない。これで刀を交えることになったら、スン家が滅ほろぶことになるだろう。

「悪逆なるルウ家め……そのていどの人数でこのザッツ＝スンの首をとれると思っているなら、試ためしてみるがいい……」

　ザッツ＝スンは、ゆらりと立ち上がった。その父親よりもひと回りは大きな図ずう体たいをしたズーロ＝スンが、怯おびえた様子で後ずさる。

「族長ザッツ＝スンよ、どうか短たん慮りよだけはおつつしみくださるよう。……まずは言葉を交わして、ルウ家の者どもの心づもりを確かめるべきです」

　言いながら、テイ＝スン自身も刀を取り、立ち上がった。

　そして、考える。ルウの家長とは、そこまで悪逆な男であったろうか、と。

　確かに前回の家長会議において、ミギィ＝スンの愚おろかな所業により、スン家とルウ家はいっそうの悪あく縁えんを結ぶことになってしまった。が、それはその場で和解がなされたはずだ。もとより、血気にはやった若わか衆しゆう同士の諍いさかいであったのだから、あれしきのことで復ふく讐しゆうの刀を取ることなど、森辺の掟おきてが許さないだろう。

（もしや、それとは別に、またミギィ＝スンが災さい厄やくの種を蒔まいたのでは……？）

　そんな不安がぬぐえない。

　ともあれ、真相を確かめる他なかった。

　心配げな女衆らは家に残し、ザッツ＝スン、ズーロ＝スン、テイ＝スンの三名で外に出ると、集落の突き当たりに松明たいまつの火が燃えていた。

　おびただしい数の狩人らが、西と東に分かれて対たい峙じしている。スンの分家の男衆たちも、騒ぎを聞きつけて飛び出してきたのだろう。しかしやっぱり、その人数は外側に陣じん取どっている狩人たちの半数ていどにしか至っていなかった。

「……いったい何の騒ぎであるかッ！」

　ザッツ＝スンが、怒ど号ごうをあげた。

　血族たちはほっとしたように道をあけ、ルウ家の狩人たちは一気に激情の気配をみなぎらせる。

「何の騒ぎもへったくれもあるか！　ミギィ＝スンとかいう痴しれ者を今すぐに引き渡せ！」

　その先頭にいた大おお柄がらな人影が、ザッツ＝スンに劣らぬ声で応じてきた。ザッツ＝スンは、革かわ鞘ざやに収められた刀を手に、その男と相対する。

「誰だ、貴様は……？　森辺の族長ザッツ＝スンに、名を名乗るがいい」

「貴様が、族長ザッツ＝スンか。俺は、ルウ本家の長ちよう兄けいドンダ＝ルウだ」

　まだ若い、青い火のような目をした狩人であった。ズーロ＝スンと同じぐらい上背があるが、その長身は見事に引き締しまり、狩人としての力にあふれている。

「ほう……貴様がルウ家の跡あと取とりか……ということは、これはルウ家の家長も認めた蛮ばん行こうであるということであるな……？」

「蛮行に手を染めたのはどちらだ！　いいから、ミギィ＝スンを引き渡せ！」

　ドンダ＝ルウもまた、今にも刀を抜きかねない様子であった。ザッツ＝スンの、森の怒りを結集させたかのような気迫に怯ひるむ様子もない。

（ドンダ＝ルウ……ルウ本家の長兄ドンダ＝ルウ、か……）

　これはいずれ、ひとかたならぬ傑けつ物ぶつに成長するに違いない狩人だ、とテイ＝スンはひそかに息を呑むことになった。その間も、両者の問答は続いている。

「ミギィ＝スンが、何だというのだ。和解のなされた話を蒸むし返かえして、族長筋に刀を向けようという心づもりであるか……？」

「和解が聞いて呆あきれるわ！　貴様は血族の犯おかした罪も知らずに、そのように呑のん気きな言葉を吐はいているのか、ザッツ＝スンよ。ミギィ＝スンは、ルウ家に嫁よめ入いりが決まっていたムファ家の女衆をさらったのだ！　いかに族長筋といえども、このような無法が許されてたまるか！」

「ムファ家の女衆……？」

　黒い瞳を爛らん々らんと燃やしながら、ザッツ＝スンがうなり声をあげる。

　そのような話は、テイ＝スンも初耳である。朝から一日行動をともにしていたテイ＝スンが知らないのだから、ザッツ＝スンだって知るはずはなかった。

「数日前に、ミギィ＝スンという痴れ者とムファの女衆は宿場町で顔をあわせてしまったのだ。そのときにその痴れ者めは、ルウ家ではなくスン家に嫁入りをせよと女衆に詰つめ寄った。それを拒こばまれたために、ミギィ＝スンめはこのような凶きよう行こうに及およんだのだろう。……わかったら、その痴れ者めとムファの女衆を今すぐこの場に連れてこい！」

　ザッツ＝スンはドンダ＝ルウの長身をにらみすえたまま、「ミギィ＝スンはどこか……？」と血族らに問うた。しかし、族長の左右に立ち並んだ分家の男衆らは、厳しい面おも持もちで首を振る。

「今日は昼から、ミギィ＝スンの姿を見た者はおりません。スン家は現在、休息の期間でありますため……」

「ふん。だから宿場町で、昼から酒などをかっくらっていたわけか」

　ドンダ＝ルウが、乱暴にその言葉をさえぎった。

「休息の期間に何をしようが勝手だがな、嫁入りを拒む女衆をさらうことなど、許されてたまるか！　森辺の掟と秩ちつ序じよを守るために、ミギィ＝スンにはその身で罪を贖あがなってもらおう！」

「ずいぶん勇ましく吠ほえておるな。吠えれば吠えるほど、己おのれの愚かさを示すことになるぞ、ルウ家の狩人よ」

　と――冷ややかな悪意に満ち満ちた男の声が、闇やみの向こうから響きわたる。そちらを素す早ばやく振り返りながら、ドンダ＝ルウは刀の柄に手をかけた。

「何だ、貴様らは！」

「何だと問う貴様らこそ、何だ。ここは族長筋スン家の集落であるぞ」

　何か猛烈な熱気のようなものが、ひたひたと近づいてくる。やがて姿を現したのは、ギバの毛皮や頭骨をかぶった、狩人の一団――スン家の眷族たるザザやドムの男衆たちであった。

　総勢は、ルウ家の者どもとほぼ同数、三十名近くに及んだだろう。その中から、唯一毛皮や頭骨をかぶっていない巨きよ躯くの狩人が進み出てきた。

　ドンダ＝ルウよりも長身で、ズーロ＝スンよりも肉厚の体格をした、ざんばら髪の大男――ミギィ＝スンである。そうと察したらしいドンダ＝ルウが、いよいよ怒りに双眸を燃えあがらせた。

「貴様が、ミギィ＝スンだな……？」

「いかにも。スンの分家の家長、ミギィ＝スンである」

　ミギィ＝スンは、ザッツ＝スンの姉の息むす子こであり、四つある分家の家長の一人でもあった。だが、この場にいるどの狩人よりも恵めぐまれた体格をしておりながら、その齢はいまだ十五を越こしたばかりで、つい半年ほど前に家長の座を継ついだばかりの身でもある。異様にせりだした眉まゆの下で、大きな目をぎらぎらと輝かせる、これもまた野や獣じゆうのごとき勇猛なる狩人であった。

「どうせ貴様らがムファ家の者たちにたぶらかされて、のこのこと姿を現すのだろうと思ってな。北の集落の狩人らに助力を頼たのむため、集落を離れていたのだ。……スンの家長にして森辺の族長ザッツ＝スンよ、スンの同胞らに無用の不安を与えることになってしまい、まことに申し訳ありませんでした」

　この乱暴者のミギィ＝スンも、ザッツ＝スンにだけは敬意を払はらうことを忘れていなかった。というか、この乱暴者がへりくだるのは、この森辺において族長をおいて他になかったのである。

「……これはいったいどういう騒ぎであるのか、説明してもらおうか、ミギィ＝スンよ……？」

　底ごもる声こわ音ねで問うザッツ＝スンに、ミギィ＝スンはいっそう深く頭を垂れる。

「これは、スン家とルウ家に諍いを起こさせようという、ムファ家の企たくらみであったのです。ルウ家に嫁入りが決まっていたムファ家の女衆が、よりにもよってこのミギィ＝スンをたぶらかさんとしてきたのですよ」

「貴様、根も葉もない虚きよ言げんを抜かすな！　ムファの女衆をたぶらかそうとしたのは、貴様のほうだろうが！」

「ほう？　何をもって、俺の言葉が虚言だと？　俺は先日、宿場町に下りた際に、ムファの女衆めに声をかけられた。自分はルウ家に嫁入りするよう家長に命じられてしまったが、本当は族長筋たるスン家の血族になりたかったのだと、その女衆めはそのように述べてきたのだぞ？」

　巨きよ大だいな顔面にいびつな笑いを浮うかべながら、ミギィ＝スンはそのように言った。

「すでに嫁入りが決まっているなら、何を望もうと詮せん無なきことだ。ルウ家とてスン家に負けない力をつけつつあるのだから、そちらで森辺の民たみとしてのつとめを果たすがいい。……俺はそのように応じてその場はおさめたのだが、今日、家人の目を盗ぬすんで、その女衆めは俺の家を訪おとずれてきたのだ」

「貴様……！」

「その女衆めは、自ら装束を脱ぬぎ捨すてながら、このように言った。自分を嫁よめにして、ムファをスンの眷族にしてほしい……そして、何かと族長筋に楯たて突つくルウなどは、スンの力で滅ぼしてほしい、とな。どうやらルウ家は、あちこちで不和の種を蒔いているようであるな？」

　もはやルウ家の狩人たちは、全員がドンダ＝ルウと同じように怒りの気配をみなぎらせていた。その中から、ドンダ＝ルウのかたわらに控ひかえていた褐かつ色しよくの髪の若衆が怒ど声せいを張り上げる。

「戯ざれ言ごともいいかげんにしろ！　ならばその女衆からも、真実はどうであったかを語らせてみるがいい！」

「それは、かなわぬ申し出だ」

　ミギィ＝スンが、眷族の狩人らを振り返る。すると、一団の最後方から、ドムの男衆が一名、進み出てきた。

　その逞たくましい腕うでによって運ばれてきたのは、革かわ紐ひもを結ばれた引き板であり――その大きな板の上には、ぞっとするような膨ふくらみを持つ布がかぶせられていた。

　褐色の髪をした若衆が、愕がく然ぜんと立ちすくむ。

「まさか、これは――」

　ドムの男衆が、無造作に布を剥いだ。

　布の下には、誰もが予想していた通りのものが、冷たくなって横たわっていた。

　そのあまりの惨むごたらしさに、テイ＝スンは思わず顔を背そむけてしまう。

「この痴れ者めは、嫁入りを拒むならば掟に従って目玉を差し出せ、と俺に刀を向けてきた。自ら裸ら身しんをさらしたくせに、ふざけた言い草であろう？　……このような痴れ者に、森辺の民を名乗る資格はない」

「おのれっ！」と若衆が躍おどりかかろうとする。その腕を、ドンダ＝ルウが素早くつかみ取った。

「やめておけ、ダン＝ルティム」

「何故だ!?　このような無法が、許されてたまるか！　こいつは――こいつは、森辺の同胞を――！」

　ダン＝ルティムと呼ばれた若衆は、褐色の長い髪を振り乱みだして、ミギィ＝スンにつかみかかろうとする。まだ二十になるかならずという若さでありながら、その長身にはドンダ＝ルウに負けない力と気迫があふれかえっていた。

「森辺の族長ザッツ＝スンよ、貴様はどのように判ずるのか、それを聞かせてもらおう」

　炎のごとく双眸を燃やしながら、ドンダ＝ルウが静かに問う。

　ザッツ＝スンは、悪あつ鬼きのごとき笑みでそれに報むくいた。

「ミギィ＝スンの述べる通り、このような痴れ者に森辺の民たる資格はない。森に魂を返す他に、道はなかったであろう。……大事に至る前に真相が知れたのは、僥ぎよう倖こうであったな。スン家とルウ家が争えば、森辺を二分する大きな戦いとなり、ともに滅ぶしかなかったのであろうからな」

「なるほど。それが貴様の答えか」

　ドンダ＝ルウは感情の欠落した声で言い、引き板にのせられたものを両りよう腕うでですくいあげた。

「俺にルウ家の道を決する資格は、まだ与あたえられていない。……貴様たちは、それこそを僥倖と思っておけ」

「ふむ。言っている意味はよくわからぬが、このような無法を働いたムファの者どもには、どのような罰ばつが必要であろうかな……？」

「ムファとは、必ず血の縁を結ぶ。ルウの眷族に手を出すつもりなら、今度こそ相応の覚かく悟ごを固めてもらおうか」

　ドンダ＝ルウとザッツ＝スンの眼光が、闇の中で火花を散らす。

　ザッツ＝スンは、ギバの牙きばのごとき歯を剥むき出だしにして、哂わらった。

「このような痴れ者どもに情けをかけるとは、まこと奇き特とくなことであるな……その情の深さに免めんじて、族長筋に無礼な言葉を吐きかけた罪は不問としてやろう。ルウの家長にも、そのように伝えるがいい」

　そうしてルウとその眷族たちは、激情を押おし殺ころしながら立ち去っていった。

　その姿が完全に見えなくなってから、ザッツ＝スンが自分の眷族らを振り返る。

「ザザにジーンにドムの狩人らよ。このたびは、手間をかけさせた。しかし、お主らの尽じん力りよくによりムファの邪よこしまな企みは潰ついえ、ルウの者たちも己の不明を恥はじ入いることになった。……今こ宵よいはスンの集落で身体を休めていくがよい。スン家の果実酒で、お主らの労苦をねぎらわせていただこう」

　狩人たちは、ゆっくりと頭を垂れた。

　ザッツ＝スンの言葉には、不思議な支配力がある。もしもミギィ＝スンの言い分に疑念を抱いていた者があったとしても、これでそのすべては解消されたことだろう。

　うすら笑いを浮かべたミギィ＝スンと、冷ひや汗をぬぐっているズーロ＝スンとともに、狩人たちはスンの本家へと足を向けた。それを追おうとするザッツ＝スンに、テイ＝スンはすかさず囁ささやきかける。

「族長よ、ミギィ＝スンには、如い何かなる処分を与える心づもりでありましょうか？」

「如何なる処分？　……ミギィ＝スンは、森辺の民としてのつとめを果たしただけだ。特別に褒ほめたたえるような話でもあるまい」

　テイ＝スンは、言葉を失ってしまう。

　ミギィ＝スンが、どれほど自制のきかぬ人間であるか。それをまざまざと知らされているスン家の人間であれば、真実がどうであったかを察することは難しくないはずであるが――ザッツ＝スンは、本気でムファのようにちっぽけな氏族の人間が、スンやルウに災厄を招くような真似をしでかした、と信じているのだろうか？

　そんなテイ＝スンの懸け念ねんを嘲あざ笑わらうかのように、ザッツ＝スンは口もとをねじ曲げた。

「本当に、ズーロめにミギィ＝スンの半分ほどの器量があれば、我もスン家の行く末を憂うれえる必要もなくなるのだがな……まったく、世の中とは上う手まくいかぬものだ」

　テイ＝スンは、やはり返す言葉をもてなかった。

　思えば――その夜から、スン家はゆっくりと滅びへの道を進むことになったのである。

　しかしテイ＝スンがその事実を思い知るには、まだ長きの時間が必要であった。
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　それから、六年の時が過ぎ去った。

　テイ＝スンも、はや三十七歳。髪かみにはいくぶん白いものがまじり始めている。

　テイ＝スンは、スンの分家の家長である。しかし、本家との血けつ縁えんはだいぶん薄うすまっているし、現在は家族も妻と娘むすめしかいない。スンの集落ではもっとも力のない家であるといえるだろう。

　だが、テイ＝スンは族長ザッツ＝スンの側近としての役割を担わされてしまっている。単純に、狩人としてはザッツ＝スンやミギィ＝スンに次ぐ力を有しているし、わりと堅かた苦くるしい理り屈くつ張った気き性しようをしていることが、それとは対極にあるザッツ＝スンの眼鏡にかなったのかもしれない。

（それを不満に思ったことなど、これまでは一度としてなかったが……）

　無人の祭さい祀し堂で、テイ＝スンはひとり祈いのりを捧ささげていた。

　信じ難いほど巨大なギバの頭骨が、静かにテイ＝スンを見下ろしている。先代の家長が、この地に集落を移した際に狩った、ギバの頭骨だ。

　かつての族長筋ガゼの家が滅んだのは、五十年以上も昔のことである。残された氏族の中で、新たな族長筋たる力を有していたのはスンとルウのみであったが、本家に女児しか残されていなかったルウ家は潔いさぎよく身を引き、スン家に族長筋の座を明け渡した――と、テイ＝スンは父からそのように聞いている。そうしてスン家とルウ家は北と南に分かれて、それぞれ狩人としての仕事を果たすことになったのだ。

　それが、いつからこのように険悪な仲になってしまったのだろう。

　むろん、その関係性が修復し難いぐらいに崩くずれてしまったのは、六年前のあの忌まわしい事件――ミギィ＝スンとムファの女衆にまつわる一件のせいなのであろうが、それより以前からもスン家とルウ家はおたがいを忌き避ひするようになってしまっていた。

（それはたぶん、ルウ家の力が増してきて、それをザッツ＝スンが警戒し始めた、というのが一番の理由であるのだろうが……ルウ家とて、理由もなく族長筋に楯突いたりはしないだろう。我々は、どこかで道を踏ふみ外はずしてしまったのだ）

　あるいはそれは、ザッツ＝スンがなまじ卓たく越えつした力を持って生まれ落ちたゆえの諍いなのかもしれなかった。

　ザッツ＝スンは、途方もない力を有している。それほど大きな身体をしているわけでもないのに、テイ＝スンとミギィ＝スンがまとめてかかっても、その背を地につけさせることはかなわないだろう。

　そしてザッツ＝スンには、人心を掌しよう握あくする力がある。ザザやドムの荒くれ者でさえ、ザッツ＝スンの前には頭を垂れる他ない。しかし、ザッツ＝スンに恭きよう順じゆんしようとしない存在もある。その一方がジェノスの貴族どもであり、もう一方が、ルウの一族であった。

（ザッツ＝スンは善悪など関係ないところで、ただ己に屈くつしない存在を許せない、と思ってしまっているのかもしれない）

　ジェノスの貴族とルウの一族に対するザッツ＝スンの心情は、もはや憎ぞう悪おの域にまで達しているように感じられてしまった。

　ジェノスの貴族に逆らえば、森辺の民は住む場所を奪うばわれる。

　ルウの一族と刃を交えれば、森辺の集落は滅びてしまうかもしれない。

　そうであるにも拘わらず、ザッツ＝スンはいつその咽の喉どもとを喰くいやぶってくれようかと牙を研といでいるような――テイ＝スンには、そのように感じられてならなかったのだった。

（母なる森よ――どうか、スン家の行く末に平安を……）

　そのとき、祭祀堂の入口あたりから幼い声が響きわたってきた。

「テイ＝スン、そのようなところにいたのね。族長があなたを捜さがしていたわよ？」

　テイ＝スンは、ハッと後方を振ふり返る。そこに立っていたのは、黒みがかった瞳ひとみを冷たく光らせる、綺麗な顔立ちをした幼き娘――本家の長ちよう姉しヤミル＝スンであった。

　テイ＝スンは何とはなしに胸が騒ぐのを覚えながら、立ち上がって、そちらに向かう。

「ザッツ＝スンが、わたしを捜していたと？　もうじき晩ばん餐さんの刻限であるというのに、いったいどうしたのであろうかな」

「知らないわ。用件までは聞いていないから」

　ヤミル＝スンは、笑わない娘だった。

　まだ七歳になったばかりだというのに、人の心を見み透すかすような目つきをしている。テイ＝スンは、この娘のことが苦手だった。

「そうか。それでは、族長に直接お尋たずねすることにしよう」

　テイ＝スンは、頭を屈めて祭祀堂の外に出た。

　外に出ても、薄うす暗ぐらいことに変わりはない。太陽は西に沈しずみかけ、空はあやしい紫むらさき色いろに染まっていた。

　そうして本家に足を向けると、ヤミル＝スンもひたひたとついてくる。

「何となく、今日は朝から族長の様子がおかしかったように思えるわ」

　人間味のない平へい坦たんな声で、ヤミル＝スンはそのように語りかけてきた。

「もしかしたら、ルウ家を滅ぼす気持ちが固まったのかしら。刀を持つこともできないわたしたちは、いったい何をしていたらいいのかしらね」

「族長が、わけもなく刀を取ることなどありえないよ、ヤミル＝スン。そのように物ぶつ騒そうな話は、うかうかと口にするものじゃない」

「あら、だってルウ家は、スン家の仇きゆう敵てきなのでしょう？　だったら口をつぐんでいても同じことじゃない？」

　ヤミル＝スンは、どうしてこのような子供に育ってしまったのだろう。母は早くに失ってしまったが、本家の長子として何不自由なく育てられてきたはずであるのに、この娘には、大事な何かが欠落してしまっていた。

（とてもあのズーロ＝スンの子とは思えぬような娘だ。……しかし、ザッツ＝スンの血を引いていると考えれば、おかしな話でもないのだろうか）

　ザッツ＝スンは、四人生まれた孫の中で、このヤミル＝スンをもっとも目にかけているように思う。

　あれが男児であったならな――と、そのような言葉をもらすのも一度や二度ではなかった。

「ん……あれは、何の声だ？」

　本家に近づくにつれ、何やら子供の泣き声が聞こえてきた。

　生まれたばかりの末弟ではない、もう少し大きな男の子の泣き声だ。

「ミギィ＝スン!?　いったい何を――」

「おお、テイ＝スンか。ずいぶん遅おそい参上ではないか」

　本家の前には、ミギィ＝スンが立ちはだかっていた。

　その手には、薪まきとして割られた棒切れが握にぎられており、そして――その足もとで、二人の幼子が泣いている。ズーロ＝スンの子である、ディガ＝スンとドッド＝スンだ。

　地面にへたりこみ、自分の頭を抱え込むような体勢で、わんわんと泣いている。その腕や首筋に青い打だ撲ぼくの痕あとがいくつも残されていることに気づき、テイ＝スンは言葉を失った。

「ああ、これか。これは、狩人としての稽けい古こをつけてやっていたのだ。せめて父親よりは立派な狩人に育ってもらわんと、本家の男衆としての面めん目ぼくが立たんだろうからな」

「馬ば鹿かな……このような幼子たちに、狩人としての稽古など必要なものか！」

　ディガ＝スンはまだ五歳で、ドッド＝スンはそれより一歳年少なのである。このような幼子を棒で打つなどとは、とうてい正気の沙汰とも思えなかった。

　テイ＝スンの大声にさらなる恐きよう怖ふ心しんを誘ゆう発はつされたのか、二人の幼子は「うわあん」と声をあげて逃にげ去さってしまう。

「おお、ヤミル＝スン、お前の弟たちは軟なん弱じやくだな。お前のように強い心を持っていれば立派な狩人になれたろうに、まこと惜おしいことだ」

　にやにやと笑うミギィ＝スンを冷たくにらみつけてから、ヤミル＝スンもぷいっとどこかに行ってしまった。その小さな背中を見送ってから、テイ＝スンはミギィ＝スンに詰め寄る。

「説明してもらおう。お前はいったい何を考えているのだ、ミギィ＝スンよ？」

　ミギィ＝スンは、二十一歳の若衆に成長していた。その巨躯にはいっそうの力があふれ、容貌はいよいよ獣じみてきている。だが、このときばかりはテイ＝スンも怯んではいられなかった。

「そのように眉を逆立てる必要はない。俺おれとて、好きであのような幼子どもをいたぶっていたわけではないのだ。これはスン家のため、ひいては森辺のために必要な措そ置ちであったのだ、テイ＝スンよ」

「必要な措置？　ディガ＝スンらをいたぶって、何が森辺のためになるというのだ！」

「大きな声を出すなというのに。……森辺には、ザッツ＝スンの意志を継ぐ新たな族長が必要なのだ。あの幼子たちにそのような器量が存在しないなら、今の内に己の弱さを叩たたき込んでおく必要があろう？」

　言っている意味が、さっぱりわからなかった。

　ザッツ＝スンが族長の座を退けば、それを継ぐのは唯一の嫡ちやく子しであるズーロ＝スンであり、さらにそれを継ぐのは長兄のディガ＝スンである。ミギィ＝スンが何を企もうと、その習わしを動かすことは絶対にできないはずだった。

「ズーロ＝スンには、族長としての器量など欠かけ片らも備わっていない。ならば、病びよう魔まに冒おかされたとでも言い張って、隠いん棲せいしてしまえばよいのだ。狩人として森に出ずに済むならば、あの軟弱者めは喜んで身を引くことであろうよ」

「たとえそうだとしても、それならば家長と族長の座はディガ＝スンに引ひき継がれるだけだ。その座を奪うことなど、他の誰にもできるわけが――」

「その前に、スンの本家には立派な長姉がいるではないか？　軟弱な長兄と次兄は余よ所その氏族に婿むこ入いりでもさせてしまえば、長姉の伴はん侶りよこそが新たな族長としての資格を得られるであろう？」

　ミギィ＝スンの双眸は、ぎらぎらと脂あぶらぎった輝かがやきを浮かべていた。それでテイ＝スンは、背中に冷水をあびせられたような心地を味わわされてしまう。

　この男は――それほどまでに、族長の座を欲ほつしているのだろうか？

「し、しかし……長姉のヤミル＝スンは、まだ七歳さいだ。婿を取れるようになるには時間がかかるし――」

「婿取りが許されるまで、あと八年。それぐらいの歳さい月げつならば族長ザッツ＝スンもご壮そう健けんであろうし、いざというときはズーロ＝スンめにしばし族長の座を預けてもよい。俺とて、せっかくの嫁はギバに襲おそわれて亡なくしてしまったのだから、何も不都合なことはなかろう」

「しかし！　ミギィ＝スンとヤミル＝スンでは、血が近すぎる！　あの娘は、お前の母の、弟の孫なのだぞ!?」

「騒ぎたてるような話ではあるまい。もっと小さな氏族であれば、そのていどの血の近さには目をつぶることもあると伝え聞くぞ？」

　ミギィ＝スンの澱よどんだ笑みは消え去らなかった。

「何にせよ、最後に決するのは族長にして家長たるザッツ＝スンだ。ありがたいことに、ザッツ＝スンは俺こそを次代の族長として迎むかえたいと、かねてよりそのような思いを抱いてくれていたからな。ザッツ＝スンの決定であれば、誰も異を唱えようとはしないだろう」

　テイ＝スンは、足から地面へと力が抜けていくような感覚を覚えた。

　ザッツ＝スンは、確かにミギィ＝スンの力を欲していたのである。ミギィ＝スンならば、ルウ家にも貴族にも屈することなく、スン家に繁はん栄えいをもたらしてくれるだろう――と。

　テイ＝スンは、自分の中の何かがみしみしと音をたてて崩れていく音色を聞いたような気がした。

「では、行くか。いつまでも族長をお待たせするわけにもいかんからな」

　勝かち誇ほこったように笑いながら、ミギィ＝スンは本家の扉とびらを叩いた。

　本家には、ヤミル＝スンの他に女衆は存在しない。よって、分家からかまどの仕事を果たしに出向いてきていたらしい壮そう年ねんの女衆が、テイ＝スンたちを迎え入れてくれた。

　重い足取りで、ザッツ＝スンの寝所に向かう。大事な話をするとき、ザッツ＝スンは人の耳をはばかって、自分の寝所に呼びつけるのが常であった。

「ようやく来たか、ミギィ＝スンにテイ＝スンよ……」

　地鳴りのような声音が響く。

　ザッツ＝スンは、すでに四十を越える齢になっていた。しかしそれでも、その力に微み塵じんも衰おとろえは見られない。

　室内には、ザッツ＝スンの放つ猛烈な生命力が満ちており――そして、三名の男衆たちが先んじて座していた。

「戸を閉めて、座すわるがいい。……今日は貴様たちに、スン家の存亡をかけた重要な話をしようと思う」

　テイ＝スンは、まだミギィ＝スンからもたらされた衝しよう撃げきから脱だつせぬままに、力なく膝ひざを折った。その耳に、ザッツ＝スンの声音が容よう赦しやなく響いてくる。

「この近年のスン家の衰すい退たいを、我は深く憂ゆう慮りよしている。……ギバどもは森の端はしにまで姿を現し、男衆ばかりか女衆までもが幾いく人にんも生命を落とすことになった……テイ＝スンよ、現在スン家に残されている血族は、何名か？」

「は……五歳を越えた血族は、総勢で三十七名となりましょう」

　森辺においては、五歳を越えるまでは婚こん儀ぎや葬そう儀ぎの会に参加することも許されず、また、血族の人数にも数えられないのである。

　ザッツ＝スンは、苛立たしげに咽喉を鳴らした。

「ついに、四十名を割ってしまったのだな……このままでは、スン家はルウ家よりも小さき家と謗そしられることにもなろう」

「は……ですが、眷族の数ではスン家のほうが上回っております。決してルウ家に力で劣っているわけでは――」

「スン家そのものに力がなければ意味はないのだ。それならば、ザザとドムとジーンが裏切ったとき、それに抗あらがう力がスン家には存在するのか？」

　ザッツ＝スンの声は決して大きくはならなかったが、そこにははっきり怒りと苛立ちの響きがまじり始めていた。

「他の氏族は着々と血族の数を増やしているのに、スン家ばかりがその数を減じている……これは由ゆ々ゆしき事態であろうが？」

「それはきっと、スン家がどの氏族よりも果か敢かんにギバ狩りの仕事を果たしているからなのでしょうな。他の氏族の者どもは、ギバから逃げまどいつつ子作りにでも励はげんでいるのでしょう」

　醜悪な笑えみをたたえながら、ミギィ＝スンがそのように発言した。

　ザッツ＝スンは、黒い火のような目でそちらをねめつける。

「ミギィ＝スンの言葉は、ある意味で的を射ているのであろう……我の父は族長として、もっともギバの多い森の近くに集落を築いた。我々は、最初からどの氏族よりも多くのギバを狩る生を定められていたのだ」

「それこそが、狩人としての誇りでありましょうからな」

　ザッツ＝スンに対してこのように気安い口を叩けるのは、もはや集落にもミギィ＝スンしか存在しなかった。他の三名の男衆は、固く口を結んで、ただ族長の言葉を聞いている。

「狩人としての誇り、か……しかしジェノスの貴族どもは、そんな誇りを蔑ないがしろにしている。我々は、生命を賭としてジェノスの田畑を守っているというのに……あやつらは、わずかばかりの銅貨を支し払はらうのみで、我々に敬意を払うこともなく、陰かげでは蛮ばん族ぞくと蔑んでおるのだ」

　この六年間で、ザッツ＝スンの貴族どもに対する不信の念はつのりにつのりきってしまっていた。あの、トゥラン伯はく爵しやくを名乗るムントのごとき小男が、ザッツ＝スンの怒りに油を注いでしまっているのである。

「我々は、正面にジェノスの貴族どもを、背後にルウ家の者どもを……そして懐ふところにギバの存在を抱かかえ込んでしまっている。このままでは、いずれスン家の栄えい華がも潰えよう……」

「そのようなことはありません。族長ザッツ＝スンある限り、スン家の栄華は不ふ滅めつです」

　そして、ザッツ＝スンなき後は自分がその栄華を受け継ぐのだと、ミギィ＝スンの下げ卑びた笑え顔がおにははっきりそのように書かれている気がした。

「ミギィ＝スンよ……貴様であれば、貴族どもにもルウ家の者どもにも後おくれを取ることはないかもしれん……しかし、このまま血族の数が減じていけば、その限りではあるまい。貴様とて、一人でルウの血族すべてを相手取れるわけではないのだからな……」

「は……それはその通りでありますが――」

「そのように不安な顔をすることはない……我は、次代の族長にも変わらぬ栄華を受け継がせたいと、そのように願っているだけなのだ」

　と――ザッツ＝スンが、ふいに笑った。

　それはまるで、血に飢うえた悪鬼のごとき凄すさまじい笑みであった。

「そのために、我は一策を講じることにした……その前に、貴様たちの覚悟のほどを知っておきたかったのだ。我はスン家の繁栄のために、ひいては森辺の民の繁栄のために、あえて大きな禁きん忌きを犯す……貴様たちは、何があろうとも我の真情を疑うことはない、と誓ちかうことができるであろうかな？」

「禁忌を犯すとは、森辺の掟を破るという意味でしょうか？」

　テイ＝スンは、愕然と問とい質ただした。

　ザッツ＝スンは、変わらぬ笑みをたたえている。

「その通りである……ただし、我が欲よくのために破るのではない。狩人としての正しき道を進むために、新たな掟を打ち立てるのだ」

「そ、それはいったい――？」

「それを明かす前に、問うておきたいのだ……貴様たちは、我の言葉を信ずることができるか？」

　ザッツ＝スンの、さして大きくもない肉体から、激情が黒い炎となって渦うずを巻き始めたかのようだった。

「貴様たちが裏切れば、スンの家は滅ぶかもしれぬ……また、力が整うまでは、家族や血族といえども秘密は守り通さねばならぬ……我とともに古き掟を捨て去り、民を正しき道に導こうという覚悟が、貴様たちには備わっているか？」

「無論です」と、ミギィ＝スンがあっさりと答えた。

「森辺の族長が、正しき未来のために新たな掟を打ち立てる。そこに疑念を差しはさむ余地などあろうはずもありません。このミギィ＝スンは、族長とともにその大志を担にないたいと願います」

　三名の男衆も、硬かたい声音で「従います」と応じることになった。

　ザッツ＝スンの目が、ゆっくりとテイ＝スンに視線を定める。その凄まじい眼光に魂たましいを炙あぶられながら、テイ＝スンは生なま唾つばを飲み下した。

「森辺の民の繁栄のため……狩人として正しい道を進むため……なのですね？」

「……その通りである……」

　テイ＝スンは、苦く悩のうし、葛かつ藤とうした。

　強き力を得るためならば、ミギィ＝スンのような荒あらくれ者ものでも族長に迎えようという、そんなザッツ＝スンがどのような手段で己の道を突つき通とおそうとするのか。想像しただけで、身体が震ふるえてしまいそうだった。

　しかし――病魔に倒たおれてしまった妻と、まだ幼い娘のことを思う。テイ＝スンが伴侶に選んだ女衆は、生来身体が弱かった。産む子供もみな大きくなる前に亡くなってしまい、最後に生まれたオウラだけが、ようやく元気に育ってくれたのだ。

　ザッツ＝スンに逆らえば、スンの集落を追放されることになるだろう。スンの眷族を頼たよることもできないし、もしかしたら、ルウ家の者たちにつけ狙ねらわれることになるかもしれない。いまやルウ家ははっきりとスン家を敵視しており――そしてテイ＝スンは、長きに渡わたってザッツ＝スンの手足となり働いてきた身なのである。

　六年前、ただひとたびだけスンの集落に現れたドンダ＝ルウという狩人のことを思い出す。あの男は、決してスン家を許さないだろう。ムファの女衆を死に至らしめたミギィ＝スンと、それを許したザッツ＝スンを、絶対に許すことはないだろう。

　ザッツ＝スンの庇ひ護ごもなしに、あのような男に立ち向かえるはずがない。六年前のあの夜に、ミギィ＝スンの罪を追つい及きゆうできなかった時点で、テイ＝スンの道は定まってしまっていたのだ。

　永えい劫ごうとも思える苦悩の果てに、テイ＝スンは「従います」と応じていた。

「ならば、明かそう……これこそが、我々の進むべき正しき道である」

　そうして語られたザッツ＝スンの言葉に、その場にいた者たちは全員驚きよう愕がくの声をあげることになった。
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（モルガの森の恵みを荒あらす……まさか、それほどの禁忌を破ろうなどとは……）

　悪夢の中を泳いでいるような感覚で、テイ＝スンは本家の外にまろび出た。ともに家を出た男衆らも、呆ほうけた顔でそれぞれの家に戻もどっていく。

　森の恵みで、腹を満たす。

　ギバは、食べるために必要な分だけを狩かる。

　そうして森の恵みを収しゆう穫かくし続ければ、食べるものを失ったギバたちは集落のそばからいなくなる。それが、ザッツ＝スンからもたらされた「正しき道」であった。

「まずは、スン家が族長筋としての力を取とり戻すのだ。その末に、ザザやドムといった眷族たちにもこの教えを広めていき、ルウ家を滅ぼす力を手に入れる……そして最後には、ジェノスの貴族どもをも屈くつ服ぷくさせてみせよう」

　ザッツ＝スンの言葉が、頭から離はなれない。

「ルウ家の者どもを黙だまらせたのちには、すべての民にこの掟を守らせるのだ……さすれば、ギバは森からあふれ、ジェノスの田畑を喰らい尽つくすことになる。そうなってようやく、貴族どもは自分たちがどれほど我々の力を侮あなどっていたかを知ることになるであろう……そのときこそ、我々は狩人としての真の誇りを取り戻すことができるのだ」

　ザッツ＝スンは、ギバを己の刀として、貴族どもに立ち向かおうとしているのである。

　ギバの恐きよう怖ふを再びジェノスに撒まき散ちらし、この脅きよう威いを取り除けるのは自分たちだけなのだ、と――そのようにして、森辺の狩人の力を認めさせようとしているのだ。

「だが、まずはスン家が力を蓄たくわえるのだ。君主筋たるジェノスの領主に刀を向けるとあっては、多くの者が恐怖に屈してしまうやもしれぬからな……ルウ家を屈服させるまで、この大志は我々六名の中だけに眠ねむらせておくのだぞ……？」

　その六名に、ズーロ＝スンは含ふくまれていなかった。

　ということは――やはりザッツ＝スンは、ミギィ＝スンに族長の座を受け継がせようとしているのだろう。ヤミル＝スンが婿を取れるようになる八年後まで、自分自身が族長として君臨し、支配し続けるつもりなのだ。

　ザッツ＝スンは、四十三歳。ギバ狩りの仕事を打ち捨てれば、生命を危険にさらすこともない。八年後には、いったいどのような未来が待ち受けているのか。テイ＝スンには、想像することさえ難しかった。

「……どうしたのですか、テイ父さん？」

　と、ふいに薄うす闇やみの向こうから語りかけられた。

　振り返ると、立っていたのは娘のオウラだ。その手に大きな赤子を抱えながら、オウラははかなげに微笑ほほえんでいた。

「オウラ……お前こそ、このような場所で何をやっているのだ？」

「晩餐の支度が済んだので、本家でミダ＝スンの子こ守もりを手伝っていたのです。あまりに大きな声で泣くものですから、家の外を歩きながらあやしていました」

　そのミダ＝スンは、すぴすぴと鼻息をたてながら寝ね入いっていた。生まれたばかりとは思えない、ひとかかえもある巨大な赤子である。まだ十三歳のオウラはずいぶん重そうに、それでもたいそう大事そうに、ミダ＝スンの巨きよ体たいを抱えていた。

「幼子を持つ分家の女衆が乳をあげているのですけれど、自分の子にあげる分まで吸いつくされてしまいそうだと嘆なげいていました。この子はきっと、誰だれよりも大きな男衆に育つでしょうね」

　愛いとおしそうに、ミダ＝スンを見つめている。そんなオウラの姿を見ているだけで、テイ＝スンは心臓を握り潰つぶされるような思いであった。

（オウラも、禁忌を破らされるのだ……そして、それが他の氏族に知れれば、わたしたちは全員、頭の皮を剥はがされることになる）

　だからこそ、誰もが逆らえぬ力を得られるまでは、決してこの秘密を他の氏族に明かしてはならない、とザッツ＝スンは述べていたのだ。

　テイ＝スンは、無意識の内に奥おく歯ばを噛かみ鳴らしていた。

（絶対に、わたしの家族だけは守ってみせる……）

　それでも母なる森がこの行いを許さなければ、スン家は滅ほろぶことになるだろう。ザッツ＝スンが正しいのか、間ま違ちがっているのか。裁くのは、森だ。

「……ミダ＝スンならば、兄たちよりも強い狩人になれるやもしれんな」

　胸中に吹ふき荒れる激情をおし殺しつつ、テイ＝スンがそのように答えると、オウラは「そうですね」と微笑んだ。

　八年後、ミダ＝スンが族長の器たる片へん鱗りんを見せることは可能であろうか。そうすれば、ザッツ＝スンもミギィ＝スンに跡あと目めを継がせようという考えを捨ててくれるかもしれない。

　ザッツ＝スンに従うという道を選んだテイ＝スンであったが、あのミギィ＝スンを族長とするのは、あまりに危険に思えてならなかったのだ。もしも六年前の事件の真相が、テイ＝スンの思っている通りのものであるならば――ミギィ＝スンは、我欲のためだけに権勢を揮ふるってしまうかもしれない。それだけは、決して許すわけにはいかなかった。

「おや、まだ家に戻っていなかったのか、テイ＝スンよ」

　笑いを含んだ、ミギィ＝スンの声が響ひびく。

　テイ＝スンは、声のあがった方向をゆっくりと振り返かえった。

　本家から、ミギィ＝スンがのそりと出てくる。ミギィ＝スンだけは寝しん所じよに残って、ザッツ＝スンと何やら言葉を交かわし続けていたのである。

「うん？　そこの娘は――？」

「わたしはテイ＝スンの子、オウラ＝スンです。本家の仕事を手伝っていました」

　オウラは恐おそろしげに目を伏ふせつつ、そのように答えた。

「テイ父さんも、家に戻るのですね？　それではミダ＝スンを帰してきます。少し待っていてください」

「ああ、わかった」

　オウラは逃げるように、家の中へと駆かけ込んでいった。その小さな背中を見送りながら、ミギィ＝スンはにたにたと笑っている。

「お前の子供は、ずいぶん可か憐れんであるのだな。もう何年かすれば、さぞかし美しい娘に育つだろう」

「…………」

「小生意気な娘をねじふせるのも楽しいが、可憐な花を摘つみ取るというのも嫌きらいではない。お前がヤミル＝スンとの婚儀に反対するのであれば、あの娘を俺の嫁に差し出してみるか、テイ＝スンよ？」

　テイ＝スンの視界が、真っ赤に染まった。

　無意識の内に、腰こしのあたりをまさぐってしまう。

　しかし、刀は家に残したままであった。

「冗じよう談だんだ。族長の座と引き換かえにできるような娘など、この世には存在せぬであろうよ。さ、晩餐を食いに戻るか。……町で売られる野菜を食するのも、あとわずかだ。存分に味わってくれようぞ」

　聞くに堪たえない笑い声を響かせながら、ミギィ＝スンが闇やみの向こうに消えていく。

　目のくらむような憤ふん激げきを抱えながら、それでもテイ＝スンには無言で立たち尽くすことしかできなかった。
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　そうしてまた、四年もの歳月が過ぎ去っていった。

　ザッツ＝スンは四十七歳、ミギィ＝スンは二十五歳、テイ＝スンは四十一歳――そして、ヤミル＝スンは十一歳、娘のオウラは十七歳になっていた。

　ヤミル＝スンが婿を取れるようになるまでは、さらに四年の歳月が必要となる。それを見越して、ミギィ＝スンは新たな嫁も迎えずに独り身をつらぬいていた。

　だが、ミギィ＝スンが身をつつしむわけはない。あの暴ぼう虐ぎやくなる痴しれ者めは、小さな氏族や町の娘などを襲って憂うさ晴ばらしをしているような気配があった。

　テイ＝スンがズーロ＝スンにオウラの嫁取りを願ったのは、その魔ま手しゆから娘を守るためである。幸いなことに、気性の大人しい娘を好むズーロ＝スンは、快く嫁取りの話を受けてくれた。

　ズーロ＝スンが嫁を迎えるのは、これが五度目のことである。何な故ぜかズーロ＝スンの妻となる女衆は、子を生なした後、早々に魂を返してしまうのだ。

　その内の二名は、森の端でギバに襲われて身み罷まかられた。

　残りの二名は、産後の肥立ちが悪くて亡くなってしまった。

　それは、ズーロ＝スンがか弱げな女衆を好む気質であったゆえかもしれないし――あるいは、ザッツ＝スンとともに暮らすという心労からの衰すい弱じやくなのかもしれなかった。

　しかし、婚儀をあげてすぐツヴァイという子を授さずかり、二年が経過した現在も、オウラが生命を散らすことはなかった。オウラは外見ほど、か弱い娘ではないのだ。そうでなければ、テイ＝スンとてズーロ＝スンへの嫁入りなど考えなかったことだろう。

　そして、オウラがズーロ＝スンに嫁とついだ年に、ついにテイ＝スンの伴侶が病で亡くなってしまったため、テイ＝スン自身も本家の家人となることにした。オウラひとりに苦しい思いはさせまいという、せめてもの償つぐないの気持ちからである。

　何にせよ、浅ましい話だと思う。

　自分の家族さえ無事であればいいという、そのテイ＝スンの性根がだ。

　ミギィ＝スンが、どれほど悪あく辣らつな手口で己おのれの欲望を満たしているか――それを薄うす々うす知りながら、テイ＝スンは何の策も講じようとしなかった。それを咎とがめる気力さえ、テイ＝スンはこの四年間で失ってしまったのだ。

　この四年間、スン家の人間たちはモルガの恵めぐみを荒らし続けてきた。なおかつ、それ以上の罪にまで手を染めてきた。旅人や農村を襲い、その富を略りやく奪だつするなどという悪行までを犯おかしてしまったのである。

　その罪を知るのは、族長ザッツ＝スンを含む六名の男衆のみであったが――その富で、スン家はさらなる豊かさを手中にすることができた。

　モルガの恵みを荒らしたために、集落のそばからギバは消え始めた。今では、月に数頭ていどが狩れるばかりである。それも、罠わなに掛かかったギバを捕とらえるだけで、己の生命は決して危険にさらさない。スン家の人間は、長きに渡って安あん寧ねいに満ちた生を送ることができた。

　しかし――血族の数は、なかなか増えなかった。たかだか四年で血族の数がそうそう増えることもない。勇ゆう猛もうなる北の一族を従わせて、ルウの一族に戦いを挑いどむのには、まだまだ時間が必要となるのだろう。

（……それまでずっと、このような秘密を抱えていかなくてはならないのか）

　しかもテイ＝スンは、二重の秘密を抱えていた。略奪を働いているという秘密は、家族にすら打ち明けることができない。これは、族長たち六名と――そして、ジェノスの貴族どもだけが知る、絶対の秘密なのだった。

「其方そなたたちには、略奪の罪の疑いがかけられているのだぞ、森辺の族長よ……？」

　当初、トゥラン伯爵を名乗る小男はそのように言っていた。

「それが真実であるならば、我々もジェノスの法に基もとづき、其方らを罰さねばならぬ……いかに褒ほう賞しようの額に不満があろうとも、そのような罪が許されるはずもなかろう……？」

「それはとんだ言いがかりであるな。我々がいったいどのような罪を犯したというのか、証あかしがあるならばそれを示してもらいたいものだ」

　ザッツ＝スンは獣けもののように笑いながら、そのように応じてみせた。

　それに対して、トゥラン伯爵はムントのような笑いを返す。

「証は、ない……しかし、ジェノスの災わざわいとなるような罪は、我とて見過ごすことはできぬのだ……」

　これ以上の罪を重ねるならば、森辺の族長とて処断する他ない。そのように警告を与えているのだと、最初はそのように思っていた。

　しかし、違ちがったのだ。

　褒賞金を受け取ってトゥラン伯爵の館やかたを出ると、覆ふく面めんで顔を隠かくした男がテイ＝スンたちに近づいてきたのである。

「伯爵様は、森辺の民たみと事を荒あら立だてるおつもりはないのです。森辺の民の狩人としての力は、ジェノスにとって必要なものですからな。……ですから、森辺の民がさらなる富を求めているのならば、ジェノスにとって無用な商団のみを標的にすればよいのではないでしょうか」

　図ずう体たいばかりがやたらと大きい、いかにもあやしげな男であった。東の民のように頭ず巾きんを深々とかぶり、目から下には灰色の布を巻いている。唯ゆい一いつ外気にさらされているその鳶とび色いろの瞳には、トゥラン伯爵とそっくりの粘ねばっこい光が浮うかんでいた。

「ふむ……どこの誰だかは知らぬが、貴様も誇り高たかき森辺の民を、野盗呼ばわりしようというつもりであるのだな？」

　ザッツ＝スンが腰の刀に手をのばすと、その男は慌あわてふためいた様子で身を引いた。

「滅めつ相そうもございません。わたくしは、森辺の民はもっと安楽な生を生きるべきだと願っているだけなのです。……ジェノスにとって利にならぬ商団がどうなろうとも、ジェノスが兵を動かす理由はありません。幸いわたくしは、そういう商団にいくつも心当たりがあるのです」

　そうしていくつかの商団の行路を教え、なおかつ扱あつかいに困る財宝などがあった場合は自分が銅貨に換えましょう、などという言葉を残して、その男はそそくさと立ち去っていった。

「さて、これが我々を陥おとしいれようという策さく謀ぼうなのか、あるいは我々に適当な餌えさでもあてがおうという魂こん胆たんなのか……行く末が楽しみであるな」

「まさか、あのようにあやしげな男の言葉を信じてしまうのですか？」

「信じはせん。しかし、最後にすべてを呑のみ干ほすのは、我々だ」

　ザッツ＝スンは、それらの商団をすべて襲った。

　その場にいた人間は皆みな殺ごろしにして、富を奪うのだ。

　策謀であったにせよそうでなかったにせよ、六名もの狩人がそろっていれば、その仕事をしくじることはなかった。しかもその中には、森辺でも有数の狩人であるザッツ＝スンとミギィ＝スンも含まれているのである。

　テイ＝スンの刀も、罪なき人間の血で濡ぬれることになった。

　しかし森は、いつまでもテイ＝スンたちの魂を召めそうとはしなかった。

　ならば、これが正しき道なのだろうか？

　ザッツ＝スンの言う通り、これが森辺の民に正しき未来を与あたえる行いであるのだろうか？

　テイ＝スンには、わからなかった。

　ただ、気持ちを殺して刀をふるうしかなかった。

　そうして、いつしかテイ＝スンは、怒いかりも悲しみも感じない人間になってしまっていた。

「ジェノスの兵の長をつとめる男が、独自にあなたがたを討とう伐ばつする計略を練っているようです……」

　そのような言葉が届けられれば、夜や闇あんに乗じてその男を殺害した。

　また、眷けん族ぞくを招く宴のためにアリアやポイタンといった町の野菜が必要なときは、農園を襲ってそれを手中にした。

　それだけの罪を犯しても、テイ＝スンの心が動くことはなかった。

　森辺の集落の民たちも、ミギィ＝スンの無法なふるまいには怯おびえつつ、スン家がこれほどの罪を重ねているとはまったく気づいていない様子であった。

　そして――

　その日がやってきたのである。




◇




「しくじるなよ、テイ＝スンよ？　勝負は、峡きよう谷こくに差しかかってからだからな」

　森の奥おく深ふかくの道なき道を進みながら、ミギィ＝スンがそのように囁ささやきかけてきた。

　二人の背後には、三十名からの商団が隊列をなしている。東の王国シムを目指す、ジェノスの商団である。二頭引きのトトスの荷車が七台もあり、緑の深い獣けもの道みちを苦労しながら進んでいる。

　この商団が、本日の標的であった。

　この商団は、こともあろうにモルガの森を抜ぬけてシムに向かいたいなどと、そのように申し出てきたのである。

　それで、スン家の人間が先導役を依い頼らいされることになった。

　この大きな荷車の中には、シムに売りつけるための財宝や食しよく糧りようが山のように積まれているのだ。ザッツ＝スンが、このような好機を逃のがすはずもなかった。

「もしかしたら、これこそが我々の罪を暴あばきたてるための策謀なのではないでしょうか？」

　テイ＝スンがそのように進言しても、ザッツ＝スンには嘲あざ笑わらわれるのみであった。

「その商団は、サトゥラス伯はく爵しやく家けに縁ある商団であるなどと抜かしていたではないか？　ならば、トゥラン伯爵であるあの男にとっては、どうでもよい存在なのだろうよ……」

　サトゥラス伯爵家というのは、どうやら宿場町を取り仕切る家であるらしい。確かにこの話をザッツ＝スンに告げてきたトゥラン伯爵も、関心の薄うすそうな素振りをしていた。

　ならば勝手にするがいい、とテイ＝スンは考える。ここは、森の奥深くだ。母なる森がテイ＝スンらの罪を許さぬなら、きっと然しかるべき罰ばつを下してくれるだろう。今のテイ＝スンには、すべての是ぜ非ひを森に託たくす気持ちしかなかった。

「モルガの森は死の森だなどと聞いていたのですが、ずいぶん美しいところなのですね」

　と――昼なお暗き森の中を進みつつ、亜あ麻ま色いろの髪かみをした若者がそのように呼びかけてきた。まだ若いが、この者が商団の長なのである。トトスの手た綱づなを握ったその若者に、テイ＝スンはうなずき返してみせる。

「森は神聖なる場所であり、我々の故郷です。死の森などと呼ぶのは、森に生きる力を持たない町の人間ゆえなのでしょう」

「ええ。ですが、このあたりではギバが出ることもそうそうないのですよね？　ギバのもたらす恐怖さえなければ、ここも生命にあふれた豊かな森であるのだなと感ずることができます」

「はい。このあたりはギバの糧かてとなる果実も少ないですし、それに、これだけの人数で気配も殺さずに歩いていれば、ギバは警けい戒かいして近づいてくることもありません」

　その言葉は、嘘うそではない。

　それでも、このあたりを縄なわ張ばりにしているサウティ家の者たちには、一日狩人としての仕事を休むように申しつけてある。表向きは、狩かり場ばを追われたギバがこちらに向かってきたら危険であるため。真の理由は、これから行われる凶きよう行こうを知られぬためである。

「ふうむ。このあたりはギバが少ないというのなら、いっそのこと樹木を切きり払はらって、誰でも通れるような道を築いてしまえばいいのではないでしょうかね？　そうしたら、この先はあなたがたの手をわずらわせることなく、こうしてシムへと向かうことが可能になります」

「おいおい、とんでもないことを考えるやつだな。こんな森の奥深くに、道を切り開こうってのか？」

　そのように応じたのはテイ＝スンではなく、若者の相棒である壮年の男であった。黄おう褐かつ色しよくの肌はだと立派な体格を持つ、この男が副団長であるらしい。若者は、そちらに向かって無む邪じや気きに笑いかける。

「ジェノスとシムを繋つなぐのは、毒どく蛇へびと毒虫の蠢うごめく砂さ漠ばく地帯の道だからね。はっきり言って、危険の度合いはモルガの森とさして変わらないぐらいだろう。それで、こちらを通ったほうが道程を短縮できるなら、やっぱりこの道を行くのが得策であると思えるじゃないか？　そうであるからこそ、僕ぼくたちもあえてこの道を辿たどることにしたのだしね」

「ま、道を切り開くかどうかを思おもい悩なやむのは、俺たちの仕事じゃない。それが得策と思えたなら、ジェノスの貴族様たちが何とかしてくれるだろうさ」

　大いに呆あきれつつ、副団長の男も笑っている。きっと、深い信しん頼らいで繋がれた仲間であるのだろう。どちらもごく平へい凡ぼんな町の人間に見えるが、目の光はとても強い。危険なモルガの森を通って遥はるかなるシムまでおもむこうという気き概がいを有した商人たちであるのだ。

「お……峡谷が見えてきたようだな」

　と、先頭を歩いていたミギィ＝スンが、笑いをこらえた声でそのように言った。確かに右手の方向に、黄色い岩いわ肌はだが見えてきている。

「では、ここらでギバ除よけの実を使っていただこう。このあたりだけは、ギバに襲われかねない危険な区域であるからな」

　商団の長である若者がうなずき、背後の仲間たちへと合図を送った。荷車の中から取り出された赤い果実が、男たちの手から手へと回されていく。

　ギバ除けの実ならぬ、ギバ寄せの実である。

　この実の香かおりでギバを招き寄せて、商団の者たちを一いつ掃そうしようという計略であるのだ。

　この商団の三十名の内、半数近くは銅貨で雇やとわれた護衛役だ。いずれも大した腕うで前まえではないように見えるが、より安全に仕事を果たすため、ザッツ＝スンとミギィ＝スンはこのような奸かん計けいを使うことに決めたのだった。

　ただし、ザッツ＝スンは今回の襲しゆう撃げきに参加しない。数日ほど前から、ザッツ＝スンは体調を崩くずしていたのだ。

　ザッツ＝スンも、あと三年で五十の齢よわいを数えることになる。よもやあのザッツ＝スンが、志も半ばに生命を散らすとは思えなかったが――それでも、これまでにはついぞ見られなかった陰りが、ザッツ＝スンのもとにも訪おとずれたのである。

　そのようなことをぼんやり考えていると、亜麻色の髪をした若者がテイ＝スンを振ふり返ってきた。

「これを潰して、中の果か汁じゆうを自分の身にかければよいのですね？」

「はい。その殻からはとても硬いので、刀の尻しりなどで砕くだくとよいでしょう」

　若者は、言われた通りに手の平の果実へと短たん剣けんの柄を振り下おろした。乾かわいた音色とともに赤い殻が砕け散り、わずかに朱しゆ色いろがかった果汁が煙けむりのように霧む散さんする。

「うわ、これは強きよう烈れつな香りだな。ジャガルの花のように甘あまい匂においだ」

「身にかけるまでもなく、髪や服に匂いがこびりついてしまいそうだぞ」

　テイ＝スンたちは、さりげなく身を引いていた。身を引いたぐらいでこの香りから逃れることはできないが、頭から浴びるよりはよほどましである。

　ギバ寄せの実は、ギバを引き寄せるばかりでなく、その凶きよう暴ぼう性せいをも増ぞう幅ふくさせる、きわめて危険な果実であるのだ。古き時代には、この果汁を自ら浴びてギバを招き寄せる『贄狩り』などという狩りの方法も存在したのであるが、あまりに危険であるために、現在ではすっかり廃すたれてしまっていた。

「よし、それでは香りの薄れぬ内に、出発いたそう」

　ミギィ＝スンの号令とともに、一同は岩場へと乗り出した。

　右手は断だん崖がい、左手は森である。この岩場を半日がかりで踏とう破はすれば、無事にモルガの外へと出られるはずだった。

　しかし、そのような未来は永遠にやってこない。

　半刻ていどの時が過ぎたところで、終しゆう焉えんと破は滅めつの足音が轟とどろいた。

「うん？　何やら森の向こうが騒さわがしいような――」

　副団長の男がそのようにつぶやいた瞬しゆん間かん――左手の森から、巨きよ大だいなギバが飛び出してきた。

　ギバ寄せの実の香りで、我を忘れているのだろう。そのギバは、愕がく然ぜんと立ちすくんだ男の一人を道連れにして、断崖の底へと転げ落ちていった。

「ギ、ギバだあ！」

　恐怖の悲鳴を聞きながら、テイ＝スンとミギィ＝スンは岩場を駆けていた。作戦通り、三名の同どう胞ほうたちが自らギバ寄せの実の香りを纏まとって、ギバをこちらに招き寄せてきたのである。

　テイ＝スンは、あるていど進んだところで足を止め、後方を振り返った。

　悪夢のような光景が、そこに現出していた。

　およそ十頭ものギバが、男たちを蹂じゆう躙りんしている。ギバの鋭するどい牙きばと角が、肉をえぐり、血ち煙けむりをあげさせる。何名かの男たちはギバの突とつ進しんをまともにくらって、崖がけの下へと落ちていった。

　荷車に繋がれたトトスらも、辿る運命は同一である。それどころか、恐きよう慌こうにかられたトトスまでもが暴れ始め、人間たちを踏ふみ潰したり、荷車で轢ひいたりしてしまっていた。

「おっと――」と、ミギィ＝スンが後方に跳とびのく。それと同時に、横合いの森からギバが現れた。

　やはり、テイ＝スンたちにも多少の香りが移ってしまっていたのだろう。ミギィ＝スンは、にたりと笑って大た刀ちを振り下ろした。

　その一いち撃げきで、ギバの脳天が砕け散る。四年間も遊びほうけていたというのに、その膂りよ力りよくにはいささかの衰えも見られなかった。

「ギバを狩るのは、ひさかたぶりだな！　どれ、森の精気をいただくとするか」

　びくびくと痙けい攣れんするギバの毛皮をひっつかみ、ミギィ＝スンはそのずんぐりとした身体を頭上に持ち上げた。ギバの割れた頭から噴ふきこぼれる鮮せん血けつが、ミギィ＝スンの巨体を真っ赤に染めあげていく。

　ギバの力、森の精気を体内に取り入れるための、これも古のしきたりである。スンの集落でも、このようなしきたりを行い続けているのは、ザッツ＝スンとミギィ＝スンの二名のみだった。

　そういえば、自分も祭さい祀し堂で森に祈いのることもなくなったな――と、テイ＝スンはぼんやり考える。

　そのとき、ミギィ＝スンが「ぬう!?」とうめいた。

「商団の男が、森に逃にげ込もうとしているぞ！」

　振り返ると、亜麻色の髪を赤く濡らした若者が、茂しげみの向こうに飛び込んだところであった。

　何本かの矢が、高い木の上からそちらに射かけられる。ギバをここまで導いてきた同胞たちだろう。彼かれらはギバに襲われぬよう、岩場との境目で木の上に避ひ難なんしていたのだ。

「仕留めたか？　一人たりとも、逃がすわけにはいかんぞ！」

　ミギィ＝スンはギバの亡なき骸がらを地面に放ほうり捨て、そちらのほうに駆け出だした。岩場で暴れていたうちの一頭がミギィ＝スンに襲いかかったが、それは大刀の一撃で葬ほうむり去さってしまう。

　そうして、ミギィ＝スンの姿もまた森の中に消えた。

（そろそろ頃ころ合あいか……）

　テイ＝スンは、木の上の同胞たちに手を振ってみせた。

　グリギの矢が、今度は岩場のギバたちへと射かけられる。ギバの凄まじい断だん末まつ魔まが、峡谷の上に響きわたった。

　十頭近いギバたちが、あるいは岩場に崩れ落おち、あるいは崖の下に落ちていく。そうして動くものがいなくなったところで、テイ＝スンはゆっくりとそちらに近づいていった。

　ギバとトトスと、そして人間の死し骸がいが累るい々るいと横たわっている。ギバ寄せの実の甘い香りに濃のう密みつな血臭がまじり、凄まじいことになっていた。

　しかし、もはやそのようなものでテイ＝スンの気持ちは動かない。木の上から降りてきた同胞たちも、みんなシムの硝子ガラス玉のような目つきをしていた。

「荷物をすべて下ろしてから、荷車を崖の下に落とすのだ。念のために、刺ささった矢は残らず引ひき抜いておくように」

「はい」

　同胞たちは、黙もく々もくと作業に取りかかった。

　テイ＝スンは、生存者などがいないかを確かく認にんしていく。

　ここから町に戻るには、半日近くもかかってしまう。報告を受けたジェノスの兵どもが事実の確認におもむいてくるとしても、それは明日のことになるだろう。それまでには、腐ふ肉にく喰ぐらいのムントがすべてを喰らい尽くしてくれるはずだった。

（ギバに襲おそわれ、ムントに喰らわれた町の人間の魂は、いったいどこに返るのであろうな）

　そのように考えながら、いくつ目かの遺い骸がいに近づいたとき――遺骸と思われていた男の一人が、テイ＝スンにつかみかかってきた。

「な――」

「裏切り者め！　貴様たちは、俺おれたちをたばかったのだな！」

　それは、副団長の男であった。

　明るく精せい悍かんにきらめいていた茶色の瞳ひとみが、凄まじい憎ぞう悪おの炎ほのおをふきあげながらテイ＝スンに迫せまってくる。その腹からおびただしい血を流しつつ、男はテイ＝スンの咽喉もとを締しめ上あげてきた。

「卑ひ劣れつなる森辺の民に、災いあれ！　俺たちは……俺たちは、貴様たちのことを信じていたのだぞ！」

「放せ……わたしたちなどを信用した、お前たちが愚おろかなのだ！」

　テイ＝スンは、半ば反射的にその胸を突き飛とばした。

　男の指にからんでいた牙と角の首くび飾かざりが、ぶちぶちと引きちぎられていく。

　そうして男は、憎悪に狂くるった目をテイ＝スンに突きつけながら、断崖の下に落ちていった。

（そうだ……スン家の人間などを信用した、お前たちが愚かなのだ）

　テイ＝スンは、心の中で繰くり返した。

　その背に、同胞が呼びかけてくる。

「テイ＝スン。ギバの亡骸も、このまま捨て置けばよいのでしょうか？」

「ああ。ギバの骨ぐらいは残っていないと、案内役の我々が疑われてしまうかもしれんからな。角や牙も収穫せず、その場に残しておいてくれ」

「了りよう解かいしました。……そういえば、ミギィ＝スンが戻ってきませんね」

　同胞に言われて、テイ＝スンは森のほうに視線を転じた。

　手傷を負ったあの若者が、そう遠くにまで逃げられるとは思えないのだが、そういえばミギィ＝スンの戻ってくる気配がない。

「わたしが見てこよう。お前たちは、始末を頼たのむ」

　テイ＝スンは、茂みの中に踏み込んだ。

　草の葉や木の幹に、若者のつけた血の跡あとが残されている。

「ミギィ＝スン、どこにいるのだ？」

　返事はなかった。

　テイ＝スンは刀の柄に指を添そえつつ、慎しん重ちように森の奥おくへと分け入っていく。

　踏み荒らされた茂みが、ミギィ＝スンらの行き場所を示してくれていた。意外なほど奥のほうまで、それは続いているようだった。

「ミギィ＝スン……？」

　ギバの襲撃に備えながら、テイ＝スンは進む。

　そうして背後の同胞たちの姿が完全に見えなくなったあたりで、ようやく弱々しい声が聞こえてきた。

「テイ＝スン……ここだ……」

　テイ＝スンは足を急がせて、目の前に現れた大樹の裏を覗のぞき込んだ。

　そうして、驚おどろきに目を見開く。

　ミギィ＝スンが、木の幹にもたれて座すわり込んでいた。そのかたわらに、巨大なギバと若者の遺骸が転がっている。

　そして――ミギィ＝スンの腹には、銀色の短剣が刀身の半分ほども突きたてられていた。

「ミギィ＝スン、これは……？」

「しくじった……この若造に追いついて、その首ねっこをつかんだところで、ギバに体当たりをかまされてしまったのだ……ギバを仕留めることはできたが、その隙すきに腹を刺されてしまってな……」

　しかし、それでも生命を散らしたのはギバと若者のほうだった。ギバは頭を叩たたき割わられて、若者は首をへし折られている。

　ミギィ＝スンは力なくへたりこんだまま、にたりと笑った。

「腹の傷は、どうということもない。内臓にまでは達していないだろう……しかし、ギバのおかげであばらを何本かやられてしまったようなのだ……」

　あばらを何本か砕かれた状態で、ギバの頭を叩き割り、若者の首をへし折ったのか。ひさびさに慄りつ然ぜんとした気持ちを味わわされながら、テイ＝スンは若者の亡骸を見下ろした。

　無念そうに、指先が地面をつかんでいる。亜麻色の髪は血に染まり、赤いしずくが涙なみだのように頬ほおまで伝っていた。静かにまぶたを閉ざしたその顔は、生きていた頃ころよりもいっそう幼げに見えてしまう。

（だが……この若者も、ジェノスに家族を残しているのだと言っていたな）

　この商売の準備を始めたとたん、妻の腹に子が宿っていることが知れてしまったのだと、若者は切なげに笑っていた。それでも急いでシムから戻れば、子が生まれる瞬間には立ちあえるかもしれない、と。

　しかし、そのまぶたが開かれることは二度とない。

　その鉤かぎ爪づめのように折れ曲がった指先が子を抱だくことは、絶対にできないのだ。

「まったく、忌いま々いましいことだ……町の人間ごときが、このミギィ＝スンを傷つけようなどとは……俺は、森辺の族長の座を担う男なのだぞ……？　足あし腰こしが立てば、その忌いまわしい死に顔を踏みにじってやったものを……」

　テイ＝スンは、ゆっくりとミギィ＝スンを振り返った。

「ミギィ＝スン、その刀は早々に引き抜いて、手当てをするべきではないのか？　悪い風が入れば、生命取りにもなりかねん」

「うむ……しかし、指先にも力が入らぬのだ……こいつらを仕留めるのに、力を振り絞しぼってしまったからな……」

「そうか。では、わたしが引き抜いてやろう」

　テイ＝スンは膝ひざを折り、ミギィ＝スンの腹に刺さった短剣の柄に指先を添えた。
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　テイ＝スンが集落に帰りついたのは、夜も更ふけてからのことだった。

　町で買った松明たいまつを手に、スンの本家へと歩を進める。すると、家の前に何か黒い影かげがうずくまっているのが見えた。

「何者だ。……ミダ＝スンか？」

「うん……」

　それは、末まつ弟ていのミダ＝スンであった。まだ四歳さいになったばかりだというのに、その倍ぐらいの年ねん齢れいに見える。異様に大きくて、そして丸々と肥え太った、肉の玉のような子供である。

「このようなところで、何をしているのだ。またディガ＝スンとドッド＝スンに苛いじめられてしまったのか？」

「うん……」

　ディガ＝スンとドッド＝スンは、自分よりも弱き者をいたぶるような気き性しように育ってしまった。弱き人間は、強き人間にどのように扱われてもしかたがない――彼らの幼い心には、そんな身も蓋ふたもない考えが刻みつけられることになってしまったのだ。

「そうだからといって、泣いてばかりいても仕方がない。つらいときはズーロ＝スンやオウラを頼ればよいと、この前も言ったであろう？」

「うん……」

　色の淡あわい小さな瞳で、ミダ＝スンはじっとテイ＝スンを見上げてくる。

　テイ＝スンには、ミダ＝スンの心を読むことがまったくできなかった。父親であるズーロ＝スンもそれは同様で、このミダ＝スンと少しでも心を通い合わせることができるのは、もっと幼い頃から面めん倒どうを見ていたオウラのみであるように思えた。

「とにかく、家に入るのだ。夜の風は身体によくない。ディガ＝スンたちも、すでに自分たちの部屋で眠っている頃だろう」

「うん……」

　ミダ＝スンがのろのろと、丸っこい身体を起こす。

　その瞳は、ずっとテイ＝スンを見つめたままだった。

「テイ＝スン……テイ＝スンは平気なのかな……？」

「うむ？　わたしがどうしたと？」

「うん……テイ＝スンは、とっても悲しそうに見えるんだよ……？」

　テイ＝スンは、思わず言葉を失ってしまった。

　口をきくはずもない動物か何かに喋しやべりかけられたような気分であった。

　その幼い目に、この世界はどのように映っているのか――テイ＝スンには、やっぱり見当もつかなかった。

「わたしは、大だい丈じよう夫ぶだ。……さあ、家の中に戻ろう」

「うん……」

　松明の火を消し、家の戸板を引き開ける。

　すると、広間にぽつんとオウラが座り込んでいた。

「テイ父さん……それにミダまで……ミダは部屋で休んでいたのじゃなかったの？」

「うん……ミダは外にいたんだよ……？」

「そう。わたしは部屋でツヴァイをあやしていたから、ちっとも気づかなかったわ。あなたはまだ幼いのだから、夜に一人で家を出ては駄だ目めよ、ミダ？」

「うん……」

　オウラは、はかなげに微笑んだ。

　その手には、二歳になったばかりのツヴァイが眠っている。

「テイ父さん、お疲つかれ様さまでした。……お仕事のほうは、いかがでしたか？」

「ああ」としか、テイ＝スンは答えなかった。

　オウラは、悲しげに眉まゆをひそめる。

「テイ父さん、少しお話ししたいことがあるのですが……」

「後にしてくれ。わたしは族長のもとにおもむかなくてはならないのだ」

「だけど、テイ父さん……」

「オウラよ、お前は家長の跡あと継つぎたるズーロ＝スンの嫁よめなのだ。そして今では子を持つ母でもあるのだから、もうそのように子供じみた言葉づかいをするべきではない」

　革かわの履はき物ものをほどきながら、テイ＝スンはそのように述べてみせた。

「せめて、父テイと呼ぶか――あるいは、テイ＝スンでもよい。血の縁の薄いわたしは、本家において最も低い身分なのだからな。わたしも今後は、お前のことをオウラ＝スンと呼ぶことにしよう」

　オウラは深くうつむきながら、その手の我わが子こをぎゅうっと抱きすくめた。

「わかりました……父テイ」

「ああ」

　オウラとミダ＝スンを広間に残し、テイ＝スンはザッツ＝スンの寝所に向かう。そうして戸板を叩こうと手をあげかけると、それは内側から引き開けられた。

「あら、テイ＝スン……」

　ヤミル＝スンである。

　十一歳の娘むすめに育ったヤミル＝スンは、冷たく笑いながら戸板を閉めた。

「ようやく戻もどってきたのね。商団の先導役とかいう仕事はどうだったのかしら？」

「それは明日の朝、族長の口から皆に伝えられるはずです」

　昨年、ヤミル＝スンが十歳になり、幼子から女衆の装束へと切り替かわった際に、テイ＝スンは口調を改めていた。

　ヤミル＝スンは、唇くちびるを吊つり上げてさらに笑う。昔はいっさい笑うことのなかったヤミル＝スンは、このような顔で笑う娘になっていた。

「族長は、ずいぶんお加減が悪いようよ。明日になっても、自分の足で歩けるかどうかあやしいところね」

　ヤミル＝スンもまた、その年齢には不相応なほどに背がのびていた。顔立ちも身体つきも、奇き妙みように大人びている。そしてその黒みをおびた切れ長の目は、齢を重ねるごとに冷たさを増していた。

「それでもまだまだ、魂たましいを召されるには長きの時間がかかるでしょうけどね……わたしが婿むこ取とりをする姿を見るまでは生きのびてみせると、笑っておいでだったわ」

「……そうですか」

「ミギィ＝スンは？　報告もせずに、家に戻ったの？」

「……それもまた、明朝に族長から伝えられることでしょう」

「ふうん……？」

　ちょっといぶかしげに目を細めてから、ヤミル＝スンはきびすを返した。

「まあ、どうでもいいわ。あんな男に、わたしのほうから用事はないもの。……それではよい夜を、テイ＝スン」

　そのしなやかな後ろ姿を見送ってから、テイ＝スンは戸板を叩く。

「テイ＝スンです。ただいま戻りました」

「……入るがよい……」

　入室すると、とたんに火のような眼光ににらみすえられた。

　確かに朝よりも加減が悪くなっているようだ。頬のあたりが少しやつれて、目の下が落ちくぼんでしまっている。しかし、その黒い瞳にみなぎる執しゆう念ねんと生命力には、何ら変わるところはなかった。

「ずいぶん遅おそかったな……まさか、仕損じたわけではあるまいな……？」

「はい。仕事を果たすことはできました。しかし――」

　テイ＝スンの言葉に、ザッツ＝スンの目が大きく見開かれる。
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　ザッツ＝スンがこれほどまでに驚きをあらわにするのを見るのは、テイ＝スンにとっても初めてのことであった。

「何だと……？　もう一度、言ってみよ……」

「はい」と、テイ＝スンはうなずいてみせる。

「残念ながら、ミギィ＝スンは森に朽くちることになってしまいました。商団の人間に腹を刺されて、内臓をえぐられてしまったのです」

　自分の行いは、スン家に何をもたらすのか。

　そのようなことは、想像する気にもならなかった。
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　それから、十年ばかりの歳さい月げつが過ぎ去った。

　ザッツ＝スンは病に倒たおれ、ミギィ＝スンは森に朽ち――そうして族長の座はズーロ＝スンに引き継つがれ、スン家は堕だ落らくの一いつ途とを辿ったのだった。

　しかし、ザッツ＝スンの執念までもが霧散したわけではない。髪は抜け落ち、骨と皮ばかりの身体と成り果て、《禁きん忌きの葉》ばかりをかじりながら、それでもザッツ＝スンの目から執念の炎が消え去ることはなかったのである。

「力を……力を蓄たくわえるのだ……いつかこの我の病が癒いえるまでは……」

　スンの集落は、ザッツ＝スンの打ち立てた掟おきてに縛しばられ続けている。

　けっきょく族長の座がズーロ＝スンに移されただけで、スンの集落には何の変化も訪れなかったのだ。

　そんな中、本家の子たちはそれ相応の成長を遂とげていた。

　ヤミル＝スンは、毒蛇のように笑う娘になった。

　ディガ＝スンは、虚きよ栄えい心しんの塊のような若者になった。

　ドッド＝スンは、酒を飲まなければ何をなすこともできない軟なん弱じやく者になった。

　ミダ＝スンは、食べることにしか興味を持てないようであった。

　ツヴァイ＝スンは、銅貨を稼かせぐことが人間の生きる意味だと信じているようであった。

　そして、族長を継いだズーロ＝スンは、脆ぜい弱じやくな気性はそのままに、立ち居振る舞いばかりが尊大になり――オウラや、分家の者たちは、誰だれしもが硝子玉のような目になっていた。

　スンの集落に生きる限り、ザッツ＝スンの支配から逃れられる者はなかったのだ。

　また、ザッツ＝スンの願いとは裏腹に、スン家が力を増していくことはなかった。まるでザッ＝スンの執念から逃げるように、若くして病を患わずらう者が後を絶たなかったのである。

　最初の内は、モルガの恵みに毒があるのでは、という疑いがもたれた。その後は、ギバの数が少ないために、その内臓までをも喰らうようになったのが原因なのでは、と囁かれた。

　しかし、やがては誰もが何も気にしなくなっていた。それが森の裁きであるならば、ただ従うのみ――無言のままに、そのような思いを抱いていたのかもしれない。

　何にせよ、同じものをぞんぶんに喰らっている本家の者たちが、ザッツ＝スン以外はきわめて健すこやかに生きているのだから、原因は他にあるのだろうとも思われた。要するに、生きようと願う力を失った者たちが順番に生命を散らしていっているだけなのだろう、とテイ＝スンはそのように考えている。

　テイ＝スンとともに罪を重ねてきた男衆も一人ずつ数を減じていき、十年が経たつ頃には誰もいなくなっていた。これでは農村や商団を襲うこともかなわない。それまでに蓄えていた富も、酒や肉を買うために少しずつ目減りしていった。

　そうしてスン家は、堕落と頽たい廃はいの道を転げ落ちていき――

　その、滅ほろびの夜を迎むかえることになったのである。
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「お前たちは、今日からこの地で生きるのだ」

　ドム本家の家長たるディック＝ドムが、そのように述べていた。

　ここは彼が治める、ドムの集落であった。テイ＝スンのかたわらには、ディガ＝スンとドッド＝スンの姿がある。

　いや――すでにスンの氏は奪うばわれていたので、テイと、ディガと、ドッドである。テイたちは、腕うでと足を革の帯で縛いましめられつつ、ドムの家長の前に立たされていたのだった。

「森辺の狩人として、ギバを狩かれ。そうして正しく生きることのみが、お前たちにとっての償つぐないとなる」

　これから十七になるという若さでありながら、ディック＝ドムにはすでに家長としての風格と力が備わっているようだった。その黒い火のような瞳ににらみつけられ、ディガとドッドは震ふるえている。

　スンの家は、滅びてしまったのだ。

　集落にはまだ分家の人間が半数以上も残されていたが、少なくとも、族長筋としてのスン家は滅んだ。本家の人間は氏を奪われ、他の氏族に血の縁を持つ分家の人間はそちらの家人となり、そして、ザッツ＝スンとズーロ＝スンは罪人として裁かれることになった。

　ジェノスに通達したのちに、両者は頭の皮を剥はがされるのだという。スン家の者たちが重ねてきた罪は、ザッツ＝スンとズーロ＝スンの生命によって贖あがなわれるのだ。

　それ以外の者たちは、「正しく生きよ」とのみ命じられた。

「明日からは狩人としての仕事を果たしてもらう。その末に、お前たちが森辺の民としての誇ほこりを取とり戻せたときは、ドムの氏を授さずけると約束しよう」

　そうしてテイたちは手足を繋がれたまま、ドムの分家の家で眠ねむらされることになった。小さな部屋に、三人が一いつ緒しよに詰つめ込まれる。扉とびらの外では、きっと男衆らが交代で見張りに立つのだろう。

　月明かりの差し込む部屋の中で、ディガとドッドはまだ呆ほうけているようだった。また、テイ自身も己おのれを取り巻く状じよう況きようをしっかり理解しきれているわけではなかった。

　スンの家が、滅んでしまったのだ。

　どれほど力を失っても、ザッツ＝スンの怨おん念ねんにまみれながら、決して潰ついえることのなかったスンの家が、一夜にして、あっさりと。

　むろん、このような日が来るという予感がないわけではなかった。ザッツ＝スンが病に倒れ、ミギィ＝スンを失った時点で、スン家は滅ぶ他なかったのだ。

　ザッツ＝スンの意志を継ぐ者が現れない限り、スン家に永らえる道はなかった。モルガの森を荒あらし始めてから、すでに十四年――それだけの期間、秘密を守るために、スン家は眷族へと婿むこや嫁を出すことを禁じていた。このままでいけば、いずれ眷族らの不信を買い、見捨てられるか、秘密を暴かれるかしていたに違いない。

　だが、それを待つまでもなく、スンの家は滅ぶことになった。滅ぼしたのは、ルウの家とファの家だ。むしろ、ルウの家はそれに力を添えただけで、たった二人の家人しか持たないファの家こそが、スンの家を滅ぼすことになったのだった。

（しかし……本当にそうなのだろうか？）

　ファの家には、確かにスン家を滅ぼすだけの力があった。しかし、それをスンの集落に招き寄せたのは、ヤミル＝スン――いや、ヤミルだ。

　もしかしたら、ヤミルこそがスン家を滅ぼしたのではないだろうか？

　ファの家の富を我が物にしようというズーロ＝スンの欲望を逆手に取り、浅ましい思いにかられたディガやドッドを利用して、ヤミルこそがスン家に滅びをもたらしたのではないだろうか？

（そうだとしても、何もおかしいことはない）

　幼き頃からザッツ＝スンに目をかけられ、ミギィ＝スンには嫁になるべしと詰め寄よられ、ヤミルはその身にスン家の執念を負わされることになったのだ。

　ヤミルとしては、その執念の受け皿となってスン家に君臨するか、あるいはスン家を滅ぼすかの道しかなかったのだろう。そうでなければ、あのヤミルがむざむざと墓ぼ穴けつを掘ほるようには思えなかった。

（ファの家の者たちは、ギバの肉を銅貨と換かえて、森辺に豊かさをもたらそうと目もく論ろんでいるのだという……ザッツ＝スンは、数々の禁忌を踏みにじって力を得ようとしたが、あの者たちは森辺の民たみとして正しく生きながら、それを得ようとしているのだ）

　そのように迂う遠えんなやり口で、何年かかれば結果を得られるのかはわからない。しかしスン家は、十四年もの歳月をかけながら、何も成すことができなかったのだ。

　モルガの恵めぐみを食くい荒らし、狩人としての仕事を打ち捨てて、安楽な生をむさぼりながら、スンの家は何を得たか。森辺の民としての誇りを持たない、脆弱な民を生み出しただけだ。ギバの脅きよう威いから解放されても、生きる気力を失って生命を落とす人間が増えたので、血族の人数だってろくに増えてはいない。

　ファの家の者たちの目もく論ろ見みが成功すれば、飢うえて死ぬ人間も減り、森辺の民はこれまで以上の力で狩人としての誇りを示すことができるかもしれない。ファの家は、まさしくスン家を滅ぼすに足る力を持った家であったのだ。

（しかし……そのようなことが、可能なのだろうか）

　暗い部屋の中にうずくまりながら、ぼんやり思う。

　昨晩の家長会議で出された、ファの家の食事――それを、テイもスンの本家で口にすることになった。

　悪あく臭しゆうのないギバの肉と、煮に汁じるではなく平たく焼かれたポイタンによって作られた、不可思議な料理である。作ったのは、ファの家のアスタたちに手ほどきをされた、スンの分家の女衆らだ。

　あれは確かに、驚くに足る料理であった。

　だが、スンの人間たちは、宿場町で売られている肉の味を知っている。特に本家の者たちは、悪臭のひどいギバの肉は分家に押おし付つけて、カロンやキミュスの肉などを食することが多かった。

　アスタたちが作りあげた料理は、それを上回るほど美味であるようにも感じられたが――あれで本当に、宿場町の人間たちの心を動かすことができるのだろうか。

　テイには、わからなかった。

　ただ確かなのは、スンの家は滅んでしまったのだという、その一点のみであった。
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　翌日からは、ディック＝ドムの宣言通りにギバ狩りの仕事をさせられることになった。

　革かわ帯おびの拘こう束そくを解かれて、狩人の衣ころもと、刀を与あたえられると、ディガとドッドは死人のような顔色になってしまっていた。この二人は、まともにギバ狩りの仕事を果たしたことがないのだ。

「それでも、罠わなに掛かかったギバを捕とらえたことぐらいはあるのだろう？　まずはその仕事を果たしてもらう」

　ドムには、七名の狩人がいた。思ったよりは、少ない人数だ。ギバの頭骨を深々とかぶり、誰もが立派な体格をしていたが、あまり年老いた者はいないように感じられる。

　きっとこの北の集落には、かつてのスンの集落と同じように、おびただしい数のギバが潜ひそんでいるのだろう。だから男衆は年老いる前に、みんな森に朽ちてしまうのだ。スンの者たちが打ち捨ててきた苛か烈れつな生を、彼らは今でも生き抜いているのである。

「では、行くぞ」

　ディック＝ドムの号令のもと、森に踏み込む。

　踏み込んで、すぐに二手に分かれることになった。テイたちと行動をともにする四名と、残りの三名だ。

　ディック＝ドムは、テイたちと同じ組だった。テイたちが逃げ出そうとしたときは、ディック＝ドムが粛しゆく清せいの刃をふるうことになるのだろう。ディック＝ドムの雄お々おしい肉体には、かつてのミギィ＝スンにも劣おとらぬ生命力があふれかえっていた。

（ルウの家長に、ルティムの家長、このディック＝ドムに、グラフ＝ザザ……それにファの女狩人や、ルウの末弟など、スンの集落の外では、これほどまでに力を持った狩人たちが育っていたのだ）

　これでは、スン家に太た刀ち打うちできるはずがない。

　やはりスン家は、十年前から滅びる運命にあったのだろう。ザッツ＝スンが病を患い、ミギィ＝スンを失うことになった、あの年から。

（ならば……ヤミルだけでなく、わたしもスン家の滅びに加担したようなものか……）

　そのようなことを考えながら道なき道を進んでいくと、やがてディック＝ドムが無言のまま制止の合図を送ってきた。ディガとドッドが、怯おびえきった様子で周囲を見回す。

　その瞬間――至し極ごく唐とう突とつに、森からギバが飛び出してきた。

　飢えに飢えきったギバなのだろう。両目を怒いかりに燃やしながら、我を忘れてテイたちのほうに突進してくる。

「ひいっ！」

　悲鳴をあげて、ディガがうずくまる。

　その背を飛び越こえて、テイは刀を振り下ろした。

　鋼の刃が、ギバの首筋に深くめりこむ。

　しかしテイに、一撃でギバを葬る膂力はない。刀を弾かれないよう力を込めつつ、テイは身体を左によじった。

　赤い鮮血を撒まき散ちらしながら、ギバがテイのかたわらをすりぬけていく。その行き先には、ディック＝ドムの姿があった。

　ディック＝ドムは、その突進を避けながら刀を振り下ろす。テイが斬きったのとは逆の側から、刀身が首筋を断たち切きった。

　その衝しよう撃げきで、首の骨が折れたのだろうか。もんどりうって、ギバは茂みの中に倒れ伏した。三名の狩人たちが即そく座ざに飛びかかり、とどめの斬撃を振り下ろす。

「……なかなか見事な身のこなしだったではないか」

　刀の血を振り払はらいながら、ディック＝ドムがそのように呼びかけてきた。

「テイよ。お前とて、この何年間かは狩人としての仕事を果たしてはいなかったのであろう？」

「はい、その通りです」

「しかもお前は、すでに五十を越える齢だと聞く。それを考えれば、狩人として申し分ない力量ではないか」

　これといって、答えるべき言葉は見つからなかった。

　ザッツ＝スンは、来きたるべき日に備えて修練は怠おこたるなと述べていた。テイはその命令に、愚ぐ直ちよくに従っていたに過ぎないのだ。

「お前ならば、再び狩人としての正しき生を歩めるかもしれんな」

　感情の読みにくい声で言いながら、ディック＝ドムは視線を動かす。

　ディガは頭を抱かかえて地面にうずくまっており、ドッドは呆けたようにへたりこんでしまっていた。まるで――ミギィ＝スンに棒で打たれていた幼子の頃のようだ。

「もう嫌いやだ……狩人なんて、俺には無理だ！　頼むから、勘かん弁べんしてくれえ！」

「何を言っている。ならば、罪人として頭の皮を剥がされたいのか？」

　むしろ不思議そうにディック＝ドムが問い返すと、ディガは「ひいっ」といっそう縮こまってしまう。

「ディック＝ドムよ、ディガとドッドは幼き頃からスン家の掟に従わされていたのです。彼らの中には、もともと狩人としての誇りなど育ってはいないのです」

　テイの言葉に、ディック＝ドムがゆっくりと振り返かえる。

「そうだからといって、女衆のように家の仕事を任せるわけにもいくまい。こやつらには、森辺の男衆として正しく生きてもらわねばならんのだからな」

「それはそうでしょう。しかし、そんな彼らを狩人として鍛きたえるつもりならば、それは町の人間を鍛えるのと同じぐらいの忍にん耐たいが必要になるかと思われます」

「町の人間を、狩人に……それはまた、俺たちにとってもとてつもない試練になりそうだな」

　ディック＝ドムは深々と息をついてから、黒い瞳を強く光らせる。

「しかし、それこそがお前たちの罪を見み抜ぬけなかった俺たちへの罰ばつとなるのだろう。……おい、ディガよ」

　言いざま、ディック＝ドムはディガの襟えり首くびをひっつかんで、その身体を軽々と引き起こした。目をそらそうとするディガの眼前に、自分の顔をぐっと寄せる。

「俺の目を見て答えろ。……ギバが恐おそろしいか？」

「ひ、ひいっ！」

「答えるのだ。お前は、ギバが恐ろしいのか？」

「お……恐ろしい……」

「十三歳になった男衆は、まずはその身でギバの恐ろしさを知る。お前はようやく、狩人としての一歩目を踏み出したところであるのだ」

　黒い火のように両目を燃やしながら、ディック＝ドムはそのように続けた。ザッツ＝スンと同じ色合いの瞳であり、同じぐらいの激しい眼光でありながら、しかしその性質はまったく似ていないように思えた。

「俺も初めて森に入り、その恐ろしさを思い知らされたときは震えが止まらなかった。そしてそれは、わずか三、四年の昔に過ぎん。お前たちとて、時間さえかければ狩人としての力をつけることはできるはずだ」

「…………」

「強く生きて、罪を贖え。その気持ちを忘れなければ、俺たちがお前たちを見捨てることはない」

　ディック＝ドムが、ディガの身体を突つき放はなす。

　ディガは、そのままへなへなと崩くず折おれてしまった。

「ムントに毛皮まで食われてしまわぬよう、狩ったギバはこの場でいったん木に吊るしておく。まずはその仕事を果たせ」

「…………」

「俺の言葉が、聞こえなかったか？」

　ディガとドッドは、青い顔でのろのろと立ち上がる。それを見届けてから、ディック＝ドムはテイを振ふり返ってきた。

「お前もだ、テイ。縄なわの掛け方かたはわきまえているであろう？　それをこの者たちに教えてやれ」

「はい、承知しました」

　あるいは――この若くも猛たけ々だけしいドムの家長であるならば、ディガやドッドを正しき道に導けるのかもしれない。

　そのようなことを考えながら、テイはかつての血族たちとともにギバのもとへと歩を進めた。
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（わたしは、どうするべきなのだろう……？）

　その夜は、なかなか眠ることができなかった。

　ひさびさに狩人としての仕事を果たした昂たかぶりと、激変した環かん境きように対する戸と惑まどいで、さしものテイも気持ちを揺ゆさぶられてしまったのかもしれない。

　ディガとドッドは、泥どろのように眠っている。あの後は急きゆう襲しゆうを受けることもなく、罠に掛かったギバの始末だけで仕事を終えることができた。それでもディガとドッドには、全精力を使い果たしてしまうような大仕事であったのだろう。

　彼らもザッツ＝スンの言いつけに従って修練は積んでいたが、まともに森に出たことは一度としてないのだ。テイやミダが罠に掛かったギバを始末する姿を、冷やかし半分で眺ながめていたばかりなのである。

　木登りや力比べの修練を積んだだけでは、狩人としての魂は育たない。彼らは初めて、森の恐ろしさを知ったのだ。その恐ろしさを知った後で、男衆は初めて狩人としての誇りと森に対する畏い敬けいの念を手に入れることがかなうのである。自分たちもまた森の一部に過ぎない――それを知識でなく、その身をもって知ることが肝かん要ようなのだ。

　ディック＝ドムならば、彼らを正しく導くことができるかもしれない。

　だが――

　自分は、どうしたらいいのだろう？

（森辺の民として、正しく生きなおす――そんな資格が、わたしにあるのか？）

　テイの手は、罪なき人間の血で汚れている。

　その事実を知る者は、もはやザッツ＝スンしか存在しない。

　これでザッツ＝スンまでもが断罪されてしまったら――テイは、その秘密を一人で抱えて生きていくことになるのだ。

（わたしの罪が明かされたところで、今さらオウラやツヴァイたちにまで累るいが及およぶことはないだろう。わたしたちはすでに縁を切られているし、そうでなくともオウラたちには最初から何も知らされていなかったのだからな）

　ならば、告白するべきだ。

　この十数年間で、自分とザッツ＝スンがどれほどの罪を犯おかしてきたかを。

　そうすれば、テイにも粛清の刃が振り下おろされるはずだ。

　スン家は滅んでしまったのだから、森辺の行く末は新たな族長筋に託たくすしかない。新たな族長筋として選ばれたルウとサウティとザザならば、自分たちのやり方でジェノスの貴族どもに立ち向かうことができるだろう。彼かれらの力が及ばずに、けっきょく森辺の民が滅んでしまうとしたら――それもまた、森の意志だ。テイには関かかわりのないことである。

（だが……）と、テイは闇やみの中に自分の手の平を透すかし見た。

　がさがさにひび割れた、年老いた手だ。

　その手に、ギバを叩き斬った感かん触しよくがまだ残されている。

　吊るされたギバにとどめをさすのではなく、牙きばと角を振りかざしてくるギバに刀を振り下ろした。これはいったい、何年ぶりの所業であっただろうか。

　ギバとて、森の一部である。ギバを憎にくむ気持ちなど、森辺の民は持ち合わせていない。おたがいの力をぶつけ合い、勝利したほうがその日の生を得る。力及ばず森に朽ちれば、魂を返すことになる。それはそれだけの話であり、言ってみれば、ギバも森辺の民も等しく母なる森の子らなのだった。

　その生命をぶつけ合う昂こう揚ようと躍やく動どうを、テイははっきり思い出してしまっていた。そうして狩人としての仕事を果たしながら、力ちから尽つきるまで生きることができたら――それは、どれほど幸福なことだろう。遠く引ひき離はなされたかつての家族たちに思いを馳はせながら、ディガやドッドとともにそんな生を歩むことができたなら――

（しかし、わたしがそのように安楽な生を歩むことは許されないのだ）

　魂をゆるがすような深しん甚じんなる欲求を前に、テイはその思いを呑のみ下す。

　ザッツ＝スンが裁かれたなら、その日に自分も告白しよう。自分には、許される資格など存在しないのだ、と。

　そのとき――

　得体の知れない感覚に、テイの背筋がざわついた。

　何だこれはと思う間もなく、女衆の悲鳴が聞こえてくる。

「火よ――ドムの集落が、燃えているわ！」

　テイは、のろのろと身を起こした。

　それと同時に、戸板が外側から荒あらっぽく引き開けられる。

「何を呑のん気きに眠っているのよ！　あんたたちは、それでも森辺の男衆なの!?」

　そこから姿を現したのは、ドム本家の長ちよう姉しレム＝ドムだった。

　長身で頑がん健けんな身体つきをしたレム＝ドムが、小刀を片手に踏ふみ込んでくる。その気配で、ようやくディガとドッドも目を覚ましたようだった。

「な、何だ!?　や、やっぱり俺おれたちを処しよ刑けいするつもりなのか!?」

「馬ば鹿かなことを……いいから、腕をお出しなさい！　このまま焼け死にたいんだったら、好きにすればいいけどね！」

　わめきながら、レム＝ドムはテイのもとに寄ってきた。その手の小刀が、まずは柱にくくりつけられていた革かわ紐ひもを断ち切り、さらに手足の革帯までを断ち切っていく。

「五つの家のすべてから火が出たのよ！　今、ザザやジーンの連中を呼びにやってるから、あんたたちも手伝いなさい！」

　わけもわからぬまま、ディガたちとともに部屋を出る。

　とたんに、ものの焼ける臭においが物もの凄すごい勢いでぶつかってきた。

「うわ……何だよこりゃ……？」

　家を出ると、まさしく集落が燃えていた。

　世界が、赤色に染まっている。

　そして、夜の闇と黒こく煙えんが、覇はを競きそい合うように黒々と渦うずを巻いていた。

「お前たちも無事だったか！　もはや水を汲くんでくるゆとりもない！　森に火が移る前に、家を壊こわすのだ！」

　ディック＝ドムが、黒煙の向こうで怒ど鳴なっていた。それでも呆けているディガの尻しりを、レム＝ドムがおもいきり蹴けり飛とばす。

「あっちは家長たちに任せて、あんたたちはこっちだよ！　丸太か何かで家を打うち壊すんだ！」

「あ、ああ……」

　ディガがよろよろと足を踏み出だす。

　その足が、三歩目あたりでぴたりと止まった。

「何をしてるんだい！　ぼやぼやしてたら、森にまで火が――！」

　わめきかけたレム＝ドムも、口をつぐむ。

　黒煙の向こう側に、煙けむりよりも闇よりも黒い人ひと影かげが立ちはだかっていたのだ。

「捜さがしたぞ、テイ＝スン……それに、ディガとドッドもな……」

　異様に痩やせこけた影だった。

　まるで人間の骨が黒い生皮を纏まとって動き出したような――そんな異様さである。ディガやドッドはもちろん、レム＝ドムまでもがその異様さに魂を飛ばしていた。

　しかし、テイは納なつ得とくしていた。

（そうだ……やはりこれが、わたしの運命なのだ……）

　半ば無意識に、歩を進める。

　骨と皮ばかりに痩せこけた、漆しつ黒こくの影。

　その中で、何よりも暗黒な双そう眸ぼうが、喜き悦えつをたたえて自分を見つめている。

「さあ、我とともに森辺に秩ちつ序じよを取り戻すのだ……ジェノスの貴族にもルウの一族にも、相応の報むくいをくれてやろう……」

　枯かれ枝えだのように痩せ細ほそった腕に大た刀ちを握にぎりしめたザッツ＝スンは、同どう胞ほうの血にまみれた頭ず蓋がい骨こつのような顔で、爛らん々らんと双眸を燃やしながらそのように言い放ったのだった。




５




「我らの力を、不ふ遜そんなる痴しれ者ものどもに思い知らせてやるのだ……」

　森の陰かげに潜みながら、ザッツ＝スンはそのようにつぶやいていた。

　ドムの集落を逃にげ出した、その翌々日のことである。

　ディガとドッドは、ザッツ＝スンのもとから逃げ去さっていた。この場にいるのは、ザッツ＝スンとテイ＝スンのみだ。

　もうしばらくしたら、目の前の獣けもの道みちに商団が通りかかる。それを合図に森の奥おくへと引き返し、ギバ寄せの実でギバを招き寄せる。そうして十年前と同じように商団の荷を強ごう奪だつする計略であった。

　今さらこのような真ま似ねをして、何になるのかはわからない。きっとザッツ＝スンは、病びよう魔まによってすでに正気を失ってしまっているのだろう。その肉体も、本来であればとっくに死を迎えているはずである。

　しかし――ザッツ＝スンは、ザッツ＝スンとしての力を留とどめていた。

　その眼光と声こわ音ねには、壮そう健けんであった時代と何も変わらぬ力が満ちている。痛みと疲ひ労ろうを消す黒い《禁忌の葉》をかじりながら、ザッツ＝スンは悪あつ鬼きのごとく笑っていた。

「悪逆なるルウ家め……尊大なる貴族どもめ……貴様らは、このザッツ＝スンの足もとにひれ伏ふすのだ……」

　ザッツ＝スンとテイ＝スンは、今日この森に朽ちるのだろう。テイ＝スンは、それを確信していた。

　青の月の十五日、モルガの森を通ってシムに向かう商団があるので、十年前と同じようにその案内役を頼たのみたい――スン家にそのような言葉を届けてきたカミュア＝ヨシュという男は、町の人間であるにも拘かかわらず、森辺の狩人にも劣らない力の気配を漂ただよわせた男であった。

　そしてこの話は、トゥラン伯はく爵しやくを通さずに、ジェノス侯こう爵しやくの名で依い頼らいされている。おそらくは、今度こそスン家の罪を暴あばくための策さく謀ぼうであるのだろう。

　商団には、手て練だれの猛者もさどもが同行しているに違ちがいない。病身のザッツ＝スンと年老いたテイ＝スンのみでは、いかにギバ寄せの実を使おうとも、返り討うちにされるだけのはずだった。

（……すべては森の定めし運命だ）

　テイ＝スンは、そのように思っていた。

　十数年ぶりにギバを狩った昂揚や、ドムの家で見た甘あまい夢など、残らずその胸中からは去っていた。

　ザッツ＝スンとテイ＝スンは、今日この場で町の人間たちに生命を絶たれるのだ。これが、ザッツ＝スンとテイ＝スンの運命なのだった。

「来たぞ……」

　ザッツ＝スンが、熱く爛ただれたような声音で囁ささやく。

　樹木の向こうに、大勢の人間たちの歩く姿が垣かい間ま見みえた。十年前と同程度、三十名ばかりの商団だ。何台もの荷車を、何頭ものトトスに引かせている。それに、数名ばかりの森辺の民も同行しているようだった。

「ふん……森辺の背信者どもめがともにあるならば、念入りにギバを集めてやらねばな……仕損じるのではないぞ、テイ＝スンよ……？」

「はい」

「スン家に力を取り戻すのだ……森辺に君臨するのは、我の血族でなければならぬのだ……」

「はい」

　それが正しき道ならば、母なる森があの者たちではなくザッツ＝スンを選ぶだろう。

　そのようなことを考えるともなく考えながら、テイ＝スンは右手に携たずさえたギバ寄せの実に小刀の柄を振り下ろした。




　甘い香かおりが、テイ＝スンの五体を包み込んでいる。そのむせかえるほどに強きよう烈れつな香りとともに、テイ＝スンは森を駆かけていた。

　背後には、絶望の足音が轟とどろいている。折よく、このあたりのギバはみな飢えていた。樹木の間を駆け回まわり、時には高い枝から枝へと身を移していくと、狂きよう乱らんしたギバが次々と集まってきた。

　その数は、十頭近くにも及んだだろう。これだけの数のギバに襲おそわれては、あのカミュア＝ヨシュたちも危あやういかもしれない。

　が、テイ＝スンらのもたらす運命にあの者たちが呑み込まれてしまうなら、それも森の導きだ。ギバたちに追いつかれぬよう道を選んで走りながら、テイ＝スンはそのように考える。

　真まっ直すぐに走れば人間よりも速く駆けることのできるギバであるが、左右上下に揺さぶってやれば、そうそう追いつかれることもない。追いつかれたところで自分の生命が散るだけのことなので、テイ＝スンは無心に駆けることができた。

　そうして眼前にようやく峡きよう谷こくの岩場が見えてきたところで、テイ＝スンは高い木の上によじ登った。目標を失ったギバたちが、雷らい鳴めいのような声で吠ほえたてる。

　胸が、焼けるように熱い。存外に、体力を使い切ってしまったようだ。テイ＝スンも、この年で五十一歳さいなのである。

（来たか……）

　岩場に、商団が現れた。

　そうと思った瞬しゆん間かん、別の木の上からギバ寄せの実が投じられた。どうやらザッツ＝スンも、首しゆ尾びよくここまで逃げきれてこれたらしい。テイ＝スンはなるべく殻からが粉々になってしまわぬよう気をつけながらギバ寄せの実を割り、同じように眼下の者たちへとそれを投げつけた。

　ギバの咆ほう哮こうが、森に轟く。

　散開しかけていたギバたちは、破は滅めつの使者と化して商団の者たちへと躍おどりかかっていった。

　まずは案内役の狩人たちが、地に倒れていく。見通しのいい岩場で複数のギバに突とつ進しんされれば、抗あらがいようもない。何頭かのギバを道連れにしつつ、狩人たちは次々と倒れ伏していった。

　しかし――その間に、商団の人間たちは奇妙な動きを見せていた。荷台に繋つながれていたトトスの手た綱づなを断ち切って、解放し始めたのだ。トトスたちは、その半数以上がギバよりも速く駆けて逃げ散っていった。

　そして、残された男たちは荷車の上に這はい上あがる。何人かの男たちが間に合わずにギバの角で突かれたが、そのほとんどは屋根の上に逃げのびたようだった。

　その荷車に体当たりをかまそうとするギバたちに、矢が射かけられる。その男たちは、全員が外がい套とうの下に弓と矢を隠かくし持もっていたのだ。

　中には、荷車の中から引っ張り出した長槍でギバを突く者もいた。荷車が横転してしまったら、素す早ばやく地面に降り立って刀を振りかざす。そうしてギバがひるんだ隙すきに、今度は横よこ倒だおしになった荷車の上に乗る。

　ギバは、自分の頭より高い位置に飛び上がることができない。どんなに怪かい力りきで、俊しゆん敏びんであっても、骨の仕組みがそのようにできあがっているようなのだ。

　男たちは、そういったギバの習性を知りつくしていた。その上で、十数頭にも及ぶギバたちと果か敢かんに戦っていた。これでは、少なくとも彼らが全ぜん滅めつすることはないだろう。

「おのれ……小こ癪しやくな都の住人どもめッ！」

　怒ど号ごうをあげながら、ザッツ＝スンが岩場に降り立った。

　それでテイ＝スンも、ザッツ＝スンの後を追った。

　きっとあの男たちを、荷車の上から引きずり下ろすつもりなのだろう。狩人でないあの男たちに、平地でギバを退ける力量までは備わっていないはずだ。

　しかし、その場にはあの男もいた。

　金きん褐かつ色しよくの髪かみを持つ長身の男、カミュア＝ヨシュだ。あの男は、森辺の狩人にも劣らない力を持っている。

　ギバの背後から荷車に肉にく迫はくするザッツ＝スンに気づいてか、カミュア＝ヨシュが岩場に降りた。たちまちギバが襲いかかるが、それはひらりと回かい避ひしてしまう。

　そうしてザッツ＝スンが革かわ鞘ざやに収められたままの長ちよう剣けんで打ちすえられ、地に沈しずむ姿を、テイ＝スンは走りながら確かく認にんした。

　カミュア＝ヨシュには、テイ＝スンもかなわない。ザッツ＝スンの運命は森に託し、テイ＝スンは別の荷車に飛び上がった。

　三名の男たちが、相対してくる。その内の二名を、テイ＝スンは荷車の下に叩たたき落おとした。

　そして、最後の一人、灰色の布を顔に巻きつけた奇き妙みような男が、長槍を捨てて腰こしに手をのばす。灰色の、月光のように冷たい双眸をした男であった。男は二本の刀を携えており、それを左右の手にそれぞれかざした。

「お前もスン家の人間か、老人よ」

　男が、冷たい声音で問うてくる。

「投降しろ。お前の罪は、ジェノスの法が裁く」

　そんなもので、裁かれてたまるか。

　テイ＝スンを裁くのは、森だ。

　テイ＝スンは、ドム家から奪ってきた刀を振りかざした。

　その斬撃が、右の刀によって弾はじき返され――そして、左の刀がテイ＝スンの胴どう体たいをななめに叩き斬った。

　火のような熱さが、胸と腹に爆ばく発はつする。

　テイ＝スンは、斬りかかった勢いのままに、男の肩かた口ぐちへとつかみかかった。

　背後は、断だん崖がいだ。落ちれば、まず助からない。死にたくなければ、テイ＝スンを殺すしかあるまい。

「放せ」

　それでも男は冷静に言い、テイ＝スンの胸むなもとを拳こぶしで突いてきた。まるで、十年前のあの男に、テイ＝スンがそうしたときのように。

　あの男は、テイ＝スンの首くび飾かざりとともに落ちていった。

　テイ＝スンは、指先にからんだ男の外套とともに落ちることになった。

　あの男は憎ぞう悪おに狂くるった目をしていたが、自分はどのような目で男の姿を見ているのだろう。やはり、硝子ガラス玉のような目をしているのだろうか。

　冷たい灰色の瞳ひとみに見つめられながら、テイ＝スンは断崖の下に墜つい落らくした。

　途と中ちゆうで岩から生えていた木に背中を打たれ、また落ちる。断崖の壁かべに肩かたが当たり、それから後はごろごろと転がるようにして落ち、最後に全身を地面に叩きつけられた。

　視界に暗黒と真しん紅くが入り乱れる。激痛というよりも、全身が火に包まれているように熱かった。自分が呼吸をしているのかもわからない。頭の中を、さまざまな想念が駆けていく。

　これが死か。

　暗黒の向こうで、妻が悲しげに微笑ほほえんでいた。

　オウラは、硝子玉のような目をしていた。

　ツヴァイは、不ふ機き嫌げんそうに口をへの字にしていた。

　幼かった頃ころのディガとドッドが泣いている。まん丸のミダが、一心不乱にモルガの恵みを貪むさぼっている。ヤミルは、冷たく笑っている。ズーロ＝スンは、ザッツ＝スンの影かげにおびえながらも、ふんぞり返っている。

　それらの姿が幼くなったり年をとったりめまぐるしく変化しながら、口々にテイ＝スンへと語りかけてきた。

（あなたは自分の信じた道をお進みください）

（母さん、早くよくなるといいね）

（俺は父ザッツのように果敢にはふるまえない……どうせ俺は、生まれぞこないなんだ……）

（テイ＝スン！　ミギィ＝スンを何とかしてよ！）

（このままじゃあ、俺たちあいつになぶり殺されちゃうよ……）

（テイ＝スン……何か悲しいことでもあったのかな……？）

（テイ爺は、どうせ先代家長の言いなりなんでしょ？）

　さまざまな光景、さまざまな言葉が頭の中を通りすぎていく。

　その中で、冷たく冴さえわたった女の声が、テイ＝スンの魂たましいを鋭するどく刺さした。

（ザッツ＝スンがわたしにスン家の運命を負わせようというのなら、わたしはわたしのやり方でスン家を導いてみせるわ）

　その瞳には、一種楽しげにも見える光が宿っていた。

　しかし、楽しかったはずがない。あの娘は、あんなに幼かった頃からスン家の運命を負わされていたのだ。

　テイ＝スンには、その苦しみを察することができなかった。どうしてこの娘はこんな人間に育ってしまったのだろうと、いぶかしく思っていたぐらいであったのだ。

（だから、俺を殺したのか？）

　復ふく讐しゆうに燃える双眸が、テイ＝スンの魂を焦こがす。

（お前にそんな資格があったのか？　すべてを森に託すなどと述べながら、お前はスン家の未来を暗黒に閉ざしたのだ！）

　そうなのか。

　スン家を滅ほろぼしたのは、やはりテイ＝スンであったのか。

　あのままミギィ＝スンがヤミルを娶めとり、二人でともにスン家の運命を負っていたなら――スン家は滅ばずに済んだのだろうか？

　硝子玉のように感情をなくしたオウラの瞳にも、再び明るい光が宿ったのだろうか？

　ディガもドッドも、狩人としての誇りを手にすることができたのだろうか？

　ミダもツヴァイも、もっと人間らしい人間に育つことができたのだろうか？

　森辺の民は、光に満ちた生を手に入れることができたのだろうか？

　わからない。

　テイ＝スンなどに、そのようなことがわかるわけもなかった。

　裁くのは――森なのだ。

「う……」

　そしてテイ＝スンは、覚かく醒せいした。

　生々しいまでの悪夢が去ると、今度は悪夢のような現実が待ちかまえていた。

（わたしは……まだ生きているのか？）

　身体のどこにも力が入らない。ただ、火のような熱が全身に満ちていた。

　しびれきった指先に、だんだん感覚が蘇よみがえってくる。テイ＝スンは、片手に刀を、もう片手に革かわの外套を握りしめているようだった。

　どくどくと、岩清水のように鮮せん血けつが流れていく。首をねじると、真っ赤に染まった自分の胴体が見えた。あばら骨が見えかねないほどの、深い傷であった。

　しかし――それでもテイ＝スンは、生きていた。

（母なる森はまだ……わたしの魂を召めそうとはしないのか……？）

　世界はすでに、薄うす闇やみに包まれ始めていた。夜が、近づいているのだ。どうやらずいぶん長い時間を悪夢の中で過ごしていたらしい。

　ならば――このまま横たわっているだけで、腐ふ肉にく喰ぐらいのムントが決着をつけてくれるだろう。そのように考えて、まぶたを閉ざそうとしたとき、魂の裏側に何者かの視線を感じた。

　それは悲しげな妻の目であったか、硝子玉のようなオウラの目であったか、不機嫌そうなツヴァイの目であったか――あるいは、ようやく人間らしい光を取とり戻もどしたヤミルの目であったか――

　何にせよ、テイ＝スンは鉛のように重い身体を地面から引きはがすことになった。

（違う……それではいけないのだ）

　何が森に運命を託すだ。

　そのような言葉は、最後まで懸けん命めいに生きた者だけに許される言葉なのだ。

　テイ＝スンは、何にも懸命になっていない。かつては家族と自分のために、どのような無念でも抱え込んで生きていくのだと力を振り絞しぼっていたが、今のテイ＝スンは何もかもを運命におしつけて、放ほう埒らつに生き永らえているだけの存在だった。

（裁くのは、森だ……運命を定めるのは、森だ……だからこそ、我々は己おのれの生きるべき道を懸命に歩まなくてはならないのだ……そうでなくては、森に生きる資格はないのだ）

　テイ＝スンは、自分の血にまみれた懐ふところをまさぐった。

　ザッツ＝スンから預かっていた《禁きん忌きの葉》をかじり、立ち上がる。

（ふん……まったく痛みなど消えはしないではないか）

　それでもテイ＝スンは、立ち上がることができた。刀を腰の鞘さやに収め、男から奪うばった革の外套を肩に掛ける。

（まずは、この傷をふさぐのだ。そして……）

　そして、己の運命を見み出いだそう。

　テイ＝スンは、いよいよ暗く垂れこめていく世界に、血まみれの足を踏み出した。




◇




　テイ＝スンは、己の運命をファの家のアスタに求めた。

　迷ったが、あの不思議な異国生まれの若者こそが、己の運命を見出す相手に相応ふさわしい気がしてならなかったのだ。

　ザッツ＝スンの理想を打ち砕くだいたのは、あの若者である。それはルウの家長ドンダ＝ルウとファの家長アイ＝ファの力あってのものであったのだろうが、中ちゆう核かくをなすのはあのアスタである。最初はドンダ＝ルウがアスタの存在を刀としてスン家を滅ぼしたように思えたが、真実はその逆であるように思えてきてしまったのだった。

　ザッツ＝スンは、本当に間ま違ちがえていたのか。スン家を滅ぼしたファの家とルウの家は、正しく森辺の行く末を担になうことが可能であるのか。それを見定めるために、テイ＝スンは宿場町に下りた。




「これであなたの料理を食べさせていただけるのでしょうか？」

　刀を捨てると、アスタは料理を差し出してくれた。臭くさみのないギバ肉と丸く焼かれたポイタンで作られた、不思議な料理だ。

　口にすると、えもいわれぬ感覚が口の中に広がった。家長会議で味わった料理とも比べ物にならぬほどの、それは美味なる料理であった。

（これならば、確かにジェノスの者たちの気持ちすら動かすことは可能であるのかもしれん）

　テイ＝スンは、満足した。

　だから、最後の仕事を果たすことにした。

　スン家の最後の生き残りとして、この魂を捧ささげるのだ。

　テイ＝スンは地を蹴り、アスタにつかみかかった。その際に、周囲を囲んでいた狩人たちに背中と右みぎ肩かたをえぐられたが、どうということはなかった。

　きっとテイ＝スンの肉体は、ザッツ＝スンと同じように、すでに生きる力を失っているのだ。死んだ肉体に真の死をもたらすには、もっともっと決定的な破は壊かいが必要となるのだろう。

　鉄てつ鍋なべを使ってルウの末まつ弟ていの斬撃をふせぎ、アスタの咽喉もとを左手で締しめあげる。

　そしてテイ＝スンは、笑ってみせた。

「許されざる裏切り者どもめ！　スン家を滅ぼした貴様たちに、最後の報いを与えてやる！」

　こうして自分が悪逆なる大罪人として森辺の民たみに処断されれば、宿場町の人間たちが抱いていた怨えん嗟さも少しは解消されるだろう。テイ＝スンたちがジェノスに与えた恐きよう怖ふと憎悪の念は、森辺の民の手によって晴らされなくてはならないのだ。

　ファの家の女狩人と、ルウの眷けん族ぞくたちがテイ＝スンとアスタを取り囲む。この勇ゆう猛もうなる狩人たちならば、自分を討ち損じることもないだろう。

　しかし――

「森辺の掟おきても、都の法も関係ない！　偉い大だいなるザッツ＝スンは、それらに代わる新たな掟と秩序を我々にもたらそうとしていたのだ！　大志を理解できぬ愚ぐ者しやどもめ！　都の人間にかしずくことしかできなかった惰だ弱じやくの徒め！　貴様たちは、都の人間どもを屈くつ服ぷくさせる唯ゆい一いつの手段を失ってしまったのだ！」

「そんな御ご託たくはもう聞きき飽あきてんだよ！　何が新しい法と秩序だ！　てめーらはただの盗ぬす人びとじゃねえか！」

「我々は、不当に奪われた富を取り戻しただけだ！　生命をかけてジェノスの田畑を守った、その報ほう酬しゆうを手にしただけだ！　恥はずべきは、我々を森辺に閉じ込めて甘い汁しるをすすりたいだけすすっていたジェノスの民どもだ！」

　叫さけんでいる内に、何か奇妙な感覚がテイ＝スンの心に宿りつつあった。

　悪逆なる大罪人として、ぶざまに死に果てる。そのような思いで、テイ＝スンは自分たちの罪を告白しているつもりであったのだが――そんな自分の思いをはるかに凌りよう駕がする勢いで、次から次へと新たな言葉が自分の口からほとばしっていたのだ。

「ジェノスから与あたえられた不当な掟を、我々は八十年間も守らされてきた！　この八十年間で、何人の人間が飢うえて死んだと思っているのだ!?　それでも我々は森の恵めぐみを食することさえ許されず、ただ愚直にギバを狩かり続けてきた！　そうして、生まれたばかりの幼子も、苦難の生を耐たえ続けた老人も、ギバとの戦いで傷ついた狩人も――誰だれが見張っているわけでもないのに森から恵みを得ようともせず、愚直に掟を守りながら、飢えて死んでいったのだ！　ジェノスに殺されたのだ！　このような運命が正しいなどと、わたしは決して認めない！」

「俺だって、それが正しいとは思っていません！　だから、森辺に恵みをもたらすために、このような商売を始めたんです！」

　アスタも必死に叫んでいる。

　気づくと、テイ＝スンは哄こう笑しようしていた。

　まるで――かつてのザッツ＝スンやミギィ＝スンのように。

「愚おろかな行こう為いだ！　なぜ目の前に果実があふれかえっているというのに、そのように迂う遠えんな真似をせねばならないのだ!?　森の恵みを食することさえできれば、いずれは銅貨さえも必要なくなるのだ！　それこそが森を神とする正しき民の生であろう！」

「だけどそれでは、西の田畑がギバに荒あらされてしまうじゃないですか！　森辺の民だって西の王国の一員なのですから、おたがいに支え合いながら生きていくのが正しいはずです！」

「ならばこそ、我々にはさらなる力が必要であったのだ！　飢えて死ぬ人間がいなくなれば、森辺の民はさらなる力を得る！　それで五百名の民が千名に増えれば、これまで以上にギバを狩ることも可能になり、我々が森の恵みをいくら収しゆう穫かくしようとも、ギバが西の田畑を襲うこともなくなっていたはずだ！」

　ザッツ＝スンが、自分に取り憑ついてしまったのだろうか。

　無念の内に死んでいったザッツ＝スンが、テイ＝スンの口を借りて思いのたけを爆発させているのだろうか。

　いや――

　それは確かに、テイ＝スンの胸にも渦うず巻まいていた無念であり、言葉でもあった。

　ザッツ＝スンは確かに無む慈じ悲ひな人間であったが、その根底にあるのは森辺の民としての誇ほこりであった。それを受け止めきれなかったのは、テイ＝スンが弱い人間であったからだ。ザッツ＝スンほど強きよう靭じんな魂を持ち得なかったからだ。森辺の民の行く末よりも、自分と家族の安あん寧ねいばかりを重んじてしまうような、そんな人間であったからだ。

　ザッツ＝スンのすべてが正しかったわけではない。

　しかし、すべてが間違っていたとも思わない。

　テイ＝スンたちが罪を犯す前からジェノスの人間たちは森辺の民を蔑さげすんでいたし、ルウの一族は反はん抗こう心しんを燃やしていた。テイ＝スンとて、それに怒いかりを感じていないわけではなかったのだ。それを呑み込んでしまっていたのは、テイ＝スンが弱い人間であったからに過ぎない。

　どうして自分たちが、ジェノスの民たちに蔑まれなくてはならないのか？

　自分たちは、生命を賭としてジェノスの田畑を守っているのだ。

　どうして自分たちが、ルウ家の者たちに楯たて突つかれなければならないのか？

　ジェノスの貴族たちが、森辺の民をどれほど蔑んでいるか。どれほど侮あなどっているか。そんな怒りとも無む縁えんで乙おと女めのように清らかな生を歩んでいるルウ家の者たちに、屈くつ辱じよくの泥どろ水みずを飲まされている自分たちが、何な故ぜ？

「二十年の昔から、貴様たちはスン家に牙を剥いてきた。スン家はまず、貴様たちを上回る力を得る必要があったのだ！　そうでなくては、ルウ家を怖おそれる氏族の者どもはスン家の言葉に耳を傾かたむけようとはしなかっただろう。だから我々は、民と富を守りながら、静かに力を蓄たくわえ続けたのだ！」

　そうだったのか――と、叫びながら思う。

　これはザッツ＝スンの言葉であり、また、テイ＝スン自身の言葉でもあったのだ。

　ただ一つ、テイ＝スンには許せない存在があった。

　それが、ミギィ＝スンだ。

　ムファの女衆を死に至らしめ、ディガやドッドの魂をねじ曲げ、オウラを侮ぶ辱じよくし、ヤミルに毒どく牙がをのばそうとした――あの男だけは、どうしても許すことができない。あのような無法者に跡あと目めを継つがせよう、などとザッツ＝スンが考えていなければ、何もかもが違う方向に進んでいたはずだった。

（しかし、ザッツ＝スンはジェノスの貴族とルウの一族を恐れていた。今ならわかる。ザッツ＝スンは、自分の力でどうすることもできない貴族とルウ家に、恐怖していたのだ）

　その恐怖が、ザッツ＝スンを狂わせた。

　ほんの少し――ほんの少しの匙さじ加か減げんであったのだ。

　そして、ザッツ＝スンを狂わせたのは自分たちだ。

　ミギィ＝スンが罪を犯したあの夜に、自分たちが正しく弾だん劾がいできていれば――森辺の掟を踏みにじろうというザッツ＝スンを、自分たちが正しく説得できていれば――そして、孤こ独どくな王者であったザッツ＝スンに安らぎを与えられるような、自分たちがそんな存在であったなら、このような結果にはなっていなかったに違いない。

　けっきょく自分たちは、ザッツ＝スンにすべてを押おし付つけていただけであったのだ。ザッツ＝スンがあまりに強靭であるがゆえに、自分たちの助力など必要ない、と――そんな風に考えて、手を差しのべることさえしなかったのだ。

　ザッツ＝スンは、自分だけの誇りを重んじているように思えた。

　そうさせてしまったのは、自分たちだ。

　だからザッツ＝スンは、己の考えこそが唯一絶対の正しい道であると、そのように考える人間になってしまったのだ。

　ルウ家の家長ドンダ＝ルウだって、現在はザッツ＝スンに劣おとらぬ支配力を身につけている。ルティムやレイといった眷族の長たちは、そんなドンダ＝ルウを誇りに思い、手をたずさえてともに生きていこうとしているように思える。

　自分たちが、そんな風にザッツ＝スンの手を取ることができていたならば――きっとザッツ＝スンは、その強大なる力でもって、自分たちを正しい方向に導いてくれたのだろう。

「ふざけんな！　あいつはあれだけ斬きり刻まれながら、平気な顔をして笑ってやがるんだぞ？　首を刎はねられながらアスタの咽喉を握り潰つぶしちまったらどうする気だ！」

　気づくと、ルウ家の末弟が自分でない誰かを怒鳴りつけていた。白い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ、城下町の兵士だ。

　その冷たい灰色の瞳に、テイ＝スンははっきりと見覚えがあった。なるほど、あの商団はやはりジェノスの仕し掛かけた罠わなだったのである。

「いいぞ！　殺し合え！　それこそが貴様たちに相応しい姿だ！　森辺の民とジェノスの民は、どちらかが滅ぶまで憎み合う運命なのだ！」

　衝しよう動どうのおもむくままに、テイ＝スンはそのように叫んでいた。

　これでいいのだ。

　悪逆な大罪人を演じて、自ら滅ぼされようなどという、そんな茶番は必要なかったのだ。

　自分はスン家の最後の生き残りとして在る。自分は最後まで、ザッツ＝スンの執しゆう念ねんとともに在るべきなのだ。

　そんなテイ＝スンを、自分たちの力で討ち倒たおすことができないのならば、森辺の民に明るい未来などは訪おとずれない。

　自分を滅ぼしてみろ。

　自らの力で、未来を切り開いてみせろ。

　そのような思いで、テイ＝スンはアスタの首をねじりあげた。

　すると――

　ファの家の女狩人、アイ＝ファがテイ＝スンの前に静かに立った。

「そんなにアスタが憎いのか？　アスタは、森辺に豊かさをもたらそうとしているだけだ。森辺の民が飢えて死ぬことのないような、そんな豊かさを求めて尽じん力りよくしているだけだ。スン家が同じ大志を抱いていたというのなら、それを引き継ぐのがアスタであり、ファの家であり、ルウの家である、という風には考えられぬのか？」

「貴様たちは、ジェノスに尻尾しつぽを振ふっているだけだ！　いかに豊かさを得ようとも、そのような行為で誇りは取り戻せん！」

「そんなことはありません！　俺は――俺たちは、ジェノスに媚こびへつらうわけではなく、ともに生きたいと願っただけです！　法や掟を踏みにじるのではなく、同じ法と掟のもとに生きる同胞としての縁を結びなおしたかっただけです！」

　そんなことは、わかりきっている。

　しかし、理想を語るだけでは未来は切り開けない。

　この者たちは、まだジェノスの貴族たちが――トゥラン伯はく爵しやく家けの当主サイクレウスが、どれほど悪あく辣らつな人間であるかも知ってはいない。

「同胞だと？　我々を不当に虐しいたげてきたジェノスが、同胞だと!?　ふざけるな！　ジェノスは、屈服させるべき、敵だ！」

「俺はそうは思いません！　アイ＝ファやルウの人々だって、そんな風には思っていないはずです！　森辺の民は、自らの意志で掟を守ってきただけなのですから、仮に不当な扱あつかいを受けていたとしても、虐げられてきたなどという意識はないんです！　だから、もしもスン家の人々だけが、そんな無念を抱かかえこんでいたというのなら――それはきっと、ジェノスの城から与えられたものなのでしょう」

　アスタは、そのように叫んでいた。

「その無念は、ルウとザザとサウティが引き継ぎます。スン家に代わって族長筋となった彼らが、今後は城とやりとりをしていくんです。スン家だけでは抱えきれなかった無念を、今後は森辺の民の全員で受け止めることになるのでしょう。それでも俺たちは屈くつせずに、正しい縁を結べるように力を振り絞ります。だから――森辺の行く末を、俺たちに託たくしてくれませんか？」

「……馬鹿か、貴様は？」と、テイ＝スンは言ってやった。

「森辺の行く末など、知ったことか！　わたしはもうすぐ死ぬ！　ザッツ＝スンはすでに死んだ！　スン家の滅んだ世界には、破滅と絶望こそが相応しい！　森辺も、この町も、石の城も、何もかもが滅んでしまえばいいのだ！」

　おびただしい量の血が、背中の傷から流れ落ちている。

　もうテイ＝スンの生命は、そんなに長くもたないだろう。

　もしも森辺の民に、自分のような人間すら討ち倒す力がないというのなら――気の毒だが、アスタにも魂を返してもらう他ない。

　アスタの魂は、きっと森に召されるだろう。

　たとえ異国の生まれでも、アスタはれっきとした森辺の民だった。

「……ならば、私の生命も手て土産みやげに持っていけ」

　と――ふいにアイ＝ファが力を失った声で言い、テイ＝スンのほうに近づいてきた。

「近づくな！　そのような戯たわ言ごとでわたしの隙をつこうという気か、ファの家長よ？」

「そのようなつもりはない。家人を目の前で害されながら、おめおめと生いき恥はじをさらす気持ちになれぬだけだ。……アスタを殺すなら、私のことも殺してくれ」

「アイ＝ファ！　お前、何を言ってるんだよ！」

　いかに勇猛に見えても、しょせんは女衆か。テイ＝スンを滅ぼすのは、この女狩人ではないらしい。アイ＝ファは大刀を捨て、残された小刀をテイ＝スンのほうに差し出してくる。

「この刀で、私の生命を絶つがいい。できれば、アスタよりも先に私を殺してくれ。……アスタの死ぬ姿は、見たくない」

「待て！　近づくな！　貴様などの奸かん計けいには乗らんぞ！　わたしにではなくこの小こ僧ぞうに刀を渡わたすつもりだな!?」

「何を言っている。アスタには女衆ていどの力しかない。いかに深手を負っていようとも、アスタより素早くこの刀を受け取ることぐらいは容易であろう？」

「動くな！」と、テイ＝スンは叫んでみせる。

「わたしの右みぎ腕うでは動かぬのだ！　貴様たちの刀が、右肩の筋を断ってしまったのだろう。だからわたしには、一人の人間を道連れにすることしかできん！　この小僧は今すぐにくびり殺してくれるから、死にたいのならば自ら咽喉を突ついて死ね！」

「そうか……やはりお前の右腕は動かせぬのか、テイ＝スン」

　アイ＝ファがそのようにつぶやいたとき――

　テイ＝スンの左ひだり腕うでに、熱い感覚が走はしり抜ぬけた。

　それと同時に肘ひじから先に力が入らなくなり、アスタの身み柄がらをアイ＝ファに奪われてしまう。

　そして――

　さらに熱い感覚が、咽喉の下にも走り抜けた。

　視界が、白い光に包まれる。

　とたんに、背中に何かがぶつかってきた。

　否、テイ＝スンはもともと樹木にもたれて立っていたはずである。どうやらテイ＝スンは、自分でも気づかぬ内に、地面へと倒れ込んでいたようだった。

「誇りを失った恥はじ知しらずめ。……己の子を飢えで失う苦しみなど、スン家でぬくぬくと生きてきた貴様などにわかるものか」

　光の向こうで、黒い影がそのように喋しやべっている。どんな姿をしているのかもわからないが、森辺の民であることに間違いはないらしい。

　ならば、何も過不足はなかった。

（ようやく、終わったか……）

　急速に意識が薄うすらいでいく。

　白い光がじょじょに暗黒に塗ぬり潰されていき――再び懐なつかしい家族や血族たちの姿が、テイ＝スンの脳のう裏りを過ぎ去っていった。

（オウラ、ツヴァイ……ミダ、ディガ、ドッド……お前たちはスンの氏を捨て、同胞たちと新たな生を生きていくがいい……）

（ヤミル、お前もだ……お前もこれ以上、スンの氏に縛しばられる必要はない……）

（ズーロ＝スン……お前は族長として、スン家に殉じゆんじるしかないのだろうな……気の毒だが、それでもお前の魂は森に召されるだろう……わたしやザッツ＝スンの魂は、きっとセルヴァの矛ほこ槍やりによって打うち砕かれてしまうのだろうから……それに比べれば幸福であると、覚かく悟ごを固めるがいい……）

　テイ＝スンの言葉にみんなが口々に返事をしてくれているようだったが、それを聞き取る力は残されていなかった。

　そしてその向こうから、妙みように明めい瞭りようなる声が響ひびいてくる。

「テイ＝スン……家長会議の夜に、アイ＝ファに力を貸してくれたのは、あなたなのですか？」

　黒い影が二つ、自分を見下ろしているような気がする。もしかしたら、これはアスタとアイ＝ファであろうか。

　それも死しに際ぎわの幻げん影えいであったのか、それとも最後に見る現実の場景であったのか、何も判然とはせぬまま、テイ＝スンは笑ってみせた。

　自分を優やさしい人間だなどと勘かん違ちがいはせぬことだ。

　べつだん自分は、アイ＝ファの身を案じて救いの手をのばしたわけではない。ただ、血族であるディガたちの手を汚よごさせたくなかっただけであったのだ。

（わたしはそういう、ちっぽけな人間なのだよ、アスタ……）

　スン家の時代は、ようやくこれで真の終わりを迎むかえることができる。

　残りの苦労は、お前たちが担うのだ。

　願わくは――その行く末に、光あれ。

　そのような思いにとらわれながら、テイ＝スンはやわらかくて温かい暗黒に、その身と魂を委ゆだねることにした。
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あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十八巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　毎回のように言っておりますが、ここまで巻数を重ねることができたのも、ひとえにこの本を手に取ってくださった皆様のおかげです。つつしんで、御礼の言葉を申し上げさせていただきます。




　さて、今巻についてですが、今回はまた少し本編が短めの構成となっております。これは、先行して発表されているウェブ版のほうが大幅に文字数をオーバーしていたために、ひとつの章を二冊に分けさせていただいたためであります。

　十四巻と十五巻も同じような構成でありましたが、あちらはなるべく『群像演舞』を多めに掲載したいという思いからくる、意図的な措置でした。しかし今回は、ページ数の都合でやむなく分割した次第であります。

　であれば、本編を改稿しまくってスリム化を目指すという方法もなくはなかったのですが、ちょうど『群像演舞』に百ページにも及ぶ長いエピソードが存在したため、こちらを掲載させていただくことにいたしました。

　本編が短いのは物足りないとお考えになる方々もいらっしゃるかと思われますが、次巻では本編の占める割合ももう少々増量する予定ですので、どうぞご了承くださいませ。




　その、百ページにも及ぶ『群像演舞』のエピソード、『没落の系譜』に関しても、少々語らせていただきたく思います。

　こちらの『没落の系譜』は、当作の中ではやや異色のエピソードになるかと思われます。何せ、かつての族長筋スン家が没落していくさまを描いたエピソードでありますため、シリアス要素が強く、ほのぼの要素がほぼ皆無であるのですね。

　しかしその分、当作においては重要なエピソードであると思っておりますので、皆様にもお楽しみいただけたら幸いであります。




　ただ一点、心配していることがございます。

　以前にもあとがきでお伝えしたかと思いますが、この『群像演舞』というのはもともと十三編から成るエピソードであり、すべて同時期に公開されていたのですね。

　具体的には、書籍版第十三巻の後に公開されたエピソードとなります。スン家およびトゥラン伯爵家にまつわる騒動が一段落したのち、番外編である『群像演舞』が公開され、マイムたちの登場する第十四巻からの内容に繋がる、という構成であったのです。




　では、何が心配かと申しますと、このウェブ版と書籍版の公開時期の格差についてであるのですね。

　ウェブ版では、スン家にまつわる騒動の記憶が薄れぬうちに『群像演舞』が公開されたので、それほど問題はなかったかと思うのですが。書籍版のみをお読みになられている方々にとっては、スン家の騒動についてもずいぶん懐かしきエピソードとなりましょう。

　何せ、書籍版第十三巻が発売されたのは、去年の二月であるのです。さらに、スン家のエピソードは第七巻でおおよそ終息しておりますので、いっそうさかのぼることになります。

　たとえば、カミュア＝ヨシュの弟子であるレイト少年の父親と、《キミュスの尻尾亭》の店主ミラノ＝マスの弟は、かつて森辺の集落を抜けてシムに向かおうとした商団の一員であり、スン家の手によって魂を返すことになったのだ、とか――家長会議でアイ＝ファがディガ＝スンにさらわれたとき、テイ＝スンが救いの手をのばしたように見受けられる、だとか――そういったエピソードを、記憶にお留めになられていたら幸いであります。




　あと一点、野暮を承知で補足させていただきますと、『没落の系譜』の「１」から「３」までは本編から見て数年前のエピソードであり、「４」から本編の時間軸とリンクいたします。

　アスタがスン家の人々と出会い、家長会議でその大罪を暴いた。その裏側で、テイ＝スンは何を思い、どのような考えのもとで行動していたのか。それらを綴ったエピソードとなります。

　この『没落の系譜』は個人的に思い入れの強いエピソードでありますので、皆様ともその思いを分かち合えたら、何より嬉しく思います。




　という感じで、そろそろこのあとがきも締めくくらなければなりません。

　今回は本編も番外編もシリアス寄りの内容でありましたが、次巻ではほのぼの要素も復活するかと思われます。どのような内容であるかは、巻末広告をご参照くださいませ。

　あと余談として、ＭＦブックス様より刊行させていただく新作の広告が、帯に掲載されているかと思われます。ご興味を持たれた方々は、そちらも何卒よろしくお願いいたします。




　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　次巻でまたお会いいたしましょう！

二○一九年六月　ＥＤＡ　　
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